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ごあいさつ

平成２３年３月１１日の東北地方太平洋沖地震に際しましては、各方面よりご心配のお問合せや

温かいお見舞いのご芳信をいただき、誠にありがたく、心から感謝を申し上げます。地震の際

には、震度６弱という大変強い揺れではありましたが、当館は構造上頑強であったためか、建

物への深刻なダメージを受けずに済み、資料にも大きな影響はありませんでした。

さて２２年度は、前年度より進めておりました総合展示室の改修を経て４月２０日にリニューア

ルオープンを迎え、「聖地チベット　ポタラ宮と天空の至宝」「インカ帝国のルーツ　黄金の都

シカン」の２回の特別展と、「新たな国民のたから－文化庁購入文化財展－」「仙台人物誌－江

戸時代のあんな人、こんな人－」の２回の企画展を開催しました。さらに開館５０周年を迎えた

２３年度は、震災により閉館を余儀なくされながらも、４月末に特別展「ポンペイ展～世界遺産

　古代ローマ文明の奇跡～」を再開、７月から１２月には企画展「館蔵名品百選―開館５０年　コ

レクションの粋―」、特別展「仏のかたち　人のすがた－仙台ゆかりの仏像と肖像彫刻－」を開

催し、震災１周年となる３月には、ＭＯＡ美術館（静岡県熱海市）より復興支援のご厚情をい

ただき、「国宝　紅白梅図屏風とＭＯＡ美術館の名品」を特別公開いたしました。多くの方々が

ご来館くださり、復興に対する文化的側面からの支援のあり方と博物館の役割を痛感したとこ

ろです。

５月には当館所蔵の「慶長遣欧使節関係資料」（国宝）がユネスコ記憶遺産候補の国内推薦を

受けました。これも、当館を支えてくださる皆様のおかげと感謝いたしております。

また、震災後の対応として平成２３年度は市内の被災資料のレスキュー活動に精力的に取り組

み、パネル展・レスキュー展を開催して広く紹介しました。

教育普及事業では、学校向けの体験プログラムを新設して館内外で実施するようになり、軌

道に乗りはじめたところです。

市史編さん事業では、２２年度に『通史編８　現代１』を刊行いたしました。仙台市民が体験

した戦後混乱期から高度経済成長期までの時代を、４００点近い豊富な図版とともに詳細に説明

しております。仙台の歴史のなかでも、大きく変動するなか多くの市制の充実をみせた時期を

扱った本書を、多くの方々にご愛読いただきたいと願っております。

仙台市博物館が仙台城三の丸跡に開館して半世紀。今後も歴史と文化を未来につなぐ役割を

果たすべく、職員一同努力してまいりますので、なお一層のご指導とご支援のほどをよろしく

お願い申し上げます。

仙台市博物館

館長　遠　藤　俊　行
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１．東日本大震災被害と
その後の対応

震災発生から開館まで
　
１．災害発生からの経過について
震災発生後、博物館来館者等約１５０名を直ちに館
外に避難させた。幸いにもけが人はなかった。震災
概要は次のとおり
①発生日時　平成２３年３月１１日（金）

午後２時４６分
②地震名　　平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋

沖地震
③規模　　　マグニチュード９．０
④震度　　　最大震度７（宮城県栗原市）

仙台市最大震度６強（宮城野区）
仙台市青葉区最大震度６弱

地震後、館内への職員等の立入が可能かどうかの
安全確認が急務であった。早急に危険度判定を行う
必要があるとの結論になり、建築構造の専門家によ
る点検を３月１６日から実施した。
３月２２日～２３日
応急処置及び立入禁止区域の養生等実施

４月８日～２１日
緊急工事として博物館災害復旧工事その１を実
施（特別展会場である企画展示室天井復旧及び
ミュージアムストリート天井復旧）

２．一部開館から全面開館へ
震災時、特別展「ポンペイ展」を開催中でもあり、
早期の開館が望まれた。幸い建物本体に大きなダ
メージはなく、また、ライフラインも電気が翌々日
には復電、水道は震災以降も使用可能な状態であっ
た（ガスは最終的に４月１２日まで停止）。
部分的な復旧工事を経て４月２９日には、特別展の
み再開（最終日を当初の５月８日から６月５日まで
延長）にこぎつけることが出来た。
但し、常設展示室の再開や業者が撤退したレスト
ランの営業再開も含め全面的な開館は７月末まで待
つこととなった。
特別展「ポンペイ展」終了後、一旦閉館。その後
復旧工事の２期分を実施するため、７月２２日まで休
館した。そのため、予定されていた巡回特別展「ボ
ストン美術館浮世絵名品展」は中止を余儀なくされ、

当初は秋に予定していた企画展「館蔵名品百選」を
前倒しして開催した。改修部分としては、展示室内
展示ケースのガラス交換（５枚）やレストラン部分
の天井壁の復旧等である。なお、エントランスホー
ル天井部分の改修については、再開までの期間が短
く（夏休み前には再開館希望）工期が取れない等の
理由により、館の閑散期である平成２４年１月～２月
に復旧工事を実施し完全復旧している。

 

３月１１日の震災後の情報資料センター

３月１１日の震災後のプレイミュージアム

４月７日の余震後の総合展示室（ガラスケースが割れた）
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文化庁の国庫補助を活用した
ミュージアム復興事業

１．事業の概要
文化庁が地域の文化遺産を活用して、公開等によ
り文化振興や地域経済活性化を推進することを目的
として、補助金を交付する事業を行っている。
都道府県単位の実行委員会に交付されるため、仙
台市博物館は東北歴史博物館、サンファン館ととも
に宮城県ミュージアム復興事業実行委員会を立ち上
げ、今回の震災により被災した文化遺産保全と図る
とともに、災害を記録にとどめ、歴史資料への関心
や意識高揚を図る事業を展開している。
２．仙台市博物館の事業
１市内被災資料レスキュー事業
市内で被災した歴史資料等のレスキュー活動を継
続し、文化遺産の保全を図っている。
交付金額　２，０００，０００円

２博物館施設の復旧・復興の情報発信、活性化事業
震災で被災した仙台歴史ミュージアムネットワー
クの事業について、より強力に連携することによっ
て、各施設で停滞しがちな事業を復旧・復興を情報
発信し、さらに意識的な広報活動を展開し、歴史・
文化施設の活性化を積極的に市民に示している（詳
細は１０９ページ参照）。
交付金額　２，７４９，８６０円

３振興関連展覧会事業
特別展「プライスコレクション展（仮称）」
世界的に著名な日本近世絵画のコレクターである
米国在住のプライス氏の申し出を受けて、同氏の伊

藤若冲を中心とするコレクションを、このたびの震
災で被災した地域に展示することにより、被災地の
人々の癒しと復興に向けての活力を提供する予定。
２３年度は「鳥獣花木図屏風」写真レプリカやパネル
を広報用に作成した。
交付金額　４，９５１，０８０円

４振興関連展覧会事業
特別展
「慶長遣欧使節出帆４００年記念展（仮称）」
「国宝　慶長遣欧使節関係資料」を核とし震災復興
を祈念し、特別展覧会を開催する予定。２３年度は広
報用にパネルを作成した
交付金額　１，１９９，０６０円

５振興関連展覧会事業
特別公開「国宝　紅白梅図屏風とＭＯＡ美術館の

名品」
日本・東洋美術における世界的コレクションを誇

るＭＯＡ美術館（静岡県熱海市）からの申し出を受
けて、同館屈指の名品として知られる尾形光琳筆 
国宝「紅白梅図屏風」をはじめ、東北地方にゆかり
の深い所蔵作品など計１０件を展示することにより、
被災地の人々に癒しと復興に向けての活力を提供し

Ａ４チラシ

「鳥獣花木図屏風（右隻）」写真レプリカ

【国宝】ローマ市公民権証書
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た（詳細は８４ページ参照）。
交付金額　１０，８３２，０００円

６仙台市歴史的震災関係パネル展示事業
震災で被災した仙台の歴史資料等をパネルにし
て、情報発信を行った（詳細は８ページ参照）。
交付金額　１，６８０，０００円

東北地方太平洋沖地震被災文化財等
救援事業

平成２３年４月、文化庁を中心に東北地方太平洋沖
地震被災文化財等救援委員会が組織され、東京文化
財研究所を事務局に東北地方太平洋沖地震被災文化
財等救援事業（文化財レスキュー事業）が進められ
た。その現地本部が平成２３年４月１８日から７月３０日
まで当館内に設置された。この期間、文化庁や国立
の文化財研究所・博物館の職員、各地の公立博物館
の学芸員など、全国の各機関に所属する専門家が現
地本部に派遣され、当館を拠点として宮城県内のレ
スキュー活動に従事した。当館も事業に協力し、石
巻文化センター（石巻市）をはじめ、市外の被災し
た社会教育施設や文化財関係施設等の資料レス
キュー活動に参加した（参加状況は７ページ「資料
レスキュー活動日誌」参照）。平成２３年８月以降は、
救援委員会の支援を受けながら、県内の自治体、大
学、博物館施設等が協力・連携しながらレスキュー
活動を続けている。また、平成２３年１０月に組織され
た宮城県被災文化財等保全連絡会議に参加し、当館
は幹事館（副代表）として活動している。

資料レスキュー活動

東日本大震災では、地震及び津波による文化財、
歴史資料の損傷や流失、その後の復旧過程での廃棄
など、様々な要因による被害が発生した。当館で
は、これら震災による直接・間接的な被害を受けた
資料を対象にレスキュー活動（救出・保存要請）を
行った。
当館が関わった資料調査、資料レスキューは４２件

で、このうち１５件が水損資料であった。
１．市内巡回調査活動
発災後、一般市民などから資料レスキューの要請

を受けることはあったが、数は限られ、要請を待つ
だけでは個人が所蔵する歴史資料の救出には限界が
あると想定された。そこで、仙台市内を巡回し、個
人所蔵の歴史資料の有無や保管状況などを確認して
被災情報を収集し、必要に応じて被災資料の保全を
実施した。
なお、保全活動に際しては、ＮＰＯ法人宮城歴史

資料保全ネットワーク（宮城資料ネット）と連携関
係を結び、情報を共有すると供に、合同で調査や保
全活動を行うこともあった。
１活動地域・期間
仙台市内全域を対象に、平成２３年４月中旬から９

月末までを主な活動期間とした。その後は、個別の
継続的な資料調査・レスキュー活動や、新たな資料
レスキューがないか、確認のための再訪問などを
行った。
２訪問調査先
これまでの市史編さん事業に係る調査先、及び

『秋保町史　資料編』や『宮城町誌　史料編（改訂
版）』、郷土関係書などに掲載された資料所蔵者など
から抽出した市内の古文書所蔵者や旧家・寺社・施

現地本部でのミーティング

石巻文化センターにおける文化財レスキュー活動
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設を対象とした。
また、実際の訪問では、訪問先から地域の旧家を
紹介されるなどしたため、最終的な訪問先の８割以
上が、震災前に当館で公式に調査したことがなかっ
た個人宅、寺社などであった。
３対象資料
主に古文書、明治・大正・昭和期に書かれた書類・
印刷物、私的な日記・手紙、役場の公文書、地域を
撮影した写真などの歴史資料を対象とした。
４訪問調査員
市史編さん室員を中心に博物館学芸員、市史関係
委員及びＮＰＯ法人宮城歴史資料保全ネットワーク
事務局員などから訪問先に応じて３～４人程度の
チームを作り訪問した。

５調査方法
上記チームで１日６～８軒を訪問（訪問前の連絡

等はせず）。資料保管を呼びかけるチラシ（６ページ
参照）を配布し、所蔵資料の有無、保管状況の確認
を行い、必要に応じて、保全処置のため資料を一時
的に預かった。また、資料所蔵者が詳細な調査を希
望している場合などは、調査後、日を改めて個別調
査を行った。
６訪問軒数
ＮＰＯ法人宮城歴史資料保全ネットワークとの連

携も含め平成２４年３月末までに、のべ４４日、不在を
含め２８６軒を訪問した（詳細は７ページ「資料レス
キュー活動日誌」参照）。
７保全処置
救出した被災資料のうち、水損資料は、当館で乾

燥やクリーニングなどの応急処置を行い、処置が難
しい資料については、必要に応じて、東京文化財研
究所などに助言を求め、場合によっては、奈良文化
財研究所へ資料を送り、真空凍結乾燥の処置を行っ
た。

資料調査・レス
キュー件数

巡回調査
訪問軒数地　区区

715広　 瀬青 葉 区 12大　 沢
713原　 町

宮城野区 22高　 砂
36岩　 切

1235七　 郷若 林 区 14六　 郷
310長　 町

太 白 区
11中　 田
10西 多 賀
16生　 出
51秋　 保

219七 北 田泉　 区 22根 白 石
7－市　 外
38286合　 計

表１　巡回調査一覧（平成２３年度末時点）

※地区は1889年の町村制施行時の範囲。一部、現在の区域とは対
応しない

市内巡回調査（若林区三本塚）

市内巡回調査（若林区二木）

宮城資料ネットとの連携による資料レスキュー活動（太白区根岸町）
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２．資料保存要請文書の送付
平成２３年５月に、これまでの市史編さん事業に係
る調査先のうち、特に被害が甚大であった宮城県・
福島県・岩手県在住の個人や寺社などの資料所蔵者
３７１軒に対して、歴史資料の保管を呼びかける文書
を送付した。
３．公的施設の資料レスキュー
個人宅以外では津波被害のあった市内の中野・荒
浜・東六郷小学校、及び若林消防署荒浜航空分署か
ら水損した資料のレスキュー要請があり、資料の一
部について一時保管、クリーニング、くん蒸などの
処置を行った。なお、これらの施設の水損資料は国
立公文書館が修復作業を行った（詳細は８ページ「国
立公文書館　被災公文書等修復支援事業」参照）。
また、中野小学校の被災資料（杉の切株）の保管、
処置については、東北大学植物園の協力を得た。
４．活動の報告・紹介
・河北新報夕刊で紹介（Ｈ２３．５．１９）
・国立歴史民俗博物館（佐倉市）で開催された特別
集会「被災地の博物館に聞く」で報告（Ｈ２３．７．３０）
・当館で開催された市史セミナーで報告（Ｈ
２３．９．１８）（詳細は１１７ページ「市史セミナー」参照）
・山形県立博物館（山形市）で開催された日本博物
館協会東北支部研修会で報告（Ｈ２３．９．２９）
・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（高崎市）
でポスターセッション、パネル展示（Ｈ２３．１０．２７
－２８）

・東京都で開催された仙台市のシティセールス「仙台
の夕べ」でパネル展示、スライド紹介（Ｈ２４．２．３）
・当館で開催された「東日本大震災１年　資料レス
キュー展」で紹介（Ｈ２４．３．６－２５）（詳細は９ペー
ジ参照）
・また、活動の詳細は、平成２３年１１月３０日発行の『市
史せんだいVol.２１』に掲載の「緊急特集　東日本
大震災における資料レスキュー活動」で中間報告
を行った。
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表２　資料レスキュー活動日誌

【凡例】・○は仙台市博物館主体　　　・◇は文化財レスキュー事業

　　　・□は宮城資料ネットと連携　・●◆は水損資料を扱ったもの

平成２３年
３／１４ ○状況調査（六郷・七郷地区）
４／６ □レスキュー（旧岩切郵便局）
 ７ ◆レスキュー（石巻文化センター）
 ２０ ○巡回調査（六郷・七郷地区）
 ２１ ○巡回調査（高砂地区）
  ◆レスキュー（石巻文化センター）
 ２２ ○巡回調査（岩切地区）
  □レスキュー（太白区個人宅）
  ◆レスキュー（石巻文化センター）
 ２５ ○巡回調査（中田・西多賀地区）
 ２６ ○巡回調査（根白石・七北田地区）
 ２７ ○巡回調査（広瀬・大沢地区）
 ２８ ○巡回調査（秋保・生出地区）
５／１　○巡回調査（六郷・中田地区）
 ４ ○巡回調査（中田）
 ６ ○巡回調査（原町・七北田地区）
 １１ ○巡回調査（中田・西多賀地区）
  ◆レスキュー（石巻文化センター）
 １２ ○巡回調査（長町地区）
  　レスキュー（多賀城市個人宅資料）
  ◆レスキュー（石巻文化センター）
  □レスキュー（岩沼市個人宅）
 １３ ◆レスキュー（石巻文化センター）
 １４ ◆レスキュー（石巻文化センター）
 １５ ○状況調査（六郷・七郷地区）
  ◆レスキュー（石巻文化センター）
 １７ ●レスキュー（若林区昌林寺）
 １８ ○巡回調査（七郷地区）
  ◆レスキュー（宮城県慶長使節船ミュージアム、マ

リンパル女川）
 １９ ●巡回調査（六郷地区）
 ２０ ●巡回調査（高砂地区）
 ２５ □巡回調査（七郷地区）
  □資料調査（若林区個人宅）
 ２６ ○巡回調査（六郷・長町地区）
 ２７ ○巡回調査（岩切地区）
 ３１ ◇レスキュー（名取市、熊野那智神社）
６／１　○巡回調査（七郷地区）
  ◇レスキュー（名取市、熊野那智神社）
 ２ ◇レスキュー（東北歴史博物館、熊野那智神社資料）
  ○巡回調査（原町地区）
 ８ ○巡回調査（七郷地区）
  □資料調査（青葉区個人宅）
 ９ □巡回調査（秋保・長町地区）
 １０ ○巡回調査（高砂地区）
 １５ ○巡回調査（原町・七北田地区）
 １６ ○巡回調査（七郷地区）
 １７ ●レスキュー（太白区個人宅）
 ２０ □レスキュー（斎藤報恩会）
 ２２ ○巡回調査（岩切地区）
 ２４ ◆レスキュー（石巻市、牡鹿町誌編さん資料）
 ２９ ○巡回調査（大沢地区）
  ○資料調査（青葉区個人宅）
 ３０ ●レスキュー（荒浜小学校）
  ○資料調査（青葉区個人宅）
７／２　　研修参加（水損資料ワークショップ）
 ６ ○巡回調査（生出地区）
 ７ ○巡回調査（岩切地区）
 １１ □レスキュー（若林区個人宅）
 １３ ○巡回調査（高砂地区）
  □レスキュー（宮城野区個人宅）

７／１４　○巡回調査（秋保地区）
 １８ ◆レスキュー（石巻市、牡鹿町史編さん資料）
 １９ ○資料調査（泉区個人宅）
 ２１ ○巡回調査（根白石地区）
 ２２ ○巡回調査（原町地区）
 ２７ ○巡回調査（広瀬地区）
 ２８ ○巡回調査（秋保・岩切・七北田・根白石地区）
８／１　○資料調査（青葉区個人宅）
 ２ ●レスキュー（中野小学校）
 ５ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 １０ ●レスキュー（中野小学校）
 ２５ ●レスキュー（中野小学校）
 ２６ ●水損資料ケアに職員派遣（東北大学埋蔵文化財セ

ンター）
 ２９ □資料調査（太白区個人宅）
 ３１ ●レスキュー（中野小学校）
  ●レスキュー（若林消防署荒浜航空分署）
９／８　○資料調査（若林区個人宅）
  ○巡回調査（高砂地区）
 ９ ◆レスキュー（東北福祉大学、牡鹿町史編さん室資

料）
 １３ ●レスキュー（東六郷小学校）
 １４ ○レスキュー（斎藤報恩会）

研修参加（東北大学、被災資料の救済に関わる講
演会

 ２１ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 ３０ ●レスキュー（東六郷小学校）
１０／５　○資料調査（太白区個人宅）
 ６ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 ７ ●レスキュー（中野小学校）
 １２ 　レスキュー（若林消防署荒浜航空分署）
 １４ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 １７ ○レスキュー（角田市個人宅）
 ２６ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 ２８ ○レスキュー（斎藤報恩会）
１１／２　○レスキュー（斎藤報恩会）
 ４ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 １１ ○レスキュー（斎藤報恩会）
 １５ □レスキュー（青葉区個人宅）
  ◇レスキュー（斎藤報恩会）
 １６ 　研修参加（水損資料ワークショップ）
 ２４ ○巡回調査（七郷・六郷・中田地区）
 ３０ ○巡回調査（大沢地区）
１２／１　○巡回調査（秋保地区）
 ６ ○巡回調査（七郷地区）
 ７ ○巡回調査（西多賀・生出・広瀬地区）
 ８ ○巡回調査（岩切地区）
 ９ ○巡回調査（七北田・根白石地区）
 １４ ○レスキュー（六郷地区）
  ○資料調査（泉区個人宅）
  ○巡回調査（根白石地区）
 １６ ●レスキュー（若林区個人宅）
平成２４年
１／１３　●レスキュー（東六郷小学校・中野小学校）
 １６ ●レスキュー（荒浜小学校）
 １７ ○レスキュー（角田市個人宅）
 ２３ 　被災公文書等修復支援事業（３月２日まで）
２／６　○レスキュー（泉区個人宅）
 ９ ○レスキュー（泉区個人宅）
３／１４　○レスキュー（太白区個人宅）
 ２８ ○レスキュー（泉区事業者）
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国立公文書館
　被災公文書等修復支援事業

◇津波被害のあった市内の中野・荒浜・東六郷小学
校、及び若林消防署荒浜航空分署から救出された公
文書等を、国立公文書館が平成２４年１月２３日から３
月２日まで、当館及び若林消防署で修復作業を実施
した。国立公文書館のスタッフが常駐し、同館採用
の修復研修生１８人が、水損資料の洗浄、乾燥、再製
本などの修復作業を行った。当館内では学校資料約
４００点と消防関係資料の一部を修復処理した。

「仙台平野の歴史地震と津波」パネル
展・巡回展

平成２３年４月２９日から８月２８日まで市史編さん
室・学芸室共同で仙台の地震や津波の歴史を解説し
たパネル展「仙台平野の歴史地震と津波」を当館内
で開催した。また「仙台市博物館の四季」写真展等
も併設した。震災関係パネルは資料レスキュー活動
の紹介を加え内容を次第に充実させた。パネルのＰ
ＤＦデータを基に、白黒コピーによるパンフレット
を作成し、無料配付した。
平成２３年１０月以降はパネルを２１枚に増やし、希望
する区役所、市民センター、学校等に貸し出して巡

回展示を実施し、下記１８施設に貸し出した。
・区役所（宮城野、若林）
・市民センター等（中央市民センター、広瀬文化セ
ンター、福室市民センター、泉区中央市民セン
ター、せんだいメディアテーク）

・学校等（三条中学校、南吉成中学校、仙台青陵中
等教育学校、五城中学校、西多賀中学校、秋保中
学校、教育センター）

・仙台市外（美里町公民館、国立歴史民俗博物館
（佐倉市）、国立民族学博物館（吹田市））
 

当館内

若林区役所

南吉成中学校
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東日本大震災１年　資料レスキュー展

東日本大震災以来、仙台市博物館が実施してきた
資料レスキュー活動の成果や大震災による市内の被
災状況をパネルやスライドで紹介し、地域の歴史資
料をめぐる現状や、歴史資料を後世に継承して地域
の共有財産として活用することの重要性を市民に向
けて発信した。併せて、パネルのＰＤＦデータを基
にして白黒コピーによるパンフレット二種（「資料レ
スキュー展」８ページ・「仙台平野の歴史地震と津波」
２０ページ）を作成し、観覧者に無料配付した。
また、期間中は当館やＮＰＯなどが救出した若林
区荒井、宮城野区蒲生の旧家の古文書類や、国立公
文書館が当館で実施した「被災公文書等修復支援事
業」において、津波で被災した文書類を洗浄・乾燥
するための処置に用いた資材・器具の実物を展示し、
あわせて写真などを用いて作業手順を紹介した。
開催期間：平成２４年３月６日～２５日
会場：当館ギャラリー
観覧者数：８，１３８人

国立歴史民俗博物館
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２．展　示
　
常 設 展 示
　
１リニューアルオープン後の展示概要
昭和６１年の新館開館以来、老朽化が目立つように
なった展示ケースの改修と、仙台城跡の国史跡指定
（平成１５年）にともなう仙台城コーナーの拡充を実現
するため、平成２１年９月１日より大規模な改修工事
を実施し（詳細については年報３７号を参照のこと）、
翌２２年４月２０日にリニューアルオープンした。
リニューアル工事の結果、常設展示部分の３室

（総合展示室Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）は、「総合展示室」と「特
集展示室」の２室に改編され、総合展示室では古代
から中世、そして現在の町の骨格が形成された江戸
時代を経て、近代都市へと変貌する仙台の様子を、
「むかしの仙台」「伊達政宗、仙台へ」「城」「藩」「町」
「近代都市へのあゆみ」の６ゾーンに分けて紹介。も
ちろん今まで同様、実物資料中心の展示で、特に仙
台城や城下町仙台に関する情報を充実させた。
隣接する特集展示室は、従来の通史的な展示では
紹介できなかった資料群を、様々なテーマのもとに
展示するために設置したものである。既存のテーマ
展示室Ⅰ・Ⅱが特別展会場となる場合には、その代
替施設として仙台藩の武具や国宝「慶長遣欧使節関
係資料」が展示されたが、それ以外の期間には、「日
本美術入門－伝統美術の見方・感じ方－」や「屏風
絵」、「肖像画と書状にみる仙台藩主」「かたちでわか
る古文書入門」などの美術・歴史系の特集展示を行っ
た。なお、リニューアルにあわせ音声ガイドに日本
語版も導入することで、解説ボランティアによる意
欲あふれる活動とともに、観覧者の利便性をさらに
向上させることができた。
それ以外の展示室は従来どおりで、２室あるテー
マ展示室のうち「仙台藩の武器・武具」と題される
Ⅰについては、重要文化財「黒漆五枚胴具足（伊達
政宗所用）」など仙台藩歴代藩主の具足をはじめ、陣
羽織・刀剣などを展示、「支倉常長と東北のキリシタ
ン」と題されたⅡでは、２００１年に歴史資料として初
めて国宝に指定された「慶長遣欧使節関係資料」を
展示している。なお、両展示室はともに前・奥室の
２空間から成るが、Ⅱの奥室については資料保存の
観点から閉室する場合もあった。

２つのコレクション展示室では、当館の特徴的な
コレクション類を特集して展示している。Ⅰでは、
茶道具や古人形・漆工芸・陶磁器を展示している。こ
の展示室の前には特別ケースを設置し、浮世絵を常
時展示している。Ⅱでは、主として絵画を展示して
いる。
これら展示室のほか、プレイミュージアムでは、

前出の黒漆五枚胴具足や銀伊予札白糸威胴丸具足
（豊臣秀吉所用・伊達政宗拝領）などの複製資料を展
示している。また、郷土玩具なども豊富にそろえ、
大人から子供まで楽しめる体験型展示を行ってい
る。その詳細については、「４．教育・普及　プレイ
ミュージアム」の稿を参照されたい。

 

リニューアル後の総合展示室
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２震災とその後の対応
平成２３年度は当館の開館５０周年に当たる記念の年
でもあったが、３月１１日に発生した東日本大震災は
館運営に甚大な影響を及ぼすことになった。展示物
については土器や土人形の一部が転倒し破損したも
のもあったが、幸いなことに大事に至ることはな
かった。ただし、翌月７日の大きな余震により、ガ
ラスケースが割れるなどの被害や、天井部分に生じ
た歪み等の不具合もあり、修復工事のため断続的な
休館を余儀なくされた。
常設展が再開できたのは７月２３日になってから

で、当初は開館５０周年を記念し８月３０日からの開催
予定だった企画展「館蔵名品百選」の前倒し開催に
併せ、主要な資料群を展示した。その後は従来どお
り、季節ごと年４回の展示替えを実施し現在に至っ
ている。常設展の展示替えの詳細については、小
テーマは表３・４を、その具体的な展示資料につい
ては後掲「常設展示展示資料目録（抄録）」を参照さ
れたい。

３外国人来館者への配慮
年々増加傾向にあった外国人来館者に、展示をよ
り深く理解していただくために、これまで当館では
以下のようなさまざまな取り組みを進めてきた。
１．英・中・韓３カ国語対応の音声ガイドの導入
２．英文パンフレットの作成
３．小テーマの解説への英・中・韓３カ国語併記
４．展示資料のキャプションへの英文併記
なお、当館では、「慶長遣欧使節」を取り上げる

テーマ展示室Ⅱの隣にミニシアターを設置し、「支
倉常長－光と影－」と題する映像ソフトを上映して
いるが、この字幕にも英文を併記している。
４今後の課題等
年４回の展示替については先述したとおりだが、

３月１１日の震災後の展示室

展示替えに際しては、春であれば「雛祭り」や「花
見」、夏は「七夕」、冬は「正月」にかかわる資料を
取り上げるなど、季節感を感じさせるような工夫を
随時行ってきている。しかしながら、「常設展」とい
う言葉から想起される、「いつも同じ展示」といった
固定的なイメージを払拭するには必ずしも至ってい
ない。リピーターの更なる増加につなげるには、
ネーミング自体の問題も含め、アピール度をさらに
高める方法を探り実践する必要がある。それと同時
に、震災を機に展示・収集・保存・調査研究といっ
た、博物館の担うべき役割が改めて見直されたこと
も看過すべきではないだろう。今後より一層のサー
ビス向上に務めるとともに、博物館本来の役割を全
うしていきたいと思っている。
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２０１１春の展示　３/１-３/１１２０１０冬の展示　１１/３０-２/２７２０１０秋の展示　８/３１-１１/２８２０１０夏の展示　６/８-８/２９２０１０春の展示　４/２０-６/６コーナーゾーン展示室

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

１　仙台の
あけぼの

１　むかし
の仙台

総合
展示室

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

２　縄文人
のくらし

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

３　稲作の
始まりと有
力者の出現

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

４　中央政
権の進出

陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型５　陸奥国
分寺

洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料６　武士の
台頭

信仰のなかの金工資料陸奧国分寺の仏像３中世の仏画と金工名陸奥国分寺の仏像２陸奥国分寺の仏像１７　神仏へ
の祈り

伊達氏の家臣たち政宗と秀吉伊達氏、戦国の世へ奥羽の戦国大名伊達氏、仙台への道８　伊達氏
の登場

２　伊達政
宗、仙台へ ３/１-３/１１

政宗具足レプリカ政宗具足レプリカ１０/２６-１１/２８
重文政宗具足

８/３１-１０/２４
政宗具足レプ
リカ

政宗具足レプリカ重文政宗具足
９　仙台藩
主、伊達政
宗

遺品にみる仙台城城をたてる、城をなおす仙台城の障壁画仙台城と伊達忠宗遺品にみる仙台城１０　仙台城
のすがた

３　城 藩主の一生城に勤める、藩主に仕える藩主の文芸忠宗をめぐるひとびと政宗の晩年―若林城と瑞鳳殿１１　藩主と
夫人たち

雛の調度と化粧道具武家の服飾（前期-１/２３男性・
後期１/２５-女性）婚礼調度ー貝桶と女乗物食のうつわ－漆伊達家の調度１２　武家の

くらし

片倉家特集１仙台藩の行列お殿様と狩り仙台藩の村々仙台藩の家臣たち１３　仙台藩
のようす

４　藩
片倉家特集２仙台藩の行列寛文事件家臣の旗印仙台藩の家臣たち１４　仙台藩

の家臣たち

城下の町並み仙台城下絵図と村絵図飢饉と仙台城下の町並み城下の中心地　芭蕉の辻１５　城下町
仙台

５　町
春の行事仙台城下絵図と村絵図東照宮祭礼仙台藩の七夕春を楽しむ１６　町のく

らし

仙台藩の学問と思想家名所を旅する商家のなりわい仙台藩と天文学仙台藩の学問１７　教育と
文化

玉蟲左太夫の時代林子平の見た日本と世界アメリカ船、石巻に来たる仙台藩と蝦夷地開成丸と玉蟲左太夫１８　新たな
時代へ

仙台藩の戊辰戦争前夜幕末・明治を生きた人々２幕末・明治を生きた人々１仙台藩と戊辰戦争２仙台藩と戊辰戦争１
１９　戊辰戦
争と明治維
新

６　近代都
市へのあゆ
み 教育・戦争と地域社会（教科書

/軍都仙台）軍都仙台教育に見る仙台西南戦争から自由民権運動へ産業に見る仙台２０　近代都
市仙台

２/１-３/１１
国宝　慶長遣欧使節関係資料

１２/７-１/３０
仙台藩のお抱
え絵師

９/７-１２/５
日本美術入門

６/８-９/５
国宝　慶長遣欧使節関係資料国宝　慶長遣欧使節関係資料東側ケース

特集
展示室 ２/１-３/１１

仙台藩の武器・武具（片倉・重村・斉村）

６/８-９/５
仙台藩の武器・武具　具足（綱
宗・宗村）
６/８-６/２０
重文秀吉具足・山形文様陣羽織

仙台藩の武器・武具　具足（忠
宗・吉村・重村/４/２０-５/１６水玉
模様陣羽織）

西側ケース

２/１-９
閉室
２/１０-３/１１
特別展「ポンペイ」

１０/２６-１２/１９
企画展「仙台人物誌」

９/１０-１０/１７
企画展「新たな
国民のたから」

７/２-８/２２
特別展「黄金の
都シカン」
８/２４-２９
閉室

６/１-７/１閉室４/２０-５/３０　
特別展「聖地チベット」

企画
展示室

１１/３０-１/３０
仙台藩の武器・
武具　具足（紫
糸威・仙姫・
茂村）

９/７-１１/２８
仙台藩の武器・武具　具足（駒
形・綱村・斉邦/９/７-１０/１１小紋
染胴服）

 仙台藩の武器武具テーマⅠ

１１/３０-１/３０
国宝　慶長遣
欧使節関係資
料

９/７-１１/２８
国宝　慶長遣欧使節関係資料

慶長遣欧使節　前室テーマⅡ

閉室慶長遣欧使節　奥室

宮城の焼物東北の焼物三浦乾也の焼物堤焼と切込焼宮城の焼物焼物

コレク
ションⅠ

堤人形と花巻人形年中行事と東北の古人形芝居と東北の古人形堤人形と三春人形東北の古人形東北の古人形

茶道具冬の茶道具三浦乾也の焼物（茶道具）茶道具伊達家の茶の湯茶道具

３/８-３/１１
幕末・明治の錦絵４６

１２/７-３/６
幕末・明治の錦絵４５

９/７-１２/５
幕末・明治の錦絵４４

６/１５-９/５
幕末・明治の錦絵４３

４/２０-６/１３
幕末・明治の錦絵４２浮世絵

２/１０-３/１１
特別展「ポンペ
イ」
２/１-９
閉室

１２/７-１/３０
菅井梅関の絵
画

１０/２６-１２/５
小池曲江の絵
画

９/７-１０/２４
東東洋の絵画

７/２-８/２２
特別展「黄金の
都シカン」
８/２４-２９
閉室

６/１-７/１閉室４/２０-５/３０　
特別展「聖地チベット」

コレク
ションⅡ

１/５-１/２６
とべとべ！す
るめてんばた
２/８-３/６
折紙尽くし「桃
の節句」
２/２６
変身③

１０/２６-１２/１９
紋切り型であ
そぼう

９/１０-１０/１７
和 綴 じ に 挑
戦！
１０/１６
変身②

７/２-８/２２
手織りのコー
スターを作ろ
う
７/６-８/８
短冊に願いを
…

４/２０-５/３０
マンダラを塗ろう！
５/１６
変身①

プレイ
ミュージ
アム

表３　平成２２年度（２０１０）常設展展示替え一覧
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表４　平成２３年度（２０１１）常設展展示替え一覧

２０１２春の展示２/２８-５/２７１/１６-２/２７２０１１冬の展示１１/２９-１/１５２０１１夏-秋の展示７/２３-１１/２７６/５-７/２２４/２９-６/５コーナーゾーン展示室

上ノ原山遺跡の仙台市内最古石
器ほか

工事による休館

上ノ原山遺跡の石器と野川遺跡
の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺跡の
土器・石器

展示室工事による閉室
※１階エントランスにおいて震災パ
ネル展実施「仙台平野の歴史地震と
津波」「仙台市博物館の四季」「慶長
遣欧使節関係資料」

１　仙台の
あけぼの

１　むかし
の仙台

総合
展示室

上野遺跡の皮袋型土器と大野田
遺跡のハート型土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡の
土偶ほか

上野遺跡の土器と大野田遺跡の土
偶ほか

２　縄文人
のくらし

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺跡
の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料ほ
か

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺跡
の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料ほ
か

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺跡の
出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料ほか

３　稲作の
始まりと有
力者の出現

郡山遺跡の土器群・陸奧国分寺跡
の復興瓦ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土資
料ほか

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土資料
ほか

４　中央政
権の進出

陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型５　陸奥国
分寺

洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料６　武士の
台頭

信仰の中の金工資料信仰のなかの金工資料鏡と懸仏７　神仏へ
の祈り

奥羽の戦国大名伊達氏の外交伊達氏の家臣たち８　伊達氏
の登場

２　伊達政
宗、仙台へ ４/１０５/２７

伊達政宗画像
２/２８-４/８
伊達政宗画像
（複製）

政宗具足レプリカ伊達政宗画像
９　仙台藩
主、伊達政
宗

城を建てる、城をなおす遺品にみる仙台城②城と行事遺品にみる仙台城①１０　仙台城
のすがた

３　城 忠宗をめぐる人々仙台藩の奥方藩主の一生１１　藩主と
夫人たち

４/１０-７/１６
家紋と調度

２/２８-４/８
雛調度と化粧
道具

武家の服飾８/３０-１１/２７
食のうつわ

７/２３-８/２８
夏の衣装

１２　武家の
くらし

仙台藩の郡と村寛文事件と亀千代から綱村へお殿様と狩り１３　仙台藩
のようす

４　藩
仙台藩の軍と行列角懸家資料片倉家特集１４　仙台藩

の家臣たち

芭蕉の辻飢饉と仙台城下の町並み１５　城下町
仙台

５　町
春の風景絵馬に見る産業８/３０-１１/２７

秋のにぎわい
７/２３－８/２８
仙台と七夕

１６　町のく
らし

仙台藩の文化人と思想家（乙二・
曰人他／林子平）

仙台藩の学問と思想家（医学／林
子平）

仙台藩の学問と思想家（養賢堂／林
子平）

１７　教育と
文化

仙台藩の洋式軍艦・開成丸仙台藩と蝦夷地玉蟲左太夫の時代１８　新たな
時代へ

仙台藩と戊辰戦争３仙台藩と戊辰戦争２仙台藩の戊辰戦争前夜
１９　戊辰戦
争と明治維
新

６　近代都
市へのあゆ
み 教育・戦争と地域社会（西南戦争

／自由民権運動）
教育にみる仙台（教科書／工芸指
導所）

教育・戦争と地域社会（教科書／軍
都仙台）

２０　近代都
市仙台

４/１０-６/１７
村絵図と考古資
料にみる村のく
らし

２/２８-６/１７
仙台四大画家１０/１８-１/１５　かたちでわかる古文書入門

７/２３-１０/１６
肖像画と書状に
みる仙台藩主
（前・後期）

東側ケース

特集
展示室

１２/２０-１/１５
仙台四大画家

７/２３-１２/１８
仙台藩の武器・武具西側ケース

４/２０-６/１０
企画展「仙台藩の
御家騒動」

３/６-３/２４（休館
なし）
国宝紅白梅図
屏風とＭＯＡ
美術館の名品

１２/１３-１/１５
閉室１０/１８-１０/３０

閉室
１１/１１-1２/１１
特別展「仏のかたち人のすがた」７/２３-１０/１６

企画展「館蔵名品
百選」

４/２９-６/５
特別展「ポンペ
イ」

企画
展示室

２/２８-６/１７
仙台藩の武器・武具

１２/２０-１/１５
仙台藩の武器・
武具

 仙台藩の武器武具テーマⅠ

４/１０～国宝　慶
長遣欧使節関係
資料

２/２１-４/８  国宝
　慶長遣欧使
節関係資料

１１/２９-１/１５
国宝　慶長遣欧使節関係資料10/18-１１/２７

国宝　慶長遣欧
使節関係資料

慶長遣欧使節　前室
テーマⅡ

２/２１-４/８
閉室

１１/２９-１/１５
閉室慶長遣欧使節　奥室

切込焼東北の焼物埋木細工焼物

コレク
ションⅠ

堤人形と花巻人形年中行事と東北の古人形芝居と東北の古人形東北の古人形

茶道具茶道具伊達家の茶道具（茶杓箪笥前期
７/２３９/１９,後期９/２１１１/２７）茶道具

２/２８-６/４
幕末・明治の錦絵５０

１２/６-１/１５
幕末・明治の錦絵４９

９/２７-１２/４
幕末・明治の錦絵
４８

７/２３-９/２５
幕末・明治の錦絵
４７

浮世絵

４/２０-６/１０
企画展「仙台藩の
御家騒動」

２/２８-４/８
仙台藩の絵画
（後期）

１２/２０-１/１５
仙台藩の絵画
（前期）

１０/１８-１０/３０
閉室
１１/１１-２/１１
特別展「仏のかたち　人のすがた」

７/２３-１０/１６
企画展「館蔵名品
展」

４/２９-６/５
特別展「ポンペ
イ」

コレク
ションⅡ

４/２０-６/１１
企画展関連イベ
ント「ときめきの
飾り結び」

３/１３-４/８
投扇興

１２/２０-１/２９
とべとべ！す
るめてんばた
３/３
変身タイム③

１１/１１-２/１１
特別展関連イベント　挑戦しよ
う！白描画

７/２３-１０/１６
特別展関連イベ
ント　かわり屏
風「ぺたくた」を
つくろう
１０/１５
変身タイム②

６/７-７/１０
よろいデザイン
コンテスト・展
６/７-８/８
短冊に願いを！
※エントランス
に特設ブースを
設置

４/２９-６/５
特別展関連イベ
ント　クピドの
カード～こころ
を込めたメッ
セージ～

プレイ
ミュージ
アム
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常設展示展示資料目録（抄録）

１．コレクション名については一部略記した。

２．その他の略記事項については以下の通り。

仙台市博物館蔵資料＝館蔵　伊達家寄贈文化財＝伊文

仙台市教育委員会＝仙台市教委　世紀＝Ｃ

コレクション＝Ｃ

平成２２年度

総合展示室

１　むかしの仙台

仙台のあけぼの

２０１０．４／２０～２０１１．３／１１

１．ペン先形ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）

　　後期旧石器初頭　１点 仙台市教委蔵

２．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）

　　後期旧石器初頭　２点 仙台市教委蔵

３．石刃　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　１点 仙台市教委蔵

４．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　３点 仙台市教委蔵

５．彫刻刀形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．６万年前）　４点 仙台市教委蔵

７．スクレイパー　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．７万年前）　４点 仙台市教委蔵

８．両面加工石器（楕円形状）　野川遺跡　縄文草創期　１点

 仙台市教委蔵

９．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点　仙台市教委蔵

１０．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点　仙台市教委蔵

１１．多縄文系土器片（絡条体圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委蔵

１２．多縄文系土器片（縄文圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委蔵

縄文人のくらし

２０１０．４／２０～２０１１．３／１１

１．縄文土器深鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　３点

 仙台市教委蔵

２．縄文土器深鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委蔵

３．縄文土器注口土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委蔵

４．皮袋形土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

５．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

６．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

７．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

８．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

９．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委蔵

１０．把手状装飾付深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委蔵

１１．石槍　三神峯遺跡　縄文前期前葉　１点 仙台市教委蔵

１２．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委蔵

１３．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委蔵

１４．石鏃　大野田遺跡　縄文後期前葉　１０点 仙台市教委蔵

１５．鹿角製釣り針　大野田遺跡　縄文後期初頭　１点

 仙台市教委蔵

１６．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委蔵

１７．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委蔵

１８．土製錘　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点 仙台市教委蔵

１９．軽石製浮子　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点

 仙台市教委蔵

２０．磨製石斧　大野田遺跡　縄文後期前葉　４点 仙台市教委蔵

２１．打製石斧　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委蔵

２２．足付石皿　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委蔵

２３．凹石　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委蔵

２４．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委蔵

２５．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委蔵

２６．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委蔵

２７．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委蔵

２８．ハ－ト形土偶　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委蔵

２９．土偶片　大野田遺跡　縄文後期前葉　１２点 仙台市教委蔵

３０．イノシシ形土製品　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委蔵

３１．鳥頭形突起付土器片　大野田遺跡　縄文後期前葉　２点

 仙台市教委蔵

※№２は１０／５～５／２９の展示　

※№４は４／２０～１０／３の展示　

稲作の始まりと有力者の出現

２０１０．４／２０～２０１１．３／１１

１．弥生土器高坏（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委蔵

２．弥生土器壺（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委蔵

３．弥生土器甕（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委蔵

４．竪杵（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委蔵



－　　－15

５．竪杵未製品（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委蔵

６．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

７．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

８．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

９．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１０．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１１．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１２．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１３．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１４．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１５．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１６．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１７．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１８．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委蔵

１９．手づくね土器　遠見塚古墳　４Ｃ末　５点 仙台市教委蔵

２０．ガラス小玉　遠見塚古墳　４Ｃ末　３点 仙台市教委蔵

２１．銅鏡　裏町古墳　５Ｃ中頃　１点 仙台市教委蔵

２２．人物埴輪　原遺跡　５Ｃ後半～６Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

２３．円筒埴輪　大野田１号墳　６Ｃ　１点 仙台市教委蔵

２４．朝顔形埴輪　大野田５号墳　５Ｃ後半　１点 仙台市教委蔵

２５．須恵器・有蓋脚付壺　南小泉遺跡（２６次）　５Ｃ後半　１点

 仙台市教委蔵

中央政権の進出

２０１０．４／２０～２０１１．３／１１

１．材木列塀のクリ材　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　２点

 仙台市教委蔵

２．土師器坏（在地）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

３．土師器坏（畿内産）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

４．土師器坏（関東系）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

５．単弁蓮華文軒丸瓦　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

６．重弧文軒平瓦　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

７．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

８．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

９．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１０．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１１．須恵器長頸瓶　茂ヶ崎横穴１号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

１２．須恵器大甕　茂ヶ崎横穴３号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１３．須恵器平瓶　茂ヶ崎横穴２０号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１４．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１５．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１６．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１７．勾玉（ガラス）　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

１８．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１９．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

２０．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

２１．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２２．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２３．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２４．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２５．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２６．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２７．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２８．小玉（小）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　４０点 仙台市教委蔵

２９．丸玉（蛇紋岩）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３０．切子玉（琥珀）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３１．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３２．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

３３．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

３４．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３５．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３６．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３７．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵
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３８．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

３９．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４０．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４１．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４２．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４３．細弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点

 仙台市教委蔵

４４．山形文軒平瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点 仙台市教委蔵

４５．刻印瓦「物」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４６．刻印瓦「丸」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４７．刻印瓦「伊」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４８．刻印瓦「占」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４９．擦管　陸奥国分寺跡　奈良～平安　１点 東北歴史博物館蔵

５０．水煙片　陸奥国分寺跡　奈良～平安　１点

 東北大学文学部蔵

※№２～４は４／２０～８／１８、１１／９～５／２９の展示

※№４９は４／２０～８／１、１０／２６～５／２９の展示

武士の台頭

２０１０．４／２０～２０１１．３／１１

１．常滑・大甕　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２．在地・小壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

３．在地・片口鉢　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

４．古瀬戸・合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

５．古瀬戸・仏花瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

６．瀬戸美濃・天目茶碗　洞ノ口遺跡　中世　１点

 仙台市教委蔵

７．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

８．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

９．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１０．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１１．中国・青白磁合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１２．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１３．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１４．中国・白磁・四耳壺　洞ノ口遺跡　中世　１点

 仙台市教委蔵

１５．中国・白磁・壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１６．中国・白磁・小坏　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

１７．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１１点 仙台市教委蔵

１８．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１５点 仙台市教委蔵

１９．短刀（拵付）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２０．短刀　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２１．鏃　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２２．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２３．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２４．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２５．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２６．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２７．木製五輪塔　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２８．地蔵菩薩木像　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

２９．呪符木簡　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

３０．洪武通寶　洞ノ口遺跡　中世　２点 仙台市教委蔵

３１．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　７点 仙台市教委蔵

３２．銭種不明　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

３３．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

３４．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委蔵

神仏への祈り

２０１０．４／２０～６／６

１．木造不動明王立像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

２．木造毘沙門天立像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

３．木造十二神将立像のうち辰神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

４．木造十二神将立像のうち未神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

６／８～８／２９

１．木造十二神将立像のうち子神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

２．木造十二神将立像のうち寅神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

３．木造十二神将立像のうち卯神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

４．木造十二神将立像のうち酉神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

５．木造十二神将立像のうち戌神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

　

８／３１～１１／２８

１．法華種子曼荼羅図　室町（１４～１５Ｃ）　１幅 阿部次郎Ｃ

２．文殊五尊図　室町（１５～１６Ｃ）　１幅 ゴトウＣ

３．童子経曼荼羅図　室町（１５～１６Ｃ）　１幅 阿部次郎Ｃ

４．松嶋寺五大堂鐘銘写　原資料　徳治３年（１３０８）　１枚 伊文

５．熊野新宮寺鐘銘写　原資料　文安３年（１４４６）　１枚 伊文

６．鰐口　応永１８年（１４１１）　１口 関リツ氏寄贈

　

１１／３０～２０１１．２／２７

１．木造十二神将立像のうち丑神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

２．木造十二神将立像のうち巳神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

３．木造十二神将立像のうち午神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

４．木造十二神将立像のうち申神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵

５．木造十二神将立像のうち亥神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺蔵
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２　伊達政宗、仙台へ

伊達氏の登場

　

「伊達氏、仙台への道」　２０１０．４／２０～６／６

１．伊達稙宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

２．棟役日記　天文４年３月　１冊 伊文

３．重要文化財　塵芥集（村田本）　天文５年４月１４日　１冊

 伊文

４．伊達晴宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

５．晴宗公采地下賜録　天文２２年　１冊 伊文

６．伊達輝宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

７．織田信長書状　伊達輝宗宛　（天正元年）１２月２８日　１通

 伊文

８．伊達政宗甲冑像　狩野探幽筆　江戸初期　１幅 伊文

９．放駒の陣貝　（天正１４年）　１具 伊文

１０．伊達政宗自筆書状　宛所不明　（天正１８年）６月１４日　１幅

 伊文

１１．徳川家康領知覚書　慶長５年８月２２日　１巻 伊文

　

「奥羽の戦国大名」　６／８～８／２９

１．伊達稙宗朱印状　神谷常陸介宛　（天文１０年頃）６月１４日

　　１通 伊文

２．伊達晴宗知行宛行状　国分常信宛　天文１２年７月３日　１通

 　国分家資料

３．足利義輝御内書　伊達晴宗宛　（永禄２年頃）９月２４日　１通

 　伊文

４．蘆名盛氏起請文　伊達輝宗宛　永禄９年正月１０日　１通

 伊文

５．伊達輝宗日記　天正２年　１冊 伊文

６．織田信長朱印状　伊達輝宗宛　（天正５年）閏７月２３日　１通

 　伊文

７．葛西晴信黒印状　伊達政宗宛　（天正１５年頃）１１月１３日　１通

 　伊文

８．伊達政宗書状　石川昭光宛　（天正１６年）５月２３日　１幅

 館蔵

９．伊達政宗書状　氏家弾正忠宛　（天正１６年）１０月２４日　１幅

 館蔵

１０．安孫子の陣貝　１点 片倉家資料

１１．仙道絵図　江戸　１幅 伊文

　

「伊達氏、戦国の世へ」　８／３１～１１／２８

１．北畠顕家下文　伊達郡宛　建武元年９月１０日　１通 伊文

２．足利尊氏袖判御教書　伊達貞綱宛　建武３年９月２６日　１通

 　伊文

３．伊達宗遠一揆契状　小沢伊賀守宛　永和２年８月２８日　１通

 　伊文

４．伊達政宗一揆契状　余目三河守持家宛

　　永和３年１０月１０日　１通 伊文

５．伊達政宗知行配分状　国分光信宛　嘉慶２年７月４日　１通

 　国分家資料

６．伊達持宗施行状　国分基信宛　文安２年１０月１７日　１通

 国分家資料

７．伊達成宗上洛日記写　（文明１５年）　１冊 伊文

８．「当家系図」（天正系図）　江戸前期頃　１巻 伊文

９．伊達朝宗画像　伊達慶邦筆　江戸末期　１幅 伊文

１０．伊達政宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

１１．伊達成宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

　

「政宗と秀吉」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．伊達政宗甲冑像　狩野探幽筆　江戸初期　１幅 伊文

２．木村宇右衛門覚書　上　木村宇右衛門可親著　慶安５年頃

　　１冊 伊文

３．伊達政宗書状　宛所不明　（天正１８年）６月１４日　１幅 伊文

４．蒲生氏郷起請文　伊達政宗宛　天正１８年１１月２８日　１通

 伊文

５．豊臣秀吉朱印状　伊達政宗宛　（天正１９年）６月２０日　１通

 伊文

６．岩出山要害図　江戸　１鋪 伊文

７．貞山公治家記録巻１８上（天正２０年３月１７日条）　元禄１６年

　　１冊 伊文

８．伊達政宗書状　富塚宗綱宛　（文禄２年）７月２１日　１通

 伊文

９．石田三成書状　針生盛信宛　（文禄４年）７月２５日　１幅

 館蔵

１０．豊臣秀吉御諚覚書　（伊達政宗宛）　文禄４年８月２４日　１通

 伊文

仙台藩主　伊達政宗

２０１０．４／２０～６／６

１．重要文化財　黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　桃山　１領

 伊文

６／８～８／２９　

１．黒漆五枚胴具足　複製　原資料　桃山　１領 館蔵

　

８／３１～１０／２４　

１．黒漆五枚胴具足　複製　原資料　桃山　１領 館蔵

２．金製ブローチ　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

３．慶長一分金　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　３枚

 伊達貞宗氏寄贈

４．墨　瑞鳳殿発掘資料　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈
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５．墨　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

６．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 三菱鉛筆株式会社寄贈

７．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿発掘資料 江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

※№２～７は８／３１～２／２７の展示

１０／２６～１１／２８

１．重要文化財　黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　桃山　１領

 伊文

　

１１／３０～２０１０．２／２７　

１．黒漆五枚胴具足　複製　原資料　桃山　１領 館蔵

３　城

仙台城のすがた

「遺品に見る仙台城」　２０１０．４／２０～６／６

１．仙台城本丸跡北辺石垣石材（Ⅲ期石垣）

　　慶安５年８月１５日紀年銘　１点 仙台市教委蔵

２．伊達政宗画像　狩野安信筆　江戸前期　１幅 伊文

３．伊達政宗和歌詠草「入そめて」　伊達政宗筆　江戸初期　１幅

 伊文

４．扇面図屏風　慶長１５年　６曲１双のうち１隻 館蔵

５．菊桐紋釘隠　江戸初期　１点 杉村豊太郎氏寄贈

６．金銅菊唐草文八双金具　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

７．青花金彩鳳凰合子片　仙台城本丸跡出土　明末～清初　５点

 　仙台市教委蔵

８．祥瑞蔓草紋変形皿片　仙台城本丸跡出土　明末　８点

 仙台市教委蔵

９．エナメル彩動物文ガラス杯片　仙台城本丸跡出土

　　１７Ｃ　４点 仙台市教委蔵

１０．青ガラスモール杯片　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　２３点

 仙台市教委蔵

１１．仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図　江戸　１巻

 千田家資料

１２．六葉妻飾　江戸初期　１点 近江逸郎氏寄贈

１３．竹に雀紋透彫　江戸中期　１点 館蔵

１４．金箔押菊丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１５．金箔押桔梗文軒平瓦片　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１６．五七桐紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

１７．三引両紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

１８．九曜紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

１９．仙台城図　江戸中期　１幅 館蔵

２０．青織部扇形向付　仙台城三の丸跡出土　１７Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

２１．美濃伊賀水指　仙台城三の丸跡出土　１７Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

※№１は４／２０～２／２７の展示　

　

「仙台城と伊達忠宗」　６／８～８／２９　

１．伊達政宗画像（複製）　１幅 館蔵

２．伊達忠宗画像　狩野安信筆　江戸前期　１幅 伊文

３．御修覆帳　江戸中期　１冊 東北大学大学院工学研究科蔵

４．江戸幕府老中奉書　寛永１５年７月１６日　１通 伊文

５．石母田宗頼他二名連署状写　（寛永１５年）８月１８日　１通

 伊文

６．義山公治家記録　寛永１５年１２月１４日条　１冊 伊文

７．竹図屏風　２曲１隻 館蔵

８．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

９．煙管　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１０．懐中鏡　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

１１．文鎮　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１２．黄金製ブローチ　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

１３．慶長一分金　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　３枚

 伊達貞宗氏寄贈

１４．墨　瑞鳳殿発掘資料　１６Ｃ～１７Ｃ初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

１５．墨　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１６．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 三菱鉛筆株式会社寄贈

※№１は６／８～２／２７の展示

　

「仙台城の障壁画」　８／３１～１１／２８

１．扇面図屏風　慶長１５年　６曲１双のうち１隻 伊文

２．竹図屏風　慶長１５年　２曲１隻 館蔵

３．青葉城御本丸之図　明治２６年　１枚 館蔵

４．金箔押菊丸瓦　仙台城本丸跡出土　江戸前期　１点

 仙台市教委蔵

５．菊桐紋釘隠　江戸初期　１点 杉村豊太郎氏寄贈

６．エナメル彩動物文ガラス杯片　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ

　　１件 仙台市教委蔵

重文　黒漆五枚胴具足
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７．総織部草花文水指片　仙台城本丸跡出土　江戸前期　１点

 仙台市教委蔵

８．将棋駒　仙台城本丸跡出土　江戸前期　２点 仙台市教委蔵

９．木簡　慶長１２年　１点 仙台市教委蔵

　

「城をたてる、城をなおす」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．金箔押菊丸瓦　仙台城本丸跡出土　江戸前期　１点

 仙台市教委蔵

２．五七桐紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

３．三引両紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

４．九曜紋軒丸瓦　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　１点

 仙台市教委蔵

５．江戸幕府老中奉書写　宝永４年９月２７日　１通 伊文

６．江戸幕府老中奉書写　元禄１５年７月１８日　１通 伊文

７．江戸幕府老中奉書　元禄１５年７月１８日　１通 館蔵

８．仙台城普請奉窺候絵図　宝永４年９月７日　１鋪 伊澤家Ｃ

９．白石城普請窺候絵図　元禄１５年７月２日　１鋪 館蔵

１０．仙台藩江戸上屋敷絵図　１８Ｃ　１幅 佐藤巧氏寄贈

１１．千田家勤功書　江戸中期　１綴 千田文彦氏寄贈

藩主と夫人たち

「伊達政宗の晩年―若林城と瑞鳳殿―」　２０１０．４／２０～６／６

１．菊花図屏風　江戸初期　４曲１隻 館蔵

２．花菱文軒平瓦（滴水瓦）　若林城跡出土　１７Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３．煙管　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

４．懐中鏡　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

５．文鎮　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

６．黄金製ブローチ　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

７．慶長一分金　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　３枚

 伊達貞宗氏寄贈

８．墨　瑞鳳殿発掘資料　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

９．墨　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１０．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 三菱鉛筆株式会社寄贈

１１．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

　

「忠宗をめぐるひとびと」　６／８～８／２９

１．伊達忠宗・天麟院和歌色紙　江戸前期　１幅 伊文

２．陽徳院書状　光宗宛　年未詳１６日　１幅 伊文

３．陽徳院画像　岡倉秋水模写蘭洲彜徳原図　明治２６年模写

　　１幅 伊文

５．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　年未詳８月５日　１幅 伊文

６．伊達政宗書状　伊達忠宗宛　寛永２年１０月２５日　１通 伊文

７．伊達政宗自筆書状　振姫宛　（元和６年）９月９日　１通

 伊文

８．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　（明暦４年）７月１０日　１通

 伊文

　

「藩主の文芸」　８／３１～１１／２８

１．伊達政宗筆謡「班女」　江戸前期　１幅 青木家資料

２．伊達綱村画像　享保４年　１幅 伊文

３．能組覚書　伊達綱宗筆　伊達綱村宛　９月７日　１通 伊文

４．能番組　伊達綱宗筆　伊達綱村宛　１通 伊文

５．蔓草蒔絵太鼓胴　江戸初期　１口 伊文

６．紅葉散蒔絵大鼓胴　江戸後期　１口 伊文

７．謡「立つ旅衣」　伊達綱村筆　江戸中期　１巻 伊文

「城に勤める、藩主に仕える」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．下坐絵図　濱田縫殿助所用　江戸後期　１冊 濱田家資料

２．御給仕方手控　江戸後期　１冊 館蔵

３．当番式　江戸後期　１冊 館蔵

４．年中行事全　江戸後期　１冊 館蔵

５．仙台城本丸御門合判　安政７年　１枚 三原良吉Ｃ

６．金梨子菊蒔絵薬箪笥　江戸初期　１具 個人蔵

７．伊達政宗書状　年未詳３日　１幅 館蔵

８．高屋喜庵起請文前書案　（元文元年）　１通 伊文

９．伊達政宗書状　弓田右馬允宛　年未詳正月１０日　１幅

 角懸家資料

武家のくらし

「伊達家の調度」　２０１０．４／２０～６／６

１．金梨地牡丹紋蒔絵旗箱　江戸中期　１合 伊文

２．円相繋春日野蒔絵見台　江戸後期　１基 館蔵

３．雪薄竹に雀紋桜枝散蒔絵書棚　江戸中期　１基 館蔵

４．雪薄竹に雀紋桜枝散蒔絵眉作箱　江戸中期　１口 館蔵

５．葵紋菊蒔絵耳盥・台輪　江戸中期　１具 伊文

６．金梨地紗綾形橘文竹に雀紋調度類・漱椀

　　十三代藩主伊達慶邦夫人綱君所用　江戸後期　１基 館蔵

７．金梨地紗綾形橘文竹に雀紋調度類・盥　江戸後期　１具

 館蔵

８．縹縮緬地松竹梅鶴亀文様夜着　江戸後期　１領 伊文

９．紅繻子地亀甲松竹梅鶴草花文様枕　江戸後期　１具 伊文

　

「食のうつわ－漆」　６／８～８／２９

１．竹に雀紋稲穂に雀図指樽　江戸中期　１口 館蔵

２．竹に雀紋松竹朱漆絵椀類　江戸　１具

 伊文／平田道子氏寄贈（田手家伝来）

３．朱漆竹に雀紋蒔絵膳椀類　江戸中期　１具 伊文

４．鉄線唐草文蒔絵掛盤椀杯類　江戸後期　１具 伊文

５．若松竹橘文懸盤椀類　安政４年　１具 館蔵
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「婚礼調度－貝桶と女乗物」　８／３１～１１／２８

１．松竹梅牡丹紋蒔絵貝桶　七代藩主伊達重村夫人惇君所用

　　江戸中期　１合 伊文

２．竹菱梅葵紋蒔絵女乗物　十代藩主伊達斉宗夫人鍇姫所用

　　江戸後期　１梃 館蔵

「武家の服飾」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．藍絹地竹雀紋金箔押闕腋の袍　江戸　１領 伊文

２．紅地蜀江文錦鎧直垂・袴　江戸後期　１領 館蔵

３．金箔押風折烏帽子　江戸　１頭 伊文

４．笏（伝藤原山陰所用）　不詳　１握 伊文

５．石帯　江戸　１条 伊文

６．平緒　江戸　１条 伊文

７．黒革製深沓　宝永２年（１７０５）　１足 伊文

８．紅精好長袴　江戸　１腰 館蔵

９．勁松院（伊達斉邦夫人）画像　江戸後期　１幅 伊文

１０．萌黄綾地蔦に鯉模様小袖　伝　浦江の局所用　江戸後期

　　１領 豊原亮氏寄贈

１１．重要文化財　縞モール花鳥文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

１２．重要文化財　浅葱綸子地梅に額文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

１３．重要文化財　白繻子地桔梗文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

１４．重要文化財　白綸子地雪輪に春草文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

１５．重要文化財　段風通地寿字木賊等文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

１６．重要文化財　薄浅葱繻子地桔梗文様帯　三沢初子所用

　　江戸前期　１条 伊文

※№１～７は１１／３０～１／３０の展示

※№８～１０は２／１～２／２７の展示

※№１１～１３は２／１～２／１３の展示

※№１４～１６は２／１５～２／２７の展示

４　藩

仙台藩のようす

「仙台藩の家臣たち」　２０１０．４／２０～６／６

１．亘理城絵図　江戸　１幅 伊文

２．伊達成実画像　江戸　１幅 館蔵

３．白地黒釣鐘旗　片倉家伝来　江戸　１旒 片倉家資料

４．黒漆五枚胴具足　伝片倉重綱所用　江戸初期　１領

 片倉家資料

５．鉄錆塗五枚胴　鈴木元信所用　桃山　１領 鈴木格氏寄贈

６．百足馬印　伝鈴木元信所用　桃山　１旒 鈴木格氏寄贈

７．奥州仙台領国絵図　元禄期　１幅 藤縄達夫氏寄贈

※№７は４／２０～１１／２１の展示

　

「仙台藩の村々」　６／８～８／２９

１．御分領中海岸筋村々里数等調　嘉永６年３月

　　３帖のうち１帖 館蔵

２．御分領中海岸図　嘉永６年３月　３帖のうち１帖 館蔵

３．名取郡北方山田邑絵図　文政４年　１鋪 館蔵

４．仙台藩領村分絵図　（江戸中期）　１幅 館蔵

５．本吉郡絵図　１鋪 伊文

６．栗原郡絵図　１鋪 伊文

　

「お殿様と狩り」　８／３１～１１／２８

１．伊達政宗書状　忠宗宛　１月２７日　１通 目黒卓英氏寄贈

２．鷹師衆心得可申法度之事　忠宗黒印　今村伝右衞門宛

　　寛永１３年１１月１６日　１通 目黒卓英氏寄贈

３．鷹術目録　佐藤助左衛門尚信筆　佐藤忠次宛　安永９年５月

　　１冊 目黒卓英氏寄贈

４．鷹薬種能毒并阿蘭陀薬能書　１冊 目黒卓英氏寄贈

５．鷹狩漁図のうち鷹狩図　伊達吉村筆　２巻のうち１巻 伊文

６．鷹弽　江戸初期　１指 伊文

７．鷙鳥図　狩野古信筆　江戸中期　１幅 伊文

８．奥州仙台領国絵図（複製）　元資料は元禄期　１幅 館蔵

※№８は１１／２３～２／２７の展示

　

「仙台藩の行列」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．楽山公行列図巻　武藤弘毅筆　２巻 伊文

２．御記録抜書　江戸後期　１冊 伊文

３．毛槍　江戸　２本 橋本信次郎氏寄贈

４．岩沼城絵図　江戸　１鋪 伊文

５．白石城絵図　江戸　１鋪 伊文

※№４は１１／３０～１／２９の展示

※№５は１／２９～２／２７の展示

仙台藩の家臣たち

「仙台藩の家臣たち」　２０１０．４／２０～６／６

１．白地中黒旗　後藤家伝来　江戸　１旒 後藤愛氏寄贈

２．赤羅紗地梅鉢紋陣羽織　菅野家伝来　江戸後期　１領

 菅野家資料

３．赤呉呂地金束菖蒲紋陣羽織　菅野家伝来　江戸中期　１領

 菅野家資料

４．黒漆五枚胴具足　菅野正左衛門　江戸後期　１領

 菅野家資料

５．白地黒獅子図旗　青木家伝来　江戸　１旒 青木家資料

６．黒漆五枚胴具足　青木寛太夫　江戸後期　１領 青木家資料

【重文】縞モール地花鳥文様帯　三沢初子所用
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「家臣の旗印」　６／８～８／２９

１．白地黒大字旗（小野家）　江戸　１旒 釘宮廉子氏寄贈

２．虎図旗（桜田家）　（明和７年）　１旒 櫻田吉則氏寄贈

３．濱田家指小旗染注文書付　江戸　一紙 濱田史氏寄贈

４．濱田家指小旗図　江戸　一紙 濱田史氏寄贈

５．公務書留　江戸後期　１冊 濱田家資料

６．濱田氏大馬印・小馬印・指小旗・幕紋の図

　　天保５年１月２０日　１枚 濱田家資料

７．惣士三百石以上指小旗・幕之図　江戸　１巻 後藤愛氏寄贈

８．惣士三百石以上指小旗・幕之図　四　江戸　１巻

 後藤愛氏寄贈

９．下郡山内記願書　明和７年９月　１通 下郡山家資料

１０．下郡山弥七馬印指小旗図　（享保６年）１１月　１枚

 下郡山家資料

　

「寛文事件」　８／３１～１１／２８

１．伊達綱村画像　享保４年８月　１幅 伊文

２．伊達安芸宗重画像　江戸後期　１幅 松川マサ氏寄贈

３．伊達兵部・田村右京連署起請文　立花忠茂宛

　　万治３年１１月２１日　１通 伊文

４．伊達安芸宗重書状　伊達兵庫宛　（寛文１１年）３月２６日　１巻

 　個人蔵

５．御老中江伊達安芸宗重口談ニ而申上候覚書写

　　原本寛文１１年２月２７日　１冊 伊文

６．伊達の黒箱　寛文１１年　１点 伊文

　

「仙台藩の行列」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．安政四年御野初行列図巻　安政４年　１巻 伊文

２．伊達慶邦画像　明治　１幅 伊文

３．牡丹唐草文床几　江戸後期　１脚 伊文

４．陣貝　江戸　１具 青葉神社寄贈

５．伊達吉村書状　伊達宗村宛　江戸中期　１通 伊文

６．鴨猟之図　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 館蔵

５　町

城下町仙台

「城下の中心地　芭蕉の辻」　２０１０．４／２０～６／６

１．仙台橋の擬宝珠　慶長６年　１基 斎藤報恩会蔵

２．仙台城下図屏風　慶応元年　６曲１隻 三原良吉Ｃ

３．奥州仙台名所尽集のうち　芭蕉の辻　江戸後期　１巻

 大宮司Ｃ

４．芭蕉の辻櫓状建物の設計図　文政１０年　１鋪 館蔵

５．芭蕉の辻の建物の瓦　近代　４点 館蔵

　

「城下の町並み」　６／８～８／２９

１．文久二年仙台城下図（複製）　文久２年　１面

 原資料：斎藤報恩会蔵

２．伊達政宗自筆書状　山岡重長宛　元和６年頃　１幅 個人蔵

３．片倉家仙台屋敷御家作之絵図　江戸　１鋪 片倉家資料

４．仙台神社絵図のうち陸奥国分寺薬師堂　江戸後期　１帖

 伊文

５．木村宇右衛門覚書　下巻　江戸前期　１冊 伊文

６．二十四輩巡拝図会後篇巻之四のうち芭蕉の辻　了貞著

　　竹原春泉斎画　文化６年刊　１冊 個人蔵

７．諸国道中金の草鞋　仙台　十返舎一九編

　　文化１０年～天保５年　１冊 館蔵

８．錦絵芭蕉の辻（複製）　江戸後期　４枚 館蔵

９．芭蕉の辻図（複製）　熊耳耕年画　近代　１面 三原良吉Ｃ

　

「飢饉と仙台」　８／３１～１１／２８

１．天明飢饉の記録板書　天明４年　１点 伊東善広氏寄贈

２．間引きをいましめる図（複製）　江戸時代後期　１面

 原資料：七ヶ宿町関泉寺蔵

３．天明飢死図集　鈴木三伯筆　天明５年　１冊 館蔵

４．備荒草木図　建部清庵著　明和８年著　天保４年刊　１冊

 三原良吉Ｃ

５．明治元年現状仙台城市之図　明治元年　１面 館蔵

「仙台城下絵図と村絵図」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．名取郡北方四郎丸村絵図　文政年間　１鋪 館蔵

２．名取郡北方根岸村平岡村入会絵図　文政５年　１鋪 館蔵

３．名取郡北方鈎取村絵図　文政４年１１月　１鋪 館蔵

４．名取郡北方湯本村絵図　文政年間　１鋪 館蔵

５．名取郡北方二木村絵図　文政６年　１鋪 館蔵

６．仙台城下絵図　天明６年～寛政元年　１鋪 片倉家資料

７．仙台城下絵図　林子平筆　江戸中期～後期　１鋪 中村Ｃ

町のくらし

「春を楽しむ」　２０１０．４／２０～６／６

１．榴ヶ岡花見図屏風　江戸中期　６曲１隻 阿部次郎Ｃ

２．徳利付蒔絵野弁当　江戸末期　１組 甲田Ｃ

３．枇杷文指樽　江戸後期　１対 増子征氏寄贈

　

「仙台藩の七夕」　６／８～８／２９　

１．濱田氏年中行事　文久２年　１冊 個人蔵

２．仙府年中往来　燕石斎薄墨版　江戸後期　１冊 阿部次郎Ｃ

３．やくたい草　伊達慶邦著　明治６年　１冊 伊文

４．絵本「七夕」　冷泉為恭画　嘉永３年～安政２年　１冊 館蔵

５．名所江戸百景　市中繁栄七夕祭　歌川広重画　安政４年

　　１枚 阿部次郎Ｃ

６．七夕飾り　大正　７点 管野邦夫氏寄贈

「東照宮祭礼」　８／３１～１１／２８

１．仙台神社絵図のうち東照宮　江戸後期　１帖 伊文

２．仙台年中行事絵巻のうち仙台東照宮祭礼図　江戸後期

　　１巻 三原良吉Ｃ
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３．東照宮祭礼渡物図　「源頼光、

　　足柄山に於いて金時を得たまう躰」　江戸後期　１枚

 三原良吉Ｃ

４．東照宮祭礼渡物図　「田村将軍、鈴鹿山へ出陳の躰」

　　江戸後期　１枚 三原良吉Ｃ

５．東照宮祭礼渡物図　「八幡太郎源義家公、

　　秩父十郎武綱に白旗を賜わる躰」　江戸後期　１枚

 三原良吉Ｃ

６．東照宮祭礼渡物図　「大漁繁栄の躰」

　　版元大町五丁目印判舎　祭師栄造　江川長治彫　明治　１枚

 三原良吉Ｃ

７．東照宮祭礼渡物図　「風流たなばた、深し合いの躰」

　　版元大町五丁目印判舎　祭師栄造江川彫工　明治カ　１枚

 　三原良吉Ｃ

８．東照宮祭礼渡物図　「田原藤太、竜宮城におもむき、

　　乙姫へまみえる躰」　版元南町雨暗堂　細工人山三郎　明治

　　１枚 三原良吉Ｃ

９．勝相撲　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅 館蔵

１０．仙台藩法禁　江戸後期　１冊 阿部次郎Ｃ

「仙台城下絵図と村絵図」　１１／３０～２０１１．２／２７

※「城下町仙台」に同じ

教育と文化

「仙台藩の学問」　２０１０．４／２０～６／６

１．田辺希賢治家記録編さん伺書　元禄１５年閏８月　１通 伊文

２．御四代治家記録　田辺希賢撰　元禄１６年　２冊 伊文

３．伊達世臣家譜　田辺希文・希元・希績撰　寛政４年１２月

　　２冊 伊文

４．墨梅図　佐久間洞巌筆　享保１０年　１幅 伊澤家Ｃ

５．奥羽観跡聞老誌　佐久間洞巌著　享保４年　２冊 個人蔵

６．林子平画像　牧互秀筆　近代　１幅 愛宕中学校寄贈

７．和漢地理書ゼヲガラヒー　林子平写　安永７年　１冊

 藤塚家資料

８．寛政三年版海国兵談　林子平著　寛政３年　２冊 館蔵

９．大槻平泉画像　東東来原画　高橋松亭模写　江戸後期

　　１幅 佐藤暉雄氏寄贈

１０．養賢堂の図（複製）　江戸後期　１面

 原資料：宮城県図書館蔵

１１．養賢堂版書経　上・下　江戸後期　２冊 安倍謙一氏寄贈

１２．水滴　江戸後期　２点 館蔵

１３．大舜命契図　東東洋筆　文化１４年　１幅 伊文

１４．大槻玄沢画像　小田百合原画　高橋松亭模写　近代　１幅

 佐藤暉雄氏寄贈

１５．解体新書　杉田玄白・前野良沢訳　安永３年　１冊 館蔵

１６．存真図腋　佐々木中沢著　畠山仙江画　文政５年　１冊

 山形敝一氏寄贈

１７．明弁堂印　大槻磐渓所用　江戸後期～末期　１顆 館蔵

１８．献芹微衷原稿　大槻磐渓著　嘉永２年　１括 大槻家資料

　「仙台藩と天文学」　６／８～８／２９

１．獅山公治家記録　正徳四年二月七日　田辺希文・児玉秀基編

　　宝暦８年　１冊 伊文

２．伊達世臣家譜　田辺希元撰　寛政４年　１冊 伊文

３．潮汐図説　高野立斎著　寛延２年　１冊 尚文館Ｃ

４．天体星座図　江戸　１枚 角懸家資料

５．天文図・坤輿万国全図　江戸後期　６曲１双 館蔵

６．陸奥仙台天象測験五行之図　朴沢直好観測　寛政４年　１枚

 　朴沢家資料

７．太陽南中高度板　江戸　６枚 千葉氏寄贈朴沢家資料

８．文久二年　仙台暦　神明社・平野伊勢発行　文久元年発行

　　１冊 館蔵

　

「商家のなりわい」　８／３１～１１／２８　

１．両替看板　１点 館蔵

２．帳場格子　１点 館蔵

３．帳場机　１点 館蔵

４．算盤　１点 館蔵

５．帳場箪笥　１点 館蔵

６．千両箱　１点 館蔵

７．銭箱（大・小）　２点 館蔵

８．銭枡（大・小）　２点 館蔵

９．銭皿　１点 館蔵

１０．両替秤（分銅付）　１点 館蔵

１１．瓢箪型天秤　１式 館蔵

１２．寺子屋の机　江戸後期　１脚 石島庸男氏寄贈

１３．寺子屋（菱沼塾）の生徒名簿　菱沼美和写　安政５年　１冊

 個人蔵

１４．童訓商売往来　仙台伊勢屋半右衛門　江戸　１冊 尚文館Ｃ

１５．商売往来絵字引全　江戸　１冊 尚文館Ｃ

新たな時代へ

「開成丸と玉蟲左太夫」　２０１０．４／２０～６／６

１．三浦乾也写真（印刷）　近代　１面 新井田Ｃ

２．開成丸航海日誌　小野寺鳳谷著　安政４年　１冊

 亀田兵治Ｃ

３．開成丸調練帰帆図　三浦乾也画　安政５年　１幅 菊田Ｃ

４．開成丸の旗　江戸末期　１旒 亀田兵治Ｃ

５．玉蟲左太夫肖像　庄子勇筆　大正　１面 玉蟲誼氏寄贈

６．航米日録　巻一・五・七・八　玉蟲左太夫著　万延元年

　　４冊 　玉蟲誼氏寄贈

７．英単語帳　玉蟲左太夫筆　江戸末期　１冊 玉蟲誼氏寄贈

８．人心ヲ和シ上下一致ニセンコトヲ論ス　玉蟲左太夫筆

　　江戸末期　１冊 玉蟲誼氏寄贈

　

「仙台藩と蝦夷地」　６／８～８／２９

１．三国通覧図説附図のうち蝦夷国全図　林子平著　天明６年

　　１鋪 猪苗代翕・弼氏寄贈
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２．環海異聞（写本）　大槻玄沢・志村弘強著　江戸後期　１冊

 館蔵

３．行軍の図　太斎幸三郎由道写　文化５年２月　１巻

 三原良吉Ｃ

４．入北記　七巻　玉蟲左太夫筆　安政４年　１冊

 玉蟲誼氏寄贈

５．改正蝦夷全図　玉蟲左太夫作　嘉永７年　１鋪

 玉蟲誼氏寄贈

６．蝦夷海陸路程全図　小野寺鳳谷作　安政２年　１鋪

 尚文館Ｃ

７．江戸幕府老中口上書写　安政６年１１月頃　１通 伊文

８．シラオイ分界絵図　江戸末期　１鋪 藤縄達夫氏寄贈

９．太政官指令写　仙台藩宛　明治２年１１月　１通 伊文

１０．有珠郡道記　伊達那成筆　明治２年　１冊 伊文

「アメリカ船、石巻に来たる」　８／３１～１１／２８

１．伊達慶邦申渡書控　（嘉永３年）　１綴 伊文

２．伊達慶邦意見書控　（嘉永６年）７月　１綴 伊文

３．北亜墨利加人物ペルリ像　江戸末期　１面 館蔵

４．瓦版「蒸気船之図」　江戸後期　１枚 館蔵

５．アメリカ船石巻渡来図巻　江戸末期　１巻 館蔵

６．アメリカ船員を描いたスケッチ　安政２年　４面

 阿部次郎Ｃ

「林子平の見た日本と世界」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．世界之図　林子平筆写　安永４年　１鋪 中村Ｃ

２．蘭人制作支那全図　林子平筆写　安永７年　１鋪 中村Ｃ

３．三国通覧図説附図のうち蝦夷国全図　林子平著　天明６年

　　１鋪 猪苗代翕・弼氏寄贈

４．輿地国名訳　林子平写　安永６年　１冊 藤塚家資料

５．漢土加留多　（江戸後期）　６葉 藤塚家資料

６．阿蘭陀加留多　（江戸後期）　２葉 藤塚家資料

７．支那煙管　（江戸後期）　１本 藤塚家資料

８．阿蘭陀煙管　（江戸後期）　１本 藤塚家資料

６　近代都市へのあゆみ

戊辰戦争と明治維新

「仙台藩と戊辰戦争１」　２０１０．４／２０～６／６

１．伊達慶邦肖像　印藤真楯筆　明治１３年　１面 伊文

２．錦旗　慶応４年　１旒 伊文

３．伊達慶邦建言書下書　慶応４年２月１１日　１通 伊文

４．鎮撫総督会津討入達書　伊達慶邦宛　慶応４年３月２６日

　　１通 伊文

５．白河口戦闘絵図（複製）　明治　１幅

 館蔵（原資料：斎藤報恩会蔵）

６．伊達慶邦布告控　慶応４年５月　１通 伊文

７．プロシア国領事あて文書（写）　慶応４年５月　１冊 個人蔵

８．陶製の砲弾　慶応４年　１９点 庄司博氏寄贈

９．行政官沙汰書　伊達亀三郎宛　（明治元年）１２月１２日　１通

 伊文

　

「仙台藩と戊辰戦争２」　６／８～８／２９

１．伊達慶邦肖像（座像）　明治　１面 伊文

２．会津追討ニ付仙台様御出陣被御行列図　慶応４年４月　１巻

 　板垣英夫氏寄贈

３．濱田郡治書状　御両親様宛　（慶応４年）７月１３日　１通

 濱田史氏寄贈

４．小笠原長行書状　伊達慶邦宛　（慶応４年）８月２５日　１通

 伊文

５．額兵隊檄文（写）　慶応４年９月　１通 個人蔵

６．風刺画・夏の夜虫合戦　慶応４年５月　２枚綴 館蔵

７．総督府参謀達書　仙台藩宛　明治元年９月　１通 伊文

８．陶製砲弾　慶応４年　１９点 庄司博氏寄贈

「幕末明治を生きた人々１」　８／３１～１１／２８　

１．坂本龍馬書状　三吉慎蔵宛　年月日未詳　１巻 大久保Ｃ

２．坂本龍馬像　公文菊僊筆　昭和初期カ　１幅 大久保Ｃ

３．墨梅図賛　山内豊信筆　江戸末期～明治　１幅 大久保Ｃ

４．後藤象二郎書「江路東連千里潮」　江戸末期～明治　１幅

 大久保Ｃ

５．勝海舟書「晩節寒華老甫心」　江戸後期～明治　１幅

 大久保Ｃ

６．勝海舟写真（印刷）　明治　１枚 小野家資料

７．土方歳三書状　小島鹿之助宛　（元治元年９月２１日）　１幅

 大久保Ｃ

　

「幕末明治を生きた人々２」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．松平容保和歌短冊　江戸末期～明治　１幅 大久保Ｃ

２．雲井達雄肖像　江戸末期　１幅 阿部次郎Ｃ

３．河合継之助書「道聴塗伝影響前」　江戸末期　１幅 大久保Ｃ

４．榎本武揚書「月影様波金塔横」　明治　１幅 大久保Ｃ

５．大鳥圭介書「北溟風雪路三千」　明治　１幅 大久保Ｃ

６．玉蟲左太夫書「遑々人世ト安危」　江戸後期　１幅 大久保Ｃ

７．若生文十郎書「欲向中原掃妖塵」　江戸末期　１幅

 伊藤省三氏寄贈

近代都市仙台

「産業に見る仙台」　２０１０．４／２０～６／６

１．増補仙台区全図　三輪秀春著　明治２０年　１枚　三原良吉Ｃ

２．内国勧業博覧会館列品の図　永島春暁画　明治１４年　３枚続

 大宮司Ｃ

３．宮城県博覧会出品目録　明治９年５月　１冊 尚文館Ｃ

４．芭蕉の辻商館火災の図　近代　１面 個人蔵

５．東北産業博覧会の図　昭和３年　１面 館蔵

６．埋木細工　荒井武作　田上先生宛　昭和９年　１基 館蔵

７．常盤紺型染め見本　昭和　３反 館蔵

８．精好仙台平袴　銘「瑞蒼」　甲田栄佑作　昭和　１領 甲田Ｃ
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９．精好仙台平裂地　銘「玄祥」「霊泉」　甲田栄佑作　昭和

　　２反 甲田Ｃ

１０．漆手板（玉虫塗）　産業工芸試験所東北支所制作　昭和３０年

　　１面 館蔵

１１．フロアースタンド　近代　１台 館蔵

１２．椅子　近代　１脚 館蔵

　

「西南戦争から自由民権運動へ」　６／８～８／２９

１．西郷隆盛書　明治　１幅 大久保Ｃ

２．警部補辞令　石母田琢磨宛　明治１０年６月１９日　１通

 石母田久家文書

３．慰労金下賜証書　石母田琢磨宛　明治１０年１０月６日　１通

 石母田久家文書

４．征討御会議之図　明治１０年　３枚続 館蔵

５．鹿児島紀聞之内（田原坂）　鮮斎永濯画　明治１０年　３枚続

 館蔵

６．西郷城山戦死図　楊州周延画　明治１０年１０月６日　３枚続

 館蔵

７．警視各隊江賜酒者之図　月岡芳年画　明治１０年　３枚続

 大宮司絹地茶縞馬乗袴

８．「教導立志基」から西南戦争を取材する福地桜痴　小林清親画

　　明治１８年　１枚 館蔵

９．講習余誌　明治１０年～　１冊 館蔵

１０．講習余誌出版願並許可証　明治１０年２月　１綴 館蔵

１１．進取雑誌２・４号　明治１３年創刊　２冊 安久津家資料

１２．本立社日誌　明治　１冊 逸見順子氏寄贈

１３．東北改進党盟約　明治１５年　１冊 安久津家資料

１４．対物宮城の最　菅野長平編集　明治１５年７月２２日　１枚

 三原良吉Ｃ

１５．若生精一郎国会開設哀願書　明治１３年１２月　２点

 逸見順子氏寄贈

１６．大日本帝国議会御幸之図　歌川周利画　（明治２３年）　３枚続

 　館蔵

１７．憲法発令祝祭之図　明治２２年　３枚続 館蔵

　

「教育に見る仙台」　８／３１～１１／２８

１．小学読本　出版人二日町益友社須田平左衛門・

　　国分町伊勢安右衛門・同町菅原安兵衛　明治７～１０年　１冊

 尚文館Ｃ

２．日本地誌略　東京師範学校編・文部省刊　明治７年～９年

　　１冊 尚文館Ｃ

３．校正宮城県地誌提要　全　宮城師範学校編・

　　宮城県学務課出版　明治１７年　１冊 尚文館Ｃ

４．帝国読本　学海指針社編・集英堂本店発行　明治２６年　８冊

 　尚文館Ｃ

５．修身絵とき　堀江義子著・春陽堂発行　明治２７年　４冊

 尚文館Ｃ

６．増補帝国小史　山縣悌三郎著・文学社刊　明治２９年　２冊

 郷右近馨氏寄贈

７．尋常小学地理書　文部省著・発行　昭和１３年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

８．初等科国語　文部省著・発行　昭和１８年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

９．『日本―タウトの日記』

　　昭和８年　ブルーノ・タウト著・篠田英雄訳　岩波書店刊

　　合本　昭和５０年刊　１冊 笹間氏寄贈

１０．松島図　ブルーノ・タウト筆　昭和８年　１枚 笹間氏寄贈

１１．照明具　近代　３点 館蔵

１２．漆手板（厚貝螺鈿（富山）・秀衡塗（岩手））

　　産業工芸試験所東北支所制作　昭和３０年　２面 館蔵

　

「軍都仙台」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．仙台鎮台辞令　明治１８年１月２９日付　１通 館蔵

２．陸軍御用の仙台大町大平商店の団扇　明治４０年頃　１点

 川村節子氏寄贈

３．戦時農園の手引　情報局編集　昭和１９年発行　１冊

 石母田家資料

４．第二師団凱旋之図　菅野覚太郎画　明治２９年　１面

 三原良吉Ｃ

５．河内兵営之図　松浦勝也印刷・三沢好吉発行　明治３０年

　　１面 三原良吉Ｃ

６．釈迦堂・歩兵第四聯隊全図　玉虫龍之進画・彫刻、

　　三沢好吉発行　明治３０年　１面 三原良吉Ｃ

７．第二師団遠望之図　奥山無門筆　大正６年　１面

 奥山栄五郎氏寄贈

８．招魂祭礼全図　池原竹治郎印刷・荘司保明発行　明治２１年

　　３枚続 館蔵

９．仙台第二師団全部之図　楊斎延一画　横山良八印刷・発行

　　明治２５年　３枚続 阿部次郎Ｃ

１０．仙台招魂祭山鉾ノ図　楊斎延一画　横山良八印刷・発行

　　明治２５年　３枚続 大宮司雅之輔Ｃ

１１．日清戦争、長町駅における出征兵士の見送り　銅版写真

　　明治２７年　１点 館蔵

１２．日清戦争における第二師団の将校たち　銅版写真

　　明治２８年頃　１点 館蔵

１３．満州守備軍第二師団の将兵の帰還を迎える市民　銅版写真

　　昭和８年１月８日　１点 館蔵

１４．原町陸軍造兵廠で弾丸の生産に励む女子挺身隊

　　（「仙台空襲より」）　銅版写真　１点 館蔵

１５．空襲で焦土と化した仙台の中心部（「仙台空襲より」）

　　銅版写真　昭和２０年７月　１点 館蔵

１６．仙台空襲で瓦礫の跡となった市役所前（「仙台空襲より」）

　　銅版写真　昭和２０年７月　１点 館蔵

１７．焼跡で「勝札」を求める市民（「仙台空襲より」）　銅版写真

　　１点 館蔵
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特集展示室

国宝・慶長遣欧使節関係資料

２０１０．４／２０～６／６

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．『伊達政宗遣使録』（イタリア語版）　アマーティ著　１６１５年刊

　　１冊 館蔵

３．『伊達政宗遣使録』（ドイツ語版）　アマーティ著　１６１７年刊

　　１冊 館蔵

４．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

５．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

６．セビリア市宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

７．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）ラテン文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

８．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

９．国宝　ローマ市公民権証書　１６１５年１１月　１通 館蔵

１０．国宝　祭服　１７Ｃ　１領 館蔵

１１．国宝　マント及びズボン　１７Ｃ　１具 館蔵

１２．国宝　鞍　１７Ｃ　２背 館蔵

１３．国宝　鐙　１７Ｃ　１双・１隻 館蔵

１４．国宝　壁掛　１７Ｃ　１枚 館蔵

１５．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

１６．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

１７．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

１８．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１９．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

２０．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

２１．国宝　ディスチプリナ　１７Ｃ　１口 館蔵

２２．国宝　テカ及び袋　１７Ｃ　１具 館蔵

２３．国宝　レリカリオ　１７Ｃ　１口 館蔵

２４．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

２５．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

２６．国宝　印章　１７Ｃ　２顆 館蔵

２７．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

６／８～９／５

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．『伊達政宗遣使録』（イタリア語版）　アマーティ著　１６１５年刊

　　１冊 館蔵

３．『伊達政宗遣使録』（ドイツ語版）　アマーティ著　１６１７年刊

　　１冊 館蔵

４．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

５．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

６．セビリア市宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

７．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）ラテン文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

８．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

９．ローマ市公民権証書（複製）　原本は１６１５年１１月　１通 館蔵

１０．支倉常長書状　勘三郎宛（複製）　原本は元和４年　１幅

 館蔵

１１．国宝　鞍　１７Ｃ　２背 館蔵

１２．国宝　鐙　１７Ｃ　１双・１隻 館蔵

１３．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

１４．国宝　壁掛　１７Ｃ　１枚 館蔵

１５．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

１６．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

１７．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

１８．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１９．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

２０．国宝　十字架　１７Ｃ　１口 館蔵

２１．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

２２．国宝　ディスチプリナ　１７Ｃ　１口 館蔵

２３．国宝　テカ及び袋　１７Ｃ　１具 館蔵

２４．国宝　レリカリオ　１７Ｃ　１口 館蔵

２５．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

２６．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

２７．国宝　印章　１７Ｃ　２顆 館蔵

仙台藩の武器・武具

２０１０．４／２０～６／６

１．黒漆五枚胴具足　伊達忠宗所用　江戸前期　１領 伊文

２．黒漆五枚胴具足　伊達吉村所用　江戸中期　１領 伊文

３．黒漆五枚胴具足　伊達重村所用　江戸名期　１領 伊文

４．紫羅背板水玉模様陣羽織　江戸前期～中期　１領 伊文

５．黒羅背板地胴服　伊達政宗所用　菅野重成拝領　江戸初期

　　１領 菅野家資料

６．金梨地竹に雀九曜紋刀掛　江戸初期　１架 伊文

※№４は４／２０～５／１６の展示

※№５は５／１８～６／６の展示

　

６／８～９／５

１．重要文化財　銀伊予札白糸威胴丸具足　豊臣秀吉所用

　　伊達政宗拝領　桃山　１領 伊文

２．重要文化財　山形文様陣羽織　伊達政宗所用　桃山　１領

 伊文

３．鉄錆地五枚胴具足　伊達綱村所用　江戸前期　１領 館蔵

４．黒漆鳩胸五枚胴具足　伊達宗村所用　江戸中期　１領 伊文

５．火縄銃「東雲」　銃筒木田定幸作　江戸　１挺 伊文

６．水牛製胴乱　伊達政宗所用　菅野重成拝領　江戸初期　１具

 菅野家資料
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５．山水図　東東洋筆　江戸後期　２曲１双

 三浦三吾氏・良子氏寄贈

６．楼閣山水図　菊田伊洲筆　江戸後期　６曲１双 伊澤家Ｃ

テーマ展示室Ⅰ

「伊達家の武器・武具」　２０１０．９／７～１１／２８

１．黒漆五枚胴具足　伝伊達政宗所用　桃山　１領 駒形神社蔵

２．黒漆五枚胴具足　伊達綱村所用　江戸前期　１領 伊文

３．黒漆五枚胴具足　伊達斉邦所用　江戸後期　１領

 中川淳氏寄贈

４．紺糸威胴丸具足　伊達慶邦所用　江戸末期　１領 伊文

５．太刀　金象嵌銘「貞次」　「本阿」　鎌倉　１口

 佐藤敬二郎氏寄贈

６．太刀　銘「宝寿」　「□慶二年八月日」　南北朝　１口

 志村修氏寄贈

７．太刀　銘「真」　南北朝　１口 片倉家資料

８．金梨子地菊桐紋蒔絵刀掛　江戸中期　１基 伊文

９．慶邦公御鎧図式　江戸末期　１巻 個人蔵

１０．軍扇　延享元年　１握 伊文

１１．ゆがけ　江戸　３対 伊文

１２．茶猪毛靱　江戸後期　１合 伊文

１３．孔雀蒔絵鞍鐙　江戸中期　１具 伊文

１４．仙人図象嵌火縄銃　銃筒　早坂清則作　江戸後期　１口

 館蔵

１５．重要文化財　小紋染胴服　桃山　１領 片倉家資料

１６．赤羅紗地二引両紋陣羽織　江戸　１領 目黒照子氏寄贈

１７．赤呉呂地金束菖蒲紋陣羽織　江戸後期　１領 菅野家資料

１８．緋羅紗地北斗七星模様陣羽織　江戸後期　１領

 佐藤正人氏寄贈

※№１５・１６は９／７～１０／１１の展示

※№１７・１８は１０／１３～１１／２８の展示

　

「伊達家の武器・武具」　１１／３０～１／３０

１．紫糸威胴丸　伝伊達政宗所用　室町後期　１領

 湯村幹夫氏寄贈

２．黒漆瓦札萌葱糸威胴丸具足　伝仙姫所用　江戸前期　１領

 伊文

３．白糸威腹巻　伊達斉村所用　江戸中期　１領 館蔵

４．黒漆鳩胸五枚胴具足　伊達茂村所用　江戸末期　１領 伊文

５．十文字槍　三代国包　三代国包　江戸中期　１口 伊文

６．短刀　銘　藤原国包　三代国包　江戸中期　１口

 藤崎三郎助氏寄贈

７．矢の根形九曜紋透槍　江戸中期　１口 伊文

８．矢の根形菱透槍　江戸前期　１口 伊文

９．金梨子地竹に雀紋蒔絵刀掛　江戸前期　１基 伊文

１０．黒漆金日の丸軍配団扇　江戸前期　１握 館蔵

１１．白猪毛靱　江戸後期　１合 伊文

１２．鶴蒔絵鞍鐙　江戸中期　１具 伊文

７．鼈甲製口薬入　伊達政宗所用　菅野重成拝領　江戸初期

　　１具 菅野家資料

８．黒漆五枚胴具足　伊達綱宗所用　江戸前期　１領 伊文

９．黄羅紗地竹に雀紋火事装束　江戸後期　１領 館蔵

※№１・２は６／８～６／２０の展示

※№８・９は６／２２～８／２９の展示

日本美術入門

２０１０．９／７～１２／５

１．花鳥図襖　平福穂庵筆　明治　６曲１双 佐藤明Ｃ

２．源氏物語図屏風　江戸前期　６曲１双 館蔵

３．屏風構造模型 館蔵

４．菊花図　清原雪信筆　江戸前期　１幅 伊澤家Ｃ

５．菊花図　菅井梅関筆　天保１１年　１幅 伊澤家Ｃ

６．萩に鹿図屏風　寛永５年　４曲一双 館蔵

７．鍾馗図　狩野古信筆　江戸中期　１幅 伊文

８．霊昭女・花鳥図　伊達綱宗筆　江戸前期　１幅 伊文

９．富嶽図　菊田伊洲筆　江戸後期　１幅 亀田兵治Ｃ

１０．富嶽山水図　方西園筆　寛政２年　１幅 阿部次郎Ｃ

１１．富士画賛　大場雄渕筆　江戸後期 亀田兵治Ｃ

１２．百人一首富士図　東園筆　享和３年　１幅 館蔵

１３．天然自賞　白雲筆　寛政９年 個人蔵

１４．徳孝様絵像　蠣崎縉斎筆　天保７年 館蔵

１５．富士三十六景　武蔵小金井　歌川広重筆　安政５年

 阿部次郎Ｃ

１６．仏説阿弥陀経　伊達吉村筆　享保１７年 伊澤家Ｃ

１７．韃靼人狩猟図　松原探水筆　江戸中期　１幅 館蔵

１８．塩竈松島図巻　小池曲江筆　文化７年　１巻 館蔵

１９．六歌仙図帖　伊達吉村筆　元文元年　１帖 伊文

２０．源氏八景御手鑑　伊達吉村筆　江戸中期　１帖 伊文

仙台藩のお抱え絵師

２０１０．１２／７～２０１１．１／３０

１．洛中洛外図　江戸前期　６曲１双 佐々木源一郎氏寄贈

２．花鳥図　伊達綱宗筆　江戸前期　６曲１双 伊文

３．唐獅子図　狩野典信筆　江戸中期　２曲１隻 伊文

４．秋草に鹿図　狩野安信筆　江戸前期　６曲１隻 伊文

【重文】山形文様陣羽織
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１３．矢羽根　江戸　３面 伊文

１４．火縄銃「東雲」　銃筒木田定幸作　江戸　１挺 伊文

１５．黒羅紗地九曜紋陣羽織　江戸中期　１領 大山勝義氏寄贈

１６．茶縞地蟹牡丹紋韋羽織　江戸中期　１領

 ナンシー大山氏寄贈

テーマ展示室Ⅱ

国宝・慶長遣欧使節関係資料

２０１０．９／７～１１／２８

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 館蔵

３．セビリア市宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６Ｃ末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）ラテン文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１１．支倉常長書状　勘三郎宛（複製）　原本は元和４年　１幅

 館蔵

１２．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

１３．仙台藩奉行知行割目録　支倉六右衛門宛　慶長１３年　１通

 館蔵

１４．平姓伊藤一家支倉氏系図　江戸中期　１巻 館蔵

１５．支倉家家譜書出　支倉右仲筆　安永２年　１巻 館蔵

１６．切支丹不分明者支倉六右衛門死失牒　元禄５年１２月１日

　　１冊 館蔵

１７．支倉六右衛門召仕古切支丹与五右衛門太郎左衛門改牒

　　元禄６年６月３０日　１冊 館蔵

１８．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１９．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

２０．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

２１．悲しみのマリア像　１７Ｃ　１面 館蔵

２２．国宝　壁掛　１７Ｃ　１枚 館蔵

２３．国宝　マント及びズボン　１７Ｃ　１具 館蔵

２４．国宝　鞍　１７Ｃ　２背 館蔵

２５．国宝　鐙　１７Ｃ　１双・１隻 館蔵

２６．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

２７．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

２８．国宝　ローマ市公民権証書　１６１５年１１月　１通 館蔵

２９．国宝　祭服　１７Ｃ　１領 館蔵

３０．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

３１．国宝　縞模様布　１７Ｃ　１枚 館蔵

３２．国宝　ディスチプリナ　１７Ｃ　１口 館蔵

３３．国宝　テカ及び袋　１７Ｃ　１具 館蔵

３４．国宝　レリカリオ　１７Ｃ　１口 館蔵

３５．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

３６．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

３７．国宝　印章　１７Ｃ　２顆 館蔵

　

１２／７～２０１１．１／３０

１．支倉常長像　高田力蔵１９７２年模写　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 館蔵

３．セビリア市宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６Ｃ末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）ラテン文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（複製）和文

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１１．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

１２．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

１３．ローマ市公民権証書（複製）　原本は１６１５年１１月　１通 館蔵

１４．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

１５．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１６．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

１７．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

１８．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

１９．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

２０．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

２１．国宝　鐙　１７Ｃ　１双・１隻 館蔵

 

【国宝】支倉常長像
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コレクション展示室Ⅰ

焼物

「宮城の焼物」　２０１０．４／２０～６／６

１．塩内焼・切立　１点 館蔵

２．堤焼・甕　１点 館蔵

３．堤焼・甕　１点 館蔵

４．堤焼・甕　１点 館蔵

５．堤焼・酒甕　１点 館蔵

６．堤焼・壺　１点 館蔵

７．堤焼・壺　１点 館蔵

８．堤焼・壺　１点 館蔵

９．堤焼・壺　１点 館蔵

１０．新田焼・擂鉢　１点 館蔵

１１．上野目焼・緑釉流菊文扇形皿　２点 館蔵

１２．切込焼・染付唐子寿老人図徳利　１点 古賀Ｃ

１３．堤焼・三島手鉢（初代乾馬作）　１点 個人蔵

１４．堤焼・三島手茶碗（初代乾馬作）　１点 個人蔵

１５．堤焼・三島手杯　１点 三原良吉Ｃ

１６．堤焼・甕　１点 館蔵

１７．堤焼・鉢　１点 館蔵

１８．山の神焼・鉢　１点 個人蔵

１９．山の神焼・甕　１点 館蔵

　

「堤焼と切込焼」　６／８～８／２９

１．甕　堤焼　１点 館蔵

２．甕　堤焼　１点 館蔵

３．甕　堤焼　１点 館蔵

４．酒甕　堤焼　１点 館蔵

５．壺　堤焼　１点 館蔵

６．壺　堤焼　１点 館蔵

７．壺　堤焼　１点 館蔵

８．水滴　布袋形　堤焼　１点 館蔵

９．水滴　亀　堤焼　１点 館蔵

１０．小壺　堤焼　１点 館蔵

１１．小壺　堤焼　１点 館蔵

１２．鉢　堤焼　１点 館蔵

１３．染付柘榴文湯呑茶碗　切込焼

銘「天保六年十月吉日仙台加美郡宮崎村之内切籠ニ而湯倉ヨ

リ出ル石ヲ以製之」底銘「湯倉製」「英長画」　１点 個人蔵

１４．染付蓋物　切込焼　銘「御役所持用　安政七年（１８６０）」　１点

 　古賀Ｃ

１５．染付蛸唐草文辣韮形徳利　切込焼　１点 館蔵

１６．白磁膳碗　切込焼　１点 古賀Ｃ

１７．染付葡萄文コップ　切込焼

　　底銘「岩窯　宮崎　陸前　ジャパン」　１点 館蔵

１８．染付牡丹蝶文辣韮徳利　切込焼　１点 館蔵

１９．染付網手花卉文辣韮徳利　切込焼　１点 宮城正俊氏寄贈

２０．染付人物文辣韮形徳利　切込焼　１点 館蔵

２１．染付瓢箪文辣韮形徳利　切込焼　１点 館蔵

　

「三浦乾也の焼物」　８／３１～１１／２８

１．鶴文黒楽茶碗　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

２．唐子蓋置　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

３．秋草文茶巾筒　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

４．梅形寄蓋物　三浦乾也作　１９Ｃ　１組 新井田Ｃ

５．乾也玉簪　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

６．秋草文中差　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

７．秋草文根掛　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

８．絵替小玉　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

９．青磁琵琶文根掛　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

１０．大黒天簪　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

１１．金襴手中差　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

１２．茶碗象眼煙管入　雪花文煙管付　三浦乾也作　１９Ｃ　１式

 新井田Ｃ

１３．松文煙管入　印籠・緒締付　三浦乾也作　１９Ｃ　１組

 新井田Ｃ

１４．破笠細工貝尽盆　（三浦乾也）　１９Ｃ　５枚のうち３枚

 新井田Ｃ

１５．桐松象眼秋草文蒔絵盆　柴田是真・三浦乾也合作　１９Ｃ

　　１枚 新井田Ｃ

１６．海辺額　三浦乾也作　１９Ｃ　１面 新井田Ｃ

１７．老子像　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

１８．春駒御福人形　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

１９．白蔵主　三浦乾也作　１９Ｃ　１点 新井田Ｃ

２０．花卉文絵替葉形向付　三浦乾也作　１９Ｃ　５枚１組

 新井田Ｃ

２１．十二支扇面文火鉢　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

２２．松竹梅文土風炉　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

２３．雪松文四方鉢　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

２４．菊文茶碗　五代目尾上菊五郎好　三浦乾也作　１９Ｃ　１口

 新井田Ｃ

２５．月に萩文黒楽茶碗　三浦乾也作　１９Ｃ　１口 新井田Ｃ

２６．陶製経筒写花入　三浦乾也作　明治１８年５月　１口

 新井田Ｃ

２７．蓮形柄香炉　三浦乾也作　明治１７年６月　１合 新井田Ｃ

２８．都鳥文言問団子皿　三浦乾也作　１９Ｃ　５枚１組 新井田Ｃ

２９．甕　堤焼　１点 館蔵

３０．甕　堤焼　１点 館蔵

３１．甕　堤焼　１点 館蔵

３２．酒甕　堤焼　１点 館蔵

３３．壺　堤焼　１点 館蔵

３４．壺　堤焼　１点 館蔵

３５．壺　堤焼　１点 館蔵

　

「東北の焼物」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．甕　堤焼　１点 館蔵

２．甕　堤焼　１点 館蔵

３．甕　堤焼　１点 館蔵
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４．酒甕　堤焼　１点 館蔵

５．壺　堤焼　１点 館蔵

６．壺　堤焼　１点 館蔵

７．壺　堤焼　１点 館蔵

８．染付松に蛸唐草文長皿　切込焼　１点 古賀Ｃ

９．染付藤の丸に蛸唐草文長皿　切込焼　１点 古賀Ｃ

１０．掛分染付蘭文燗徳利　切込焼　１点 古賀Ｃ

１１．染付松文徳利　切込焼　１点 古賀Ｃ

１２．徳利　上野目焼　１点 石川Ｃ

１３．菊文扇型皿　上野目焼　１点 館蔵

１４．扇型皿　上野目焼　１点 館蔵

１５．染付牡丹文徳利　平清水焼　１点 甲田Ｃ

１６．筒描鉢　悪戸焼　１点 館蔵

１７．鉄絵竹文醤油差し　悪戸焼　１点 横山Ｃ

１８．油壺　鍛冶町焼　１点 横山Ｃ

１９．黒釉徳利　鍛冶町焼　１点 石川Ｃ

２０．白釉切立　白岩焼　１点 横山Ｃ

２１．白釉輪花皿　白岩焼　１点 横山Ｃ

２２．飯茶碗　小久慈焼　１点 横山Ｃ

２３．飯茶碗　小久慈焼　１点 横山Ｃ

２４．瓢形徳利　楢岡焼　１点 古賀Ｃ

２５．徳利（銹釉地に薄い海鼠釉掛け）　成島焼　１点 古賀Ｃ

２６．徳利（飴釉地に海鼠釉掛け）　成島焼　１点 石川Ｃ

２７．徳利　大宝寺焼　１点 石川Ｃ

２８．火入　大宝寺焼　１点 横山Ｃ

２９．飴釉鰊鉢　会津本郷焼　１点 館蔵

３０．油壺　会津本郷焼　１点 横山Ｃ

３１．鉄絵梅図皿　大堀相馬焼　１点 館蔵

３２．色絵山水文土瓶　大堀相馬焼　１点 館蔵

３３．鉄絵走馬文徳利　大堀相馬焼　１点 石川Ｃ

３４．鉄絵走馬文徳利　大堀相馬焼　１点 石川Ｃ

古人形

「東北の古人形」　２０１０．４／２０～６／６

１．堤人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 館蔵

２．堤人形　山姥と金太郎　江戸後期　１点 館蔵

３．堤人形　瓢抱き　江戸後期　１点 館蔵

４．堤人形　山姥と金太郎　江戸後期　１点 館蔵

５．堤人形　犬と子供　江戸後期　１点 館蔵

６．堤人形　うさぎと子供　江戸後期　１点 本出Ｃ

７．堤人形　瓢かつぎ　江戸後期　１点 本出Ｃ

８．堤人形　象乗り唐子　江戸後期　１点 足立Ｃ

９．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 足立Ｃ

１０．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 足立Ｃ

１１．堤人形　達磨とでんでん太鼓　江戸後期　１点 足立Ｃ

１２．堤人形　蛸と子供　江戸後期　１点 足立Ｃ

１３．堤人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 足立Ｃ

１４．堤人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 足立Ｃ

１５．堤人形　谷風・小野川　江戸後期　１点 足立Ｃ

１６．堤人形　唄稽古　江戸後期　１点 足立Ｃ

１７．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

１８．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

１９．三春人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．三春人形　打出小槌　江戸後期　１点 本出Ｃ

２１．三春人形　春駒　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．三春人形　三味線持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．三春人形　幇間　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．三春人形　女三番叟　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．三春人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．三春人形　巴御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．三春人形　仁田四郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．三春人形　鳥刺し　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．三春人形　大名行列　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．三春人形　大名行列　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．三春人形　飴売り　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．三春人形　騎馬武者　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．相良人形　てまり　江戸後期　１点 館蔵

３４．相良人形　鯛かつぎ　江戸後期　１点 館蔵

３５．相良人形　山姥と金太郎　江戸後期　１点 館蔵

３６．相良人形　鯛乗り　江戸後期　１点 館蔵

３７．相良人形　亀かつぎ　江戸後期　１点 館蔵

３８．相良人形　将棋乗り　江戸後期　１点 館蔵

３９．相良人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 足立Ｃ

４０．相良人形　鯛乗り　江戸後期　１点 足立Ｃ

４１．相良人形　鯛つかみ　江戸後期　１点 足立Ｃ

４２．相良人形　亀抱き　江戸後期　１点 足立Ｃ

４３．相良人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 足立Ｃ

４４．相良人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 足立Ｃ

４５．相良人形　俵持ち　江戸後期　１点 足立Ｃ

４６．相良人形　犬抱き　江戸後期　１点 足立Ｃ

４７．相良人形　犬乗り　江戸後期　１点 足立Ｃ

４８．相良人形　童子　江戸後期　１点 足立Ｃ

４９．相良人形　舟遊び　江戸後期　１点 足立Ｃ

５０．相良人形　這い子　江戸後期　１点 足立Ｃ

５１．相良人形　馬子　江戸後期　１点 足立Ｃ

５２．花巻人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

５３．花巻人形　髪結　江戸後期　１点 本出Ｃ

５４．花巻人形　水汲み　江戸後期　１点 本出Ｃ

５５．花巻人形　傘持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

５６．花巻人形　魚屋　江戸後期　１点 本出Ｃ

５７．花巻人形　巴御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

５８．花巻人形　春駒　江戸後期　１点 本出Ｃ

５９．花巻人形　菜摘み　江戸後期　１点 本出Ｃ

６０．花巻人形　馬子　江戸後期　１点 本出Ｃ

６１．花巻人形　唐子　江戸後期　１点 本出Ｃ

６２．花巻人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 本出Ｃ

６３．花巻人形　花車　江戸後期　１点 本出Ｃ

６４．花巻人形　鯛車　江戸後期　１点 本出Ｃ

６５．花巻人形　子守　江戸後期　１点 本出Ｃ
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６６．花巻人形　立美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

６７．花巻人形　衝立美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

６８．花巻人形　熊谷直実　江戸後期　１点 館蔵

　

「堤人形と三春人形」　６／８～８／２９

１．堤人形　唐人笛　江戸後期　１点 足立Ｃ

２．堤人形　達磨持ちお福　江戸後期　１点 足立Ｃ

３．堤人形　安徳天皇　江戸後期　１点 足立Ｃ

４．堤人形　母と娘　江戸後期　１点 足立Ｃ

５．堤人形　犬抱き　江戸後期　１点 足立Ｃ

６．堤人形　蛸と子供　江戸後期　１点 館蔵

７．堤人形　花車　江戸後期　１点 館蔵

８．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

９．堤人形　子連れ　江戸後期　１点 館蔵

１０．堤人形　恵比寿・大黒　江戸後期　２点 館蔵

１１．堤人形　盃持ち　江戸後期　１点 館蔵

１２．堤人形　てまり　江戸後期　１点 館蔵

１３．堤人形　花車　江戸後期　１点 館蔵

１４．堤人形　恵比寿・大黒鯛つり　江戸後期　１点 館蔵

１５．堤人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

１６．堤人形　坐美人　江戸後期　１点 館蔵

１７．堤人形　猫ひき花魁　江戸後期　１点 館蔵

１８．堤人形　夕涼み　江戸後期　１点 館蔵

１９．堤人形　犬抱き　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

２１．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．堤人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．堤人形　坐美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．堤人形　坐美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．堤人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．堤人形　石橋　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．堤人形　傘持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．堤人形　茶摘み　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．堤人形　子守　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．堤人形　傘持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

３５．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

３６．三春人形　三味線弾き　江戸後期　１点 本出Ｃ

３７．三春人形　神功皇后と竹内宿禰　江戸後期　１点 本出Ｃ

３８．三春人形　三番叟　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．三春人形　万歳　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．三春人形　踊り　文化１３年　１点 本出Ｃ

４１．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

４２．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

４３．三春人形　傘をさす女　江戸後期　１点 本出Ｃ

４４．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

４５．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

４６．三春人形　踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

４７．三春人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

４８．三春人形　坐美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

４９．三春人形　景政　江戸後期　１点 本出Ｃ

５０．三春人形　景政　江戸後期　１点 本出Ｃ

５１．三春人形　唐人笛　江戸後期　１点 本出Ｃ

５２．三春人形　鯛踊り　江戸後期　１点 本出Ｃ

５３．三春人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

５４．三春人形　太鼓乗り　江戸後期　１点 本出Ｃ

５５．三春人形　越後獅子　江戸後期　１点 本出Ｃ

５６．三春人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

５７．三春人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

５８．三春人形　熊乗り金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

５９．三春人形　鯛乗り金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

６０．三春人形　金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

６１．三春人形　朝比奈　江戸後期　１点 本出Ｃ

６２．三春人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

　

「芝居と東北の古人形」　８／３１～１１／２８

１．相良人形　口上　江戸後期　１点 館蔵

２．堤人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

３．堤人形　三番叟　江戸後期　１点 本出Ｃ

４．三春人形　千歳　江戸後期　１点 本出Ｃ

５．三春人形　三番叟　江戸後期　１点 本出Ｃ

６．堤人形　曾我五郎　江戸後期　１点 館蔵

７．堤人形　朝比奈　江戸後期　１点 本出Ｃ

８．三春人形　女暫　江戸後期　１点 本出Ｃ

９．堤人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

１０．三春人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

１１．堤人形　汐汲み　江戸後期　１点 本出Ｃ

１２．花巻人形　汐汲み　江戸後期　１点 本出Ｃ

１３．浮世絵　京鹿子　娘道成寺　豊原国周画　明治２９年　３枚続

 山谷Ｃ

１４．堤人形　小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

１５．花巻人形　小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

１６．三春人形　小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

１７．三春人形　力弥　江戸後期　１点 本出Ｃ

１８．花巻人形　力弥と小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

１９．花巻人形　斧定九郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．相良人形　勘平　江戸後期　１点 本出Ｃ

２１．堤人形　勘平　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．堤人形　祇園一力茶屋　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．花巻人形　大星由良之助　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．花巻人形　片岡伝五右衛門　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．浮世絵　仮名手本忠臣蔵七段目　祇園一力の場

　　歌川国安画　江戸後期　２枚続 阿部次郎Ｃ

２６．花巻人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．三春人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．三春人形　弁慶　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．相良人形　静御前　江戸後期　１点 館蔵
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３０．堤人形　静御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．堤人形　弁慶　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．堤人形　狐忠信　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．浮世絵　歌舞伎十八番之内　勧進帳　豊原国周画

　　（明治３２年）　３枚続 山谷Ｃ

３４．相良人形　八重垣姫　江戸後期　１点 館蔵

３５．堤人形　八重垣姫　江戸後期　１点 本出Ｃ

３６．堤人形　八重垣姫　江戸後期　１点 個人蔵

３７．浮世絵　上杉景勝〔市村羽左衛門〕・八重垣姫〔沢村田之助〕・

　　武田勝頼〔中村芝翫〕　二代歌川国貞　画　文久元年

　　３枚続 大宮司Ｃ

３８．堤人形　武智十次郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．三春人形　武智十次郎と初菊　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．堤人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

４１．三春人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

４２．花巻人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

４３．堤人形　鯉つかみ　江戸後期　１点 本出Ｃ

４４．堤人形　政岡　江戸後期　１点 本出Ｃ

「年中行事と東北の古人形」　１１／３０～２０１１．２／２７

１．相良人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

２．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

３．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

４．相良人形　恵比寿・大黒　鯛つり　江戸後期　１点 館蔵

５．相良人形　恵比寿・大黒　鯛かつぎ　江戸後期　１点 館蔵

６．相良人形　地謡　江戸後期　１点 館蔵

７．相良人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

８．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

９．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

１０．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

１１．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

１２．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１３．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１４．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１５．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１６．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１７．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立Ｃ

１８．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立Ｃ

１９．堤人形　五人囃子　太鼓　江戸後期　１点 足立Ｃ

２０．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

２１．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

２２．堤人形　重ね餅　江戸後期　１点 館蔵

２３．堤人形　羽子板　江戸後期　１点 館蔵

２４．堤人形　堂内天神　江戸後期　１点 館蔵

２５．堤人形　雛　　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．堤人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．堤人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．堤人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．堤人形　地謡　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３５．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３６．堤人形　羽子板　江戸後期　１点 本出Ｃ

３７．堤人形　重ねもち　江戸後期　１点 本出Ｃ

３８．堤人形　大鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．三春人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．三春人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４１．三春人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４２．三春人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４３．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４４．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４５．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４６．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４７．三春人形　五人囃子　小鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

４８．三春人形　牛乗り天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

４９．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

５０．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

５１．三春人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

５２．三春人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

５３．花巻人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

５４．花巻人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

５５．花巻人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

５６．花巻人形　五人囃子　江戸後期　１点 館蔵

５７．花巻人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

５８．花巻人形　鳳凰　江戸後期　１点 本出Ｃ

５９．花巻人形　重ね餅　江戸後期　１点 本出Ｃ

６０．花巻人形　お供え餅　江戸後期　１点 本出Ｃ

６１．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

６２．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

６３．花巻人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

コレクション展示室Ⅱ

「東東洋の絵画」　２０１０．９／７～１０／２４

１．寒山拾得図　東東洋筆　１幅 館蔵

２．常盤雪行図　東東洋筆　１幅 亀田兵治Ｃ

３．繰糸図　東東洋筆　１幅 館蔵

４．虎図　東東洋筆　１幅 亀田兵治Ｃ

５．関羽図　東東洋筆　１幅 館蔵

６．達磨図　東東洋筆　文政１２年　１幅 亀田兵治Ｃ

７．山間閑居図　東東洋筆　１幅 亀田兵治Ｃ

８．農婦図　東東洋筆　１幅 亀田兵治Ｃ

９．竹に太湖石図屏風　東東洋筆　文化元年　２曲１隻

 伊澤家Ｃ

１０．富士・足柄山・武蔵野図　東東洋筆　天保８年　３幅対

 伊澤家Ｃ

１１．観音・龍虎図　東東洋筆　天保１０年　３幅対 伊澤家Ｃ
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１２．荘子夢蝶図　東東洋筆　海保青陵賛　１幅

 佐藤くか子氏寄贈

１３．柳に黒白図　東東洋筆　１幅 館蔵

１４．蘆間吹笛図　東東洋筆　１幅 亀田兵治Ｃ

１５．七福神図　東東洋ほか筆　１幅 館蔵

「小池曲江の絵画」　１０／２６～１２／５

１．松に綬帯鳥図　松林山人筆　江戸後期　１幅 館蔵

２．白鷺図　小池曲江筆　寛政６年　１幅 ゴトウＣ

３．孔雀図　小池曲江筆　寛政１０年　１幅 石原Ｃ

４．孔雀図　小池曲江筆　寛政６年　１幅 館蔵

５．柏に猿図　小池曲江筆　文化３年　１幅 館蔵

６．鶴鹿図　小池曲江筆　双幅 亀田兵治Ｃ

７．孔雀図屏風　小池曲江筆　享和３年　６曲１双のうち 館蔵

８．蘭亭曲水図　小池曲江筆　文化４年　１幅 亀田兵治Ｃ

９．女三の宮図　小池曲江筆　１幅 亀田兵治Ｃ

１０．西王母図　小池曲江筆　１幅 館蔵

１１．武陵桃源図　小池曲江筆　文政１０年　１幅 館蔵

１２．桐に鳳凰図　小池曲江筆　天保１０年　１幅 館蔵

１３．『莫逆閑友』　小池曲江画　天保８年　１幅 館蔵

１４．羅漢に龍図　小池曲江筆　天保８年　１幅 館蔵

１５．恵比須・大黒図　小池曲江筆　弘化４年　１幅 個人蔵

「菅井梅関の絵画」　１２／７～２０１１．１／３０

１．浅絳山水図　江稼圃筆　清時代　１幅 亀田兵治Ｃ

２．虎図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 館蔵

３．雪中人物図　菅井梅関筆・南山古梁賛　江戸後期　１幅

 伊澤家Ｃ

４．高士観瀑図　菅井梅関筆　文化１０年　１幅 館蔵

５．山水図　菅井梅関筆　文政４年　１幅 館蔵

６．青緑秋景図　菅井梅関筆　文政５年　１幅 伊澤家Ｃ

７．渓亭午翠図　菅井梅関筆　天保元年　１幅 伊澤家Ｃ

８．山水図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 館蔵

９．露香晴翠図　菅井梅関筆　天保１４年　２曲１隻 伊澤家Ｃ

１０．梅月図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 新津宗助Ｃ

１１．勝画楼望月・五大堂観日図　菅井梅関筆　江戸後期　双幅

 伊澤家Ｃ

１２．象図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 新津宗助Ｃ

１３．昇龍図　菅井梅関筆　天保６年　１幅 館蔵

１４．古城朝鮮梅図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 伊澤家Ｃ

１５．水亭午翠図　菅井梅関筆　天保１３年　１幅

 亀卦川浩氏・守氏寄贈

１６．水西荘図巻稿本　菅井梅関筆　江戸後期　１巻

 山形敞一氏寄贈

１７．水西荘図帖　菅井梅関画　弘化３年刊　１帖 館蔵

 

茶道具

２０１０．４／２０～６／６

１．竹一重切花入　伝伊達綱村作　江戸中期　１口

 平田道子氏寄贈

２．迫焼茶入　銘多留満　伊達慶邦銘　江戸後期　１口 伊文

３．備前焼水指　割木瓜形　１６Ｃ　１口 島田平八氏寄贈

４．茶杓箪笥　江戸中期　１基 伊文

５．茶杓箪笥のうち　伊達政宗作茶杓　深樋　伊達政宗作

　　江戸前期　１筒 伊文

６．茶杓箪笥のうち　伊達忠宗作茶杓　逆樋　伊達忠宗作

　　江戸前期　１筒 伊文

７．茶杓箪笥のうち　伊達綱宗作茶杓　ごま竹　伊達綱宗作

　　宝永５年１２月　１筒 伊文

８．茶杓箪笥のうち　伊達綱村作茶杓　白竹無景　伊達綱村作

　　江戸中期　１筒 伊文

９．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　鞍馬山竹　伊達吉村作

　　享保７年２月１５日　１筒 伊文

１０．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　広貝先　伊達吉村作

　享保７年　１筒 伊文

６／８～８／２９

１．新六歌仙押絵額　江戸中期　６面 ゴトウＣ

２．竹一重切花入　伊達吉村作　江戸中期　１口 ゴトウＣ

３．山水人物図水牛蓋置　江戸　１口 伊文

４．鶴蒔絵香合　室町　１合 伊文

５．白磁桜形向付　有田焼　江戸中期　８口 伊文

　

１１／３０～２０１１．２／２７

１．短檠　江戸後期　１基 伊文

２．孔雀座箒　江戸 館蔵

３．七草鳴鶏図蒔絵茶箱　銘「太郎月」　「松立斎」　江戸後期

　　１合 館蔵

浮世絵

「幕末・明治の錦絵４２」　２０１０．４／２０～６／６

１．小いと〔瀬川菊之丞〕・（半）時九郎兵へ〔市川団十郎〕・

　　おふさ〔岩井半四郎〕　歌川豊国画　（文化１４年）　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

２．浜路〔市村羽左衛門〕・犬塚信乃〔尾上菊五郎〕・

　　犬飼見八〔市川海老蔵〕　歌川国貞画　（天保７年）

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

３．弾正姉八しほ・局政岡・荒獅子男之助・仁木弾正

　　三代歌川豊国画　安政４年　大判３枚続 大宮司Ｃ

４．こし元お菊〔市村家橘〕・浅山鉄山〔市川小団次〕・

　　浅山忠太〔嵐吉六〕　二代歌川国貞画　文久３年　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

５．矢の根五郎〔市川団十郎〕　豊原国周画　明治１５年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ
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６．八代目市川団十郎・初代坂東しうか・三代目嵐音八の死絵

　　安政２年　縦大判１枚 大宮司Ｃ

７．四代目中村歌右衛門の死絵　嘉永５年　縦大判１枚

 大宮司Ｃ

８．讃岐院眷属をして為朝をすくふ図　歌川国芳画　嘉永年間

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

９．諸山の八天狗が弁慶を伏さしむる図　歌川国芳画　嘉永年間

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１０．川中嶋大合戦之図　歌川芳員画　嘉永６年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

１１．外国人物尽　英吉利・魯西亜　歌川芳虎画　文久元年

　　横大判１枚 和泉Ｃ

１２．月百姿　月の四の緒・蝉丸　月岡芳年画　明治２４年

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

１３．月百姿　賊巣の月・小雄皇子　月岡芳年画　未詳

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

１４．新形三十六怪撰　清盛福原に数百の人頭を見る図

　　月岡芳年画　明治３５年　縦大判１枚 大宮司Ｃ

１５．新形三十六怪撰　大物之浦ニ霊平知盛海上ニ出現之図

　　月岡芳年画　明治３５年　縦大判１枚 大宮司Ｃ

１６．江戸紫美人揃　菊川英山画　文化・文政年間　縦大判１枚

 大宮司Ｃ

１７．京町一丁目　海老屋内　あいなれ・かのも・このも

　　菊川英山画　文化・文政年間　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

１８．小田原宿　溪斎英泉画　天保年間　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

１９．島田宿　溪斎英泉画　天保年間　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

２０．青楼七軒人　鶴屋内かと　溪斎英泉画　文政年間

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

２１．東都呉服屋三幅対　ほていや　溪斎英泉画　文政年間

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

２２．流行美人合　歌川国貞画　天保年間　大判３枚続 大宮司Ｃ

２３．仮寝のきぬぎぬ　月岡芳年画　万延元年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

２４．千代田の大奥　お櫛あげ　楊洲周延画　明治２７年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２５．鳳来寺春景　葛飾北斎画　横長版摺物 阿部次郎Ｃ

２６．江戸名所百景　柳しま　歌川広重画　安政４年　縦大判１枚

 　阿部次郎Ｃ

２７．江戸名所百景　糀町一丁目山王祭ねり込　歌川広重画

　　安政３年　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

２８．江戸名所百景　四ツ木通用水引ふね　歌川広重画　安政４年

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

２９．江戸名所百景　駒形堂吾嬬橋　歌川広重画　安政４年

　　縦大判１枚 阿部次郎Ｃ

３０．赤坂紀伊国坂　小林清親画　明治１３年　横大判１枚

 大宮司Ｃ

３１．第二回内国勧業博覧会内五角堂　小林清親画　明治１４年

　　横大判１枚 大宮司Ｃ

３２．浅草橋夕景　井上安治画　明治１３年　横大判１枚 和泉Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵４３」　６／８～９／６

１．東都名所　御茶之水之図　歌川広重画　天保３～１０年

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

２．江戸名所　両国花火　歌川広重画　弘化４～嘉永５年

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

３．江戸名所　大橋中洲三ツ俣　歌川広重画　安政元年

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

４．江戸名所百景　逆井のわたし　歌川広重画　安政４年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

５．江戸名所百景　鉄砲洲稲荷橋湊神社　歌川広重画　安政４年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

６．富士三十六景　目録　歌川広重画　安政５年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

７．富士三十六景４　東都佃沖　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

８．冨士三十六景１８　さがみ川　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．富士三十六景１９　相模七里ケ浜　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１０．五節句之内　七月乞巧奠　溪斎英泉画　文政年間

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１１．浮世四十八手　茶屋にまつやくそくの手　溪斎英泉画

　　文政年間　竪大判１枚 和泉Ｃ

１２．陸奥国千鳥のたま河　歌川国芳画　嘉永年間　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１３．両国夕涼花火ノ光景　歌川国芳画　安政元年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

１４．千代田之大奥　ほたる　楊洲周延画　明治２９年　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

１５．千代田之大奥　七夕　楊洲周延画　明治２９年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１６．美人名所合　入谷の朝顔　尾形月耕画　明治３４年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１７．摂州大物浦平家ノ怨顕るる図　歌川国芳画　嘉永年間か

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１８．和漢百物語　大宅太郎光国　月岡芳年画　慶応元年

　　竪大判１枚 大宮司Ｃ

１９．和漢百物語　伊賀局と藤原仲成霊　月岡芳年画　慶応元年

　　竪大判１枚 大宮司Ｃ

２０．於吹島之館直之古狸退治図　月岡芳年画　慶応２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２１．月百姿　経信　月岡芳年画　明治１９年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

２２．月百姿　銀河月　月岡芳年画　明治１９年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

２３．新形三十六怪撰　貞信公夜宮中に怪を愷（たの）しむの図

　　月岡芳年画　明治２２年　竪大判１枚 館蔵

２４．新形三十六怪撰　老婆鬼腕を持去る図　月岡芳年画

　　明治２２年　竪大判１枚 大宮司Ｃ
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２５．新形三十六怪撰　皿やしき於菊の霊　月岡芳年画

　　明治２３年　竪大判１枚 大宮司Ｃ

２６．新形三十六怪撰　ぼたんとうろう　月岡芳年画　明治３５年

　　竪大判１枚 大宮司Ｃ

２７．重井筒のおふさ〔岩井半四郎〕・油や九平次〔市川団十郎〕・

　　古手売八郎兵へ〔松本幸四郎〕　歌川豊国画　文化１２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２８．昔ばなしの戯・猫又年をへて古寺に怪をなす図

　　歌川国芳画　嘉永年間　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

２９．此度新工風大当り大当り・累死霊〔尾上梅幸〕・

　　塩沢丹三郎〔市村羽左衛門〕・物草屋太郎〔沢村訥升〕

　　歌川国貞画　（天保７年）　大判３枚続 林Ｃ

３０．白井権八・幡ずゐ長兵衛・唐犬権兵衛　歌川豊国Ⅲ画

　　安政元年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３１．金時五郎宗氏・大蜘蛛生実ハいばらき童子・頼光左門之介

　　豊原国周画　慶応２年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３２．寿ゝが森の場　幡随院長兵衛〔市川団十郎〕　豊原国周画

　　明治２８年　大判３枚続 山谷Ｃ

「幕末・明治の錦絵４４」　９／７～１２／５

１．三ひらの内　松・牡丹に孔雀　窪　俊満画　文化年間末頃

　　色紙判 阿部次郎Ｃ

２．沢村宗十郎　一代の大当り狂言　歌川豊国画　文化年間

　　竪大判 阿部次郎Ｃ

３．三世坂東三津五郎の弥助・五世松本幸四郎のいがみの権太・

　　五世岩井半四郎のお佐登　歌川豊国画　文化８年

　　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

４．与次兵衛灘の由来　歌川国芳画　嘉永年間　大判３枚続

 大宮司Ｃ

５．芳流閣両雄動　月岡芳年画　明治１９年　大判竪２枚継

 大宮司Ｃ

６．亀井戸　歌川国貞画　天保１１年　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

７．歌舞伎座中満来　鏡獅子　胡蝶〔娘扶伎子〕・

　　獅子舜□〔市川団十郎〕・胡蝶〔娘実子〕　豊原国周画

　　明治２６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

８．富士三十六景９　雑司かや不二見茶や　歌川広重画

　　安政５年　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．今様美人拾二景　気がかるそう　両国橋　溪斎英泉画

　　文政３、４年頃　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１０．東都名所　両国之宵月　歌川広重画　天保２年頃

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１１．近江八景之内　唐崎夜雨　歌川広重画　天保年間前半

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

１２．仮名手本忠臣蔵　歌川貞房画　文政～天保年間　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１３．仮名手本忠臣蔵　九段目　加古川本蔵〔坂東三津五郎〕・

　　娘小なみ〔坂東玉三郎〕・本蔵女房となせ〔岩井粂三郎〕・

　　由良之助女房お石〔小佐川常世〕　歌川国安画　（文政１０年）

　　大判２枚続 阿部次郎Ｃ

１４．忠臣蔵四十七騎両国揃退ノ図　歌川国安画

　　文化末～文政年間　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

１５．白拍子しづか・きつね忠信　三代歌川豊国画　安政３年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１６．狐忠信〔市川団十郎〕・源義経〔市川権十郎〕・

　　志づか御前〔中村福助〕　三代歌川国貞画　明治時代

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１７．八重垣姫〔沢村田之助〕・武田勝頼〔中村芝翫〕・

　　こし元ぬれ衣〔吾妻市之丞〕　三代歌川豊国画　文久元年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１８．国性（姓）爺合戦　歌川国芳画　弘化４～嘉永５年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１９．和藤内紅ながし〔市川左団次〕　豊原国周画　明治１６年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２０．近江小藤太成家〔市川団蔵〕・小林の朝比奈〔市川小団次〕・

　　曽我十郎祐成〔沢村訥升〕・工藤の奥方椰の葉〔尾上菊次郎〕・

　　曽我箱王丸〔市川羽左衛門〕・八幡三郎行氏〔市川九蔵〕

　　歌川芳虎画　文久３年　大判３枚続 大宮司Ｃ

２１．八汐・政岡・鶴きよ・千松・沖の井　歌川国芳画　嘉永年間

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２２．当間鬼貫・仁木弾正・山名宗全・渡辺外記左エ門・細川勝元

　　三代歌川豊国画　嘉永年間　大判３枚続 大宮司Ｃ

２３．八代目市川団十郎一家一門参会図　三代歌川豊国画

　　嘉永２年　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵４５」　１２／７～２０１１．３／６

１．宿根屋太郎兵衛（中村歌右衛門）・桜屋のおやゑ（尾上栄三郎）・

　　いさみ美よしの喜代（市川九蔵）　歌川国貞画

　　文政～天保期　大判３枚続 大宮司Ｃ

２．重井筒のお房・こん屋徳兵衛・重井筒屋十兵衛　歌川豊国Ⅲ画

　　弘化４年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３．傀儡師・山名屋浦里・ちどり・春日屋時次郎　歌川豊国Ⅲ画

　　嘉永４年　大判３枚続 大宮司Ｃ

４．市川小団次の猟人名古平・市村家橘の下部切平・

　　坂東しうかの□の一斎娘忘貝・尾上菊五郎の名古平女房お杣・

　　尾上栄三郎の逢州妹やくかり　落合芳幾画　元治元年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．雪月花の内　雪　岩美の宗玄・尾上梅幸　月岡芳年画

　　明治２３年　大判３枚続 館蔵

６．矢の根五郎〔市川団十郎〕　豊原国周画　明治１５年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．演義三国志　玄徳雪中訪孔明　歌川国貞画　弘化年間

　　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

８．誠忠義士伝１　大星由良之助良雄　歌川国芳画　嘉永年間

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．誠忠義士伝２　大星力弥良兼　歌川国芳画　嘉永年間

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１０．誠忠義士伝１７　岡島弥惣右エ門常樹　歌川国芳画　嘉永年間

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ
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１１．誠忠義士伝４２　浦松喜兵衛秀直入道隆円　歌川国芳画

　　嘉永年間　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１２．武田二十四将川中嶋諸将図　歌川芳員画　嘉永６年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１３．曽我兄弟十番伐　歌川芳艶画　安政４年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１４．水戸浪士愛宕山集合之図　月岡芳年画　明治９年

　　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

１５．身振絵（とんび）　歌川豊国画　文化６年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

１６．身振絵（さぼてん）　歌川豊国画　文化６年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

１７．狂画水滸伝豪傑一百八人　十番続之内３　歌川国芳画

　　文政１０年頃　竪大判１枚 大宮司Ｃ

１８．狂画水滸伝豪傑一百八人　十番続之内４　歌川国芳画

　　文政１０年頃　竪大判１枚 大宮司Ｃ

１９．狂画水滸伝豪傑一百八人　十番続之内５　歌川国芳画

　　文政１０年頃　竪大判１枚 大宮司Ｃ

２０．狂画水滸伝豪傑一百八人　十番続之内６　歌川国芳画

　　文政１０年頃　竪大判１枚 大宮司Ｃ

２１．道化狂画　歌川芳員画　安政５年　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２２．即興かげぼし尽し　富士の山・欄干擬宝珠　歌川広重画

　　天保１１～１３年　竪大判１枚 館蔵

２３．即興かげぼし尽し　塩引きさけの魚・茶がま　歌川広重画

　　天保１１～１３年　竪大判１枚 館蔵

２４．即興かげぼし尽し　こんろにきびせう・かんちろり

　　歌川広重画　天保１１～１３年　竪大判１枚 館蔵

２５．即興かげぼし尽し　みみづく・まつたけ　歌川広重画

　　天保１１～１３年　竪大判１枚 館蔵

２６．東京小梅曳船夜図　小林清親画　明治９年　横大判１枚

 館蔵

２７．茶の水雪　小林清親画　明治１３年　横大判１枚 館蔵

２８．大川端石原橋　小林清親画　明治１３年　横大判１枚 館蔵

２９．旧本丸雪晴　小林清親画　明治１０年代　横大判１枚 館蔵

３０．武蔵百景之内　江戸はしより日本橋の景　小林清親画

　　明治１７年頃　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

３１．武蔵百景之内　江戸見坂　小林清親画　明治１７年頃

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

３２．日本名勝図会　二見の浦　小林清親画　明治２９年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

３３．日本名勝図会　陽明門　小林清親画　明治３０年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

 

平成２３年度

　

総合展示室

１　むかしの仙台

仙台のあけぼの

２０１１．３／１～１１、７／２３～２０１２．５／２７

１．ペン先形ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）

　　後期旧石器初頭　１点 仙台市教委

２．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）　後期旧石器初頭　２点

 仙台市教委

３．石刃　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　１点 仙台市教委

４．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　３点 仙台市教委

５．彫刻刀形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．６万年前）　４点 仙台市教委

７．スクレイパー　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．７万年前）　４点 仙台市教委

８．両面加工石器（楕円形状）　野川遺跡　縄文草創期　１点

 仙台市教委

９．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点 仙台市教委

１０．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点 仙台市教委

１１．多縄文系土器片（絡条体圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委

１２．多縄文系土器片（縄文圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委

縄文人のくらし

２０１１．３／１～１１、７／２３～２０１２．５／２７

１．縄文土器深鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　３点 仙台市教委

２．縄文土器深鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

３．縄文土器注口土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

４．皮袋形土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

５．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

６．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

７．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

８．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

９．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

１０．把手状装飾付深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

１１．石槍　三神峯遺跡　縄文前期前葉　１点 仙台市教委

１２．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

１３．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

１４．石鏃　大野田遺跡　縄文後期前葉　１０点 仙台市教委
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１５．鹿角製釣り針　大野田遺跡　縄文後期初頭　１点

 仙台市教委

１６．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委

１７．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委

１８．土製錘　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点 仙台市教委

１９．軽石製浮子　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点 仙台市教委

２０．磨製石斧　大野田遺跡　縄文後期前葉　４点 仙台市教委

２１．打製石斧　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

２２．足付石皿　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

２３．凹石　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

２４．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２５．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２６．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２７．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２８．ハ－ト形土偶　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委

２９．土偶片　大野田遺跡　縄文後期前葉　１２点 仙台市教委

３０．イノシシ形土製品　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委

３１．鳥頭形突起付土器片　大野田遺跡　縄文後期前葉　２点

 仙台市教委

稲作の始まりと有力者の出現

２０１１．３／１～１１、７／２３～２０１２．５／２７

１．弥生土器高坏（市指定文化財）　中在家南遺跡　弥生中期

　　１点 仙台市教委

２．弥生土器壺（市指定文化財）　中在家南遺跡　弥生中期　１点

 　仙台市教委

３．弥生土器甕（市指定文化財）　中在家南遺跡　弥生中期　１点

 　仙台市教委

４．竪杵（市指定文化財）　中在家南遺跡　弥生中期　１点

 仙台市教委

５．竪杵未製品（市指定文化財）　中在家南遺跡　弥生中期　１点

 仙台市教委

６．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

７．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

８．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

９．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１０．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１１．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１２．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１３．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１４．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１５．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１６．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１７．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１８．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１９．手づくね土器　遠見塚古墳　４Ｃ末　５点 仙台市教委

２０．ガラス小玉　遠見塚古墳　４Ｃ末　３点 仙台市教委

２１．銅鏡　裏町古墳　５Ｃ中頃　１点 仙台市教委

２２．人物埴輪　原遺跡　５Ｃ後半～６Ｃ前半　１点 仙台市教委

２３．円筒埴輪　大野田１号墳　６Ｃ　１点 仙台市教委

２４．朝顔形埴輪　大野田５号墳　５Ｃ後半　１点 仙台市教委

２５．須恵器・有蓋脚付壺　南小泉遺跡（２６次）　５Ｃ後半　１点

 仙台市教委

中央政権の進出

２０１１．３／１～１１、７／２３～２０１２．５／２７

１．材木列塀のクリ材　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　２点

 仙台市教委蔵

２．土師器坏（在地）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

３．土師器坏（畿内産）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

４．土師器坏（関東系）　郡山遺跡　７Ｃ　１点 仙台市教委蔵

５．単弁蓮華文軒丸瓦　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

６．重弧文軒平瓦　郡山遺跡　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

７．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

８．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

９．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１０．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１１．須恵器長頸瓶　茂ヶ崎横穴１号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

１２．須恵器大甕　茂ヶ崎横穴３号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１３．須恵器平瓶　茂ヶ崎横穴２０号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１４．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１５．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１６．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

１７．勾玉（ガラス）　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

１８．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

１９．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

２０．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵
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２１．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２２．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２３．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２４．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２５．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２６．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２７．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

２８．小玉（小）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　４０点 仙台市教委蔵

２９．丸玉（蛇紋岩）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３０．切子玉（琥珀）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３１．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点 仙台市教委蔵

３２．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

３３．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 　仙台市教委蔵

３４．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３５．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３６．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３７．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７Ｃ後半～８Ｃ前半　１点

 仙台市教委蔵

３８．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

３９．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４０．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４１．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４２．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点

 仙台市教委蔵

４３．細弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点

 仙台市教委蔵

４４．山形文軒平瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点 仙台市教委蔵

４５．刻印瓦「物」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４６．刻印瓦「丸」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４７．刻印瓦「伊」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４８．刻印瓦「占」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委蔵

４９．擦管　陸奥国分寺跡　奈良～平安　１点 東北歴史博物館蔵

５０．水煙片　陸奥国分寺跡　奈良～平安　１点

 東北大学文学部蔵

武士の台頭

２０１１．３／１～１１、７／２３～２０１２．５／２７

１．常滑・大甕　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２．在地・小壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３．在地・片口鉢　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４．古瀬戸・合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５．古瀬戸・仏花瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６．瀬戸美濃・天目茶碗　洞ノ口遺跡　大窯Ⅲ期　１点

 仙台市教委

７．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

８．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

９．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１０．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１１．中国・青白磁合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１２．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１３．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１４．中国・白磁・四耳壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１５．中国・白磁・壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１６．中国・白磁・小坏　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１７．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１８．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１９．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２０．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２１．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２２．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２３．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２４．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２５．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２６．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２７．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２８．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２９．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３０．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３１．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３２．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３３．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３４．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３５．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３６．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委
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３７．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３８．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３９．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４０．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４１．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４２．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４３．短刀（拵付）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４４．短刀　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４５．鏃　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４６．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４７．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４８．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４９．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５０．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５１．木製五輪塔　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５２．地蔵菩薩木像　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５３．呪符木簡　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５４．洪武通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５５．洪武通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５６．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５７．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５８．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５９．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６０．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６１．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６２．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６３．銭種不明　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６４．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委

６５．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委

神仏への祈り

２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７　

１．重要文化財　龍頭　平安　１頭 極楽寺

２．重要文化財　銅鏡　羽黒山御手洗池出土　鎌倉　５面

 出羽三山神社

３．重要文化財　懸仏　鎌倉　５面 熊野那智神社

※№１は３／１１まで展示

１１／２９～１／１５

１．重要文化財　銅鏡　羽黒山御手洗池出土　鎌倉　５面

 出羽三山神社

２．重要文化財　懸仏　鎌倉　５面 熊野那智神社

 

２　伊達政宗、仙台へ

伊達氏の登場

「伊達氏の家臣たち」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．下郡山長綱等連署田銭免除状　天文２４年１０月１２日　１通

 伊文

２．懸田俊宗知行宛行状　本内相模守宛

　　天文２１年（１５５２）１２月６日　１通 伊文

３．足利義輝御内書　伊達晴宗宛　（永禄２年頃）９月２４日

　　１通 伊文

４．松本氏輔等連署起請文　中野宗時等宛　永禄９年正月１０日

 １通　伊文

５．桑島仲綱馬術免許状　平山玄蕃頭宛　永禄１０年８月吉日

　　１幅 館蔵

６．伊達成実画像　江戸　１幅 館蔵

７．伊達政宗書状　伊達成実宛　（天正１７年）５月１４日　１通

 伊文

８．伊達政宗書状　菅野重成宛　（年月未詳）１９日　１幅

 菅野家資料

　

「伊達氏の外交」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．伊達輝宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

２．蘆名盛氏書状　伊達輝宗宛　（天正４年）９月１３日　１通

 伊文

３．松井友閑書状　伊達輝宗宛　（天正３年）１０月２５日　１通

 伊文

４．織田信長書状　遠藤基信宛　（天正３年）１０月２５日　１通

 斎藤報恩会蔵

５．性山公治家記録（天正３年１１月条）　元禄１６年　１冊 伊文

６．柴田勝家書状　遠藤基信宛　（天正９年）９月１９日　１通

 斎藤報恩会蔵

７．伊達輝宗書状　岩城常隆宛　（天正１０年ヵ）６月５日　１幅

 館蔵

８．葛西晴信黒印状　伊達政宗宛　（天正１５年頃）１１月１３日　１通

 伊文

９．伊達政宗書状　氏家弾正忠宛　（天正１６年）１０月２４日　１幅

 館蔵

１０．片倉景綱画像　猪野謙山筆　近代（１９Ｃ）　１幅 片倉家資料

１１．北条氏照書状　伊達政宗宛　（天正１７年）７月２９日　１通

 伊文

１２．北条氏照書状　原田宗時宛　（天正１７年）７月２９日　１通

 伊文

１３．徳川家康書状　伊達政宗宛　（天正１９年）正月１２日　１通

 伊文

１４．徳川家康書状　片倉景綱宛　（天正１９年）正月１２日　１幅

 片倉家資料
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仙台藩主　伊達政宗

２０１１．３／１～３／１１

１．黒漆五枚胴具足（複製）　原資料　桃山　１領 館蔵

　

７／２３～１１／２７

１．伊達政宗画像　狩野安信筆　江戸前期　１幅 伊文

　

１１／２９～２０１２．１／１５

１．黒漆五枚胴具足（複製）　原資料　桃山　１領 館蔵

３　城

仙台城のすがた

「遺品に見る仙台城」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．仙台城本丸跡北辺石垣石材（Ⅲ期石垣）

　　慶安５年８月１５日紀年銘　１点 仙台市教委

２．伊達政宗画像（複製）　１幅 館蔵

３．竹図屏風　慶長１５年　２曲１隻 館蔵

４．葵図　慶長１５年　２曲１隻 伊文

５．青葉城御本丸之図　明治２６年　１点 館蔵

６．祥瑞蔓草紋変形皿片　仙台城本丸跡出土　明末　８点

 仙台市教委

７．青磁陰刻牡丹文皿　仙台城本丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

８．木製下駄　仙台城三の丸跡出土　江戸　３点 仙台市教委

９．木製箸　仙台城三の丸跡出土　江戸　２膳 仙台市教委

１０．漆器椀　仙台城三の丸跡出土　江戸　３点 仙台市教委

１１．漆器皿　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点 仙台市教委

１２．漆器椀（しゃもじ転用）　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点

 仙台市教委

１３．折敷　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点 仙台市教委

１４．木製人形　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点 仙台市教委

１５．木簡　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点 仙台市教委

１６．煙管（雁首・吸口・羅宇）　仙台城三の丸跡出土　江戸初期

　　３点 仙台市教委

１７．骨角整耳かき　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

１８．灯明皿　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点 仙台市教委

１９．焼塩壺　仙台城三の丸跡出土　江戸　１点 仙台市教委

２０．青織部草花文大平鉢　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２１．志野織部鉄絵茶碗　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２２．御深井釉茶碗　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２３．鼠志野秋草文鉢片　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２４．青織部扇形向付　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２５．美濃伊賀水指　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

２６．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

２７．煙管　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

２８．懐中鏡　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

２９．文鎮　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

３０．黄金製ブローチ　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

３１．慶長一分金　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　３枚

 伊達貞宗氏寄贈

３２．墨　瑞鳳殿発掘資料　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

３３．墨　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

３４．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 三菱鉛筆株式会社寄贈

※№３・４・１３～１５・１７は３／１～１１の展示

　

「遺品に見る仙台城―城と行事」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．伊達政宗画像（複製）　１幅 館蔵

２．松に山鳥図襖　東東洋筆　文化６年　４面 伊文

３．御城中御火消道具被備置候壱巻　江戸　１点 伊文

４．年中行事全　江戸後期　１冊 館蔵

５．安政四年御野初行列図巻　安政４年　２巻のうち１巻 伊文

６．獲方手控　江戸後期　１冊 館蔵

７．伊達政宗七種連歌　寛永３年正月７日　１綴 伊文

８．伊達宗村七種連歌　延享２年正月７日　１綴 伊文

９．仙台城本丸跡北辺石垣石材（Ⅲ期石垣）

　　慶安５年８月１５日紀年銘　１点 仙台市教委

１０．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　江戸初期　１振

 伊達貞宗氏寄贈

１１．煙管　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１２．懐中鏡　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

１３．文鎮　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１４．黄金製ブローチ　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１５．慶長一分金　江戸初期　３枚 伊達貞宗氏寄贈

１６．墨　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１７．墨　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１８．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 三菱鉛筆株式会社

藩主と夫人たち

「藩主の一生」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．産所之年引目役次第　伊達実元筆　原本永禄１１年５月　１巻

 伊文

２．孝勝院婚儀覚書等写（遊佐次郎左衛門宛）　１冊 伊文

３．竹に雀九曜紋蒔絵元服道具①泔杯②台③髪撫　江戸後期

　　１具 伊文
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４．徹山様桂山様初目見元服の記録抜書　江戸中後期　１冊

 伊文

５．口宣案（伊達重村任美作守）　宝暦５年９月２８日 伊文

６．口宣案（伊達重村叙従四位下）　宝暦５年９月２８日 伊文

７．口宣案（伊達重村叙侍従）　宝暦５年９月２８日 伊文

８．伊達重村画像　土井利徳筆　江戸後期　１幅 伊文

９．伊達吉村和歌詠草　息男勝千代丸人となりて　江戸中期

　　１幅 伊文

１０．菅野勝左衛門自筆和歌詠草　けふはかり　寛永１３年５月２９日

　　１幅 菅野家資料

１１．貞山公治家記録　巻三九　寛永１３年５月２４日条　１冊 伊文

１２．奥山常辰書付（佐藤木工宛）　奧山常辰　年未詳６月晦日

　　１通 伊文

※№３は３／１～１１の展示

※№４は７／２３～１１／２７の展示

「仙台藩の奥方」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．浮世絵「千代田之大奥　元旦二度目之御飯」　揚洲周延画

　　明治２８年　大判３枚続 大宮司Ｃ

２．浮世絵「千代田之大奥　鏡餅」　揚洲周延画　明治２８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

３．伊達重村・観心院和歌短冊　伊達重村・近衛氏年子

　　江戸中期　１幅 伊文

４．御奥方格式　天明７年　１０冊のうち５冊 伊文

５．雲松院ほか奥方和歌詠草　（伊達吉村写）　元文３年正月５日

　　１通 伊文

６．御老女中浜野他二名連署起請文　寛保元年３月１９日　１通

 伊文

武家のくらし

「雛調度と化粧道具」　２０１１．３／１～１１

１．雛人形　江戸　１対 個人蔵

２．葵紋竹菱蒔絵雛調度のうち厨子棚、黒棚、書棚、碁盤、将棋盤、

　　双六盤、挟箱一対、長持、箪笥　十代斉宗夫人（徳川）鍇姫所用

　　江戸後期　計９件 館蔵

３．葵紋橘蒔絵渡金箱　十三代慶邦夫人（徳川）八代姫所用

　　江戸後期　１式 館蔵

４．葵紋橘蒔絵耳盥および台輪　十三代慶邦夫人八代姫所用

　　江戸後期　１具 館蔵

５．葵紋橘蒔絵櫛台および付属品　十三代慶邦夫人八代姫所用

　　江戸後期　１式 館蔵

　

「夏の衣装」　７／２３～８／２８

１．黒練緯地宝尽文様腰巻　江戸後期　１領 個人蔵

２．白麻地流水紅葉文様帷子　江戸後期　１領 個人蔵

３．白麻地松竹梅車に唐団扇文様帷子　江戸後期　１領 個人蔵

４．ガラス簪　江戸後期～明治　５本 梅津幸次郎氏寄贈

　「食のうつわ」　８／３０～１１／２７

１．竹に雀紋稲穂に雀図指樽　江戸中期　１口 館蔵

２．竹に雀紋松竹朱漆絵椀類　江戸　１具

 伊文／平田道子氏寄贈（田手家伝来）

３．朱漆竹に雀紋蒔絵膳椀類　江戸中期　１具 伊文

４．鉄線唐草文蒔絵掛盤椀杯類　江戸後期　１具 伊文

５．若松竹橘文懸盤椀類　安政４年　１具 館蔵

　

「武家の服飾」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．藍絹地竹雀紋金箔押闕腋の袍　江戸　１領 伊文

２．笏（伝藤原山陰所用）　不詳　１握 伊文

３．石帯　江戸　１条 伊文

４．平帯　江戸　１条 伊文

５．黒麻地大紋直垂　江戸　１領 伊文

６．黄羅紗地竹に雀紋火事装束　江戸末期　１領 館蔵

４　藩

仙台藩のようす

「片倉家特集１」　２０１１．３／１～１１

１．片倉景綱肖像　猪野謙山筆　近代　１幅 片倉家資料

２．我孫子の陣貝　桃山　１具 片倉家資料

３．深薨抄　江戸　１冊 片倉家資料

４．片倉代々記　江戸　４２冊のうち３冊 片倉家資料

５．片倉小十郎重長書状　針生民部盛信宛　（慶長２０年）５月１４日 

　　１幅 館蔵

６．大坂夏の陣道明寺合戦首帳　慶長２０年５月　１冊

 菅野家資料

７．白石城普請窺絵図　貞享元年６月２５日　１鋪 片倉家資料

８．伊達政宗書状　片倉備中（景綱）宛　（慶長７年）１２月晦日

　　１幅 片倉家資料

９．伊達政宗書状　片倉意休斎（景親）宛　（天正１９年）　１通

 片倉家資料

１０．白石城本丸館図　江戸　１鋪 片倉家資料

１１．片倉家中指小旗之図　江戸　１冊 片倉家資料

１２．胆振国幌別御支配所出張万記録　本沢浩斉　明治２年　１冊

 片倉家資料

１３．胆振国幌別御支配所出張万記録　本沢浩斉　明治３年　１冊

 片倉家資料

１４．伊達慶邦書状　片倉宗景宛　文久元年８月５日　１通

 片倉家資料

１５．フロックコート　近代　１領 個人蔵

　

「お殿様と狩り」　７／２３～１１／２７

１．伊達政宗書状　伊達忠宗宛　寛永２年１０月２５日　１通 伊文

２．鷹弽　江戸初期　１指 菅野壽雄氏寄贈

３．伊達政宗書状　伊達忠宗宛　１通 目黒卓英氏寄贈

４．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　１幅 伊文
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５．鷹術目録　佐藤助左衛門尚信宛　安永９年５月　折紙

 目黒卓英氏寄贈

６．鷹薬種能毒并阿蘭陀薬能書　江戸　１冊 目黒卓英氏寄贈

７．御鷹之書　（宝暦１１年４月８日）　１綴 伊文

８．架鷹図　江戸　１幅 伊文

９．鷙鳥図　狩野古信筆　江戸中期　１幅 伊文

１０．鷹鈴板之図　菊田栄羽筆　宝暦３年　１枚 伊文

　

「角懸家資料」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．白地愛染明王梵字旗　江戸　１旒 角懸家資料

２．伊達政宗書状　堀丹後守宛　年未詳２月１５日　１幅

 角懸家資料

３．伊達忠宗領知黒印状　角掛四郎兵衛宛　寛永２１年８月１４日

　　１通 角懸家資料

４．伝書　風伝流槍術目録　黒田大六郎筆　嘉永７年６月　１巻

 角懸家資料

５．風伝流槍術一千本試合勝負附　角懸丹弥筆

　　文久３年１０月晦日　１冊 角懸家資料

６．蓮に白鷺図　角懸鹿谷筆　明治２８年　双幅 角懸家資料

仙台藩の家臣たち

「片倉家特集２」　２０１１．３／１～１１

※「仙台藩のようす」に同じ

「片倉家特集」　７／２３～１１／２７

１．片倉景綱肖像　猪野謙山筆　近代　１幅 片倉家資料

２．我孫子の陣貝　桃山　１具 片倉家資料

３．深薨抄　江戸　１冊 片倉家資料

４．片倉代々記　江戸　４２冊のうち３冊 片倉家資料

５．片倉小十郎重長書状（針生民部盛信宛）　（慶長２０年）５月１４日

　　１幅 片倉家資料

６．大坂夏の陣道明寺合戦首帳　慶長２０年５月　１冊

 菅野家資料

７．伊達忠宗書状　片倉小十郎重綱宛　　（寛永１４年）９月５日

　　１幅 片倉家資料

８．片倉家中指小旗之図　江戸　１冊 片倉家資料

９．伊達慶邦書状　片倉宗景宛　文久元年８月５日　１通

 片倉家資料

「寛文事件と亀千代から綱村へ」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．徳川家綱黒印条目写　松平亀千代宛　寛文９年８月５日

　　１通 伊文

２．老中連署奉書　寛文９年８月１０日　１通 伊文

３．伊達綱基和歌　寛文９年～延宝５年　１点 個人蔵

４．伊達綱村領知朱印状　角懸伊兵衛宛　天和３年８月　１通　

５．鉄牛道機招請文　伊達綱村筆　元禄１０年３月８日　１通

 猪苗代翕・弼氏寄贈

６．稲葉正則意見状　伊達綱村宛　延宝５年６月１９日　１通

 伊文

７．長沼五郎右衞門・木幡又右衛門諫書　上（伊達綱村）宛

　　年未詳１１月７日　１通 伊文

８．伊達綱村画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１面 伊文

５　町

城下町仙台

「城下の町並み」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．仙台城下図屏風　吉成東温筆　慶応元年　６曲１隻

 三原良吉Ｃ

２．片倉家仙台屋敷御家作之絵図　江戸末期　１鋪　片倉家資料

３．仙台領奥州街道絵図　江戸中期　１帖 館蔵

４．芭蕉の辻図（複製）　熊耳耕年画　近代　１面 三原良吉Ｃ

　

「飢饉と仙台」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．民間備荒録　建部清庵著　明和８年刊　１冊 武市家資料

２．備荒草木図　建部清庵著　明和８年著　天保４年刊　１冊

 三原良吉Ｃ

３．天明飢饉の記録板書　天明４年　１点 伊東善広氏寄贈

４．間引きをいましめる図（複製）　江戸後期　１面

 原資料：七ヶ宿町関泉寺蔵

５．天明飢死図集　鈴木三伯筆　天明５年１０月　１冊 館蔵

６．銀札　天明４年　５点 平間家資料

７．赤子養育手当願書　文政６年３月　１通 平間家資料

８．飢饉食料草木　佐々城朴庵筆　天保４年　１冊 三原良吉Ｃ

９．得可寿屋治右衛門への褒状写　江戸後期　１通 三原良吉Ｃ

１０．明治元年現状仙台城市之図　明治元年　１面 館蔵

町のくらし

「春の行事」　２０１１．３／１～１１

１．ぼんぼこ祭り図　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅 館蔵

２．木下駒　江戸　３点 三原良吉Ｃ

３．ぼんぼこ槍の瓢箪　年月日不詳　２点 足立孔Ｃ

４．やくたい草　伊達慶邦著　明治６年　１冊 伊文

５．仙府神社仏閣案内記　仙台伊勢屋半右衛門刊　文政元年刊

　　１冊 尚文館

６．花もどり図　遠藤曰人筆　文政１０年　１幅 館蔵

７．仙台年中行事絵巻　江戸後期　１巻 三原良吉Ｃ

　

「仙台と七夕」　７／２３～８／２８

１．伊達政宗和歌詠草　元和４年秋　１幅 館蔵

２．濱田氏年中行事　文久２年　１冊 個人蔵

３．仙府年中往来　燕石斎薄墨版　江戸後期　１冊 阿部次郎Ｃ

４．やくたい草　伊達慶邦著　明治６年　１冊 伊文

５．七夕飾り　大正　７点 管野邦夫氏寄贈

６．七夕の絵葉書「仙台　肴町七夕祭ノ光景」　大正　１点 館蔵
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７．七夕の絵葉書「仙台名物　五彩の短冊美しき。

　　七夕祭りの豪華版　東一番町」　昭和１１年８月６日撮影

　　１点 館蔵

８．七夕の絵葉書「復興七夕に輝く仙台祭り豪華版」　昭和２０年代

　　１点 館蔵

「秋のにぎわい」　８／３０～１１／２７

１．大崎八幡神事流鏑馬射手装束写　江戸　１巻 伊文

２．熊野堂流鏑馬神事の鏃写　江戸　３点 伊文

３．仙台鹿の子　江戸　１冊 尚文館Ｃ

４．仙台年中行事絵巻より仙台東照宮祭礼図　江戸後期　１巻

 三原良吉Ｃ

５．東照宮御祭礼渡物行列帳　嘉永３年　１冊 三原良吉Ｃ

６．東照宮祭礼渡物図　「野見宿禰当麻獗速すまふノ始り」

　　肴町三丁目鈴木屋　江戸後期　１面 館蔵

７．東照宮祭礼渡物図　「坂上田村麻呂鈴鹿山出陣の躰」

　　新伝馬町鈴木利三郎　江戸後～末期　１面 館蔵

８．東照宮祭礼渡物図　「福神角力の躰」　染師町堺屋庄助

　　江戸後～末期　１面 館蔵

９．東照宮祭礼渡物図　「中納言行平郷須磨之浦ニテ汐汲ヲ見給

躰」　河原町岩間屋　江戸後～末期　１面 館蔵

１０．東照宮祭礼渡物図　「坂上千熊麿流鏑馬に趣く躰」

　　柳町相澤屋善兵衛　江戸後～末期　１面 館蔵

１１．東照宮祭礼渡物図　「大納言経信公秋の田を見給ふ躰」

　　国分町世話人庄司惣七ほか四名　江戸末期～明治　１面

 館蔵

　

「絵馬に見る産業」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．米つくり絵馬（複製）　菅井田龍筆　明治　１面

 原資料：岩沼市愛宕神社

２．石巻港図絵馬（複製）　長谷清右衛門義一筆　文化２年奉納

　　１面 原資料：石巻市羽黒町鳥屋神社

３．仙台藩奉行連署掟書写　寛文２年８月１５日　１通

 片倉家資料

４．御買米前金受取証文　宝暦８年１１月１８日　１通 片倉家資料

５．五十集物肴町入荷調　江戸　１通 伊文

７．海辺並道中絵図　元文２年写　１鋪 館蔵

８．参考資料　石巻川汽船発着所及び佐々木惣吉旅店之図

　　楊堂（鍋田）玉英画　明治　１面 館蔵

教育と文化

「仙台藩の学問と思想家」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．養賢堂全図　江戸後期　１幅 館蔵

２．論語・孟子　養賢堂蔵版　江戸後期　５冊 尚文館Ｃ

３．書経　養賢堂蔵版　江戸後期　２冊 安倍謙一氏寄贈

４．論語　天保１５年手写ヵ　１冊 阿部次郎Ｃ

５．水滴　江戸後期　３点 館蔵

６．大槻平泉肖像　東東莱原画・高橋松亭模写　近代　１幅

 佐藤暉雄氏寄贈

７．林子平肖像（林子平伝のうち）　佐々城朴庵筆　嘉永７年

　　１冊 尚文館Ｃ

８．林子平書状　（藤塚式部宛ヵ）　（安永元年）３月１５日　１幅

 中村Ｃ

９．和蘭人宴会図　林子平筆　江戸後期　１額 館蔵

１０．輿地国名訳　林子平筆写　安永６年　１冊 藤塚家資料

１１．支那煙管・和蘭煙管　１８Ｃ　２点 藤塚家資料

１２．三国通覧図説　林子平著　天明６年版　１冊

 猪苗代翕・弼氏寄贈

１３．坪碑　林子平著・程赤城跋　安永７年頃　１冊 中村Ｃ

１４．海国兵談　林子平著　寛政３年版　３冊 館蔵

１５．林子平謹慎自守ノ図　１幅 館蔵

１６．林子平辞世拓本　江戸　１幅 中村Ｃ

※№１６は３／１～１１の展示

※№８は７／２３～１１／２７の展示

　

「仙台藩の学問と思想家」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．仙台年中行事絵巻　江戸後期　１巻 三原良吉Ｃ

２．六物新志　大槻玄沢著　天明８年　１冊 館蔵

３．瘍医新書　大槻玄沢訳・杉田玄白起業　文政８年刊　１冊

 館蔵

４．解体新書　杉田玄白ら訳　安永３年　１冊 館蔵

５．存真図腋　佐々木中沢著・畠山仙江画　文政５年　１帖

 山形敞一氏寄贈

６．アメリカ横文字和解　小野寺玄適訳　嘉永７年　１冊 伊文

７．芝蘭堂新元会図（印刷）　市川岳山筆

　　近代（原資料・寛政６年）　１幅 鵜飼新一氏寄贈

８．ヒポクラテス像　渡辺華山筆　江戸後期　１幅

 亀掛川浩・守氏寄贈

９．儀式考　林笠翁筆　江戸中期（１８世紀）　１冊

 猪苗代翕・弼氏寄贈

１０．和蘭地理書ゼオガラヒー　林子平筆写　安永７年　１冊

 藤塚家資料

１１．蘭人制作支那図　林子平筆写　安永７年　１枚

 中村徳重郎Ｃ

１２．阿蘭陀船図説〈複製〉　天明２年版・明治２６年印刷複製　１枚

 館蔵

１３．支那煙管・和蘭煙管　１８世紀　２点 藤塚家資料

１４．仏語訳　三国通覧図説　クラプロート訳　１８３２年刊　１冊

 館蔵

１５．坪碑　林子平著・程赤城跋　安永７年頃　１巻 中村徳重郎Ｃ

１６．海国兵談　林子平著　寛政３年（１７９１）版　３冊 館蔵

１７．林子平謹慎自守ノ図　１幅 館蔵
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新たな時代へ

　

「玉蟲左太夫の時代」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．玉蟲左太夫肖像　庄子勇筆　大正　１面　玉蟲誼氏寄贈資料

２．玉蟲左太夫書状　兄宛　弘化３年１２月２８日　１通

 玉蟲誼氏寄贈資料

３．入北記　玉蟲左太夫筆　安政４年　３冊 玉蟲誼氏寄贈資料

４．七言絶句「踏破蛮洋万里濤」　岩瀬忠震筆　江戸末期　１幅

 玉蟲誼氏寄贈資料

５．英単語集　玉蟲左太夫筆　江戸末期　１冊

 玉蟲誼氏寄贈資料

６．航米日録　玉蟲左太夫著　万延元年　２冊 館蔵

　

「仙台藩と蝦夷地」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．三国通覧図説附図のうち蝦夷国全図　林子平著　天明６年

　　１鋪 猪苗代翕・弼氏寄贈

２．伊達慶邦御触下書　江戸後期　１通 伊文

３．蝦夷地警固御人数名前調　安政６年　１冊 伊文

４．牧野備前守家来北蝦夷地調書写より南樺太図　安政４年

　　１鋪 伊文

５．蝦夷地交代の輩へ料理饗応手段書　（安政４年）　１通 伊文

６．蝦夷海陸路程全図　小野寺鳳谷作　安政２年　１鋪

 尚文館Ｃ

７．松前蝦夷道中細見記　小野寺鳳谷著　安政２年　１冊

 武市家資料

８．蝦夷道中日記　多川仲之丞筆　安政４年　２冊

 多川益太郎氏寄贈

９．蝦夷言写　多川仲之丞筆　安政４年　１枚

 多川益太郎氏寄贈

１０．アツケシ気候日記書抜　三好武三郎著

　　安政４年６月１日～８月１０日　１冊 伊文

１１．ネモロ領之内チヨブシ従ニシベツ界迄境界絵図　江戸後期

　　１鋪 藤縄達夫氏寄贈

６　近代都市へのあゆみ

戊辰戦争と明治維新

「仙台藩の戊辰戦争前夜」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．孝明天皇内勅書写　伊達慶邦宛　（文久２年）１２月　１通

 伊文

２．松崎顕敏他四名連署上書　伊達慶邦宛　文久３年３月２４日

　　１通 伊文

３．石清水八幡宮行列之図巻　武藤弘毅筆　明治３１年７月　１巻

 片倉家資料

４．伊達慶邦書状控　大内義房宛　（文久３年？）８月８日

　　１通 伊文・古文書

５．暁斎百狂　どふけ百万遍　河鍋暁斎画　元治元年

　　大判三枚続 阿部次郎Ｃ

６．江戸幕府老中口上書写　伊達慶邦宛　（元治元年４月）　１通

 伊文

７．伊達慶邦意見書控　老中宛　（元治元年？）１０月　１通 伊文

「仙台藩と戊辰戦争２」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．太政官沙汰書写　伊達慶邦宛　（慶応４年）正月２０日　１通

 伊文

２．錦旗　（慶応４年）　１旒 伊文

３．松平喜徳書状　伊達慶邦宛　（慶応４年）正月２９日　１通

 伊文

４．伊達慶邦建言書下書　慶応４年２月１１日　１通 伊文

５．上杉斉憲書状　伊達慶邦宛　慶応４年２月１４日　１通 伊文

６．会津追討仙台様御出陣之図　慶応４年４月　１鋪

 大山勝義氏寄贈

７．白河口戦闘絵図（複製）　明治　１幅 原資料：斎藤報恩会蔵

近代都市仙台

「教育・戦争と地域社会」　２０１１．３／１～１１、７／２３～１１／２７

１．小学読本　出版人二日町益友社須田平左衛門等

　　明治７～１０年　１冊 尚文館Ｃ

２．日本地誌略　東京師範学校編・文部省刊　明治７年～９年

　　１冊 尚文館Ｃ

３．校正宮城県地誌提要　全　宮城師範学校編・宮城県学務課出版

　　明治１７年　１冊 尚文館Ｃ

４．帝国読本　学海指針社編・集英堂本店発行　明治２６年　８冊

 尚文館Ｃ

５．修身絵とき　堀江義子著・春陽堂発行　明治２７年　４冊

 尚文館Ｃ

６．増補帝国小史　山縣悌三郎著・文学社刊　明治２９年　２冊

 郷右近馨氏寄贈

７．尋常小学地理書　文部省著・発行　昭和１３年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

８．初等科国語　文部省著・発行　昭和１８年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

９．仙台鎮台辞令　明治１８年１月２９日付　１通 館蔵

１０．仙台招魂祭山鉾ノ図　楊斎延一画　横山良八印刷・発行

　　明治２５年　３枚続 阿部次郎Ｃ

１１．陸軍御用の仙台大町大平商店の団扇　明治４０年頃　１点

 川村節子氏寄贈

１２．戦時農園の手引　情報局編集　昭和１９年発行　１冊

 石母田家資料

１３．第二師団凱旋之図　菅野覚太郎画　明治２９年　１面

 三原良吉Ｃ

１４．河内兵営之図　松浦勝也印刷・三沢好吉発行　明治３０年

　　１面 三原良吉Ｃ

１５．六合社図　近代　１面 三原良吉Ｃ

１６．釈迦堂・歩兵第四聯隊全図　玉虫龍之進画・彫刻

　　三沢好吉発行　明治３０年　１面 三原良吉Ｃ
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「教育にみる仙台」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．世界国尽　福沢諭吉訳・慶應義塾蔵板

　　明治２年版・明治４年再刻　２冊 荒町小学校寄贈

２．啓蒙手習の文　福沢諭吉編　慶應義塾出板・尚古堂発行

　　明治４年　２冊 荒町小学校寄贈

３．小学読本日本史略　市岡正一著・弘学館蔵　明治８年　２冊

 荒町小学校寄贈

４．小学習字手本　師範学校編・文部省刊　明治７年改正　１冊

 荒町小学校寄贈

５．小学読本　出版人二日町益友社須田平左衛門等

　　明治７～１０年　１冊 尚文館Ｃ

６．日本地誌略　東京師範学校編・文部省刊

　　明治７年～９年　１冊 尚文館Ｃ

７．校正宮城県地誌提要　全　宮城師範学校編、

　　宮城県学務課出版　明治１７年　１冊 尚文館Ｃ

８．尋常小学地理書　文部省著・発行　昭和１３年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

９．『日本―タウトの日記』　昭和８年　ブルーノ・タウト著・

　　篠田英雄訳　岩波書店刊　合本　昭和５０年刊　１冊

 笹間氏寄贈

１０．松島図　ブルーノ・タウト筆　昭和８年　１枚 笹間氏寄贈

１１．漆手板（唐塗・秀衡塗・玉虫塗・竹塗・平極蒔絵）

　　産業工芸試験所東北支所制作　昭和３０年　６面 館蔵

特集展示室

仙台藩の武器・武具

２０１１．７／２３～１２／１８　

１．鉄錆地五枚胴　伝鈴木元信所用　桃山　１領 鈴木家資料

２．黒漆五枚胴具足　伝片倉重綱所用　江戸初期　１領

 片倉家資料

３．黒漆五枚胴具足　伊達吉村所用　江戸中期　１領 伊文

４．黒漆五枚胴具足　伊達斉邦所用　江戸後期　１領 伊文

５．金梨地竹に雀九曜紋刀掛　江戸初期　１架 伊文

６．鶴蒔絵鞍鐙　江戸後期　１具 伊文

７．火縄銃「東雲」　銃筒木田定幸作　江戸　１挺 伊文

８．緋羅紗地北斗七星模様陣羽織　江戸後期　１領

 佐藤正人氏寄贈

９．赤羅紗地二引両紋陣羽織　江戸後期　１領 目黒照子氏寄贈

１０．赤羅紗地梅鉢紋陣羽織　菅野家伝来　江戸後期　１領

 菅野家資料

１１．黒漆五枚胴具足　３代伊達綱宗所用　江戸前期　１領 伊文

１２．黒漆五枚胴具足　６代伊達宗村所用　江戸中期　１領 伊文

１３．黒漆五枚胴具足　１２代伊達斉邦所用　江戸後期　１領 伊文

１４．金梨地菊桐紋刀掛　江戸前期　１架 伊文

１５．金梨地花鳥蒔絵鞍鐙　永正８年（１５１１）加飾は江戸　１具

 伊文

１６．胴乱　水牛製　伊達政宗所用／菅野重成拝領　江戸初期

　　１合 菅野家資料

１７．口薬入　鼈甲製　伊達政宗所用／菅野重成拝領　江戸初期

　　１合 菅野家資料

１８．火縄銃　鉄拐仙人図象嵌　「仙台住早坂清則」　江戸後期

　　１挺 館蔵

※№１・２、５～７は７／２３～１０／１６の展示

※№３は７／２３～９／１９の展示

※№４・１３は９／２１～１２／１８の展示

※№８は７／２３～９／４の展示

※№９は９／６～１０／１６の展示

※№１０～１２は１０／１８～１２／１８の展示

※№１４～１８は１１／１～１２／１８の展示

肖像画と書状にみる仙台藩主

２０１１．７／２３～９／４

１．仙台市指定文化財　伊達忠宗画像　狩野安信筆　延宝４年頃

　　１幅 伊文

２．伊達忠宗書状　中島貞成宛　（寛永１１年）１１月２１日　１通

 伊文

３．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　（明暦２年）正月１８日　１通

 伊文

４．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　（万治元年）５月２０日　１通

 伊文

５．伊達忠宗和歌戯筆「里とをき」　伊達忠宗筆　江戸前期（１７Ｃ）

　　１幅 伊文

６．仙台市指定文化財　伊達吉村画像　伊達吉村筆

　　江戸中期（１８Ｃ）　１幅 伊文

７．門外不出之書　（伊達吉村宛）　享保２０年　１冊 伊文

８．伊達吉村直書写　享保９年　１通 伊文

９．伊達吉村和歌詠草　名所七夕　（利根姫宛）　江戸中期（１８Ｃ）

　　２点 伊文

１０．仙台市指定文化財　伊達宗村画像　菊田栄羽筆

　　江戸中期（１８Ｃ）　１幅 伊文

１１．伊達勝千代（宗村）書状　（伊達吉村宛）　（享保９年）７月６日

　　１通 伊文

１２．伊達宗村書状　伊達重村宛　（宝暦２年）９月晦日　１通

 伊文

１３．伊達宗村書「一貫」　享保１９年　１幅 伊文

１４．仙台市指定文化財　伊達周宗画像　奥山常雄筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

１５．伊達周宗書状　御祖父宛　（年未詳）２月　１通 伊文

１６．伊達周宗書「咸寧」　文化元年　１幅 伊文

１７．伊達周宗和歌（「七夕」「夕立雲」「樹陰蝉」）　年不詳　３枚

 伊文

１８．仙台市指定文化財　伊達斉宗画像　手戸盛之筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

１９．伊達斉宗書状　堀田正敦宛　（年未詳）１２月２３日　１通 伊文

２０．鍇姫消息　伊達斉宗宛　（文化１３年７月）　２通 伊文

２１．伊達斉宗和歌（「狩場霙」）　文化１０年　１枚 伊文
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２２．仙台市指定文化財　伊達斉邦画像　菊田伊徳筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

２３．伊達斉邦書状　（伊達慶邦宛）　（年未詳）７月晦日　１通

 伊文

２４．伊達斉邦書付控　（天保７年）８月　１通 伊文

２５．伊達斉邦和歌（「鷹狩」・無題）　年不詳　２枚 伊文

２６．伊達慶邦画像　筆者不詳　明治（１９Ｃ）　１幅 伊文

２７．伊達慶邦書状控　上杉斉憲宛　（慶応４年）２月１５日　１通

 伊文

２８．伊達慶邦和歌草稿　明治４年　１通 伊文

２９．仙台市指定文化財　鍇姫（伊達斉宗夫人）画像　手戸盛之筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

３０．仙台市指定文化財　綏姫（伊達斉邦夫人）画像　筆者不詳

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

３１．仙台市指定文化財　綱君（伊達慶邦夫人）画像　堀田正衡筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

　

２０１１．９／６～１０／１６

１．仙台市指定文化財　伊達忠宗画像　狩野安信筆　延宝４年頃

　　１幅 伊文

２．伊達忠宗書状　中島貞成宛　（寛永１１年）１１月２１日　１通

 伊文

３．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　（承応３年）３月１５日　１通

 伊文

４．伊達忠宗書状　伊達綱宗宛　（万治元年）５月２０日　１通

 伊文

５．伊達忠宗和歌戯筆「里とをき」　伊達忠宗筆　江戸前期（１７Ｃ）

　　１幅 伊文

６．伊達綱宗画像（伊達家歴代画真のうち）　長谷川養辰筆

　　享保９年　１枚 伊文

７．伊達綱宗起請文控　万治２年４月１３日　１通 伊文

８．伊達綱宗和歌短冊　（伊達吉村宛）　江戸中期　１通 伊文

９．伊達吉村書状　泉田出雲宛　（正徳元年）２月２２日　１通

 伊文

１０．東門集　（伊達綱村筆）　江戸中期　１通 伊文

１１．仙台市指定文化財　伊達綱村画像　筆者不詳　享保４年

　　１幅 伊文

１２．伊達綱村書状　伊達吉村宛　（元禄１６年）５月２３日　１通

 伊文

１３．伊達綱村書状　伊達吉村宛　（元禄１６年）７月２６日　１通

 伊文

１４．伊達綱村書状　伊達吉村宛　（元禄１６年）８月５日　１通

 伊文

１５．仙台市指定文化財　伊達重村画像　菊田栄鶴筆

　　江戸中期（１８Ｃ）　１幅 伊文

１６．伊達重村仮養子願状　酒井忠寄ら五名宛

　　（宝暦１２年）４月２２日　１通 伊文

１７．伊達重村願書案　（明和４年）　１通 伊文

１８．伊達重村口上書　（伊達斉村宛）　（年未詳）８月６日　１通

 伊文

１９．伊達重村書「逢海」　享保１９年　１幅 伊文

２０．仙台市指定文化財　伊達斉村画像　菊田栄鶴筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

２１．伊達斉村書状　平賀蔵人・吉田舎人宛　（寛政２年）１２月８日

　　１通 伊文

２２．伊達斉村二十首組題　江戸後期　１通 伊文

２３．仙台市指定文化財　伊達斉義画像　堀田正衡筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

２４．伊達斉義出入司郡奉行勤方申渡書控　奉行中宛

　　（文政８年）９月１２日　１通 伊文

２５．伊達斉義和歌懐紙「詠野月」　江戸後期　１通 伊文

２６．伊達斉義和歌懐紙「詠月前鶴」　江戸後期　１通 伊文

２７．仙台市指定文化財　惇君（伊達重村夫人）画像　土井利徳筆

　　江戸後期（１８－１９Ｃ）　１幅 伊文

２８．仙台市指定文化財　興姫（伊達斉村夫人）画像　土井利徳筆

　　江戸後期（１８－１９Ｃ）　１幅 伊文

２９．仙台市指定文化財　芝姫（伊達斉義夫人）画像　小田島椿所筆

　　江戸後期（１９Ｃ）　１幅 伊文

かたちでわかる古文書入門

２０１１．１０／１８～２０１２．１／１５

「第１章　史料のかたち」

１．基本になるかたち　伊達稙宗知行宛行状　濱田下総守宛

　　天文１４年８月３日　１通 濱田家資料

２．折り目と逆さ文字が特徴です　仙石曾繁書状　屋代景頼宛

　　（天正１９年）１０月７日　１通 伊文

３．携帯に便利です　御領地并御代官所御本陣符　江戸　１帖

 館蔵

４．たくさん書ける横帳形式　在府中御公用に付不時御人数並御

兵具物御定　享保１３年４月　１冊 伊文

「第２章　料紙いろいろ」　

５．独特の薄墨色　後醍醐天皇綸旨　伊達政長宛

　　元弘３年７月５日　１通 伊文

　　　　　　　　　　口宣案　上卿宛　万治元年１２月２７日　１通

 伊文

７．将軍の手紙は紙質も良質　徳川家慶御内書　伊達慶邦宛

　　（天保１２年）１２月２７日　１通 伊文

８．起請文にひそむ神仏のすがた　蘆名盛氏起請文

　　伊達輝宗宛　永禄９年正月１０日　１通 伊文

９．艶やか！牡丹をあしらって　鍇姫（信恭院）書状

　　（伊達斉宗宛）　江戸後期　１通 伊文

１０．蝶や花がうっすらと　詮子（守真院）書状　（伊達斉宗宛）

　　（文化１４年）１２月２３日　１通 伊文

１１．もみじを散らして　利根姫（雲松院）書状　（伊達宗村宛）

　　（延享元年）　１通 伊文

「第３章　さまざまな様式」　

１２．鎌倉将軍の下知を伝える　関東下知状　国分秀信宛

　　正安３年４月１０日　１通 国分家資料
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１３．将軍が自ら命令を与える　足利義晴御内書　伊達晴宗宛

　　（天文３年ヵ）３月３日　１通 伊文

１４．大きい！厚い！徳川将軍の判物　徳川吉宗領知判物

　　伊達吉村宛　享保２年８月１１日　１通 伊文

１５．江戸幕府の重要な行政文書　江戸幕府老中奉書　伊達政宗宛

　　（慶長１６年～元和７年）９月６日　１通 伊文

「第４章　花押を読む」　

１６．オレは偉いんだ！　足利尊氏袖判下文　伊達政長宛

　　建武５年閏７月２６日　１通 伊文

１７．裏の花押で効力発揮！　官宣旨案

　　（元弘３年１０月以降）　１通 国分家資料

１８．花押なんだけどハンコ　相馬義胤書状　長江左衛門大夫宛

　　（天正１２年）１０月１４日　１幅 三分一所家資料

１９．天下に平和を！　織田信長書状　伊達輝宗宛

　　（天正２年）９月２日　１通 伊文

２０．「徳」川の世へ　徳川家康書状　伊達政宗宛

　　（文禄２年）４月晦日　１通 伊文

２１．「寿」の字　伊達村寿書状　（伊達斉宗宛）

　　（年未詳）９月７日　１通 伊文

２２．姓名判断ならぬ花押判断　平野伊勢守判行考

　　元禄８年３月１７日　１通 伊文

２３．花押の使い分け（公用花押）　伊達政宗書状（自筆）

　　細川全隆宛　（慶長１６～１７年）７月２８日　１幅 伊澤家Ｃ

２４．花押の使い分け（私用花押）　伊達政宗書状（自筆）

　　伊達宗清宛　（慶長１８年）７月２０日　１幅 館蔵

「第５章　名前あれこれ」　

２５．「晴」の字、差し上げよう　足利義晴一字状　伊達晴宗宛

　　（天文２年５月１０日ヵ）　１通 伊文

２６．「宗」の字、差し上げよう　徳川吉宗一字状　伊達宗村宛

　　享保１６年１１月２３日　１通 伊文

２７．「村」の字、差し上げよう　伊達吉村一字状

　　伊達安芸（村盛ヵ）宛　享保９年１０月７日　１通 個人蔵

２８．私の名前は「政宗」です　伊達政宗書状（右筆）　竹田法印宛

　　（年未詳）７月１２日　１幅 栗原栄之助氏寄贈

２９．省略形の宛て名　伊達政宗書状（右筆）　橋本顕徳宛

　　（天正１６年）３月８日　１幅 館蔵

※№１７は１０／１８～２４、１１／２９～１／１５の展示

※№１８は１０／２５～１１／２７の展示

仙台四大画家

２０１１．１２／２０～２０１２．１／１５

１．柳に黒白図　東東洋筆　江戸後期　１幅 館蔵

２．鍾馗図　東東洋筆　江戸後期　１幅 館蔵

３．竜虎図　小池曲江筆　天保６年（１８３５）　双幅 伊澤家Ｃ

４．秋冬山水図　菅井梅関筆　文政１０年（１８２７）　双幅 伊澤家Ｃ

５．梅月図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 新津宗助Ｃ

６．入船図　菊田伊洲筆　江戸後期　１幅 館蔵

７．魁星図　菊田伊洲筆　江戸後期　１幅 館蔵

テーマ展示室Ⅰ

「伊達家の武器・武具」２０１１．１２／２０～２０１２．１／１５

１．黒漆五枚胴具足　伝伊達政宗所用　桃山　１領 駒形神社蔵

２．黒漆五枚胴具足　伊達綱村所用　江戸前期　１領 伊文

３．白糸威腹巻　伊達斉村所用　江戸中期　１領 館蔵

４．太刀　義光　建武四年（１３３７）　１口 亀岡八幡宮

５．短刀　銘　藤原国包　三代国包　江戸中期　１口

 藤崎三郎助氏寄贈

６．十文字槍　三代国包　江戸中期　１口 伊文

７．金梨子地竹に雀紋蒔絵刀掛　江戸前期　１基 伊文

８．黒漆金日の丸軍配団扇　江戸前期　１握 館蔵

９．金梨子地亀甲蟹牡丹紋鞍鐙　江戸後期　１具 伊文

１０．白猪毛靭　江戸後期　１合 伊文

１１．矢羽根　江戸　３面、松前分１２本 伊文

１２．仙人図象嵌火縄銃　銃筒　早坂清則作　江戸後期　１口

 館蔵

１３．黒羅紗地九曜紋陣羽織　江戸中期　１領 大山勝義氏寄贈

１４．赤呉呂地金束菖蒲紋陣羽織　江戸中期　１領 菅野家資料

テーマ展示室Ⅱ

国宝・慶長遣欧使節関係資料

２０１１．１０／１８～１１／２７

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 館蔵

３．セビリア市宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６世紀末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（ラテン文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

１１．国宝　短剣　１７世紀　２口 館蔵

１２．国宝　ロザリオの聖母像　１７世紀　１面 館蔵

１３．国宝　十字架像　１７世紀　１口 館蔵

１４．国宝　十字架及びメダイ　１７世紀　１具 館蔵

１５．国宝　十字架　１７世紀　１口 館蔵

１６．国宝　ロザリオ　１７世紀　５連 館蔵

１７．国宝　メダイ残欠　１７世紀　６片 館蔵

１８．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９世紀　１面 館蔵
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１９．伊達政宗書状（茂庭石見宛）　慶長１７～１８年頃　１幅 館蔵

２０．坤輿万国全図　名取春仲筆　江戸時代後期　６曲１隻 館蔵

２１．鮫皮貼洋櫃　江戸時代初期　１合 館蔵

２２．悲しみのマリア像　１７世紀　１面 館蔵

２３．国宝　壁掛　１７世紀　１枚 館蔵

２４．国宝　マント及びズボン　１７世紀　１具 館蔵

２５．国宝　留金具　１７世紀　１０点 館蔵

２６．国宝　四方手　１７世紀　１具 館蔵

２７．国宝　野沓　１７世紀　１具 館蔵

２８．国宝　轡　１７世紀　２口 館蔵

２９．国宝　鞍　１７世紀　２背 館蔵

３０．国宝　鐙　１７世紀　１双・１隻 館蔵

３１．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

３２．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

３３．国宝　ローマ市公民権証書　１６１５年１１月　１通 館蔵

３４．国宝　祭服　１７世紀　１領 館蔵

３５．国宝　縞模様布　１７世紀　１枚 館蔵

３６．国宝　ディスチプリナ　１７世紀　１口 館蔵

３７．国宝　レリカリオ　１７世紀　１口 館蔵

３８．国宝　テカ及び袋　１７世紀　１具 館蔵

３９．国宝　印章　１７世紀　２顆 館蔵

　

１１／２９～２０１２．１／１５

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 館蔵

３．セビリア市宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６世紀末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（ラテン文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年（１６１３）９月４日　１面 館蔵

１１．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

１２．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

１３．ローマ市公民権証書※複製　原本は１６１５年１１月　１通 館蔵

１４．国宝　ロザリオの聖母像　１７世紀　１面 館蔵

１５．国宝　十字架像　１７世紀　１口 館蔵

１６．国宝　十字架及びメダイ　１７世紀　１具 館蔵

１７．国宝　ロザリオ　１７世紀　５連 館蔵

１８．国宝　メダイ残欠　１７世紀　６片 館蔵

１９．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９世紀　１面 館蔵

２０．国宝　短剣　１７世紀　２口 館蔵

コレクション展示室Ⅰ

焼物

「宮城の焼物」　２０１１．３／１～１１

１．甕　堤焼　１点 館蔵

２．甕　堤焼　１点 館蔵

３．甕　堤焼　１点 館蔵

４．甕　堤焼　１点 館蔵

５．甕　堤焼　１点 館蔵

６．壺　堤焼　１点 館蔵

７．壺　堤焼　１点 館蔵

８．切立　塩内焼　１点 館蔵

９．擂鉢　新田焼　１点 館蔵

１０．鉢　山の神焼　１点 個人蔵

１１．小甕　堤焼　１点 藤縄達夫氏寄贈

１２．染付網手花卉文らっきょう徳利　切込焼　１点

 宮城正俊氏寄贈

１３．染付蛸唐草文辣韮形徳利　切込焼　１点 泉幸一郎Ｃ

１４．白磁供献器　切込焼　２合 古賀Ｃ

１５．染付柘榴文湯呑茶碗　切込焼　銘「天保六年十月吉日仙台加

美郡宮崎村之内切籠ニ而湯倉ヨリ出ル石ヲ以製之」底銘「湯倉

製」「英長画」　１点 個人蔵

１６．三島手鉢（初代乾馬作）　堤焼　明治　１点 個人蔵

１７．飴釉掛徳利　上野目焼　１口 石川Ｃ

１８．菊文扇型皿　上野目焼　１点 館蔵

１９．片口　末家焼　１口 館蔵

　

「埋木細工」　７／２３～１１／２７

１．盆石「鎌倉」　１点 伊文

２．盆石「祝ケ崎」　１点 伊文

３．盆石「かつらぎ山」　１点 伊文

４．盆石「こけむし路」　１点 伊文

５．盆石「岩の陰道」　１点 伊文

６．盆石「名取川石」　１点 伊文

７．盆石「えぼし石」　１点 伊文

８．盆石「壺の石ぶみ」　１点 伊文

９．埋木細工　鹿角形ネクタイ掛　小竹彰作　１点

 仙台埋木細工同業会寄贈

１０．埋木細工　水鳥飾り付貴重品入　小竹孝作　１点

 仙台埋木細工同業会寄贈

１１．埋木細工　葉形銘々皿　黒川吉右衛門作　１点

 仙台埋木細工同業会寄贈

１２．埋木細工　角形花立　竹田勇作　１点

 仙台埋木細工同業会寄贈

１３．埋木細工　千鳥形菓子鉢　小竹健勇作　１点

 仙台埋木細工同業会寄贈

１４．甕　堤焼　１口 館蔵

１５．甕　堤焼　１口 館蔵

１６．甕　堤焼　１口 館蔵
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１７．甕　堤焼　１口 館蔵

１８．壺　堤焼　１口 館蔵

１９．壺　堤焼　１口 館蔵

２０．壺　堤焼　１口 館蔵

「東北の焼物」　１１／２９～２０１１．１／１５

１．染付蓋物　切込焼　銘「御役所持用　安政七年（１８６０）」　１合

 古賀Ｃ

２．染付ふくら雀文手塩皿　切込焼　３口 古賀Ｃ

３．染付松に蛸唐草文長皿　切込焼　１口 古賀Ｃ

４．染付蛸唐草文辣韮形徳利　切込焼　１口 泉幸一郎Ｃ

５．徳利　上野目焼　１口 石川Ｃ

６．菊文扇型皿　上野目焼　１口 館蔵

７．扇型皿　上野目焼　１口 館蔵

８．染付牡丹文徳利　平清水焼　１口 甲田Ｃ

９．筒描鉢　悪戸焼　１口 館蔵

１０．鉄絵竹文醤油差し　悪戸焼　１口 横山Ｃ

１１．油壺　鍛冶町焼　１口 横山Ｃ

１２．黒釉徳利　鍛冶町焼　１口 石川Ｃ

１３．白釉切立　白岩焼　１口 横山Ｃ

１４．白釉輪花皿　白岩焼　１口 横山Ｃ

１５．飯茶碗　小久慈焼　１口 横山Ｃ

１６．飯茶碗　小久慈焼　１口 横山Ｃ

１７．瓢形徳利　楢岡焼　１口 古賀Ｃ

１８．徳利　成島焼　１口 石川Ｃ

１９．火入　大宝寺焼　１口 横山Ｃ

２０．飴釉鰊鉢　会津本郷焼　１口 館蔵

２１．油壺　会津本郷焼　１口 横山Ｃ

２２．鉄絵梅図皿　大堀相馬焼　１口 館蔵

２３．色絵山水文土瓶　大堀相馬焼　１合 館蔵

２４．鉄絵走馬文徳利　大堀相馬焼　１口 石川Ｃ

２５．甕　堤焼　１口 館蔵

２６．甕　堤焼　１口 館蔵

２７．甕　堤焼　１口 館蔵

２８．甕　堤焼　１口 館蔵

２９．壺　堤焼　１口 館蔵

３０．壺　堤焼　１口 館蔵

３１．壺　堤焼　１口 館蔵

古人形

「堤人形と花巻人形」　２０１１．３／１～１１

１．堤人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 足立Ｃ

２．堤人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 足立Ｃ

３．堤人形　唐人笛　江戸後期　１点 足立Ｃ

４．堤人形　唄稽古　江戸後期　１点 足立Ｃ

５．堤人形　花車　江戸後期　１点 本出Ｃ

６．堤人形　瓢乗り　江戸後期　１点 本出Ｃ

７．堤人形　童女　江戸後期　１点 本出Ｃ

８．堤人形　蛸と子供　江戸後期　１点 本出Ｃ

９．堤人形　坐美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

１０．堤人形　犬と子供　江戸後期　１点 本出Ｃ

１１．堤人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

１２．堤人形　太鼓打ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

１３．堤人形　猫　江戸後期　１点 本出Ｃ

１４．堤人形　犬ひき花魁　江戸後期　１点 本出Ｃ

１５．堤人形　唐人笛　江戸後期　１点 本出Ｃ

１６．堤人形　唐人笛　江戸後期　１点 本出Ｃ

１７．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

１８．堤人形　瓢持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

１９．堤人形　唄稽古　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．堤人形　傘持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

２１．堤人形　小鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．堤人形　子抱き　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．堤人形　子抱き　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．堤人形　針箱　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．堤人形　猫抱き　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．花巻人形　巴御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．花巻人形　菜摘み　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．花巻人形　馬子　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．花巻人形　唐子　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．花巻人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．花巻人形　花車　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．花巻人形　鯛車　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．花巻人形　子守　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．花巻人形　立美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

３５．花巻人形　衝立美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

３６．花巻人形　花魁　江戸後期　１点 本出Ｃ

３７．花巻人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

３８．花巻人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．花巻人形　髪結　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．花巻人形　小鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

４１．花巻人形　水汲み　江戸後期　１点 本出Ｃ

４２．花巻人形　傘持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

　

「芝居と東北の古人形」　７／２３～１１／２７

１．相良人形　口上　江戸後期　１点 館蔵

２．堤人形　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

３．三春人形　　　道成寺　江戸後期　１点 本出Ｃ

４．浮世絵　京鹿子　娘道成寺　豊原国周画　明治２９年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．堤人形　朝比奈　江戸後期　１点 本出Ｃ

６．三春人形　朝比奈　江戸後期　１点 本出Ｃ

７．三春人形　武智十次郎と初菊　江戸後期　１点 本出Ｃ

８．浮世絵　真柴久吉〔市川団蔵〕・娘はつ菊〔沢村訥升〕・

　　光秀母さつき〔尾上菊次郎〕・武智光秀〔坂東彦三郎〕ほか

　　二代歌川国貞画　慶応元年　大判３枚続 大宮司Ｃ

９．浮世絵　北條時政〔市川門之介〕・和田義盛〔中村仲蔵〕・

　　源実朝公〔片岡我童〕・朝日奈三郎〔市川団十郎〕　豊原国周画

　　明治９年　大判３枚続 大宮司Ｃ
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１０．花巻人形　顔世御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

１１．三春人形　　　小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

１２．三春人形　　　力弥　江戸後期　１点 本出Ｃ

１３．花巻人形　斧定九郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

１４．相良人形　勘平　江戸後期　１点 本出Ｃ

１５．花巻人形　片岡伝五右衛門　江戸後期　１点 本出Ｃ

１６．花巻人形　大星由良之助　江戸後期　１点 本出Ｃ

１７．浮世絵　高ノ師直〔中村芝翫〕・塩谷判官〔中村時蔵〕・

　　こし元おかる〔岩井半四郎〕・早ノ勘平〔中むら芝翫〕

　　豊原国周　画　明治２９年　大判３枚続 大宮司Ｃ

１８．浮世絵　誠忠義士銘々伝　豊原国周画　慶応２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１９．浮世絵　仮名手本忠臣蔵　大序　塩谷判官・高野師直・

　　桃井若狭之助・かほよ御前　二代歌川国貞画　慶応２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２０．浮世絵　不波数右エ門〔市川左団治〕・早野勘平〔尾上菊五郎〕・

　　千崎弥五郎〔坂東彦三郎〕　豊原国周画　明治８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２１．三春人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．堤人形　弁慶　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．三春人形　弁慶　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．花巻人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．相良人形　静御前　江戸後期　１点 館蔵

２６．堤人形　静御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．堤人形　狐忠信　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．浮世絵　冨樫之介〔市川左団次〕・武蔵防弁慶〔市川団十郎〕・

　　義経〔岩井半四郎〕　豊原国周画　明治１２年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２９．浮世絵　忠信〔市川右団次〕・覚範〔市川小団次〕

　　豊原国周画　明治１５年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３０．浮世絵　歌舞伎十八番之内　勧進帳　豊原国周画

　　明治元年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３１．浮世絵　忠信〔市川右団次〕・覚範〔市川小団次〕

　　豊原国周画　明治１５年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３２．相良人形　八重垣姫　江戸後期　１点 館蔵

３３．堤人形　八重垣姫　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．堤人形　曾我五郎　江戸後期　１点 館蔵

３５．浮世絵　八重垣姫〔市川団十郎〕・武田勝頼〔中村福助〕

　　明治２１年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３６．浮世絵　曽我十郎〔沢村訥升〕・とら御前〔岩井紫若〕・曽我五郎

　　〔中村芝翫〕　豊原国周画　明治元年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

３７．三春人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

３８．花巻人形　和藤内　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．浮世絵　錦祥女〔坂東家橘〕・和藤内〔市川左団次〕

　　豊原国周画　明治１６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

４０．浮世絵　和藤内紅ながし〔市川左団次〕　豊原国周画

　　明治１６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

※№８・１７・１８・２８・２９・３５・３９は７／２３～９／１９の展示

※№９・１９・２０・３０・３１・３６・４０は９／２１～１１／２７の展示

　「年中行事と東北の古人形」　１１／２９～２０１２．１／１５

１．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

２．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

３．相良人形　恵比寿・大黒　鯛かつぎ　江戸後期　１点 館蔵

４．相良人形　地謡　江戸後期　１点 館蔵

５．相良人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

６．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

７．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

８．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

９．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立Ｃ

１０．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１１．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１２．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１３．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１４．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立Ｃ

１５．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立Ｃ

１６．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立Ｃ

１７．堤人形　五人囃子　太鼓　江戸後期　１点 足立Ｃ

１８．堤人形　堂内天神　江戸後期　１点 館蔵

１９．堤人形　雛　　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．堤人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

２１．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．堤人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．堤人形　地謡　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．堤人形　大鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．堤人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．堤人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．三春人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．三春人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３２．三春人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．三春人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

３５．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

３６．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

３７．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

３８．三春人形　五人囃子　小鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．三春人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

４１．三春人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

４２．花巻人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

４３．花巻人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

４４．花巻人形　五人囃子　江戸後期　１点 館蔵

４５．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４６．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４７．花巻人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

４８．花巻人形　三番叟　江戸後期　１点 本出Ｃ
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茶道具

２０１１．３／１～１１

１．赤楽茶椀　銘「唐人」　（川上不白）　江戸中期　１口 有井Ｃ

２．竹一重切花入　伝伊達吉村作　江戸中期　１口 ゴトウＣ

３．備前焼水指　割木瓜形　１６世紀　１口 館蔵

　

７／２３～１１／２７

１．迫焼茶入　銘多留満　伊達慶邦銘　江戸後期　１口 伊文

２．竹一重切花入　伊達吉村作　江戸時代中期　１口 ゴトウＣ

３．白磁桜花形向付　有田焼　江戸時代中期　８口 伊文

４．茶杓箪笥　江戸中期　１基 伊文

５．茶杓箪笥のうち　伊達忠宗作茶杓　逆樋　伊達忠宗作

　　江戸前期　１筒 伊文

６．茶杓箪笥のうち　伊達綱宗作茶杓　紫竹　伊達綱宗作

　　宝永５年１２月　１筒 伊文

７．茶杓箪笥のうち　伊達綱宗作茶杓　ごま竹　伊達綱宗作

　　宝永５年１２月　１筒 伊文

８．茶杓箪笥のうち　伊達綱村作茶杓　白竹無景　伊達綱村作

　　江戸中期　１筒 伊文

９．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　広貝先　伊達吉村作

　　享保７年　１筒 伊文

１０．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　萩が枝　伊達吉村作

　　享保４年　１筒 伊文

１１．茶杓箪笥のうち　伊達綱宗作茶杓　ごま斑竹　伊達綱宗作

　　江戸中期　１筒 伊文

１２．茶杓箪笥のうち　伊達綱宗作茶杓　白竹　伊達綱宗作

　　宝永５年１２月　１筒 伊文

１３．茶杓箪笥のうち　伊達綱村作茶杓　逆樋節上替竹

　　伊達綱村作　江戸中期　１筒 伊文

１４．茶杓箪笥のうち　伊達綱村作茶杓　節下替竹　伊達綱村作

　　江戸中期（寅１０月２日）　１筒 伊文

１５．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　福浦嶋竹　広貝先

　　伊達吉村作　享保７年　１筒 伊文

１６．茶杓箪笥のうち　伊達吉村作茶杓　塩竃竹斑替　伊達吉村作

　　江戸中期　１筒 伊文

※№５～１０は７／２３～９／１９の展示

※№１１～１６は９／２１～１１／２７の展示

　

１１／２９～２０１２．１／１５　

１．短檠　江戸時代後期　１基 伊文

２．赤楽茶椀　銘「唐人」　川上不白　江戸中期　１口 有井Ｃ

３．七草鳴鶏図蒔絵茶箱銘「太郎月」　「松立斎」　江戸時代後期

　　１合 館蔵

 

浮世絵

「幕末・明治の錦絵４６」　２０１１．３／８～１１

１．岩ふじ〔坂東三津五郎〕・おはつ〔岩井半四郎〕・

　　おのへ〔瀬川菊之丞〕　歌川豊国　文政年間　横大判一枚

 大宮司Ｃ

２．しづか下り〔尾上菊五郎〕・佐藤忠信〔関三十郎〕　歌川国貞

　　（文政１１年）　大判二枚続 大宮司Ｃ

３．局八しほ・荒獅子男之助・めのと政岡・仁木弾正　歌川豊国Ⅲ

　　嘉永２年　大判二枚続 大宮司Ｃ

４．須波数右衛門〔中村芝翫〕・女六部曙山〔沢村田之助〕・

　　荒駒太郎〔中村雀之助〕　歌川豊国Ⅲ　文久元年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

５．四世中村歌右衛門のいがみの権太・十二世市村羽左衛門の小

金吾・坂東しうかのこせん　歌川国芳　嘉永年間

　　大判三枚続 大宮司Ｃ

６．市川團蔵の髭の意休・河原崎権十郎の花川戸助六・岩井粂三郎

の三浦屋揚巻　歌川芳虎　文久２年　大判三枚続 大宮司Ｃ

７．東都名所尽　司馬増上寺之図　溪斎英泉　文政～天保年間

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

８．新撰江戸名所　芝増上寺　歌川広重　天保２年頃

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．東都名所尽　愛宕山遠望図　溪斎英泉　文政～天保年間

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

１０．東都名所　芝愛宕山之図　歌川広重　天保６～９年

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

１１．江戸名所之内　隅田堤雨中之櫻　歌川広重　天保３～５年

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

１２．富士三十六景７　東都墨田堤　歌川広重　安政５年

　　竪大判一枚 阿部次郎Ｃ

１３．富士三十六景１２　武蔵小金井　歌川広重　安政５年

　　竪大判一枚 阿部次郎Ｃ

１４．東京開化狂画名所　千束酉の町・日暮里布袋　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１５．東京開化狂画名所　日本橋魚市場・神田明神　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１６．東京開化狂画名所　浅茅が原・新吉原　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１７．東京開化狂画名所　上野山下・上野東照宮　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１８．東京開化狂画名所　柳橋書画会・深川木場　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１９．東京開化狂画名所　虎の門琴平神社・麻布広辰原

　　月岡芳年　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２０．芳年武者无類　遠藤武者盛遠　月岡芳年　明治１６年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２１．芳年武者无類　新中納言平知盛　月岡芳年　明治１８年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２２．芳年武者无類　日野隈若丸　月岡芳年　明治１８年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ
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２３．芳年武者无類　源三位頼政　月岡芳年　明治１９年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２４．芳年武者无類　悪七兵衛景清・三保谷四郎国俊　月岡芳年

　　明治１９年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２５．芳年武者无類　九郎判官源義経・武蔵坊弁慶　月岡芳年

　　明治時代　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２６．千代田の大奥　目ろく　楊洲周延　明治時代　大判二枚続

 大宮司Ｃ

２７．千代田之大奥　式日　局の退出　楊洲周延　明治２７年

　　大判三枚続 大宮司Ｃ

２８．千代田の大奥　雛物見　楊洲周延　明治２８年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

２９．千代田大奥　御花見　楊洲周延　明治２７年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

３０．千代田の大奥　神田祭礼上覧　楊洲周延　明治２８年

　　大判三枚続 大宮司Ｃ

３１．千代田の大奥　花菖蒲　楊洲周延　明治２９年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵４７」　７／２３～９／２５

１．児雷也・夢野蝶吉　三代歌川豊国　嘉永５年　大判２枚続

 大宮司Ｃ

２．児雷也・田舎娘お綱　三代歌川豊国　嘉永５年　大判２枚続

 大宮司Ｃ

３．児雷也・仙素道人・怪力お綱　三代歌川豊国　嘉永５年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

４．盗賊夜叉五郎・高砂勇美之助・尾形児雷也　三代歌川豊国

　　嘉永５年　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．児雷也・大蛇丸・つなて　三代歌川豊国　安政２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

６．夜叉五郎〔市川左団次〕・高砂勇見之助〔上り中村芝翫〕・

　　尾形児雷也〔河原崎権之助〕　豊原国周　明治３年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．東都名所　両国之宵月　歌川広重　天保２年頃

　　横大判一枚 阿部次郎Ｃ

８．東海道五拾三次之内　神奈川・臺之景　歌川広重

　　天保４年頃　横大判一枚 阿部次郎Ｃ

９．江戸名所　両国花火　歌川広重　弘化４～嘉永５年

　　横大判一枚 阿部次郎Ｃ

１０．江戸名所　大橋中洲三ツ俣　歌川広重　安政元年

　　横大判一枚 阿部次郎Ｃ

１１．五十三次名所図会　庄野　白鳥塚古跡　歌川広重

　　安政２年　竪大判一枚 阿部次郎Ｃ

１２．名所江戸百景　歌川広重　安政４年　竪大判一枚

 阿部次郎Ｃ

１３．富士三十六景１　東都一石ばし　歌川広重　安政５年

　　竪大判一枚 阿部次郎Ｃ

１４．六十余州名所図会　丹波　鐘坂　歌川広重　嘉永６年

　　竪大判一枚 阿部次郎Ｃ

１５．東京開化狂画名所　千束酉の町・日暮里布袋　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１６．東京開化狂画名所　日本橋魚市場・神田明神　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１７．東京開化狂画名所　浅茅が原・新吉原　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１８．東京開化狂画名所　上野山下・上野東照宮　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

１９．東京開化狂画名所　柳橋書画会・深川木場　月岡芳年

　　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２０．東京開化狂画名所　虎の門琴平神社・麻布広辰原

　　月岡芳年　明治１４年　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２１．芳年武者无類　遠藤武者盛遠　月岡芳年　明治１６年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２２．芳年武者无類　新中納言平知盛　月岡芳年　明治１８年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２３．芳年武者无類　日野隈若丸　月岡芳年　明治１８年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２４．芳年武者无類　源三位頼政　月岡芳年　明治１９年

　　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２５．芳年武者无類　悪七兵衛景清・三保谷四郎国俊　月岡芳年

　　明治１９年　竪大判一枚　 大宮司Ｃ

２６．芳年武者无類　九郎判官源義経・武蔵坊弁慶　月岡芳年

　　明治時代　竪大判一枚 大宮司Ｃ

２７．千代田の大奥　目ろく　楊洲周延　明治時代　大判二枚続

 大宮司Ｃ

２８．千代田之大奥　入浴　楊洲周延　明治２８年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

２９．千代田の大奥　お流れ　楊洲周延　明治２８年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

３０．千代田之大奥　七夕　楊洲周延　明治２９年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

３１．千代田の大奥　薙刀稽古　楊洲周延　明治２８年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

３２．千代田之大奥　ほたる　楊洲周延　明治２９年　大判三枚続

 大宮司Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵４８」　９／２７～１２／４

１．景清〔市川海老蔵〕・三保ノ谷〔中村芝翫〕　歌川国貞

　　（天保４年）　大判２枚続 大宮司Ｃ

２．西国順礼実ハ景清〔市川団十郎〕・ちちふ順礼実ハ重忠〔坂東三

津五郎〕・坂東順礼実ハ三保野〔岩井粂三郎〕　歌川国貞

　　（文政１０年）　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

３．岩永左衛門・秩父重忠・遊君阿古屋　歌川豊国Ⅲ

　　嘉永３年　大判３枚続 大宮司Ｃ

４．右兵衛佐頼朝・秩父庄司重忠・景清妻阿古や・悪七兵衛景清・

　　岩永妹磯浪・重忠妹衣笠　歌川豊国Ⅲ　嘉永期　大判３枚続

 大宮司Ｃ
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５．秩父の□重忠・景清妻あこや・江間の小四郎義時・葉之助道胤・

　　北條四郎時政・重忠娘衣笠・和田の太郎茂盛・悪七兵衛景清

　　歌川国芳　嘉永期　大判３枚続 大宮司Ｃ

６．新歌舞伎十八番之内　七ツ面　豊原国周　明治２６年

　　大判３枚続 山谷Ｃ

７．東海道五拾三次之内　亀山　雪晴　歌川広重　天保４年頃

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

８．東海道五拾三次之内　御油　旅人留女　歌川広重

　　天保４年頃　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．近江八景之内　唐崎夜雨　歌川広重　天保年間前半

　　横大判１枚 阿部次郎Ｃ

１０．東京築地ホテル館表掛之図　歌川広重Ⅲ　明治２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１１．浅草寺境内フランス大曲馬　歌川広重Ⅲ　明治４年

　　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

１２．東京名所両国橋之景　歌川広重Ⅲ　明治９年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１３．月百姿　雨後の山月・時致　月岡芳年　明治１８年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

１４．月百姿　稲葉山の月　月岡芳年　明治１８年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

１５．月百姿　たか雄　月岡芳年　明治１８年　大判１枚

 大宮司Ｃ

１６．月百姿　山木館の月・景廣　月岡芳年　明治１９年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

１７．月百姿　吼噦　月岡芳年　明治１９年　大判１枚

 大宮司Ｃ

１８．月百姿　五節の命婦　月岡芳年　明治２０年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

１９．月百姿　月宮迎・竹とり　月岡芳年　明治２１年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

２０．月百姿　読書の月・子路　月岡芳年　明治２１年　大判１枚

 館蔵

２１．月百姿　南海月　月岡芳年　明治２１年　大判１枚 ゴトウＣ

２２．月百姿　石山月　月岡芳年　明治２２年　大判１枚 大宮司Ｃ

２３．月百姿　法輪寺の月　月岡芳年　明治２３年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

２４．月百姿　きぬたの月・夕雲　月岡芳年　明治２３年　大判１枚

 大宮司Ｃ

２５．千代田の大奥　お櫛あげ　楊洲周延　明治２７年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２６．千代田の大奥　瀧見のお茶や　楊洲周延　明治２８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２７．千代田の大奥　茶の湯　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２８．千代田の大奥　観菊　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２９．千代田之大奥　吹上の夕富士　楊洲周延　明治２８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

３０．千代田の大奥　月見之宴　楊洲周延　明治２□年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵４９」　１２／５～２０１２．１／１５

１．忠臣蔵三段目　高の師直〔片岡仁左衛門〕・

　　ゑんや判官〔坂東彦三郎〕　歌川国貞　（文政１０年）

　　大判２枚続 大宮司Ｃ

２．忠臣蔵五段目　斧定九郎〔市川団十郎〕・

　　早の勘平〔坂東三津五郎〕　歌川国貞　（文政１０年）

　　大判２枚続 大宮司Ｃ

３．大星力弥〔市村羽左エ門〕・小なみ〔坂東玉三郎〕　歌川国安

　　（文政１０年）　大判２枚続 阿部次郎Ｃ

４．沢村田之助のおかる・片岡仁左衛門の大星由良の助・

　　浅尾与六の斧九太夫・坂東彦三郎の寺岡平右衛門　落合芳幾

　　文久２年　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．忠臣蔵夜討之図　歌川広重Ⅱ（重宣）

　　弘化４～嘉永５年　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

６．新撰東錦絵　義士夜討之図　月岡芳年　明治１８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．小林の朝日奈〔市川茂々太郎〕・曽我の五郎時宗〔坂東彦三郎〕・

　　大いそのとら〔瀬川菊之丞〕　歌川豊国　（文政２年）

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

８．見立たいめん　中村芝翫の十郎祐成・尾上菊五郎の左右衛門

祐経・市川海老蔵の曽我五郎時宗　歌川国芳　天保期

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

９．小林の朝比奈・大磯のとら・市郎別当祐経・曽我十郎祐成・

　　曽我五郎時宗　歌川豊国Ⅲ　嘉永４年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１０．大磯のとら・工藤左衛門祐経・小林ノ朝比奈・曽我の五郎

　　歌川豊国Ⅲ　嘉永６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

１１．富士の裾野巻狩之図　橋本貞秀　嘉永期　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１２．草摺引　豊原国周　明治２９年　大判３枚続 山谷Ｃ

１３．亜墨利加賑之図　歌川広重Ⅱ　文久元年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

１４．東京横浜蒸気車鉄道之図　歌川広重Ⅲ　明治８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１５．東京名勝之内　高輪蒸気車鉄道全図　歌川国輝Ⅱ　明治初期

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１６．横浜海岸鉄道蒸気車図　歌川広重Ⅲ　明治初期　大判３枚続

 和泉Ｃ

１７．横浜海岸通之図　歌川広重Ⅲ　明治３年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１８．東京名所吾妻橋改良之真景　井上安治　明治２０年

　　大判３枚続 和泉Ｃ

１９．千代田之大奥　園中の雪　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２０．千代田之大奥　御煤掃　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ
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国指定文化財の公開

当館は昭和５０年から、文化財保護法第４８条に基づ
く文化庁長官による勧告及び承認による国宝・重要
文化財の公開館に指定されている。これは、広く全
国の人々に文化財を公開し、文化の向上に資するた
めに設けられた制度で、独立行政法人国立博物館を
はじめ、全国の各地域ごとに１７館が公開館として指
定されている。当館は、東北地方における主要館の
一つとして位置づけられており、仙台市内のみなら
ず東北地方の国宝・重要文化財が公開の対象となり
得る。
平成２２年度に一部展示室をリニューアルしたた

め、平成２２・２３年度においては工事を施していない
従来の展示室において公開を行ったほか、新しい展
示ケースにおいてもケース内の空気環境等を計測し
ながら順次公開を行っている。両年度とも、承認に
よる出品を行った文化財は下記のとおりである。な
お、東日本大震災の際には公開を行っておらず、出
品文化財への被害等はなかった。

１．重要文化財　銅竜頭　４頭のうち１頭
 岩手県　極楽寺蔵
２．重要文化財　銅鏡　１０面　山形県
 月山神社・出羽神社・湯殿山神社蔵
３．重要文化財　銅造懸仏及び銅鏡　１４面
 宮城県　熊野那智神社蔵
４．重要文化財　太刀（銘備州長船住義光・建武四

年十二月）　１口 宮城県　亀岡八幡宮蔵
５．重要文化財　瑞巌寺本堂障壁画　１０面
 宮城県　瑞巌寺蔵
６．重要文化財　観瀾亭障壁画　檜槇図６面のうち

２面 宮城県　松島町蔵

２１．千代田の大奥　猿若狂言　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２２．千代田之大奥　かるた　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続 

大宮司Ｃ

２３．千代田の大奥　鏡餅曳　楊洲周延　明治２８年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

２４．千代田之大奥　初午　楊洲周延　明治２９年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

コレクション展示室Ⅱ

「仙台藩の絵画」　２０１１．１２／２０～１／１５　

１．竹図　寛永１６年　２曲１隻 館蔵

２．山水図　佐久間洞巌筆　江戸時代中期　１幅 個人蔵

３．帰去来図　佐久間洞巌筆　享保３年　１幅 個人蔵

４．李白村居図　佐久間洞巌筆　享保２０年　１幅 個人蔵

５．平沙落雁図　佐久間洞巌筆　江戸時代中期　１幅 個人蔵

６．李白像　佐久間洞巌筆　享保２０年　１幅 石原謙太郎Ｃ

７．萬古春図巻　佐久間洞巌筆　享保１２年　１巻 伊澤家Ｃ

８．八種画譜　黄鳳池編　宝永７年刊　８冊 館蔵

９．雷鳥図　佐久間栄学筆　江戸時代中期　１幅 和泉幸一郎Ｃ

１０．山水図　佐久間六所筆　安政４年　１幅 阿部次郎Ｃ

１１．武将図　佐久間六所筆　江戸時代後期　１幅

 伊達家寄贈文化財

１２．寿老人・鶴図　佐久間六所・晴岳・徳郎筆　安政６年　１幅

 個人蔵

１３．武将図　佐久間晴岳筆　江戸時代後期　１幅 伊文

１４．政宗・ソテロ・常長会見図　佐久間徳郎筆　明治時代前期

　　１幅 亀田兵治Ｃ

１５．源義光秘曲伝授図　佐久間徳郎筆　明治時代前期　１幅

 館蔵

１６．伊達宗村画像　菊田栄羽筆　江戸時代中期　１幅 伊文

１７．玉津島・住吉図　菊田栄羽筆　安永２年　双幅 館蔵

１８．松島・塩竈図　菊田栄羽筆　江戸時代中期　双幅 館蔵

１９．陶淵明図　菊田栄羽筆、新井滄洲賛　安永４年　１幅 館蔵

２０．駱駝図　菊田伊徳筆　文政７年　１面 伊文



－　　－54

特別展・企画展
　
特別展

「聖地チベット
ポタラ宮と天空の至宝」

　
会　　期　平成２２年４月２０日（火）～５月３０日（日）

開催日数　３６日間

入館者数　５３，２０８人　（一日平均１，４７８人）

観 覧 料　一般１，２００円／高校・大学生８００円／小・

中学生５００円（１０名以上の団体は各１００円

引、前売各２００円引）

主　　催　聖地チベット展仙台展実行委員会（仙台

市博物館・河北新報社・仙台放送）、中華

文物交流協会、中国チベット文化保護発

展協会

後　　援　文化庁、中国国家文物局、中国大使館、

宮城県、宮城県教育委員会、仙台商工会

議所、財仙台観光コンベンション協会、

財仙台国際交流協会、朝日新聞仙台総

局、毎日新聞仙台支局、産経新聞社東北

総局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リ

ビング新聞社、TBC東北放送、ミヤギテ

レビ、KHB東日本放送、DateFM、ラジ

オ３FM７６．２

出品協力　中国チベット自治区文物局、中国文物交

流中心

協　　力　日本航空

企画協力　大広

「世界の屋根」と呼ばれるヒマラヤ山脈の麓に位置
し、平均標高が４，０００メートルを超えるチベットで
は、厳しい自然条件に適応した独自の生活習慣と、
インドの仏教を発展させたチベット密教を主体とす
る深い信仰世界が醸成されてきた。特に悟りを開く
修行において重視された仏像は、日本の仏像と異な
る特徴的な姿で観る者を驚かせる。
この展覧会では、仏像・仏画の名品をはじめ、法
具とよばれる儀式用の道具類や貴重な経典、楽器や
衣装、仏教的な考えを敷衍させた独特の医学書と
いった１２３点の資料を通じ、チベットの文化について
紹介した。なお、本展覧会は平成２１年度から２２年度
にかけて全国５ヶ所で開催された巡回展であり、仙
台が最終会場であった。

展示構成

序章　　吐蕃王国のチベット統一
第１章　仏教文化の受容と発展
第２章　チベット密教の精華
第３章　元・明・清との往来
第４章　チベットの暮らし

印刷物

ポスター　Ｂ２判　２０００枚、Ｂ３判７２０枚
チラシ　Ａ４判　１１０，０００枚
割引券　１５０，０００枚
図録　Ａ４判　２４０ページ

関連行事

１　記念講演会①
４月２０日（火）１３：３０～１５：００
参加２２５名
演題「チベットの歴史と密教芸術」
講師：曽布川寛氏（京都大学名誉教授）

記念講演会②
５月１５日（土）１３：３０～１５：００
参加１５４名
演題「日本から見たチベット美術」
講師：長岡龍作氏（東北大学大学院教授）

ポスターＢ３

記念講演会①
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展示資料目録
　※●は国家一級文物

序章　吐蕃王国のチベット統一

１．●ソンツェンガンポ坐像　チベット･１４Ｃ　ラサ ポタラ宮

２．●ガルトンツェン立像　チベット･１４Ｃ　ラサ ポタラ宮

３．魔女仰臥図　チベット･２０Ｃ　ラサ ノルブリンカ

第１章　仏教文化の受容と発展

４．●釈迦如来坐像　北魏･延興３年（４７３）　ラサ ポタラ宮

５．蓮マンダラ　インド　パーラ朝･１２Ｃ　ラサ ポタラ宮

６．●弥勒菩薩立像　東北インド　パーラ朝･１１～１２Ｃ　ラサ

 ポタラ宮

７．ボードガヤー大塔模型　インド　パーラ朝･１１Ｃ　ラサ

 ポタラ宮

８．金剛宝座如来坐像タンカ　チベット･１８～１９Ｃ　ラサ

 チベット博物館

９．釈迦如来坐像　カシミール･８Ｃ　ラサ ポタラ宮

１０．●釈迦如来立像　カシミール･６２０～６３０年　ラサ ポタラ宮

１１．●釈迦如来立像　カシミール･７～８Ｃ　ラサ

 チベット博物館

１２．ローカナータ立像　ネパール･１２Ｃ　ラサ チベット博物館

１３．水晶仏塔　ネパール･１７Ｃ　ラサ チベット博物館

１４．釈迦如来坐像タンカ　ネパール･１４Ｃ　ラサ チベット博物館

１５．●梵文　『八千頌般若波羅蜜多経』　インド

　　パーラ朝･１１世紀後期　ロカ ロカ地区博物館

１６．　梵文『八千頌般若波羅蜜多経』　インド　パーラ朝･１２世紀

　　ラサ チベット博物館

１７．●『八千頌般若波羅蜜多経』　チベット･１５Ｃ前半

　　ギャンツェ ペンコルチューデ寺

１８．●カーラチャクラ・タントラ　チベット･１４Ｃ　ラサ

 チベット博物館

１９．　カンギュル　チベット･１７２５年　シガツェ サキャ寺

２０．　テンギュル　清代･１８Ｃ　ラサ ポタラ宮

２１．　四部医典　清代　ラサ チベット博物館

２２．　パドマサンバヴァ坐像　チベット･１７Ｃ　ラサ

 チベット博物館

　１．ソンツェンガンポ坐像

２　ミュージアムセミナー
４月２４日（土）、２８日（水）参加６２名

３　友の会広報セミナー　４月２６日（月）
参加１７３名

記念講演会②

開会式風景

展示風景
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２３．　ナイラートミヤー坐像　チベット･１６Ｃ前半　ロカ

 ミンドゥリン寺

２４．ヴィルーパ坐像　チベット･１６Ｃ前半　ロカ

 ミンドゥリン寺

２５．ダマルパ坐像　チベット･１６Ｃ前半　ロカ ミンドゥリン寺

２６．アヴァドゥーティパ坐像　チベット･１６Ｃ前半　ロカ

 ミンドゥリン寺

２７．タクパギャルツェン坐像　チベット･１６Ｃ前半　ロカ

 ミンドゥリン寺

２８．アティーシャ坐像　明代･１５～１６Ｃ　ラサ ノルブリンカ

２９．ミラレパ坐像　チベット･１６～１７Ｃ　ラサ ポタラ宮

３０．マチク・ラプドゥンマ坐像タンカ　チベット･１７～１８Ｃ　ラサ

 ポタラ宮

３１．ツォンカパ坐像　チベット･１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

３２．ダライラマ１世坐像　清代･１７～１８Ｃ　ラサ ポタラ宮

第２章　チベット密教の精華

３３．金剛界五仏坐像　チベット･１４Ｃ　シガツェ シャル寺

３４．不空成就如来坐像　チベット･１１Ｃ　ラサ チベット博物館

３５．●十一面観音立像　清代･１７～１８Ｃ　承徳 承徳市文物局

３６．薬師マンダラ　チベット･１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

３７．●六臂観音菩薩坐像　西チベット･１２Ｃ末～１３Ｃ初　ラサ

 ポタラ宮

３８．四臂観音坐像タンカ　チベット･１３Ｃ前半　ラサ ポタラ宮

３９．●十一面千手千眼観音菩薩立像　チベット･１７～１８Ｃ　ラサ

 ノルブリンカ

４０．文殊菩薩坐像　チベット･１４Ｃ　ラサ チベット博物館

４１．菩薩立像幡　チベット･１１Ｃ　ロカ ロカ地区博物館

４２．チャクラサンヴァラ父母仏立像タンカ

　　明代･永楽（１４０３～１４２４）　ロカ ロカ地区博物館

４３．●カーラチャクラ父母仏立像　チベット･１４Ｃ前半

　　シガツェ シャル寺

４４．●グヒヤサマージャ坐像タンカ　明代･永楽（１４０３～１４２４）

　　ラサ ポタラ宮

４５．ヘーヴァジュラ父母仏立像　チベット･１８Ｃ　承徳

 承徳市文物局

４６．●ヤマーンタカ立像　チベット･１５～１６Ｃ　ラサ

 ノルブリンカ

４７．●ヤマーンタカ父母仏立像　清代･１８Ｃ　承徳

 承徳市文物局

４８．ヴァジュラキーラ立像タンカ　チベット･１８Ｃ　シガツェ

 サキャ寺

４９．財神立像　元代･１３～１４Ｃ　承徳 承徳市文物局

５０．●不動明王立像タンカ　元代･１３Ｃ末～１４Ｃ初　ラサ

 チベット博物館

５１．●マハーカーラ立像　明代･永楽（１４０３～１４２４）　シガツェ

 サキャ寺

５２．ヤマ立像　明代･１６Ｃ　ラサ ポタラ宮

５３．ペルデンラモ騎騾像　明代･永楽（１４０３～１４２４）　ラサ

 チベット博物館

５４．マーリーチー騎猪像　明代･永楽（１４０３～１４２４）　ラサ

 ポタラ宮

５５．緑ターラー坐像　明代･１５Ｃ　ラサ チベット博物館

５６．●緑ターラー立像　チベット･１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

５７．●白ターラー坐像　清代･１７～１８Ｃ　承徳 承徳市文物局

５８．金剛亥母立像タンカ　チベット･１３Ｃ後半　ラサ

 チベット博物館

５９．●白傘蓋仏母立像　チベット･１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

６０．ダーキニー立像　チベット･１７～１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

６１．●カーラチャクラマンダラ・タンカ　清代･１７～１８Ｃ　ラサ

 ノルブリンカ

６２．●蓮マンダラ　明代･１５Ｃ　ラサ ポタラ宮

６３．ツァツァ型（パドマサンバヴァ）　チベット･１８Ｃ　ラサ

 チベット博物館

６４．金剛薩埵坐像ツァツァ　チベット･１５～１６Ｃ　ラサ

 チベット博物館

６５．十一面観音坐像ツァツァ　チベット･１３～１４Ｃ　ラサ

 チベット博物館

６６．ヤマーンタカ立像ツァツァ　チベット･１３～１４Ｃ　ラサ

 チベット博物館

６７．転法輪印如来坐像ツァツァ　チベット･１３～１４Ｃ　ラサ

 チベット博物館

６８．仏塔ツァツァ　チベット･１３～１４Ｃ　ラサ チベット博物館

６９．タシルンポ寺境内図　チベット･１９Ｃ前半　シガツェ

 タシルンポ寺

７０．造像量度図　チベット･１８～１９Ｃ　ラサ チベット博物館

７１．九鈷金剛杵、金剛鈴　明代･宣徳（１４２６－１４３５）　ラサ

 ポタラ宮

７２．金剛橛　チベット･１２～１３Ｃ　ラサ チベット博物館

７３．獣頭金剛橛　チベット･１７Ｃ　ラサ ポタラ宮

７４．カトヴァーンガ　チベット･１５～１６Ｃ　ラサ ポタラ宮

７５．●カパーラ　チベット･１９Ｃ　ラサ チベット博物館

７６．法輪　清代　ラサ チベット博物館

７７．マニ車　チベット･１９Ｃ　ラサ チベット博物館

７８．マニ輪筒　清代･１８～１９Ｃ　ラサ チベット博物館

７９．マニ輪筒　清代･１７～１８Ｃ　ラサ ノルブリンカ

８０．●カダム塔　チベット･１１～１３Ｃ　ロカ ミンドゥリン寺

８１．●カダム塔　チベット･１１～１３Ｃ　ロカ ミンドゥリン寺

８２．八大仏塔の一　明代･永楽（１４０３～１４２４）　ラサ

 チベット博物館

８３．須弥山マンダラ　チベット･１７Ｃ　ラサ チベット博物館

８４．仏龕　清代･１８～１９Ｃ　ラサ ノルブリンカ

８５．ガウ（携帯用仏龕）　チベット･１８～１９Ｃ　ラサ

 ノルブリンカ

８６．仏堂梁簾　チベット･１９Ｃ末～２０Ｃ初　ラサ ノルブリンカ

８７．権威棒　チベット･１９Ｃ末～２０Ｃ初　ラサ ノルブリンカ

８８．燭台　チベット･１７５７～１７７７年　ラサ ポタラ宮

８９．多穆壺　清代･１８～１９Ｃ　ラサ チベット博物館

９０．香炉　チベット･１８～１９Ｃ　ラサ ポタラ宮

９１．沐浴瓶　チベット･１７Ｃ　ラサ チベット博物館
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９２．高足碗容器　チベット･１６～１７Ｃ　ラサ チベット博物館

９３．ドゥンカル　チベット･１８Ｃ頃　ラサ ポタラ宮

９４．カンリン　チベット･１７～１９Ｃ　ラサ ポタラ宮

第３章　元・明・清との往来

９５．パクパ坐像　元代･１３～１４Ｃ　ラサ ポタラ宮

９６．パクパ画伝タンカ　チベット･１７～１８Ｃ　シガツェ

 サキャ寺

９７．●大元帝師統領諸国僧尼中興釈教之印　元代･１３～１４Ｃ

　　ラサ チベット博物館

９８．●サンギェペル帝師印　元代･１４Ｃ初め　ラサ

 チベット博物館

９９．●灌頂国師之印　元代･１４Ｃ　ラサ チベット博物館

１００．●大慈法王坐像タンカ　明代･宣徳９年（１４３４）頃　ラサ

 チベット博物館

１０１．●明宣徳封誥　明代･宣徳元年（１４２６）　ラサ

 チベット博物館

１０２．●青花高足碗　明代･宣徳（１４２６～１４３５）　ラサ

 チベット博物館

１０３．●青花僧帽壺　明代･宣徳（１４２６～１４３５）　ラサ

 チベット博物館

１０４．●白磁龍文高足碗　明代･永楽（１４０３～１４２４）　ラサ

 チベット博物館

１０５．夾彩宝塔　清代･１８～１９Ｃ　承徳 避暑山荘博物館

１０６．●仏龕　清代･１８～１９Ｃ　承徳 承徳市文物局

１０７．八吉祥　清代･１８～１９Ｃ　承徳 避暑山荘博物館

第４章　チベットの暮らし

１０８．チャム面（マハーカーラ）　チベット･１７～１９Ｃ　ラサ

 ポタラ宮

１０９．チャム面（ヤマあるいはヤマーンタカ）　チベット･１７～１９Ｃ

ラサ ポタラ宮

１１０．チャム装束（忿怒尊）　チベット･近代　ラサ ポタラ宮

１１１．チャム装束（チティパティ）　チベット･近代　ラサ

 ポタラ宮

１１２．アチェラモ装束　チベット･近代　ラサ ポタラ宮

１１３．カーヌーン（竪琴）　チベット　ラサ チベット博物館

１１４．ドゥンチェン　チベット･１７～１９Ｃ　ラサ ポタラ宮

１１５．ドゥンチェン架　チベット･１７～１９Ｃ　ラサ ポタラ宮

１１６．●胸飾　チベット･２０Ｃ　ラサ チベット博物館

１１７．耳飾　チベット　ラサ チベット博物館

１１８．真珠冠　チベット　ラサ チベット博物館

１１９．四部医典タンカ・樹木比喩図　チベット･２０Ｃ　ラサ

 チベット博物館

１２０．四部医典タンカ・チベット医師マンダラ図　チベット･２０Ｃ

ラサ チベット博物館

１２１．四部医典タンカ・中毒関連図　チベット･２０Ｃ　ラサ

 チベット博物館

１２２．四部医典タンカ・人体骨格図　チベット･２０Ｃ　ラサ

 チベット博物館

１２３．四部医典タンカ・四部医典継承図　チベット･２０Ｃ　ラサ

 チベット博物館61．カーラチャクラマンダラ・タンカ

３９．十一面千手千眼観音菩薩

展示風景
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特別展

「インカ帝国のルーツ
黄金の都シカン」

　
会　　期　平成２２年７月２日（金）～８月２２日（日）

開催日数　４５日間

入館者数　４８，９４２人　（一日平均１，０８８人）

観 覧 料　一般１，２００円／高校・大学生８００円／小・

中学生５００円（１０名以上の団体は各１００円

引、前売各２００円引）

主　　催　特別展「インカ帝国のルーツ　黄金の都

シカン」仙台展実行委員会（仙台市博物

館・TBC東北放送・河北新報社）

後　　援　ペルー共和国大使館、外務省、文部科学

省、宮城県、宮城県教育委員会、仙台商

工会議所、（財）仙台観光コンベンション

協会、（財）仙台国際交流協会、朝日新聞

仙台総局、毎日新聞仙台支局、産経新聞

社東北総局、日本経済新聞社仙台支局、

仙台リビング新聞社、NHK仙台放送局、

仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日本放

送、テレビユー福島、テレビユー山形、

Date fm、ラジオ３FM７６．２

協　　力　日本通運、KLMオランダ航空

企画協力　ペルー文化庁、シカン文化学術調査団、

ペルー国立シカン博物館、ペルー国立考

古学人類学歴史学博物館、ペルー国立ブ

リューニング考古学博物館、パチャカマ

遺跡博物館、ペルー中央準備銀行付属博

物館、ビセ財団／エル・ブルホ学術調査

団、ラファエル・ラルコ・ホイレ協会、

ラルコ博物館、ミゲール・ムヒカ・ガヨ

財団、黄金博物館

学術協力　国立科学博物館

企画制作　TBS／TBSアンデス・プロジェクト１９９０

－２０１０

協　　賛　日本製紙株式会社、富士通株式会社、東

北電力株式会社、損害保険ジャパン株式

会社、損保ジャパンひまわり生命保険株

式会社

９世紀から１４世紀頃に南米ペルー北海岸に栄えた
地方文化であるシカン文化は、南イリノイ大学島田
泉教授とシカン文化学術調査団が行った約３０年に及

ぶ調査によって、その実態が明らかにされてきた。
当館では平成８年に特別展「黄金の都　シカン発掘
展」を開催しているが、本展覧会ではその後の発掘調
査で得られた遺物や、最新の科学分析の手法による
新知見を織り交ぜながら、当時の人々の生活や宗教、
世界観について、遺物約２００点によって紹介した。

展示構成

プロローグ　歴史を塗りかえた偉大な考古学者たち
第１部　　　考古学者の回廊「考古学の世界へよう

こそ」
第２部　　　シカン文化の世界―インカ帝国の源流

（宗教、交易、技術力、人々の生活、社
会構造、自然環境）

エピローグ　ミイラが語るシカン文化、よみがえる
歴史的瞬間（映像）

印刷物

ポスター　Ｂ２判２，０００枚、Ｂ３判７２０枚、Ｂ１判１００枚
チラシ　Ａ４判１４０，０００枚
割引券　２００，０００枚
図録　Ａ４判４００ページ

ポスターＢ２
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関連行事　

１　講演会
７月２日（金）１３：３０～１５：００
参加１８７名
演題「アンデスの黄金文化・シカン」
講師：篠田謙一（国立科学博物館人類研究部人

類史研究グループ長）
２　コンサート

７月３１日（土）１３：３０～１５：００
参加１９４名
演奏者：瀬木貴将

（サンポーニャ＆ケーニャ奏者）
越田太郎丸（ギター奏者）

３　ミュージアムセミナー
７月３日（土）、７月７日（水）参加１７２名

４　友の会広報セミナー　７月５日（月）
参加１６５名

５　その他一般団体・学校団体等へのレクチャー　
計１４回　参加５６６名

コンサート

開会式風景

展示資料目録

１．注ぎ口の根元に鳥の顔がついた黒色単注口壺　前期シカン　

不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

２．注ぎ口の根元にシカン神の顔を持ち、円形台座部がついた黒

色単注口壺　中期シカン［初期］　メルセッド神殿地下の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

３．注ぎ口の根元にシカン神の顔を持ち、低い台座がついた灰色

単注口壺　中期シカン［中期］　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４．注ぎ口の根元にシカン神の顔を持ち、高い台座がついた灰色

単注口壺　中期シカン［後期］　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５．長い注口部と台座を持つ黒色単注口壺　後期シカン　ベンタ

ナス神殿南側の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６．シカン黄金製大仮面　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７．黄金製羽根飾り　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８．高純度の金で作られた耳飾り　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９．高純度の金で作られた耳飾り　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０．トルコ石と貝殻のビーズの塊　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１．トゥンバガの仮面　中期シカン　ロロ神殿西の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２．銀とトルコ石の胸飾り　中期シカン　ロロ神殿西の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１３．黄金製の頭飾り　中期シカン　ロロ神殿西の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４．顔型単頸壺を作る型の破片　中期シカン　シアルーペ遺跡土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１５．小人像を作る型　中期シカン　シアルーペ遺跡土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６．シカン黄金製大仮面
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３８．シカン神の顔を逆さまに打ち出し細工した黄金の儀式用ケロ

　中期シカン　不明

 ラファエル・ラルコ・ホイレ協会／ラルコ博物館

３９．シカン神の顔を逆さまに打ち出し細工した銀の儀式用ケロ　

中期シカン　不明

 ラファエル・ラルコ・ホイレ協会／ラルコ博物館

４０．シカン神の顔を打ち出し細工した砒素銅製儀式用トゥミ　中

期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４１．辰砂彩色仮面　中期シカン　ベンタナス神殿マウンドの南東

の角 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４２．黄金の儀式用トゥミ　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

４３．砒素銅製の実用トゥミ　中期シカン［初期］　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

４４．砒素銅製の実用トゥミ　中期シカン［中期］　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

４５．砒素銅製の実用トゥミ　中期シカン［後期］　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

４６．ナイペ　中期シカン　メノール遺跡

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４７．ナイペ　中期シカン　メノール遺跡

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４８．ナイペ　中期シカン　メノール遺跡

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４９．標準化された砒素銅薄板の包み　中期シカン　ロディヨナ

（レルカンレチ）神殿頂上の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５０．標準化された砒素銅薄板の包み　中期シカン　ロディヨナ

（レルカンレチ）神殿頂上の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５１．ウミギクガイ　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５２．ウミギクガイ　中期シカン　ロロ神殿東の墓　ペルー文化

庁・ペルー国立シカン博物館

５３．ウミギクガイ　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

４２．黄金の儀式用トゥミ（部分）

１６．モチェに由来する様式の彫刻付き容器　中期シカン　ロロ神

殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７．ミニチュアの灰色土器の壺　中期シカン　ロロ神殿西側ス

ロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１８．手作りのミニチュア壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ

脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１９．飾りのない手作りのミニチュア壺　中期シカン　ロロ神殿西

側スロープ脇墓群　ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２０．貝殻製と石製のビーズで作られた胸飾り　中期シカン　ロロ

神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２１．大型の砒素銅製のトゥミ　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２２．素焼きの単頸把手壺　中期シカン　ロロ神殿東側広場の墓　

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２３．シカン神立像を型押しした壺　中期シカン　ベンタナス神殿

東の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２４．神話的ネコ科動物を型押しした壺　中期シカン　ベンタナス

神殿南東の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２５．型入れ成型壺　中期シカン　ベンタナス神殿南東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２６．翼を持つシカン神のついた型入れ成型壺　中期シカン　ロロ

神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２７．三日月形の砒素銅製工芸品　中期シカン　ロロ神殿西側ス

ロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２８．シカン神とふたりの従者をかたどった壺　中期シカン　ロロ

神殿北東角の墓１ ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

２９．黄金のケロ　中期シカン　不明

 ペルー中央準備銀行付属博物館

３０．黄金薄板製半袖チュニック　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

３１．シカン神の顔を打ち出し細工した黄金のケロ　中期シカン　

不明 ペルー中央準備銀行付属博物館

３２．生まれたての昆虫をかたどった土製装飾　中期シカン　ロロ

神殿東側広場の墓と同じ時期の床

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

３３．シカン神の顔とヒキガエルを打ち出し細工した黄金のケロ　

中期シカン　不明 ペルー中央準備銀行付属博物館

３４．黒色・土製・中空の神話的ヘビの頭部　中期シカン　不明　

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

３５．黄金のガラガラ（柄は失われている）　中期シカン　ロロ神殿

東の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

３６．様式化された鳥形の土笛　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

３７．装飾付き骨製フルート（ケーナ）　中期シカン　ロロ神殿北東

の墓１ ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館
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５４．ウミギクガイ模様を打ち出し細工した黄金のケロ　中期シカ

ン　不明 ペルー中央準備銀行付属博物館

５５．ウミギクガイ形黒色土器　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

５６．イモガイ　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５７．イモガイ　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５８．方ソーダ石と貝殻のビースの集塊　中期シカン　ロロ神殿東

の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

５９．琥珀ビーズのネックレス　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６０．黄色と赤の顔料　中期シカン　ロロ神殿東側広場の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６１．土製の灰色シカン神像　中期シカン　ロロ神殿東側広場の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６２．緑石製の座った男の彫像　中期シカン　ロロ神殿東側広場の

墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６３．金属加工用ハンマーストーン　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

６４．金属加工用ハンマーストーン　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

６５．金属加工用ハンマーストーン　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

６６．金属加工用ハンマーストーン　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

６７．羽口　中期シカン～シカン･チムー？　セロ・ワリンガ遺跡　

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６８．羽口　中期シカン～シカン･チムー？　セロ・ワリンガ遺跡　

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

６９．羽口　中期シカン～シカン･チムー？　セロ・ワリンガ遺跡　

ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７０．砒素銅鋳塊　シカン？　不明　ペルー文化庁・ペルー国立ブ

リューニング考古学博物館

７１．鋳塊製造用の土器　中期シカン　シアルーペ遺跡金属加工工

房跡 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７２．砒素銅鋳塊　中期シカン　シアルーペ遺跡金属加工工房跡

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７３．砒素銅製スプーン　中期シカン　シアルーペ遺跡金属加工工

房跡 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７４．砒素銅製スプーン作りの母型　中期シカン　シアルーペ遺跡

金属加工工房跡 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７５．鋳塊を作る為の鋳型　中期シカン　シアルーペ遺跡金属加工

工房跡 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

７６．砒素銅の鑿　シカン？　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

７７．砒素銅の穿孔道具　シカン？　不明　ペルー文化庁・ペルー

国立考古学人類学歴史学博物館

７８．金の鑿　シカン？　不明

 ミゲール・ムヒカ・ガヨ財団／黄金博物館

７９．金の鑿　シカン？　不明

 ミゲール・ムヒカ・ガヨ財団／黄金博物館

８０．高純度の金で作られた耳飾り　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８１．高純度の金で作られた耳飾り　中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８２．発見された黄金工芸品用の完成部品　中期シカン　ロロ神殿

東の墓の壁龕 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８３．トゥンバガの薄板で覆われた黒色橋形双注口壺　中期シカン

メルセッド神殿地下の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

８４．高純度の黄金製の卵を抱いた蜘蛛　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

８５．多数の金箔片を付けて折りたたんだ布の層（布はすでに腐朽）

中期シカン　ロロ神殿東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８６．土器製作用の木製へら　シカン？　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

８７．土器製作用の木製へら　シカン？　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

８８．完全な土器作りの型セット　中期シカン　シアルーペ遺跡土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

８９．土製押し型　中期シカン　シアルーペ遺跡土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９０．完全な土器作りの型セット　中期シカン　シアルーペ遺跡土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９１．黒色単注口壺の把手の一部　中期シカン　シアルーペ遺跡土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９２．土製押し型　中期シカン　シアルーペ遺跡土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９３．黒色単注口壺の把手の一部　中期シカン　シアルーペ遺跡土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９４．型取り用原型　中期シカン　シアルーペ遺跡土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９５．型取り用原型　中期シカン　シアルーペ遺跡土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９６．土器製作用の磨き上げた石の台　中期シカン　シアルーペ遺

跡土器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９７．土製パドル（部分）［土器の成型スタンプ］　チムー　パンパ・

デ・ブーロ遺跡の土器工房

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９８．パドルで装飾した素焼きのオリャ［調理用壺］　中期シカン　

ワカ・デ・プエブロ・バタングランデ遺跡の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

９９．ミニチュア黒色人物象形壺（円筒形の帽子をかぶり杖を持っ

た男性像）　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１００．黒色人物立像（円筒形の帽子をかぶり、片手を顎に、もう片

手を胸にあてている男性像）　中期シカン　ロロ神殿西側ス

ロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館
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１０１．灰色人物立像（不釣り合いに大きな耳を持ち、半球形の帽子

をかぶった男性像）　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇

墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０２．両手を胸にあてたシカン支配者（おそらく女性）の灰色像　

中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０３．ミニチュアの赤色壺（デフォルメされた皺だらけの男性をか

たどったもの）　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０４．シカン男性坐像をかたどったミニチュアの黒色壺　中期シ

カン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０５．口部の広がったミニチュアの褐色壺　中期シカン　ロロ神

殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０６．クリーム色のスリップと黒い塗料で装飾した大型の短頸壺

中期シカン　シアルーペ遺跡の土器工房の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０７．動物を絵付けした浅鉢　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０８．砒素銅製の縫い針　中期シカン　メルセッド神殿の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１０９．砒素銅鋳造紡錘車［糸を紡ぐ時に使う錘］　中期シカン　シ

アルーペ遺跡金属加工工房跡

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１０．円錐形の白色石灰の塊　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１１．シカン神の像を織り込んだ多色タペストリー　中期シカン

不明 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１２．シカン神の姿を描いた木綿布　中期シカン　パチャカマク

のラス・パルマス地区 パチャカマ遺跡博物館

１１３．ミイラ包みの多彩式飾り帯［地方のシカン様式の例］　中期

シカン　ブルホ遺跡、カオ・ビエホ神殿

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１１４．ウミギクガイの貝殻の加工工程と、細工用の道具　チムー

～インカ　ラ・ビーニャ南東の墓地

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１５．瓜をかたどった双胴鐙型注口壺　　中期シカン　ロロ神殿

西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１６．リャマ頭部をかたどった単注口把手壺　中期シカン［後期］

ロロ神殿東側広場の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１１７．ザリガニ飾りつき橋型双注口クリーム色壺　中期シカン　

不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１１８．無毛犬のミニチュア像が付きカボチャ型黒色壺　中期シカ

ン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１１９．トウモロコシの穂軸をかたどりトウモロコシ神の立像をつ

けた黒色橋型双注口壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１２０．カモ型の胴部と取っ手を持つ黒色壺　中期シカン　不明　

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１２１．大型魚をかたどった灰色橋型単注口壺　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１２２．赤色のツマミ付きオリャ　中期シカン　ワカ・デ・プエブロ・

バタングランデ遺跡の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２３．黒色ラクダ科動物型笛　中期シカン　シアルーペ遺跡の土

器工房 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２４．灰色単注口把手付き壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２５．クリーム色地に赤い幾何学模様を配した浅鉢　中期シカン

　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２６．赤い塗料（退色している）で模様を絵付けした卵形の頸なし

オリャ　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２７．人の頭をかたどった赤色笛　中期シカン　ロロ神殿西側ス

ロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２８．男の像が付いた黒色壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１２９．長管骨で作ったフルート（ケーナ）　中期シカン　ロロ神殿

北東角の墓１ ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１３０．黒色の裸の男性像　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１３１．灰色の裸の女性像　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１３２．灰色橋型双注口笛吹き壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１３３．黒色人物顔型単注口把手付き壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１３４．漁用葦舟と海に関連した主題で装飾した円盤型胴部の黒色

壺　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１２１．大型魚をかたどった灰色橋型単注口壺



－　　－63

１３５．海に関連した主題で装飾し円盤型胴部の黒色壺　中期シカ

ン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１３６．砒素銅を鋳造した穴掘り道具の先端部　シカン？　不明　

ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１３７．砒素銅を鋳造した穴掘り道具の先端部　シカン？　不明　

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１３８．無毛犬をかたどった灰色単注口把手付き壺　中期シカン　

ロロ神殿北東角の墓１

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１３９．若い無毛犬をかたどったミニチュア壺　中期シカン　ロロ

神殿東側広場の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４０．齧歯類をかたどった、灰色長頸壺　中期シカン　ロロ神殿

西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４１．１羽の鳥と２個のヒョウタンをかたどった双胴壺　後期シカ

ン　不明　ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学

博物館

１４２．顔型の頸部を持つ大型の壺　中期シカン　ロロ神殿西の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４３．円盤型胴部を持つ灰色単注口把手付き壺　中期シカン　ロ

ロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４４．インコ型灰色－褐色壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４５．つまみ付きエビ型赤色壺　中期シカン　ロロ神殿西側ス

ロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４６．トゥンバガの薄板で覆われた赤色単注口把手付き壺　中期

シカン　ロロ神殿北東角の墓１

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４７．動物の頭をかたどった土製付属品　中期シカン　ロロ神殿

東側広場の墓と同時代の床

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４８．動物の頭をかたどった土製付属品　中期シカン　ロロ神殿

東側広場の墓と同時代の床

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１４９．動物の頭をかたどった土製付属品　中期シカン　ロロ神殿

東側広場の墓と同時代の床

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１５０．黒色顔型頸壺　中期シカン　ロロ神殿北東の角墓３

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１５１．赤色単注口把手付き壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１５２．胴部をヘビとトカゲで装飾した黒色壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１５３．ヒキガエル型黒色壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立ブリューニング考古学博物館

１５４．鳥型褐色笛吹き壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１５５．シカをかたどった鐙型注口壺　中期シカン　ロロ神殿西側

スロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１５６．野生のカモをかたどった褐色笛吹き壺　後期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１５７．黒色逆Ｕ字型壺　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１５８．壮麗な建築物をかたどった赤色橋型双注口壺　中期シカン

不明 ペルー中央準備銀行付属博物館

１５９．銀金合金の薄板製チュニック　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１６０．装飾付き木製輿の背部　中期シカン　不明

 ミゲール・ムヒカ・ガヨ財団／黄金博物館

１６１．翼を持ったシカン神を打ち出した黄金のケロ　中期シカン

不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１６２．輿に乗る翼を持ったシカン神をかたどった黒色単注口把手

付き壺　中期シカン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１６３．ウミギクガイをかたどった木製杖の上端　中期シカン　ロ

ロ神殿西の墓 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６４．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６５．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６６．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６７．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６８．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１６９．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７０．ミニチュアの供物土器　中期シカン　ロロ神殿西側スロー

プ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７１．円盤型胴部を持つ黒色単注口壺　中期シカン　ロロ神殿西

側スロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７２．仔犬を咥えて運ぶ牝犬をかたどった鐙型注口壺　中期シカ

ン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７３．４つの角を持つ帽子をかぶった従者の頭２つがついた黒色

単注口壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７４．クリーム色スリップをかけたウミギクガイ装飾付き単注口

壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７５．クリーム色のスリップをかけた鳥型胴体鐙型注口壺　中期

シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館
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１７６．浅浮彫り装飾を施した灰色単注口壺　中期シカン　ロロ神

殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７７．辰砂彩色頭飾りをかぶったシカン神像付きの褐色単注口把

手付き壺　中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７８．プラットフォーム上に座ったシカン神をかたどった鐙型注

口壺　中期シカン　ベンタナス神殿南東の墓

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１７９．田舎風の中期シカン様式の黒色単注口把手付き壺　中期シ

カン　ブルホ遺跡、カオ・ビエホ神殿西斜面の墓地

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１８０．中期シカンの黒色単注口把手付き壺　中期シカン　ブルホ

遺跡、カオ・ビエホ神殿西斜面の墓地

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１８１．男性坐像型のミニチュア赤色手彫り成型壺　中期シカン　

ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１８２．フクロウ型赤色手彫り成型壺　中期シカン　ロロ神殿西側

スロープ脇墓群 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１８３．太鼓を叩く女性をかたどった手彫り成型褐色鐙型注口壺　

中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１８４．ラブレットをした男性の頭部をかたどった灰色壺　中期シ

カン　不明

 ペルー文化庁・ペルー国立考古学人類学歴史学博物館

１８５．ロロ神殿東の墓と西の墓の中心被葬者（レプリカ）　中期シ

カン　ロロ神殿東の墓と西の墓 国立科学博物館

１８６．発掘時の遺骨の状態を示すレプリカ　中期シカン　ロロ神

殿西側スロープ脇墓群 国立科学博物館

１８７．保存状態良好な人間の頭蓋骨（顔に辰砂が塗られている）　

中期シカン　ロロ神殿西側スロープ脇墓群

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

１８８．発掘時の遺骨の状態を示すレプリカ　中期シカン　ロロ神

殿西側スロープ脇墓群 国立科学博物館

１８９．上端にシカン神の頭とウミギクガイの形の飾りがついた木

製杖　中期シカン　ブルホ遺跡、カオ・ビエホ神殿西斜面の

墓地 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１９０．銅合金のマスクをつけた遺体包み　中期シカン　ブルホ遺

跡、カオ・ビエホ神殿西斜面の墓地

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１９１．植物繊維を編んで作られた冠　中期シカン　ブルホ遺跡、

カオ・ビエホ神殿西斜面の墓地

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

１９２．保存状態良好なアンデスのラクダ科動物の頭蓋骨　中期シ

カン　ブルホ遺跡、カオ・ビエホ神殿西斜面の墓地

 ペルー文化庁・ビセ財団／エル・ブルホ学術調査団

参考　ロロ神殿模型 ＴＢＳ

参考　島田泉先生愛用道具 個人蔵

参考　デッサン 　個人蔵

参考　東の墓の主複顔模型

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

参考　西の墓の主複顔模型

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

参考　鉱物　６種 国立科学博物館

参考　金の純度を示すプレート

 ペルー文化庁・ペルー国立シカン博物館

※資料写真はすべて　撮影：義井　豊

１６０．装飾付き木製輿の背部
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企画展

「新たな国民のたから
－文化庁購入文化財展－」

　

会　　期　平成２２年９月１０日（金）～１０月１７日（日）

開催日数　３３日間

入館者数　１７，１９０人　（一日平均５２１人）

観 覧 料　一般・大学生４００円／高校２００円／小・中

学生１００円（３０名以上の団体は各２割引）

主　　催　文化庁、仙台市博物館

共　　催　NHK仙台放送局、河北新報社

後　　援　朝日新聞仙台総局、毎日新聞仙台支局、

読売新聞東北総局、産経新聞社東北総

局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビ

ング新聞社、TBC東北放送、仙台放送、

ミヤギテレビ、KHB東日本放送、Date 

fm、ラジオ３FM７６．２

文化庁は、国宝・重要文化財の指定をはじめ、文
化財の保存と活用に関する様々な事業を行ってい
る。その中に、貴重な「国民のたから」である文化
財の散逸や海外流出を防ぐための文化財購入があ
る。この事業によって購入された多くの文化財は、
国立博物館や各地の博物館・美術館が開催する展覧
会に出品され、今日まで積極的な保存・活用が図られ
てきている。
本展では、文化庁との共催によって、日本文化の
すばらしさや文化財を守る意義を感じてもらうた
め、近年国が購入した文化財の優品３７件８７点を紹介
した。東北・北海道地域では初開催であった。

展示構成

１．彫刻の優
２．掘り出された心
３．書の華
４．工芸の粋
５．描かれた美
６．保存と公開（絵画修復に関するパネル展示）

印刷物

ポスター　Ｂ２判　１，５００枚／Ｂ３判　５００枚
チラシ　Ａ４判　４５，０００枚
リーフレット　Ａ４判　１５ページ

関連行事

１　 子どもギャラリートーク「国民のたからってな
あに？」
１０月１２日（火）１３：００～１３：３０
※秋休み開館日
企画展示室　参加４３人

２　親と子の博物館ミニコンサート
１０月１２日（火）１４：００～１５：００
※秋休み開館日
演奏：チェロカルテット

向井佳絵子（チェロ奏者）
藤森　亮一（ＮＨＫ交響楽団）
村井　　将（ＮＨＫ交響楽団）
山内　俊輔（ＮＨＫ交響楽団）

博物館エントランスホール　参加２６５人
３　ミュージアムセミナー
９月１１日（土）　参加２０名

４　友の会広報セミナー
９月１３日（月）　参加１５５人

５　プレイミュージアムイベント「和綴じに挑戦！」

展示風景
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展示資料目録
　※●は国宝　◎は重要文化財　○は重要美術品

彫刻の優

１．◎木造文殊菩薩騎獅像　１軀 平安・１１Ｃ

２．◎木造阿弥陀如来坐像　１軀 平安・１１４７年

３．木造雲中供養菩薩像　１軀 平安・１２Ｃ

４．◎木造不動明王立像　１軀 平安・１１Ｃ

５．◎木造泰澄及二行者坐像　３軀 室町・１４９２年

掘り出された心

６．◎筑前国筑紫郡宝満山経塚出土品　一括 平安・１２Ｃ

７．◎山城国花背別所経塚群出土品　一括 平安・１２Ｃ

書の華

８．○紙本墨書伊勢集断簡（石山切）（秋月ひとへに）　１幅

 平安・１２Ｃ

９．紺紙金字大智度論巻第十一（神護寺経）　１巻 平安・１２Ｃ

１０．◎後撰和歌集上巻（片仮名本）　３帖 鎌倉・１３Ｃ

１１．◎伏見天皇宸翰御詠草　百首（広沢切）　１巻 鎌倉・１３Ｃ

１２．世界全図　１鋪 清代・１７Ｃ

工芸の粋

１３．●太刀　銘久国　１口 鎌倉・１３Ｃ

１４．◎色々威胴丸　１領 室町・１５Ｃ

１５．◎緋威五十二間四方白星兜　１頭 南北朝・１４Ｃ

１６．○根来塗菜桶　１口 鎌倉・１３０７年

１７．花鳥蒔絵小箪笥　１基 桃山・１６Ｃ末～１７Ｃ初

１８．秋草桐紋蒔絵棚　１基 桃山・１７Ｃ

１９．叢梨地牡丹唐草向鶴紋散蒔絵調度　３６種のうち２３種

 江戸・１８Ｃ

２０．蝶蜻蛉蒔絵螺鈿料紙箱及硯箱　１具 江戸・１８Ｃ

２１．灰釉長頸瓶　１口 飛鳥・７Ｃ

２２．◎珠洲草樹文壺　１口 鎌倉・１３Ｃ

２３．鼠志野草文額皿　１枚 桃山・１６Ｃ末～１７Ｃ初

２４．耳付花生　１口 桃山・１７Ｃ

２５．織部松文四方平皿　１枚 桃山・１７Ｃ

２６．銹絵雪笹文手鉢　仁阿弥道八作　１口 江戸・１９Ｃ

２７．◎蘆屋浜松図真形釜　１口 室町・１５Ｃ

２８．◎色絵若松図茶壺　仁清作　１口 江戸・１７Ｃ

２９．能装束類　６領 江戸・１７～１９Ｃ

描かれた美

３０．◎絹本著色孔雀明王像　１幅 平安・１２Ｃ

３１．紙本著色韃靼人狩猟図　六曲屏風　　６曲１双 室町・１６Ｃ

３２．紙本墨画四季山水図　六曲屏風　雪村周継筆　６曲１双

 室町・１６Ｃ

３３．◎紙本著色歓喜天霊験記（伝天神縁起）　２巻のうち１巻

 鎌倉・１３Ｃ

３４．○紙本墨画江山蕭寺図　王時敏筆　１巻 明代・１６３５年

３５．◎紙本著色西行法師行状絵詞　６巻のうち２巻 江戸・１７Ｃ

３６．◎絹本著色四季山水図（寺村家伝来与謝蕪村関係資料のうち）

　　４幅 江戸・１７７２年

３７．◎紙本著色群仙図　六曲屏風　曾我蕭白筆　６曲１双

 江戸・１７６４年

　１．文殊菩薩騎獅像

８．伊勢集断簡（石山切）

（秋月ひとへに）

　３７．群仙図　曾我蕭白筆
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企画展

「仙台人物誌　
～江戸時代のあんな人、こんな人～」

会　　期　平成２２年１０月２６日（金）～１２月１９日（日）

開催日数　４６日間

入館者数　１４，９４１人　（一日平均３２５人）

観 覧 料　常設展観覧料金

主　　催　仙台市博物館

共　　催　河北新報社

後　　援　NHK仙台放送局、朝日新聞仙台総局、毎

日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、産

経新聞社東北総局、日本経済新聞社仙台

支局、仙台リビング新聞社、TBC東北放

送、仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日

本放送、Datefm、ラジオ３

仙台藩の歴史は、全国的な知名度を誇る伊達政宗
にはじまる。しかし、仙台の歴史を作ってきたの
は、それぞれの時代を生きた人々である。この展覧
会では、藩主を支えた家臣や町人、人材育成に励む
学者やそのライバルたち、幅広い交友関係を見せる
文化人など、江戸時代の政治・学問・文化などの各
界で活躍した人物をはじめ、今まで脚光を浴びる機
会の少なかった人物にも注目し、総勢４１名の人物の
軌跡を、自筆書状や書画類、著作物、肖像画など１２３
件の資料を通して紹介した。
博物館の収蔵資料の多彩さや、仙台藩主以外にも
活躍した多くの人々の存在を知ることができたと、
市民の方からは好評であった。

展示構成

はじめに　仙台のまちづくり
第１章　　仙台藩を支える　
第２章　　学び、ひとを育てる
第３章　　文化でつながる
番外編　　のぞいてみよう！仙台っこのくらし
第４章　　幕末を駆ける

印刷物

ポスター　Ｂ３版　１，０００枚
チラシ　Ａ４版　４０，０００枚
リーフレット　Ａ４版８頁　１０，０００部
改訂版　３，０００部

関連行事

１　しろ・まち講座３
１１月２０日（土）１３：３０～１５：００　博物館ホール
参加９４人
展示解説「仙台にいたあんな人、こんな人」
講師：水野沙織（当館学芸員）

２　ミュージアムセミナー
１１月６日（土）参加１３人

３　市民センター・市民団体等への展示解説
１１件４３５人

展示風景

ポスターＢ３
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三浦乾也

２３．三浦乾也写真（印刷）　（明治）　１面 新井田Ｃ

２４．佐伯彦三郎造船関係蔵書　江戸後期　４冊 館蔵

２５．開成丸調練帰帆図　三浦乾也画　安政５年　１幅 個人蔵

佐藤助右衛門

２６．佐藤恒太郎季恒先祖勤功書出　慶応元年１１月　１綴

 三原良吉Ｃ

２７．国分大倉村難渋御百姓共江松皮餅被下置通帳　天保７年

　　１綴 館蔵

２８．仙台祭渡物図　江戸後期　１枚 三原良吉Ｃ

小倉三五郎

２９．小倉三五郎肖像　明治　１幅 個人蔵

３０．小倉三五郎関係文書　江戸末期～明治初期　１幅 個人蔵

第２章　学び、ひとを育てる

～仙台藩の学問の基盤をつくる～

遊佐木斎

３１．未発之愛説　遊佐木斎筆　延宝７年　１冊 中村Ｃ

３２．山崎闇斎肖像　大槻平泉賛　天保８年　１幅 伊文

３３．遊佐木斎書「鹿島二首」　年未詳５月２２日　１幅 菊田定郷Ｃ

田辺希賢

３４．◇御四代伊達治家記録　田辺希賢撰　元禄１６年　２冊 伊文

３５．田辺希賢治家記録編さん伺書　（伊達綱村宛）

　　（元禄１５年）閏８月　１通 伊文

３６．田辺希賢意見書　伊達吉村宛　（享保３年）１１月２７日　１通

 伊文

佐久間洞巌

３７．奥羽観跡聞老誌　佐久間洞巌著　享保４年　２冊 個人蔵

３８．新井白石書翰　佐久間洞巌宛　（享保５年）１１月１３日　１巻

 伊文

３９．墨梅図　佐久間洞巌筆　享保１０年　１幅 伊澤家Ｃ

～仙台藩の学問所に思いを込めて～

芦東山

４０．仲春東遷（写）　天保１４年５月３日　１冊 中村Ｃ

４１．芦東山書「先天為心祖」　江戸中期　１幅 個人蔵

４２．高橋与右衛門起請文　宝暦７年７月２１日　１通 伊文

大槻平泉

４３．大槻平泉肖像　東東来原画　高橋松亭模写　近代　１幅

 佐藤暉雄氏寄贈

１５．中村景貞乗馬図絵馬

展示資料目録
　※□は宮城県指定文化財、◇は仙台市指定文化財

　※伊文＝伊達家寄贈文化財、Ｃ＝コレクション

　　

はじめに

１．田町紙専売願書写　寛永１８年８月２６日　１綴 伊文

２．伊達政宗黒印状　小田原天神別当宛　（慶長６年）９月７日　

　　１通 伊文

３．大崎八幡来由記　松原探水筆　享保元年　１巻

 大崎八幡宮蔵

４．◇奥州仙台城絵図　正保２年　１鋪　 （財）斎藤報恩会蔵

第１章　仙台藩を支える

～藩主とともにあり～

茂庭綱元

５．伊達政宗書状　茂庭綱元宛　年未詳７月５日　１通 館蔵

６．伊達政宗書状　茂庭綱元宛　年未詳１０月１日　１幅

 三原良吉Ｃ

７．松山城図　江戸　１鋪 伊文

古内重広

８．奉行衆評定人起請文写　（寛永１３年８月２６日）　１通 伊文

９．伊達忠宗書状　古沢久巴宛　年未詳３月６日　１巻 伊文

１０．古内重広書状　相原助左衛門宛　年未詳９月１３日　１通

 伊文

観心院

１１．◇観心院肖像　土井利徳筆　江戸後期　１幅 伊文

１２．御奥方格式等　江戸中期　８冊 伊文

１３．東藩史稿　四　巻之十　作並清亮編　大正４年１２月刊　１冊

 伊文

１４．伊達重村・重村正室近衛氏和歌　江戸中期　１幅 伊文

中村景貞

１５．◇中村景貞乗馬図絵馬　文化５年　１点

 落合観音堂大善院蔵

１６．　六代治家記録　紹山公十五　国分平編　明治７年　１冊

 伊文

堀田正敦

１７．堀田正敦書状　伊達周宗宛　年未詳１２月２２日　１通 伊文

１８．□禽譜（山禽）　堀田正敦編　寛政～文政年間　１帖

 宮城県図書館蔵

～縁の下で支える～

平塚籾右衛門

１９．平塚籾右衛門像　（江戸後期）　１体 館蔵

２０．御修覆帳（堂形）　江戸中期　１冊

 東北大学大学院工学研究科蔵

五代目　千田理兵衛

２１．唯一神道御木作・御釿始・御釿立祭礼秘伝

　　享保１７年１１月２２日　１巻 千田家資料

２２．　御大工棟梁千田理兵衛知行加増につき書付　享保２１年１月

　　１通 千田家資料



－　　－69

４４．養賢堂全図　江戸後期　１幅 館蔵

４５．大槻平泉詩稿　大槻平泉筆　江戸後期　１冊 中村Ｃ

桜田欽斎

４６．結社誓辞碑拓本　桜田欽斎撰　江戸後期　１幅 伊文

４７．理気鄙言　桜田欽斎著　文化元年序　１冊 中村Ｃ

斎藤竹堂

４８．銅版世界図　斎藤竹堂識　嘉永３年　１巻 館蔵

４９．村居三十律　斎藤竹堂著・首藤杏邨校　明治１４年刊　１冊

 尚文館Ｃ

５０．　斎藤竹堂書「春風吹草満池塘」　江戸後期　１幅 館蔵

～医学の発展を信じて～

大槻玄沢

５１．大槻玄沢肖像　小田百合原画　高橋松亭模写　近代　１幅

 佐藤暉雄氏寄贈

５２．大槻玄沢口上書　年未詳５月　１幅 伊文

５３．□生計纂要（厚生新編）　ショメール編・大槻玄沢等訳

　　江戸後期　６冊 宮城県図書館蔵

５４．瘍医新書　大槻玄沢訳　杉田玄白起業　文政８年刊　２冊　

 館蔵

佐々木中沢

５５．存真図腋　佐々木中沢著　畠山仙江画　文政５年　１冊

 山形敝一氏寄贈

５６．民間備荒禄　建部清庵著　明和８年　２冊 館蔵

大槻俊斎

５７．大槻俊斎書状　大槻龍之進宛　弘化３年５月朔日　１通

 大槻祐一氏寄贈

５８．猫図　高野長英筆　江戸後期　１幅 大久保Ｃ

青柳文蔵

５９．青柳文庫記碑拓本　松崎慊堂撰　天保２年８月１日　１幅

 伊文

６０．青柳館文庫総目　年月日未詳　１冊 尚文館Ｃ

６１．珍貨銭彙　（青柳文蔵収集）　文政６・１０年　２箱 伊文

６２．士民青柳館蔵書借覧ノ図『修身図鑑下』　三好清篤著　明治

　　１綴 （財）斎藤報恩会蔵

第３章　文化でつながる

～仙台城下の文化人たち～

大淀三千風

６３．俳人百家撰　緑亭川柳編・歌川国輝画　嘉永８年　１冊

 尚文館Ｃ

６４．松島眺望集　上・下巻　大淀三千風編　天和２年　２冊

 宮城県図書館蔵

南山古梁

６５．南山外集　南山古梁著　天保７年 尚文館Ｃ

６６．南山外集刻費　諸家入銀収票日記　天保６年　１冊

 尚文館Ｃ

６７．南山古梁書屏風　南山古梁筆　江戸後期　６曲１隻 石原Ｃ

６８．優游一奇　根本堂南編　寛政１０年　１冊 館蔵

６９．中井文寿仙台書画会画巻　南山ほか筆　寛政１０年　１巻

 館蔵

松窓乙二

７０．時雨の句　松窓乙二筆・溶々画　江戸後期　１幅

 杉村豊太郎氏寄贈

７１．松窓句集　松窓乙二著　文政６年　１冊 尚文館Ｃ

７２．釣奇一覧　千柳亭序　安政３年　１冊 阿部次郎Ｃ

遠藤曰人

７３．宿場の図　遠藤曰人筆　文政１１年　１幅 館蔵

７４．蛙相撲図　遠藤曰人筆　天保４年　１幅 館蔵

大場雄淵

７５．たまくしげ　仙台の部　大場雄淵著　文化３年　１冊

 藤塚家資料

７６．奥州名所図会　巻之一　大場雄淵筆　江戸後期　２冊

 （財）斎藤報恩会蔵

横田禾月

７７．俳諧三十六句仙　足了庵禾月尼　嘉永６年　１冊

 阿部次郎Ｃ

７８．横田禾月書状　小野宛　年未詳３月１０日　１通 小野家資料

只野真葛

７９．只野真葛書状　只野伊賀宛　（寛政９年ころ）　１通 個人蔵

８０．かほるはちす　只野真葛筆　（寛政１０年ころ）　１冊 個人蔵

８１．只野真葛愛用の鏡　（江戸）　２点 個人蔵

林子平

８２．林子平肖像　牧互秀筆　近代　１幅 愛宕中学校寄贈

８３．蝦夷錦の袖口　（江戸）　１点 藤塚家資料

８４．海国兵談　林子平著　寛政３年　１冊 館蔵

８５．林子平書状　藤塚式部宛　（寛政４年）６月１日　１通

 中村Ｃ

藤塚式部

８６．報賽歌　林子平筆　（寛政３年）　１幅 藤塚家資料

８７．藤塚家家譜　藤塚式部筆　安永４年１０月　１冊　藤塚家資料

８８．名山蔵書目録　藤塚知能（東卿）編　享和２年　１冊

 宮城県図書館蔵

～活躍の場は江戸～

二代目　谷風梶之助

８９．谷風小野川立ち合いの図　勝川春章画　天明年間　１枚

 館蔵

９０．寛政六年十一月相撲番付　寛政６年１１月　１枚 三原良吉Ｃ

９１．片倉代々記　村典二　江戸　１冊 片倉家資料

９２．掻巻　谷風梶之助使用　江戸後期　１領 個人蔵

忠岡三千子

９３．◇長松院肖像　忠岡三千子筆　江戸中期　１幅 伊文

９４．衣通姫図　忠岡三千子筆　江戸中期　２幅 館蔵

番外編　のぞいてみよう！仙台っこのくらし　　

濱田景長

９５．なみだのたね　濱田景長筆　大正４年　１冊 個人蔵

９６．濱田家年中行事　文久２年　１冊 個人蔵

９７．濱田景長写真　（明治３年）　１枚 個人蔵
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佐吉

９８．参詣記　紙店手代佐吉筆　文政３･４年　１冊

 （財）斎藤報恩会蔵

第４章　幕末を駆ける

～信念をつらぬく～

坂英力

９９．坂英力書状　慶応３年１２月１６日　１通 伊文

１００．坂英力書状　馬場昇・伊藤文左衛門宛　（明治元年）１１月５日

１幅 大久保Ｃ

１０１．明治戊辰江戸獄囚人書　和歌「囚中述懐三首」　坂英力筆

明治２年　１巻 大久保Ｃ

遠藤文七郎

１０２．孝明天皇内勅書写　（文久２年）１２月　１通 伊文

１０３．伊達慶邦日記　（文久３年）３月３日～１９日　１冊 伊文

１０４．遠藤文七郎戦後処理覚書　（明治元年）９月　１通 伊文

～戦う知識人～

玉蟲左太夫

１０５．◇玉蟲左太夫肖像　庄子勇筆　大正　１面 玉蟲誼氏寄贈

１０６．◇航米日録　玉蟲左太夫筆　万延元年　１冊 玉蟲誼氏寄贈

１０７．　玉蟲左太夫意見書　（伊達慶邦宛）　（元治元年）９月２７日

１通 伊文

１０８．◇玉蟲左太夫書状　船越作左衛門宛　（明治元年）１１月４日

１通 玉蟲誼氏寄贈

大槻磐渓

１０９．竹図　大槻磐渓賛　文久３年　１幅 佐藤暉雄寄贈

１１０．ロシア国領事あて書状　起草：大槻磐渓　慶応４年５月

１通 中村Ｃ

１１１．磐翁獄中次第書　明治４年４月２９日　１通 大槻家資料

～手足となって働く～

大童信太夫

１１２．大童信太夫写真（印刷）　明治　１点

 小関家・新井奥邃関係資料

１１３．大童信太夫人物履歴　明治　１通 個人蔵

１１４．冨田鉄之助書状　黄海大兄（大童信太夫）宛

慶応４年１月３日　１通 個人蔵

１１５．福沢諭吉書状（計算書）　大童信太夫宛

（慶応４年）３月１３日　１通 個人蔵

大竹徳治

１１６．慶応四年分兵器御入料等請払調　大竹徳治筆

明治３年６月　１通 個人蔵

１１７．白河口出張調達金　大竹徳治宛　慶応４年７月　１通

 個人蔵

１１８．額兵隊兵糧方人数書付　大竹徳治宛　年未詳９月１６日

１通 個人蔵

１１９．二口山道普請絵図面　明治初期　１鋪 個人蔵

松倉恂

１２０．松倉恂写真（印刷）　原資料明治　１枚 個人蔵

１２１．松倉恂履歴書　明治９年　１通 個人蔵

１２２．松倉恂書状　但木土佐・坂英力宛　（慶応４年）５月２８日

１通 個人蔵

１２３．仙台区長辞令　松倉恂宛　明治１１年１０月２２日　１通

 個人蔵

９８．　参詣記（部分）

リーフレット（部分）
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特別展

「ポンペイ展
～世界遺産　古代ローマ文明の奇跡～」

会　　期　平成２３年２月１０日（金）～６月５日（日）

※東日本大震災の影響により

３月１２日（土）～４月２８日（木）まで休館

開催日数　６０日間

入館者数　４２，６６２人　（一日平均７１１人）

観 覧 料　一般・大学生１，２００円（前売１，０００円）／

高校８００円（前売６００円）／小・中学生５００

円（１０名以上の団体各１００円引、リピー

ター割引き各２００円引）

主　　催　仙台市博物館、ミヤギテレビ、読売新聞

社、ナポリ・ポンペイ考古学監督局

後　　援　イタリア大使館、イタリア文化会館、宮

城県、宮城県教育委員会、宮城県文化振

興財団、仙台市市民文化事業団、仙台日

伊協会、仙台商工会議所、仙台観光コン

ベンション協会、仙台国際交流協会、テ

レビ岩手、福島中央テレビ、TBC東北放

送、仙台放送、KHB東日本放送、NHK仙

台放送局、Date fm、ラジオ３FM７６．２、

河北新報社、毎日新聞仙台支局、産経新

聞社東北総局、山形新聞・山形放送、福

島民友新聞社、仙台リビング新聞社

協　　力　日本航空、日本貨物航空、日本通運、日

本興亜損保

協　　賛　カネタ・ツーワン

企画協力　アール・プランニング

西暦７９年８月２４日、イタリア南部にあるヴェスビ
オ火山の大噴火により埋没したポンペイは、当時の
様子をそのまま残して埋没したことによって「奇跡
の街」となり、世界遺産に認定された。
本展では、噴火による悲劇が強調されてきた従来
の展覧会とは違い、当時の人々の高度な生活を生き
生きと再生するため、ポンペイの発掘物において世
界一のコレクションを誇るナポリ国立考古学博物館
の全面的な協力のもと、彫像やフレスコ壁画、生活
用具などを中心に、最新のテクノロジーとＣＧ映像
も駆使しながら、多くの日本初公開品を含む約２５０
点の資料を紹介した。

展示構成

プロローグ
１．ポンペイ人の肖像
２．信仰
３．娯楽
４．装身具
５．家々を飾る壁画
６．祭壇の神々
７．家具調度
８．生産活動
９．饗宴の場
１０．憩いの庭園

印刷物

ポスター　Ｂ２判　２，０００枚／Ｂ３判　２，０００枚
チラシ　Ａ４判　１３０，０００枚
　　　　（うち７０，０００枚は割引券付き）
シオリ　２５０，０００枚
図録　Ａ４判　２５６ページ

関連行事

１　記念講演会
①３月５日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１９０人
演題：「ローマ史からみたポンペイ遺跡」
講師：坂井聰氏（同志社大学講師）　

②３月１９日（土）　１３：３０～１５：００
演題：「ポンペイの産業と交易」
講師：浅香正氏（同志社大学名誉教授）
※震災、及び講師の体調不良により中止

ポスターＢ２
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２　テルマエ・ロマエ・ウィークエンド
４月８日（金）～２４（日）
※震災の影響により中止

３　記念コンサート
４月９日（土）　演奏者：溝口肇氏
※震災の影響により中止

４　関連講演会
４月１６日（土）　講師：文化財課職員
※震災の影響により中止

５　友の会広報セミナー
２月１４日（月）　１３：３０～１５：００　参加１７１人

６　ミュージアムセミナー　参加１１２人
①２月１９日（土）　参加９６人
②２月２３日（水）　参加１６人

展示風景

展示資料目録

プロローグ

１．建物のある風景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２．川辺の風景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

３．海辺の風景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

４．噴火犠牲者の型取り ポンペイ遺跡フレスコ修復所収蔵庫

※２／１０－３／１１のみ展示

５．輪形足枷　後１Ｃ半ば ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

６．指輪　後１Ｃ半ば ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

７．バックル　後１Ｃ半ば ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

８．腕輪　後１Ｃ半ば ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

９．奴隷の足枷　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１．ポンペイ人の肖像

１０．マルクス・ノニウス・バルブスの彫像　前２７－後１４年

 ナポリ国立考古学博物館

１１．伝マルケッルスの肖像　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２．女性像　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３．行政官の像　後４１－５４年 ナポリ国立考古学博物館

１４．女性肖像（小アグリッピーナ？）　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

１５．伝ルキウス・カエキリウス・ユクンドゥスの肖像付ヘルマ柱

前１Ｃ後半－後１Ｃ第１四半期 ナポリ国立考古学博物館

１６．蝋引き書字板　「後５５年１月２２日」の記載

 ナポリ国立考古学博物館

　

２．信仰

１７．ウェヌス像　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８．ポセイドン像　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９．リラ奏者のアポロ　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２０．ヘルクレス小像　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１．アキレスとキローン　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２２．玉座に座るディオニュソス　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

２３．マルスとウェヌス　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２４．捧げ物をする男女　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２５．捧げ物をする男女　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１７．ウェヌス像
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３．娯楽

２６．剣闘士の兜　後１Ｃ第３四半期 ナポリ国立考古学博物館

２７．ボクシング用グローブをつけた前腕　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２８．脛当　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２９．脛当　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３０．レスリング　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

３１．短剣　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３２．短剣　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３３．剣闘士の小像　後２Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３４．剣闘士の小像　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３５．剣闘士の小像　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３６．剣闘士の落書き　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

３７．悲劇の仮面　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

３８．仮面　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

３９．遊技用チップ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４０．魚形遊技用チップ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４１．アーモンド形遊技用チップ　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

４２．鶏形遊技用チップ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４３．垢すりヘラ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４４．運動競技者のためのボディケアセット　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

４５．コルヌス（ホルン）　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４６．ティビア（竪笛）　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４．装身具

４７．首飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４８．首飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

４９．腕輪　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５０．蛇形腕輪　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５１．耳飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５２．耳飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５３．耳飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５４．耳飾り　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５５．印章付指輪　前２Ｃ－前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５６．指輪　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５７．指輪　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５８．指輪　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

５９．宝石箱　前２Ｃ末 アテッラ地域考古学博物館

６０．宝石箱　前２Ｃ ナポリ国立考古学博物館

６１．鳩形の香油入れ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

６２．小壺　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

６３．蓋に鎖のついたアリュバロス（香油壺）　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

６４．入浴する女性像のある手桶　後３Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

６５．彩色画のある櫛　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

６６．髪を整えるウェヌス　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

　

５．家々を飾る壁画

６７．三脚を飾るクピドたち　後１Ｃ後半

 エルコラーノ遺跡考古遺物収蔵庫

６８．ディオニュソスとアリアドネ　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

６９．スキロス島のアキレス　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

７０．タウリスのイピゲネイア　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

７１．レダ　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

７２．戦利品を持ち天翔ける女性像　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

７３．コルヌコピアを持つ女性像　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

７４．踊るマエナス　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

７５．横たわる人物像　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

７６．少女の肖像　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

７７．屋外での朗読　後１Ｃ前半 ナポリ国立考古学博物館

７８．画面を仕切る装飾　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

７９．垂れ幕のあるアエディクラ　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

８０．花綱　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

　

６．祭壇の神々

８１．ウェヌス小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８２．ヘルクレス小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８３．メルクリウス小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８４．ミネルウァ小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８５．ユピテル小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８６．ラル小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８７．ラル小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８８．ゲニウス小像　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

８９．イシス＝フォルトゥーナ小像　後１Ｃ後半

 ナポリ国立考古学博物館

７．家具調度

９０．ボスコレアーレ、ピサネッラ荘の高温浴室（部分）

　　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

９１．イルカのモザイク　後１Ｃ ボスコレアーレ考古陳列館

９２．食事用臥台　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

９３．両面にエロティックな浮彫のある円盤　前２Ｃ末

 アテッラ地域考古学博物館

９４．ヘルマ柱形装飾　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

９５．金庫　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

９６．飲料加熱器　後１Ｃ　ナポリ国立考古学博物館

９７．飲料加熱器（「サモワール」）　前２Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

９８．脚置き　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

９９．折りたたみ式三脚　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１００．３本脚の小卓　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館
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１０１．伸縮式燭台　前１Ｃ末 ナポリ国立考古学博物館

１０２．伸縮式燭台　前１Ｃ末 ナポリ国立考古学博物館

１０３．三灯式樹木形燭台　前２７－後１４年

 ナポリ国立考古学博物館

１０４．吊り下げ式ランプ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１０５．飾り鋲　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１０６．飾り鋲　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１０７．獣像台座　後１０－２０年 ナポリ国立考古学博物館

　

８．生産活動

１０８．子豚の形をした焼型　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１０９．菓子用焼型　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１０．方形焼型　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１１．盆　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１２．ろうと　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１３．ひしゃく　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１４．フライパン　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１５．深鍋　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１６．竿秤　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１７．ヤギ形おもり　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

１１８．片把手付方形瓶　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１１９．片把手付方形瓶　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２０．片把手付方形瓶　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２１．小型ナイフ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２２．鍋　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２３．鉢　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

１２４．ヤマネ飼育壺　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１２５．食卓用椀　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

１２６．人面のある両把手付小杯　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

１２７．小アンフォラ　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

１２８．ガルム用大壺　後１Ｃ後半 ナポリ国立考古学博物館

１２９．ガルム用の壺が描かれたモザイク床の断片

後１Ｃ第２四半期 ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

１３０．ガルム用の壺が描かれたモザイク床の断片

後１Ｃ第２四半期 ポンペイ遺跡考古遺物収蔵庫

１３１．くま手　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３２．金槌　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３３．斧　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３４．鍬　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３５．大鎌　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３６．鉗子　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３７．吸い球　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３８．医療器具と円筒形容器　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１３９．魚のあるヴィネッタ　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

１４０．果物と野禽のある静物　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

１４１．パン　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４２．イチジクのある静物　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

１４３．魚介のある静物　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４４．魚介のある静物　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４５．果物のある静物　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４６．働くクピドたち　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４７．遊ぶクピドたち　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

１４８．葡萄を収穫するクピドたち　後１Ｃ半ば

 ナポリ国立考古学博物館

　

９．饗宴の場

１４９．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５０．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５１．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５２．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５３．キヅタと葡萄の装飾のあるモディオルス　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

１５４．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５５．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５６．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５７．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５８．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１５９．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６０．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６１．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６２．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６３．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６４．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６５．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６６．皿　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６７．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６８．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１６９．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７０．椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７１．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７２．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７３．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７４．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７５．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７６．小杯　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７７．小杯　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

９１．イルカのモザイク
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１７８．小杯　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１７９．小杯　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８０．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８１．小椀　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８２．パテラ　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８３．パテラ　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８４．獣に乗るクピドたちのいるカンタロス

前１Ｃ半ば－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８５．獣に乗るクピドたちのいるカンタロス

前１Ｃ半ば－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８６．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８７．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８８．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１８９．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９０．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９１．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９２．器台　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９３．器台　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９４．器台　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９５．器台　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９６．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９７．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９８．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

１９９．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２００．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０１．小鉢　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０２．水差し　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０３．小さなしゃくし　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２０４．鏡　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０５．スプーン　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０６．葡萄の装飾のある杯　前１Ｃ末 ナポリ国立考古学博物館

２０７．貝殻形の椀　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０８．手桶　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２０９．菓子売りの小像　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１０．パンを盛る盆　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１１．エロティックな情景のあるたらい　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２１２．カメオガラスのパテラ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１３．円形注口を持つオイノコエ　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２１４．オイノコエ　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１５．沈線のある椀　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１６．杯　前１Ｃ－後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２１７．レリーフ装飾のあるグラス　後１Ｃ後半

 ナポリ国立考古学博物館

２１８．レリーフ装飾のあるグラス　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２１９．くぼみのあるグラス　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２０．リブ状装飾のある椀　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２１．リブ状装飾のある椀　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２２．レリーフ装飾のあるグラス　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２２３．片把手付グラス　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２４．飲料用の角形杯　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２５．レリーフ装飾のある水差し　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２２６．香油壺　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２２７．マーブル模様のあるガラス皿　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２２８．クピドたちの宴　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２２９．宴会の情景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２３０．宴会の情景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２３１．宴会の情景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２３２．宴会の情景　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

　

１０．憩いの庭園

２３３．ディオニュソスと子供のサテュロス　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２３４．噴水彫刻：ガチョウを抱く童子　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２３５．ラッパを持つ童子　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２３６．ヒョウを従えたサテュロス　後１Ｃ－２Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２３７．果物を持つファウヌス　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２３８．噴水彫刻：葡萄酒の革袋を持つサテュロス　後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２３９．噴水彫刻：童子とイルカ　前１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２４０．噴水彫刻：果物を持つ童子　後６９年以降

 ナポリ国立考古学博物館

２４１．ゴブレット形クラテル　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２４２．ゴブレット形クラテル　前１Ｃ－後１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２４３．ディオニュソス神話の表された庭園用クラテル　前１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２４４．ディオニュソス的情景の表されたクラテル　前１Ｃ

 ナポリ国立考古学博物館

２４５．装飾付台座のある水盤　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２４６．噴水用水盤　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２４７．水盤　後１Ｃ ナポリ国立考古学博物館

２４８．神託を伺うアキレスの表された円形浮彫　後１Ｃ後半

 エルコラーノ遺跡考古遺物収蔵庫

２４９．囲いのある庭園　後１Ｃ前半 ナポリ国立考古学博物館

２５０．庭園　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２５１．柵の上の鳥　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２５２．鳥　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２５３．鳥　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館

２５４．鳥　後１Ｃ半ば ナポリ国立考古学博物館
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企画展

東日本大震災復興祈念・慶長遣欧使節関係資料

ユネスコ記憶遺産推薦記念

「館蔵名品百選
－開館５０年　コレクションの粋－」

会　　期　平成２３年７月２３日（土）～１０月１６日（日）　

前期　７月２３日（土）～９月４日（日）

　　　　　後期　９月６日（火）～１０月１６日（日）

開催日数　７６日間　

観覧者数　２７，１４５人（一日平均３５７人）

観 覧 料　常設展観覧料金（一般・大学生４００円，高

校生２００円，小・中学生１００円）

（３０名以上の団体は各２割引）

会　　場　テーマ展示室Ⅰ・Ⅱ、企画展示室、コレ

クション展示室Ⅱ

主　　催　仙台市博物館

後　　援　NHK仙台放送局、TBC東北放送、仙台放

送、ミヤギテレビ、KHB東日本放送、

Date fm、ラジオ３FM７６．２、朝日新聞仙

台総局、毎日新聞仙台支局、読売新聞東

北総局、産経新聞社東北総局、日本経済

新聞社仙台支局、仙台リビング新聞社

仙台市博物館は昭和３６年（１９６１）の開館から平成
２３年で５０周年を迎え、その間の多くの市民の方から
の寄贈や、購入によって、歴史・工芸・絵画など膨
大な資料を所蔵するようになった。
この展覧会は、東日本大震災で被災された仙台を
はじめとする東北地方の復興を祈念するとともに、
博物館を支えていただいている市民の方々への感謝
の気持ちを込めて、当館所蔵の珠玉の名品を一挙に
公開したものである。展示資料は同年５月にユネス
コ記憶遺産に推薦された国宝・慶長遣欧使節関係資
料をはじめ、仙台藩初代藩主・伊達政宗の具足や書
状、伊達家や仙台藩の歴史をたどる書籍や絵図、技
巧を凝らした華やかな調度品と実用的な武具、仙台
藩ゆかりの画家の作品などの名品を揃えた。
また、企画展開催中に大規模な展示替えを行い、
前期・後期と期間を分けて紹介した。

展示構成

第１章　伊達政宗
第２章　ユネスコ記憶遺産推薦記念

慶長遣欧使節関係資料
第３章　歴史資料
第４章　工芸
第５章　絵画
第６章　ちょっと意外な名品たち

印刷物

チラシ　　Ａ４版　４５，０００部
ポスター　Ｂ３版　５００部
ポスター　Ｂ２版　１，５００部

関連行事

１　仙台市博物館友の会設立４０周年記念講演会
「禁忌の品が国宝になった！－慶長遣欧使節関
係資料の４００年」
９月３日（土）１３：３０～１５：００　博物館ホール
参加１７２人
講師：濱田直嗣氏（宮城県慶長使節船ミュージ

アム館長・元仙台市博物館長）
２　学芸員リレートークによる展示解説

９月１７日（土）１３：３０～１５：００　
博物館ホール　参加９８人
講師：内山淳一・髙橋あけみ・水野沙織（当館

学芸員）
３　しろ・まち講座５「博物館のコレクションと私

－伊達政宗関係の思い出－」
１０月８日（土）１３：３０～１５：００

ポスターＢ２
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博物館ホール　参加１３３人
講師：佐藤憲一氏（仙台市史編さん室嘱託・前

仙台市博物館長）
４　プレイミュージアムイベント「かわり屏風『ぺ

たくた』をつくろう」　
７月２３日（土）～１０月１６日（日）
プレイミュージアム　参加８７９人

５　友の会広報セミナー
８月１日（月）　参加８７人

６　ミュージアムセミナー
９月１０日（土）　参加１５人

展示風景

展示資料目録
　※●は国宝　◎は重要文化財　◇は市指定文化財

　※伊文＝伊達家寄贈文化財、Ｃ＝コレクション

　※展示資料はすべて当館蔵

　

第１章　伊達政宗　

１．◇伊達政宗甲冑像　狩野探幽筆　江戸初期　１幅 伊文

２．◇伊達政宗和歌詠草「入りそめて」　　江戸初期　１幅 伊文

３．伊達政宗書状　宛所不明　（天正１８年）６月１４日　１幅 伊文

４．伊達政宗書状　保春院宛　（文禄２年）７月２４日　１巻 伊文

５．伊達政宗書状　牟宇姫宛　寛永１１年６月２２日　１幅

 坂元淑郎氏寄贈

６．茂庭綱元書状　奥山与一左衛門宛　（慶長７年）９月２７日

　　１通　

７．徳川家康領知覚書（百万石のお墨付）　慶長５年８月２２日

　　１巻 伊文

８．朱漆雪薄紋鞍鐙　伝伊達政宗所用　江戸初期　１組 伊文

９．◎山形文様陣羽織　伊達政宗所用　桃山　１領 伊文

１０．黒羅背板地胴服　伊達政宗所用　菅野重成拝領　江戸初期

　　１領 菅野家資料

１１．白絹地雪薄紋単衣　伊達政宗所用　菅野重成拝領　江戸初期

　　１領 菅野家資料

１２．◎黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　桃山　１領 伊文

１３－１．◎銀伊予札白糸素懸威胴丸具足

豊臣秀吉所用・伊達政宗拝領　桃山　１領 伊文

１３－２．◎豊臣秀吉所用具足のうち弦月文軍配団扇形前後立

豊臣秀吉所用・伊達政宗拝領　桃山　１領 伊文

１３－３．◎豊臣秀吉所用具足のうち長柄軍配団扇　豊臣秀吉所用

桃山　１握 伊文

１４－１．◎白地赤日の丸旗　江戸　１旈 伊文

１４－２．白地赤日の丸旗　江戸後期　１旈　

１５－１．◇茶杓　伊達政宗作　山岸右近献上　伊達政宗作

江戸初期　１本 伊文

１５－２．◇茶杓　伊達政宗作　小嶋立宅献上　伊達政宗作

江戸初期　１本 伊文

１６．吉野懐紙　文禄３年　３巻のうち１巻　

１７．道の記　伊達政宗筆　慶長２０年３月６日　１巻 伊文

１８．徒然草　抄　伊達政宗筆　江戸初期　１巻 伊文

１９．菊花図屏風　伊達政宗詩歌書入　寛永５年　４曲１隻

２０．萩に流水図屏風　伊達政宗詩歌書入　寛永５年　４曲１隻　

２１．木村宇右衛門覚書　下　木村宇右衛門可親著　慶安５年頃

　　１冊 伊文

２２．◇瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１括 伊達貞宗氏寄贈

第２章　ユネスコ記憶遺産推薦記念　慶長遣欧使節関係資料

２３－１．●ローマ市公民権証書　１６１５年　１面　

２３－２．●支倉常長像　１７Ｃ初期　１面　

２３－３．●ローマ教皇パウロ五世像　１７Ｃ初期　１面　

２３－４．●ロザリオの聖母像　１７Ｃ初期　１面　

２３－５．●祭服　１７Ｃ初期　１領　
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２３－６．●十字架像　１７Ｃ初期　１個　

２３－７．●十字架及びメダイ　１７Ｃ初期　１組　

２３－８．●十字架　１７Ｃ初期　１口　

２３－９．●ロザリオ　１７Ｃ初期　５連　

２３－１０．●ディスチプリナ　１７Ｃ初期　１口　

２３－１１．●テカ及び袋　１７Ｃ初期　１具　

２３－１２．●レリカリオ　１７Ｃ初期　１口　

２３－１３．●メダイ残欠　１７Ｃ初期　６片　

２３－１４．●鞍　１７Ｃ初期　２背　

２３－１５．●鐙　１７Ｃ初期　１双・１隻　

２３－１６．●轡　１７Ｃ初期　２口　

２３－１７．●四方手　１７Ｃ初期　１具　

２３－１８．●野沓　１７Ｃ初期　１具　

２３－１９．●マント及びズボン　１７Ｃ初期　１具　

２３－２０．●壁掛　１７Ｃ初期　１枚　

２３－２１．●縞模様布　１７Ｃ初期　１枚　

２３－２２．●短剣　１７Ｃ初期　２口　

２３－２３．●印章　１７Ｃ初期　２顆　

２３－２４．●留金具　１７Ｃ初期　１０点　

２４．伊達政宗書状　茂庭石見宛　（慶長１７～１８年）８月１２日

　　１通 佐藤哲氏寄贈

２５．悲しみのマリア像　１７Ｃ初頃　１面　

２６．天文図屏風　名取春仲筆　江戸後期　６曲１隻　

２７．坤輿万国全図　名取春仲筆　江戸後期　６曲１隻　

２８．鮫皮貼用櫃　桃山～江戸初期　１合　

第３章　歴史資料

２９．伊達成宗家伝秘書　室町中期・江戸中期（箱）　１冊 伊文

３０．◎塵芥集（村田本）　天文５年４月１４日　１冊 伊文

３１．関東下知状（断簡）　永仁５年９月１３日　１通 伊文

３２．北畠顕家下文　伊達郡宛　建武元年９月１０日　１通 伊文

３３．棟役日記　天文４年３月　１冊 伊文

３４．御段銭古帳　天正１４年９月１７日写　１冊 伊文

３５．◇晴宗公采地下賜録　天文２２年　２冊 伊文

３６．天正弐年御日日記　伊達輝宗筆　天正２年　１点 伊文

３７．正月仕置之事　伊達輝宗筆　天正１２年１２月　１巻 伊文

３８．織田信長朱印状（双竜型）　伊達左京大夫（輝宗）宛

　　（天正５年）閏７月２３日　１通 伊文

３９．豊臣秀吉書状　伊達左京大夫（政宗）宛　（天正１７年）６月９日

　　１通 伊文

４０．◇仙台城下絵図　天明６年～寛政元年　１鋪　

４１．江戸上屋敷絵図　寛保３年頃　１幅 佐藤巧氏寄贈

４２．◇仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図　江戸　１巻

 千田文彦氏寄贈

４３．菊桐紋釘隠・唐草文釘隠　江戸　１式 杉村豊太郎氏寄贈

４４．仙台領内城絵図（要害図）　江戸　１３鋪のうち２鋪 伊文

４５．仙台城普請窺絵図　元禄７年　１鋪 藤縄達夫氏寄贈

４６．仙台藩村分絵図　（元禄１５年）　１鋪　

４７．名取郡北方村絵図　文政年間　３鋪　

４８．伊達の黒箱　寛文１１年　１箱 伊文

４９．浅葱麻地小紋染鎧下着　濱田伊豆景隆所用　桃山　１領

 濱田家資料

５０－１．阿蘭陀加留多　１８Ｃ　２葉 藤塚家資料

５０－２．漢土加留多　１８Ｃ　６葉 藤塚家資料

５１．◇世界之図　林子平筆写　安永４年　１鋪 中村徳重郎Ｃ

５２．林子平書状　小川只七宛　寛政４年閏２月１５日　１巻・１幅

 大久保良雄Ｃ・購入

５３．◇航米日録　玉蟲左太夫筆　万延元年　１冊 玉蟲誼氏寄贈

５４．◇玉蟲左太夫書状　孝七・源伍宛　（明治元年）１０月１８日

　　１通 玉蟲誼氏寄贈

５５．◇治家記録　元禄１６年～明治９年　６９６冊のうち２冊 伊文

５６．◇伊達世臣家譜・伊達世臣家譜続編　寛政４年

　　２６８冊のうち２冊 伊文

５７．仙台藩分限帳　寛文２～１０年　１０冊のうち２冊 伊文

５８．楽山公行列図巻　江戸末期～明治時代　１１巻のうち１巻

 伊文

５９－１．惣士三百石以上指小旗・幕之図　江戸　１巻

 後藤愛氏寄贈

５９－２．惣士百五十石以上指小旗・幕之図　江戸　１巻

 後藤愛氏寄贈

６０．安政四年御野初行列図巻　江戸末期　２巻のうち１巻 伊文

第４章　工芸

６１．◇黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　菅野重成拝領

　　桃山～江戸初期　１領 菅野家資料

６２．◇朱皺漆紫糸素懸威六枚胴具足　三宝荒神形兜付

　　伝上杉謙信所用　室町～桃山　１領　

６３．◎帯　三沢初子所用　江戸前期　１２条のうち 伊文

６４．白天鵞絨地陣羽織　伝徳川家康所用　桃山　１領

 岩出山伊達家資料

６５．黒羅紗地木綿縫取織陣羽織　桃山　１領 片倉家資料

６６．白絹地天翼　豊臣秀吉所用　桃山　１領 伊文

６７．紅絹地半臂　豊臣秀吉所用　桃山　１領 伊文

６８．◎小紋染胴服　桃山　１領 片倉家資料

６９．放駒の陣貝　桃山　１点 伊文

７０．金九曜紋網代編軍配団扇　片倉重綱所用　江戸初期　１握　

７１．金塗軍配団扇　室町　１握 伊文

７２．金梨地牡丹紋蒔絵旗箱　江戸前期～中期　１合　

７３．剣　初代・三代国包　初代・三代国包作　寛永１８年　１口　

７４．脇差　二代国包　二代国包作　慶安５年　１口　

７５．太刀　銘「宝寿」　宝寿作　南北朝　１口 志村修氏寄贈

２８．鮫皮貼用櫃
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７６．◇脇差　附金梨地葵紋拵　明暦元年仙台東照宮奉納　１口

 伊文

７７．白地百足図旗　伝鈴木元信所用　桃山～江戸初期　１旈

 鈴木家資料

７８．　白地黒釣鐘旗　桃山～江戸初期　１旈　

７９．◇花鳥山水蒔絵筝　石村忠貞作　元禄２年　１張 伊文

８０．雪薄竹に雀紋桜枝散蒔絵書棚　江戸中期　１基　

８１．円窓繋春日野蒔絵見台　江戸後期　１台　

８２．竹菱梅葵紋蒔絵女乗物　江戸後期　１梃　

８３．花樹に貝尽し蒔絵調度　江戸前期　１式　

８４．葵紋菊蒔絵耳盥・台輪　江戸中期　１具 伊文

８５．蔓草蒔絵太鼓胴　江戸初期　１口 伊文

８６．能管　銘「鬼一文字」　笛筒は江戸中期　１管　

８７．松竹梅牡丹紋蒔絵貝桶　江戸中期　１式 伊文

８８．若松竹橘紋膳椀類　中西喜太郎作　安政４年　１式　

８９．竹菱蒔絵雛調度　江戸後期　１式　

９０．◇紫羅背板地五色水玉模様陣羽織　江戸前～中期　１領

 伊文

９１．◇　孔雀羽根織込陣羽織　江戸中期　１領 伊文

９２．花卉文絵替葉形向付　三浦乾也作　幕末～明治　５点１組

 新井田Ｃ

９３．染付唐子寿老人図徳利　切込焼　江戸　１口 古賀孝Ｃ

９４．甕　堤焼　明治　１口　

９５．堤人形　政岡　江戸　１体 本出保次郎Ｃ

９６－１．精好仙台平袴　銘「飛鳳」　甲田栄佑作　昭和　１点

 甲田Ｃ

９６－２．精好仙台平袴　銘「龍雲」　甲田栄佑作　昭和　１点

 甲田Ｃ

９７．埋木細工　鷹置物　昭和９年　１点　

９８．水仙おしどり蒔絵文箱　桃山　１合　

９９．鶴蒔絵香合　室町　１合　

１００．山水人物図水牛蓋置　江戸　１口　

第５章　絵画　

１０１．◇瀟湘八景図　雪村筆　室町末期　６幅 伊文

１０２．萩に鹿図屏風　寛永５年　４曲１隻　

１０３．松島塩竈図屏風　長谷川宗園筆　江戸初期　８曲、４曲　

１０４．花鳥図屏風　伊達綱宗筆　江戸前期　６曲１双 伊文

１０５．秋草に鹿図屏風　狩野安信筆　江戸前期　６曲１隻 伊文

１０６．◇躑躅ヶ岡花見図屏風　江戸中期　６曲１隻 阿部次郎Ｃ

１０７．霊昭女・花鳥図　伊達綱宗筆　江戸前期　３幅対 伊文

１０８．閖上浜御仮屋十二支額　伊達吉村筆　享保１０年　１２面 伊文

１０９．六所玉河和歌御手鑑　伊達吉村筆　江戸中期　１帖 伊文

１１０．源氏八景御手鑑　伊達吉村筆　江戸中期　１帖 伊文

１１１．たかがり・すなどり図巻　伊達吉村筆　江戸中期　２巻

 伊文

１１２．和漢賢聖名所尽画冊（文明易然大手鑑）　松原探梁筆

江戸中期　１帖 伊文

１１３．萬古春図巻　佐久間洞巌筆　享保１２年　１巻 伊澤家Ｃ

１１４．奥州仙台名所尽集　江戸後期　１巻 大宮司雅之輔Ｃ

１１５．塩竈松島図巻　小池曲江筆　文化７年　１巻　

１１６．竹に太湖石図屏風　東東洋筆　文化元年頃　２曲１隻

 伊澤家Ｃ

１１７．孔雀図　小池曲江筆　寛政６年　１幅　

１１８．大舜命契図　東東洋筆　文化１４年頃　１幅 伊文

１１９．◇河図図　東東洋筆　文化１４年　１幅 亀田兵治Ｃ

１２０．梅関高士送別会之図　荒木君瞻筆　文政元年　１幅

１２１．舊城朝鮮古梅之図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅

 伊澤家Ｃ

１２２．桐に鳳凰図　小池曲江筆　天保１０年　１幅　

１２３．江戸藩邸芝口上屋敷庭園図　菊田伊洲筆　江戸後期　１幅

 伊文

１２４．渓亭午翠図　菅井梅関筆　天保元年　１幅 伊澤家Ｃ

１２５．衣通姫図　忠岡三千子筆　江戸後期　１幅　

１２６．草子洗い小町図　忠岡三千子筆　江戸後期　１幅

 ゴトウＣ

１２７．　常盤雪行図　東東洋筆　江戸後期　１幅 亀田兵治Ｃ

１２８．　夏冬山水図　東東洋筆　天保６年　双幅 亀田兵治Ｃ

１２９．　虎図　東東洋筆　江戸後期　１幅 亀田兵治Ｃ

１３０．　天保九如図　東東洋筆　寛政元年　１幅　

１３１．　勝画楼望月・五大堂観日図　菅井梅関筆　江戸後期　双幅

 伊澤家Ｃ

１３２．蘭亭曲水図　小池曲江筆　文化４年　１幅 亀田兵治Ｃ

１３３．山水図　菅井梅関筆　文政４年　１幅　

１３４．古城朝鮮梅図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 伊澤家Ｃ

１３５．瀑泉図　菊田伊洲筆　江戸後期　双幅 亀田兵治Ｃ

１３６．枯木鴉・鷺雁図　菊田伊洲筆　江戸後期　３幅対

 三浦三吾・良子氏寄贈

１３７．吉野・竜田図　菊田伊洲筆　江戸後期　双幅　

１３８．紅葉図　菊田伊洲筆　江戸後期　１幅　

１３９．韃靼人狩猟図屏風　松原探梁筆　江戸中期　６曲１双

 伊文

１４０．孔雀図屏風　小池曲江筆　享和３年　６曲１双　

６２．三宝荒神形兜
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第６章　ちょっと意外な名品たち

１４１．布袋図　松花堂昭乗筆　江戸初期　１幅 伊澤家Ｃ

１４２．茅濛図　雪村筆　室町末期　１幅 高橋敏氏寄贈

１４３．絵本「七夕」　冷泉為恭筆　江戸後期　１帖　

１４４．坂田竹之丞姿絵　江戸中期　１幅 阿部次郎Ｃ

１４５．西洋人物図　江戸後期　１幅 阿部次郎Ｃ

１４６．狂歌堂真顔・朱楽菅江像　窪俊満筆　江戸後期　双幅

 佐々木喜一郎氏寄贈

１４７．虎図　菅井梅関筆　文化９年　１幅　

１４８．劉備・孔明・五虎将図　狩野栄信筆　江戸後期　１幅　

１４９．松島雨晴図　谷文晁筆　寛政７年　１幅　

１５０．十夜説教図　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅

 天江富弥氏寄贈

１５１．ぼんぼこ祭図　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅

 天江富弥氏寄贈

１５２．百鬼夜行絵巻　土佐光貞筆　江戸後期　１巻 伊澤家Ｃ

１５３．西洋動物図巻　江戸後期　１巻 伊文

１５４－１．蜻蛉に秋海棠　斉石白筆　近代　１幅 佐藤半兵衛Ｃ

１５４－２．卯図　斉石白筆　近代　１幅 佐藤半兵衛Ｃ

１５５－１．鶩の介科　歌川豊国画　文化６年　１枚

 阿部次郎Ｃ

１５５－２．身振絵（からす）　歌川豊国画　文化６年　１枚

 阿部次郎Ｃ

１５５－３．身振絵（さぼてん）　歌川豊国画　文化６年　１枚

 阿部次郎Ｃ

１５５－４．身振絵（とんび）　歌川豊国画　文化６年　１枚

 阿部次郎Ｃ

１５６－１．即興かげぼし尽し　根上りの松・梅に鶯　歌川広重画

天保年間　１枚　

１５６－２．即興かげぼし尽し　ふじの山・らんかんぎぼし

歌川広重画　天保年間　１枚　

１５６－３．即興かげぼし尽し　入ふね・茶わんちゃ臺

歌川広重画　天保年間　１枚　

１５６－４．即興かげぼし尽し　うさぎ・鉢植の福寿草

歌川広重画　天保年間　１枚　

１５６－５．即興かげぼし尽し　塩引さけの魚・茶がま

歌川広重画　天保年間　１枚　

１５７－１．其面影程能写絵　おかづり・えびにあかがい

歌川国芳画　弘化４～嘉永４年　１組　

１５７－２．其面影程能写絵　弁けい・たいこもち　歌川国芳画

弘化４～嘉永４年　１組　

１５７－３．其面影程能写絵　猟人にたぬき・金魚にひごいっこ

歌川国芳画　弘化４～嘉永４年　１組　

１５８．よりかね（沢村田之助）・高尾（尾上松助）　歌川豊国画

（文化１０年）　竪２枚組 阿部次郎Ｃ

１５９．谷風・小野川立合いの図　勝川春章画　天明年間　２枚続　

１６０．讃岐院眷属をして為朝をすくふ図　歌川国芳画

嘉永３～５年　３枚続 大宮司雅之輔Ｃ

１６１．陸奥安達百目木駅八景図　歌川広重画

弘化元～嘉永５年　３枚続 林信夫氏寄贈

１６２．奥州安達が原ひとつ家の図　月岡芳年画　明治１８年

竪２枚組 大宮司雅之輔Ｃ

１６３．芳流閣両雄動　月岡芳年画　明治１９年　竪２枚組

 大宮司雅之輔Ｃ

１６４．白磁四耳壺　唐（８Ｃ）　１口 ゴトウＣ

１６５．白磁印花飛鳥牡丹文鉢　定窯　北宋～金（１２～１３Ｃ）　１口

 ゴトウＣ

１６６．土偶　鍛冶沢遺跡（蔵王町）　縄文晩期　１点　

１６７．石器群　青山二丁目Ｂ遺跡　後期旧石器～縄文前期初頭

１０点 三品二郎氏寄贈

１６８．人面双口土器　下別当遺跡（蔵王町）　縄文後期　１点　

１６９．百万塔　奈良　１基 伊澤家Ｃ

１７０．大櫓時計　伝仙台城遺品　江戸後期　１基 ゴトウＣ

１７１．鈴木新兵衛書状　石母田景頼宛　（天正１９年）２月２９日

１通 伊文

１７２．坂本龍馬書状　三吉慎蔵宛　慶応２年７月２８日

１巻 大久保良雄Ｃ

１７３．土方歳三書状　小島鹿之助宛　（元治元年９月）２１日

１幅 大久保良雄Ｃ

１３１．勝画楼望月・五大堂観日図

菅井梅関筆
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東日本大震災復興祈念　仙台市博物館開館５０周年

特別展

「仏のかたち　人のすがた　
―仙台ゆかりの仏像と肖像彫刻―」

会　　期　平成２３年１１月１日（火）～１２月１１日（日）

開催日数　３６日間

観覧者数　１３，３９０名（一日平均約３７２名）

観 覧 料　一般１，１００円（９００円）　高校・大学生６００

円（４００円）小・中学生４００円（１０名以上

の団体各１００円引。前売各２００円引）

主　　催　仙台市博物館

共　　催　河北新報社・NHK仙台放送局

後　　援　朝日新聞仙台総局、毎日新聞仙台支局、

読売新聞東北総局・産経新聞社東北総局、

日本経済新聞社仙台支局、仙台リビング

新聞社、TBC東北放送、仙台放送、ミヤ

ギテレビ、KHB東日本放送、Date fm、ラ

ジオ３FM７６．２

仙台平野を中心とする地域は、古代から国分寺な
どの国家的な施設が設置され、陸奥国（むつのくに）
の中で重要な役割を果たしてきた。以後、各時代に
生きた人々の信仰とともに寺社や仏像などがつくら
れ、江戸時代に城下町・仙台が築かれてからは、古
くからの由緒ある寺社が大規模に整備された。一方
で藩主の主導による新しい寺社も建立され、ゆかり
の藩主や夫人の肖像彫刻が祀られた。こうした寺社
は、現在も地域の人々をつなぐ憩いと安らぎの場と
して、確かな歴史を伝えている。
東日本大震災では地域の寺社も少なからず被害を
受けたが、地域に伝わる文化財はそれ自体が様々な
苦難を越えて復興を成し遂げてきた先人たちの足跡
ともいえる。本展では、寺社に伝えられた仏像や肖
像彫刻などをつうじて地域の歴史と伝統を改めて紹
介した。

展示構成

第１章　像が語る歴史　
第２章　肖像を祀る　－仙台藩の 霊  屋 

たま や

第３章　藩主と夫人、親と子の願い

印刷物

ポスターＢ２版　１，２００枚、Ｂ３版　３００枚
チラシ　Ａ４版　６５，０００枚
割引券　１３０，０００枚
図録　　Ａ４版　１３２頁

 

展示風景

Ａ４チラシ表



－　　－82

展示資料目録

※◎は重要文化財　□は県指定文化財

　◇は市町村指定文化財　◆仙台市登録文化財　

第１章　像が語る歴史　年代

１．画像瓦　多賀城跡出土　１点　奈良時代 東北歴史博物館

２．塑像片　多賀城廃寺跡出土　９点　奈良～平安時代

 宮城県多賀城跡調査研究所

３．瓦塔片　多賀城廃寺跡出土　４点　奈良～平安時代

 宮城県多賀城跡調査研究所

４．塑像頭部　山内遺跡出土　１点　奈良～平安時代

 美里町教育委員会

５．◇菩薩立像　１軀　奈良～平安時代初期 十八夜観世音堂

６．永禄以来当院記録年鑑　広積院祐栄筆　１冊　江戸時代中期

 斎藤報恩会

７．十一面観音菩薩立像　１軀　平安時代前期 西光院

８．□観音菩薩立像　１軀　平安時代中期 長谷寺

９．◇阿弥陀如来坐像　１軀　平安時代中期 定迎寺

１０－１．◇菩薩立像　１軀　平安時代後期 高蔵寺

１０－２．◇如来形立像　１軀　平安時代後期 高蔵寺

１１．奥羽観迹聞老志　佐久間洞巌著　巻之四　１冊　享保４年

 圓通院

１２．◎阿弥陀堂棟札　２枚　貞享４年・享保１７年 高蔵寺

１３－１．菩薩立像（その１）　１軀　平安時代後期

 大郷町教育委員会

１３－２．僧形立像　１軀　平安時代後期 大郷町教育委員会

１３－３．菩薩立像（その２）　１軀　平安時代後期

 大郷町教育委員会

１４．◆十一面観音菩薩立像　１軀　平安時代後期 燕沢　善應寺

１５．□二童子立像　２軀　平安～鎌倉時代 花嶽神社

１６．◆聖観音菩薩立像　１軀　鎌倉時代前期 阿弥陀寺

１７．聖観音菩薩立像　１軀　鎌倉時代前期 仙岳院

１８．□不動明王立像　１軀　鎌倉時代前期 陸奥国分寺

１９．□毘沙門天立像　１軀　鎌倉時代前期 陸奥国分寺

２０．□十二神将立像　１２軀　鎌倉時代前期 陸奥国分寺

２１．□薬師如来坐像　１軀　建長６年 小針薬師堂

２２．◎釈迦如来立像　１軀　鎌倉時代 龍寶寺

２３．龍宝寺宝物記　実政泰音著　１巻　享保元年 大崎八幡宮

２４．阿弥陀如来坐像　１軀　鎌倉時代 個人蔵

２５．◇安国上人坐像　１軀　南北朝時代 真福寺

２６．金剛力士立像　２軀　南北朝～室町時代 黒川神社

２７．毘沙門天立像　１軀　南北朝～室町時代 大門寺

２８．聖観音菩薩坐像　１軀　室町時代 亀岡観音堂

２９．虚空蔵菩薩坐像　１軀　室町時代 大満寺

３０．阿弥陀三尊像　３軀のうち２軀　室町時代 満蔵寺

３１．千体仏　５３４軀のうち１８軀　室町～江戸時代 満蔵寺

３２．聖観音菩薩坐像　１軀　安土桃山～江戸時代 清凉寺

３３．陸奥国分寺諸像版木　１枚　慶長１０年 陸奥国分寺

３４．陸奥国分寺諸像刷絵　１幅（額装）　江戸時代 陸奥国分寺

関連行事

１　記念講演会①
１１月５日（土）１３：３０～１５：００　
博物館ホール　参加１２６名
演題：「仙台　像と風景」
講師：東北大学大学院教授　長岡龍作氏

記念講演会②
１１月２６日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１２４名
「日本彫刻史の流れ　―技法と表現―」
講師：東京芸術大学名誉教授　水野敬三郎氏

２　しろ・まち講座６
「仏のかたち　人のすがた　地域の中の文化財」
１１月１２日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１５４名
講師：酒井昌一郎（当館学芸員）

３　ミュージアムセミナー　　
１１月５日（土）、１１月９日（水）　参加２３名

４　友の会広報セミナー　　　
１１月７日（月）　参加１１４名

Ａ４チラシ裏
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３５．◆日光・月光菩薩立像　２軀　正保二年 陸奥国分寺

３６．◇薬師十二神将像懸額　１面　江戸時代 陸奥国分寺

３７．奥羽観迹聞老志　佐久間洞巌著　巻之六　１冊　享保４年

 圓通院

３８．伝日光・月光菩薩立像　２軀　江戸時代前期 大満寺

３９．◆日光・月光菩薩立像　右京作　２軀　江戸時代前期

 仙岳院

４０．獅子・狛犬像　吉野右京作　１対　慶安５年 東照宮

４１．奥州宮城郡国分小田原　東照宮御遷座之雑記　１冊

　　承応三年 斎藤報恩会

第２章　肖像を祀る－仙台藩の霊屋

４２．留守政景及び殉死者像　虎哉宗乙賛　１幅

　　慶長１５年賛 大安寺

４３．伊達政宗夫妻像　狩野玄徳筆　雲居希膺賛　１幅

　　承応２年以前 蟠桃院

４４．伊達政宗夫妻像　狩野玄徳筆　雲居希膺賛　１幅

　　承応元年～万治２年 個人蔵

４５．◇義山公治家記録　巻之八　慶安５年２月２４日条　１冊

　　江戸時代中期 館蔵（伊文）

４６．◇陽徳院坐像　１軀　慶安５年３月以前 瑞巌寺

４７．紅紗地直綴及び花蝶文掛絡（旧陽徳院坐像着装）　各１領

　　江戸時代中～後期 館蔵（伊文）

４８．陽徳院像　吉村蘭洲筆　１幅（額装）　江戸時代後期 寿昌寺

４９．開眼誠述　雲居希膺筆　１冊　江戸時代前期 個人蔵

５０．◇雲居希膺坐像　１軀　江戸時代前期 大梅寺

５１．伊達政宗像　雲居希膺賛　１幅　江戸時代前期 蟠桃院

５２．伊達政宗坐像　１軀　江戸時代前～中期 東昌寺

５３．伊達虎千代像　１幅　江戸時代前期 東昌寺

５４．伊達虎千代坐像　１軀　江戸時代前～中期 東昌寺

５５．伊達宗泰坐像　１軀　江戸時代前期 個人蔵

５６．伊達光宗騎馬像および神将像のうち神将像　２軀

　　正保４年 圓通院

５７．◎圓通院霊屋棟札　雲居希膺筆　１枚　正保４年 圓通院

５８．◇伊達光宗像　伊達綱宗筆　鵬雲東搏賛　１幅　延宝５年

 瑞巌寺

５９．伊達忠宗坐像　１軀　延宝７年 仙岳院

６０．◇天麟院坐像　１軀　寛文３年 瑞巌寺

６１．保性院坐像　１軀　寛文９年～１２年頃 祥雲寺

６２．伊達宗勝書状　多田木工右衛門・佐々木権右衛門宛　１通

　　寛文４年 館蔵（伊文）

第３章　藩主と夫人、親と子の願い

６３．◇釈迦如来立像　１軀　江戸時代中期 久成寺

６４．釈迦堂創建記石板　１枚　元文３年 久成寺

６５．釈迦堂棟札　徳州良忍筆　１枚　元文３年 久成寺

６６．躑躅岡釈迦堂碑　拓本　１枚　原資料：元禄８年

 館蔵（佐藤まさ子氏寄贈）

６７．伊達綱村釈迦堂建立本願覚　年未詳３月４日　１通

　　江戸時代中期 館蔵（伊文）

６８．仙府神社仏閣案内記　１冊　文政元年開板

　　天保１４（１８４３）年求板 館蔵（尚文館コレ）

６９．◇肯山公治家記録　後編　巻之七十三　元禄８年３月８日条

　　１冊　江戸時代中期 館蔵（伊文）

７０．浄眼院消息　（貞享２年）７月１５日　１通　貞享２年

 館蔵（伊文）

７１．◇伊達綱村像　無明浄明筆　香国道蓮賛　１幅　享保４年

 館蔵（伊文）

７２．肯山公治家記録　続編　巻之三　享保４年４月７日条　１冊

　　江戸時代中期 館蔵（伊文）

７３．伊達綱村遺言覚書　１通（享保４年）６月 館蔵（伊文）

７４．◇大元帥明王立像　１軀　享保４年 大崎八幡宮

７５．太元明王堂棟札　１枚　享保４年 大崎八幡宮

７６．篇額「太元帥」残欠　１枚　江戸時代中期 大崎八幡宮

７７．◇伊達吉村自画像　１幅　江戸時代中期 館蔵（伊文）

７８．准胝観音菩薩坐像　長松院施入　１軀　享保４年入仏

 陸奥国分寺

７９．准胝観音堂棟札　１枚　延享２年 陸奥国分寺

８０．長松院教訓状　１巻　享保１７年 館蔵（伊文）

８１．◇長松院像　忠岡三千子筆　１幅　江戸時代中期

 館蔵（伊文）

８２．◇伊達宗村像　菊田栄羽筆　１幅　江戸時代中期

 館蔵（伊文）

８３．◇雲松院像　忠岡三千子筆　１幅　江戸時代中期

 館蔵（伊文）

２２．釈迦如来立像 ４６．陽徳院坐像
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特別公開　東日本大震災復興支援

「国宝　紅白梅図屏風と
ＭＯＡ美術館の名品」

会　　期　平成２４年３月６日（火）～３月２５日（日）

開催日数　２０日間

入館者数　４５，５５８人　（一日平均２，２７７人）

観 覧 料　常設展料金＝一般・大学生４００円、高校生

２００円、小・中学生１００円（３０名以上２割

引）

主　　催　仙台市博物館、ＭＯＡ美術館、宮城県

ミュージアム復興事業実行委員会

共　　催　河北新報社、NHK仙台放送局

後　　援　朝日新聞仙台総局、毎日新聞仙台支局、

読売新聞東北総局、産経新聞社東北総

局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビ

ング新聞社、TBC東北放送、仙台放送、

ミヤギテレビ、KHB東日本放送、Date 

fm、ラジオ３FM７６．２

日本・東洋美術における世界的コレクションを誇
るＭＯＡ美術館（静岡県熱海市）からの申し出を受
けて、同館屈指の名品として知られる尾形光琳筆
国宝「紅白梅図屏風」をはじめ、東北地方にゆかり
の深い所蔵作品など合計１０件を公開した。被災地の
人々に癒しと復興に向けての活力を提供する目的
で、震災１周年に当たる平成２４年３月に開催。な
お、本展は平成２３年度文化庁ミュージアム活性化支
援事業である。

印刷物

ポスター　Ｂ２判２，０００枚、Ｂ３判５００枚
チラシ　Ａ４判　４５，０００枚
リーフレット　Ａ３二つ折り　５０，０００部
　　　　　　　　
関連行事

１　講演会
３月６日（金）１３：３０～１５：００
参加３３６名（応募総数５３６名）
演題「国宝紅白梅図屏風とＭＯＡ美術館の名品」
講師：内田篤呉氏（ＭＯＡ美術館副館長）

２　一般団体・学校団体等へのレクチャー　計１３回
参加８８２名

展示資料

国宝　紅白梅図屏風　尾形光琳筆　二曲一双
十一面観音立像　一躯
重文　妙法蓮華経　授記品　一巻
重文　平兼盛像（佐竹本三十六歌仙切）　一幅
花卉摺絵新古今集和歌巻　本阿弥光悦書　一巻
重文　浄瑠璃物語絵巻（第三巻）
 伝岩佐又兵衛勝以筆　一巻
重文　雪月花図　勝川春章筆　三幅対
重文　樵夫蒔絵硯箱　伝本阿弥光悦作　一具
灰被天目茶碗　銘　秋葉　天目台付属　一口
伊達政宗書状　柳生宗矩宛　一幅
 以上　ＭＯＡ美術館蔵
参考出品　復元　紅白梅図　森山知己筆　二面二組
 個人蔵

ポスターＢ２

展示風景
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３．資料の収集保管

受贈資料

平成２２年度は９人の方々から４７件６１点、１人の方か
ら一括で資料の寄贈を受けた。
※寄贈者（敬称略）／資料名／数量の順に記載
小林嵩／『関原備考　巻十四』ほか／２点
岩田ひろ子／伊達政宗書状／１幅
三浦三吾・良子／東東洋筆「夏景山水図」ほか／７
点
岸川正文／絹地茶縞馬乗袴／１領
鈴木周次／伊達政宗消息ほか／４点
藤縄達夫／仙台城修復窺絵図ほか／４点
仙岳院　吉田真賢／板戸・輿・古文書・書籍など資
料／一括
大浦幸子／仙台市庁舎改築祝い升ほか／２４件３５点
伊藤初子／学生帽（旧制第二高等学校・東北大学）
／２点
神田卓郎／秘蔵録ほか／５点

平成２３年度は９人の方々から２５０件２６９点の資料寄贈
を受けた。
仙台銀行取締役頭取　三井精一／金山要害主中島家
文書／１９８点
宇野はな江／伊達政宗消息／５点
髙柳和枝／秋草文扇／１点
小林澪子／伊達政宗書状／１点
星名四郎／牟礼高松図屏風／１点
佐藤恒明／佐藤助右衛門碑文ほか／３４件５３点
菅井繁光／分間懐宝江戸絵図／６点
菅原美和子／浅尾哲次写真／１点
桑原保／仙台及塩釜松島名所図絵のうち／３点

寄託資料

平成２２年度、当館では９８人７９４４件の寄託を受け付け
た。

平成２３年度、当館では現在、９９人８２３５件の寄託を受
け付けている。

 

資料修理

平成２２年度は２件の修理を行った。
１　保存処理
郡山遺跡出土クリ材（材木柱列）　仙台市教育委員
会蔵　１点

２　改装
洛中洛外図屏風（六曲一双、佐々木源一郎氏寄贈）
のうち１隻分

平成２３年度は７件８２点の修理を行なった
１　改装
三忠臣の図（３幅対、松川家資料）　３幅
桑島仲綱馬術免許状　１幅

２　軸装
伊達家江戸愛宕下中屋敷図（荻田耕造氏寄贈）１
鋪

３　修理
屏風見本　　六曲一隻
坂英力書状（大久保良雄コレクション）　１幅
花巻人形「衝立美人」　１点

４　浮世絵台紙貼り
月岡芳年「近世人物誌　第２３号中村芝翫の妻」等
１枚続き　２８点、３枚続き４６件　

資料保存
当館ではこれまで、市民の貴重な財産である文化

財を保存し、次の世代に継承するため、収蔵庫内及
び展示室内において適切な温度と湿度を保ち、紫外
線をカットした蛍光灯を使用してきた。
これに加え、平成２２年度は一部展示室をリニュー

アルし、エアタイト型の展示ケース及びＬＥＤ照明
を導入した。その結果、蛍光灯やハロゲンランプ等
に比べて資料に照射される赤外線・紫外線をともに
減少させることができ、熱の放出も抑えられたた
め、これまで以上にケース内は温度・湿度の変動が
少なく、安定した環境となっている。また演色性を
はじめ、照射光を適度に拡散させることで資料の質
感を損なわず、自然な影を出す（実在感を出す）と
いった照明効果についても検討し、一定の成果をお
さめることができた。現時点で資料保存と展示効果
の双方を満足し得る設備となっている。
しかし一方で、展示ケースのエアタイト性能が向

上したことにより、ケース内に使用している合板や
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布クロス等に由来する化学成分の滞留を抑えること
が新たな課題となった。合板についてはガスを透過
しない素材で予め包むことで封じ込めを行い、更に
ケース内の換気等による充分な「枯らし」や、吸着
剤の設置といった対策を行うことで滞留を抑え、良
好な環境を保っている。
また東日本大震災による資料への影響についても
触れておく。当館では収蔵庫の収蔵棚に落下防止
ネットを張るなどの地震対策を行っていたことで資
料の落下等は起きず、展示室でも多くの資料に転倒
防止措置を施していたため直接の被害を防ぐことが
できた。ただし、重心の高い埴輪１点や過去に修理
歴のある花巻人形１点が支持具から離れて転倒し、
一部が破損・分離するという被害があった。展示
ケースについては３月１１日の時点で被害がなかった
ものの、この時すでにリニューアルしたケースのガ
ラス等に歪みを生じていたらしい。できるだけ早期
の展示再開を目指していた４月７日、仙台市内で最
大震度６強を観測した大規模余震により、わずかに
傾いていたガラスに衝撃が加わったらしく、数枚が
破損した。幸い資料への被害はなかったが、展示効
果を優先した大きなガラスが非常時にもたらす影響
について、今後よく考慮することが必要である。
なお、館内の虫菌害対策として平成２２年度は４

回、２３年度は３回の加害生物調査を実施したほか、
平成２３年度は震災によるくん蒸庫配管等への被害が
無いことを確認したうえで、特に特別展「仏のかた
ち　人のすがた」での借用資料等に関して当館くん
蒸庫でのくん蒸を行っている。

平成２２・２３年度の加害生物調査実施期間
①平成２２年７月１７日～３１日、②９月１５日～２８日、③
１２月７日～２１日、④平成２３年２月１６日～３月２日、
⑤７月２６日～８月９日、⑥１１月２日～１６日、⑦平成
２４年２月８日～２２日

平成２２・２３年度のくん蒸庫におけるくん蒸（使用薬
剤：エキヒュームＳ〔酸化エチレン製剤〕）
①平成２２年１０月２日～４日、②平成２３年９月２４日～
２６日、③平成２３年１０月５日～７日、④平成２３年１０月
１３日～１５日

平成２３年度のくん蒸庫以外におけるくん蒸（使用薬
剤：エキヒュームＳ〔酸化エチレン製剤〕）

平成２３年１０月２０日～２５日（包み込みによる。くん蒸
容積４８㎥。）

※上記のくん蒸においては、いずれの場合も活性炭
にガスを吸着させ、充分に濃度を低下させたうえで
排気を行っている。

資料の貸出

平成２２年度は１４館等に５２件５８点の資料貸出を行っ
た。
※貸出先／目的／資料名／期間の順に記載
文化庁美術学芸課／「土偶展」／土偶　宮城県蔵王
町鍛冶沢遺跡出土１件１点／平成２１年８月５日～
平成２２年３月３０日

大阪市立美術館／「道教の美術」展／東東洋筆「河
図図」等２件２点／平成２１年６月１７日～平成２２年
４月１５日

東北歴史博物館／特別展「絵画にみる江戸時代のみ
やぎ」／佐久間洞巌画「陸奧国塩竈松島図」等１１
件１３点／４月１４日～６月９日

一枝会／「清和会」／黄瀬戸茶碗等１０件１０点／６月
１２日～６月１３日

米沢市上杉博物館／特別展「戦国大名とナンバー２」
／伊達政宗筆「徒然草抄」等１０件１０点／５月２５日
～７月２２日

在メキシコ日本大使館／「日墨交流４００周年；交流の
軌跡展」／支倉常長服飾資料（複製品）１件５点
／９月１１日～１０月８日

板橋区立美術館／「江戸文化シリーズ№２６諸国畸人
伝」／菅井梅関筆「鵞鳥図」等３件３点／８月２４
日～１０月２１日

日本ユーラシア協会宮城県連合会／シベリア抑留体
験を語る会／「炭鉱の日々」等２件２点／８月２９
日

加美町ふるさと陶芸館／「切込焼　ほほえみ美絵巻
―人物画の技と魅力―」展／切込焼染付寿老人三
人唐子文徳利等２件２点／９月２９日～１１月２５日

米沢市上杉博物館／特別展「上杉家家臣団」／三宝
荒神形兜等３件３点／９月１０日～１１月３０日
共生福祉会福島美術館／秋の展覧会「仙台と黄檗を
つなぐもの～書と絵画」／両足山志等４件４点／
９月１日～１２月７日

文化庁伝統文化課／「「日本の技と美」展―重要無形
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文化財とそれを支える人びと―」／千葉あやの作
「正藍染単衣」１件１点／１０月２１～１２月１５日
仙台市富沢遺跡保存館／企画展「レプリカ資料―復
元された資料から探る―」／沙弥行妙（留守家広）
譲状（複製）１件１点／１０月１０日～１２月２１日

全技連マイスター宮城会／全技連マイスター宮城会
新春十職展／六曲屏風構造模型１件１点／平成２３
年１月１８日～１月２５日

平成２３年度は８館等に２３件２５点の資料貸出を行っ
た。
※貸出先／目的／資料名／期間の順に記載
府中市美術館／「江戸の人物画―姿の美、力、奇」
／東東洋筆「農婦図」等４件４点／３月１１日～５
月１８日

最上徳内記念館／企画展「悲劇の武将　白鳥十郎長
久展」／性山公治家記録１件２点／９月２７日～１０
月２８日

横須賀美術館／特別展「トリック＆ユーモア」／
「即興かげぼしづくし」のうち「きりことふろう・
つる」等６件６点／８月２４日～１１月１１日

芦東山記念館／特別展「仙台藩ゆかりの学者」／遊
佐木斎「八陣分布彩色図」等４件５点／９月１５日
～１２月６日

瑞巌寺宝物館／常設展木像展示コーナー／黒漆五枚
胴具足・菅野正左衛門重成拝領１件１点／１０月２４
日～１２月２６日
栃木県立公文書館／企画展「宇都宮国綱とその時代
―戦国大名から豊臣大名へ―」／宇都宮国綱書状
等３件３点／１０月７日～１２月２６日
文化庁文化財部伝統文化課／「日本のわざと美」展
―重要文化財とそれを支える人々―／千葉あやの
作「正藍染単衣」１件１点／１２月６日～平成２４年
２月２日
茨城県立博物館／特別展「肖像画の魅力―歴史を見
つめた眼差し―」／伊達政宗甲冑像等３件３点／
平成２４年１月２０日～平成２４年３月２２日

仙台市富沢遺跡保存館／第５９回企画展「発掘された
お金」／光緒通宝の枝銭２点／平成２４年１月１７日
（火）～３月２３日（金）
 

写真資料の貸出・利用
　　
当館では写真資料の貸出と利用に応じている。申

込は平成２２年度が２６８件８０４点、平成２３年度が１９２件
６０４点であった。
「重要文化財　黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用」
は、平成２２年度はのべ３７回、平成２３年度はのべ３２回、
「伊達政宗画像　狩野安信筆」は、平成２２年度はのべ
５８回、平成２３年度はのべ２９回の利用があった。

伊達政宗画像重文　黒漆五枚胴具足
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22，054古文書、絵画、工芸等伊達家寄贈文化財
52支倉常長像、ローマ教皇パウロ五世像等慶長遣欧使節関係資料
21糸巻太刀、黒漆地葛蒔絵文箱等瑞鳳殿発掘資料
13具足、旗、刀剣、古文書等青木家資料
446教育、ギリシャ正教・自由民権運動関係文書安久津成清関係資料
30古文書、書簡、写真、法服浅尾哲次関係資料

3，367古堤人形、古三春人形、古相良人形、古花巻人形等足立孔コレクション
3，286絵画、浮世絵、古書籍、古文書阿部次郎コレクション
1，077絵画、古書籍、具足、刀剣、工芸等伊澤家コレクション
17東北の陶磁器石川洽行コレクション
501飴売り風俗人形、駄菓子模型石橋幸作コレクション
84絵画、書跡、屏風石原謙太郎コレクション
708浮世絵、陶磁器等和泉幸一郎コレクション
1，136書跡大久保良雄コレクション

◇11，000古文書等岡家資料
791古文書、古記録、古写真等小野家資料
1，826土人形、郷土玩具等小野台蔵コレクション
487小紋染胴服、陣羽織、書状等片倉家資料
46古文書、古記録金子家資料
◇537拓本、写真等亀田孜コレクション

103絵画、開成丸関係資料亀田兵治コレクション
247具足、工芸、服飾、古文書等菅野家資料
◇340書籍、絵画等菊田定郷コレクション

522仙台平袴、裂地、絵画、陶磁器、刀剣等甲田コレクション
178切込焼、東北の陶磁器古賀孝コレクション
60古文書等国分家資料
91古文書、書跡、古写真小関家・新井奥邃関係資料
255絵画、工芸、書跡ゴトウコレクション
10仙台平等裂地小松家資料
122絵画、書跡、土人形佐藤明コレクション
301古文書、古記録、自由民権運動関係資料佐藤家資料
520茶道具等佐藤宗鶴コレクション
3，291古銭、中国絵画佐藤半兵衛コレクション
4刀剣敷波家コレクション

3，052古書籍、古記録等尚文館コレクション
134具足、古文書等鈴木家資料
◇2，954浮世絵大宮司雅之輔コレクション

192古文書、古記録、服飾、工芸武田家資料
291古文書、古記録、具足武市家資料
405古文書等千田家資料
407古文書、絵画、具足、刀剣等角懸家資料
432林子平関係資料、古文書、古記録中村徳重郎コレクション
250陶器、絵画等新井田コレクション
114絵画、書跡、刀剣新津宗助コレクション
157古文書、古記録、濱田景隆遺品濱田家資料
94古文書、絵画、肖像写真林家・大槻家関係資料
196浮世絵、近世絵画林信夫コレクション
◇343藤塚知明、林子平関係資料等藤塚家資料

539古文書、古記録、絵画朴沢家資料
3，416古堤人形、古三春人形、古花巻人形、古相良人形等本出保治郎コレクション

◇245古文書、古記録、絵画等松川家資料
4，856古文書、古書籍、古写真、絵画、玩具等三原良吉コレクション
25東北の陶磁器横山文夫コレクション

（一括）古文書、輿、絵画等仙岳院関係資料
353書跡、文芸等書跡
2，585埋木細工、服飾、刀剣、具足、陶磁器、古土人形、独楽等工芸
913絵画絵画
414土器、石器等考古資料
▽15，916古文書、古書籍、古記録、絵図、地図、貨幣、地券状、写真、近代資料等歴史資料

総計　９１，８０６点
（新規収蔵資料平成２２年度６１点、２３年度４３７点。整理完了分含む。ただし仙岳院関係資料を除く）

表５　収蔵資料一覧 平成２４年３月３１日現在

点数は資料整理状況により、前年と著しく異なっている場合がある。
◇整理が完了した点数のみを記載　▽資料の一部を市史編さん室に移管
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表６　当館収蔵指定文化財一覧

仙台市指定文化財
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和４４年７月３１日１幅紙本著色伊達政宗画像（狩野探幽筆・伊達政宗筆和歌短冊貼込）絵　　画
昭和５１年７月１日２隻菊絵和歌屏風絵　　画
昭和５１年７月１日６曲半双躑躅ケ岡花見図屏風絵　　画
昭和５１年７月１日１幅菅井梅関　水亭午翠図絵　　画

昭和６0年９月４日１双
６面
４面

仙台城旧本丸及二ノ丸御殿障壁画　
　紙本著色葵図（２曲屏風）
　紙本金地著色花木図
　紙本金地著色松に山鳥図（東東洋筆）

絵　　画

昭和６0年９月４日３１幅２面仙台藩歴代藩主及夫人肖像画絵　　画
昭和６0年９月４日３幅絹本著色霊昭女、牡丹、芙蓉図（伊達綱宗筆）絵　　画
昭和６0年９月４日１幅紙本著色河図之図（東東洋筆）絵　　画
昭和６0年９月４日１面銅板油彩悲しみのマリア像絵　　画
平成７年３月２３日６幅瀟湘八景図（雪村周継筆）絵　　画
昭和６0年９月４日１１領仙台藩歴代藩主所用具足工 芸 品

昭和６0年９月４日

１具
１領
１領
１領
１腰
１腰
１腰
１条

服飾類（伊達政宗所用）
　白綾地竜胆立涌浮模様狩衣
　白絹地小袖
　藍平絹地直垂
　紫羅背板地五色水玉模様陣羽織
　表袴
　大口袴
　錦織唐草文竹に雀紋入野袴
　白綾地鶴印金帯

工 芸 品

昭和６0年９月４日１領孔雀羽根織込陣羽織（伊達重村所用）工 芸 品

昭和６0年９月４日

６１筒茶杓　仙台藩歴代藩主作
　伊達政宗作　２筒
　伊達忠宗作　２筒
　伊達綱宗作　６筒
　伊達綱村作　７筒
　伊達吉村作　３６筒
　仙台藩主作　７筒　（以上茶杓箪笥入）
　伊達忠宗作　１筒　

工 芸 品

宮城県指定文化財
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

平成５年12月24日６曲１双
２曲１双仙台城本丸大広間障壁画扇面図絵　　画

平成20年５月２日１軸国絵図　正保年間奥州仙台領絵図（写）歴史資料

平成２４年３月３１日現在国指定文化財（国宝）
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

平成13年６月２２日47点慶長遣欧使節関係資料歴史資料

国指定文化財（重要文化財）
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和53年６月15日１領小紋染胴服工 芸 品

昭和54年６月６日１領
黒漆五枚胴具足　兜・小具足付（伊達政宗所用）
　附　黒羅紗地裾緋羅紗山形文陣羽織　１領
　　　旗　　　　　　　　　　　　　　１旒

工 芸 品

昭和54年６月６日１領

銀伊予札白糸威胴丸具足　兜・小具足付
　附　兜巾　１頭
　　　頭巾　１頭
　　　団扇　３握
　　　軍扇　２握

工 芸 品

平成３年６月21日12条
帯（三沢初子所用）
　　附　総鹿子裂　　　　　　　　２枚
　　　　入日記（正徳２年４月）　１通

工 芸 品

平成15年５月29日１冊塵芥集書 跡
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指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和６０年９月４日１個
１個

仙台城旧本丸御殿金具
　魚々子地菊桐紋釘隠
　魚々子地唐草紋釘隠

工 芸 品

昭和６０年９月４日
１面花鳥山水文孔雀羽雪薄紋散蒔絵十三弦琴

「元禄貮己巳年石村近江守忠貞二月吉日」の銘がある
　　附　黒漆松竹梅鶴亀蒔絵琴箱　１合

工 芸 品

平成２０年３月２４日１領黒漆五枚胴具足（伊達政宗所用・菅野正左衛門重成拝領）工 芸 品
平成２０年３月２４日１領朱皺漆六枚胴具足　三宝荒神形兜付（伝上杉謙信所用）工 芸 品

平成２０年３月２４日１口脇差　
　附　金梨地葵紋拵工 芸 品

昭和５１年７月１日２冊晴宗公采地下賜録古 文 書
昭和６０年９月４日２２７顆印章（仙台藩歴代藩主所用）古 文 書
昭和６０年９月４日６９６冊伊達治家記録（仙台市博物館本）古 文 書
昭和６０年９月４日２６８冊伊達世臣家譜及続編（仙台市博物館本）古 文 書

昭和６０年９月４日
１冊

９巻９冊
１０巻１４冊

１冊

伊達出自正統世次考（仙台市博物館本）
　伊達出自正統世次考首巻
　伊達出自世次考
　伊達正統世次考
　伊達出自正統世次考系図
　　附　御代々考考證　遊佐好生筆　１０冊

古 文 書

昭和６０年９月４日８枚林子平自筆写本絵図分類
　附　六無斎遺詠　１冊古 文 書

昭和６０年９月４日一括支倉家文書古 文 書

昭和６０年９月４日

一括伊達政宗墓所出土品
　糸巻太刀刀身　　　　　　　　１口
　糸巻太刀拵　　　　　　　　　１腰
　黒漆葛蒔絵文箱　　　　　　　１合
　青龍付文鎮（文箱内容品）　　　１点
　墨（文箱内容品）　　　　　　　１挺
　黒漆白梅蒔絵箱　　　　　　　１合
　梨地菊蒔絵箱　　　　　　　　１合
　黒漆鉄線蒔絵香合　　　　　　１合
　梨地梅笹蒔絵硯箱　　　　　　１合
　筆入（硯箱内容品）　　　　　　１点
　墨（硯箱内容品）　　　　　　　１挺
　硯（硯箱内容品）　　　　　　　１面
　水滴（硯箱内容品）　　　　　　１点
　梨地煙管箱　　　　　　　　　１合
　煙管羅宇（煙管箱内容品）　　　２点
　梨地菊蒔絵印籠　　　　　　　１具
　皮袋　　　　　　　　　　　　１点
　慶長１分金（皮袋内容品）　　　３枚
　携帯用磁石（皮袋内容品）　　　１点
　金製ブローチ（皮袋内容品）　　１点
　練玉（皮袋緒締）　　　　　　　１点
　銀製服飾品　　　　　　　　　１点
　円鏡　　　　　　　　　　　　１点
　毛抜　　　　　　　　　　　　２点
　雲母製菜板　　　　　　　　　５枚
　葵紋金製菜板　　　　　　　　１枚
　金具　　　　　　　　　　　　一括
　残欠類　　　　　　　　　　　一括

考古資料

平成１１年２月１日１巻仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図歴史資料
平成１１年３月２３日４８件玉蟲左太夫「航米日録」及び関係資料歴史資料
平成１２年４月２８日１鋪仙台城下絵図（推定天明６～寛政元年）歴史資料
平成１２年４月２８日１面明治元年現状仙台城市之図歴史資料

平成１３年３月２２日１幅伊達政宗和歌詠草「入そめて」
　附　春慶塗印籠蓋造箱  １合歴史資料
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４．教育・普及

講座・イベント

１．リピーター勧誘イベント

　「よろいのシールをあつめよう！」

シール・台紙配布　　４月２０日（火）～継続中
配布場所　　情報資料センター

歴代仙台藩主のよろいシールを作成し、希望があ
れば常設展観覧者１名に付きシール１枚を配布し
た。シールを全種類集めた参加者には特典（政宗の
よろいクリアーファイル）を進呈した。キャンペー
ンとしては、こどもの日・国際博物館の日の来館者、
変身タイム・仙台っ子歴史探検隊の参加者に対し
「シール２倍キャンペーン」、６月は「土日シール２
倍月間」（プレイで鎧に関する特集展示）、夏季休業
期間は「なつやすみキャンペーン」を行った。また、
企画展関連イベント「だれあてクイズ」（５．参照）
ではクイズの参加者に対し正解数に応じてシールを
配布した。

２．博物館七夕飾り

平成２２年７月６日（火）～８月８日（日）　
平成２３年７月５日（火）～８月１６日（日）　
 エントランスホール
柳生地区（仙台市太白区）に伝承されてきた柳生
和紙を使用し、七夕の竹飾りを飾った。吹き流しを
中心に、仙台七夕の七つ道具（吹き流し・短冊・紙
衣・千羽鶴・巾着・投網・屑籠）を作り、展示した。

３．仙台っ子歴史探検隊

　「伊達政宗を探検しよう！」　

平成２２年７月２５日（日）１０：００～１２：３０
 講習室・常設展示室　　参加１４人
平成２３年７月２４日（日）１０：００～１２：３０
 講習室・常設展示室　　参加２１人
　　　　１０月１１日（火）１０：００～１２：３０
 講習室・常設展示室　　参加１０人
小学生４年生から６年生を対象に、仙台の歴史と

文化に親しみながら、興味・関心をもって地域理解
を深めることを目的として、「仙台城」と「城下町」及
びそれらに係わる「人」に関する体験的な学習を行っ
た。

４．親子体験イベント

①　夏休み工作教室

　「からくり玩具　はしごおとしをつくろう」 

平成２２年８月７日（土）１０：００～１２：００
 講習室　　参加４４人（大人２１、子供２３）

　「からくり玩具　紙つばめをつくろう」 

平成２３年７月３０日（土）１０：００～１２：００
 講習室　　参加４０人（大人１８、子供２２）
小学生を対象とした夏休みの工作教室である。自

遊創意クラブの三浦孝男氏の協力を得て行った。
②　「木のネームプレートをつくろう」

平成２２年１１月３日（水）１０：００～１２：００
 講習室・館庭　　参加４５人（大人２０、子供２５）
平成２３年１０月２９日（土）９：３０～１１：３０
 講習室・館庭　　参加２６人（大人１１、子供１５）
小学生が、樹木名を表記したプレートを製作しな

がら、三の丸跡及び登城路の自然に触れ親しむこと
を目的としたイベントである。２２年度は主に、登城
路付近の樹木を中心に、２３年度は館庭の仏像展に関
する樹木を中心にプレートの取付けを行った。

特典進呈新規参加者年度

９６人１，８１２人H２２

２１人９６３人H２３

表７　参加数
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５．企画・常設展関連イベント

企画・常設展を、より多くの市民に見学してもら
うことを目的としたイベント。観光交流課・伊達武
将隊の協力を得て、クイズや演武指導等を行った。
これらのイベントを通して、博物館をより身近に感
じてもらうことができた。

平成２２年度

平成２３年度

６．しろ・まち講座１～６

仙台城と城下町仙台についての理解を一層深める
ために今年度から講座をシリーズ化して行った。い
ずれも１３：３０～１５：００、ホールで開催した。

平成２２年度

平成２３年度

７．その他のイベント

①　子どもギャラリートーク

平成２２年１０月１２日（土）１３：００～１３：３０
 企画展示室　　参加４３人（保護者含む）
秋休みの子ども向けトークとして「国民の宝って

なあに？」というテーマで行った。開催中の企画展
「新たな国民のたから－文化庁購入文化財展－」につ
いて紹介し、参加者からは「わかりやすかった」と
好評であった。
②　親と子の博物館ミニコンサート

平成２２年１０月１２日（火）　１４：００～１５：００
 エントランスホール　参加２６５人
秋休み期間、市内の小中学生などを対象に、楽し

みながらクラシック音楽の魅力を実感してもらうこ
とを目的として行った。ＮＰＯ法人「子どもに音楽
を」の協力のもと、出演者に向山佳絵子氏（チェロ
奏者）、藤森亮一氏、村井将氏、山内俊輔氏（ＮＨＫ
交響楽団）を迎え、チェロカルテットによりバッハ
やビートルズの名曲が披露された。秋休みというこ
ともあり、親子連れが多く見られた。

表８　企画・常設展関連イベント実施状況

合計
（大人・子供）

場所時間月日イベント関
連

９７人
（７９・１８）

企画展
示室・
プレイ

１０：００～

１２：００

１１/２７

だれあてク
イズ

仙
台
人
物
誌

１１０人
（８１・２９）１２/１１

１６６人
（１１７・４９）１２/１９

合計
（大人・子供）

場所時間月日イベント関
連

１６６人
（１０４・６２）

企画展
示室

９：３０～

１１：００
・

１４：３０～

１６：００

９/２３名品展スタン
プラリー！

館
蔵
名
品
百
選

１６４人
（１２６・３８）

常設展
示室

１０：００～

１４：００
１２/２３政宗チャレ

ンジクイズ

常
　
設
　
展

９１人
（６３・２８）

１０：００～

１２：００
１/９キミも武将

隊に

２，２００人
９：００～

１６：４５

１０／２２
～

１／１５
政宗の挑戦
状

表９　しろ・まち講座実施状況

参加者講師　・　演題月日N０.

１０５人佐々木徹（当館学芸員）
「仙台城の成立」

６/２６
（土）１

１０３人坂田美咲（当館学芸員）
「仙台藩の道中事情」

９/４
（土）２

９４人
水野沙織（当館学芸員）

「仙台にいたあんな人、　　
　　　　　　　　こんな人」

１１/２０
（土）３

８６人高橋あけみ（当館学芸員）
「仙台藩主の具足」

１２/１８
（土）４

参加者講師　・　演題月日N０.

１３３人
佐藤　憲一（元博物館館長）
「博物館のコレクションと私
―伊達政宗関係の思い出―」

１０/８
（土）５

１５４人
酒井昌一郎（当館学芸員）
「仏のかたち　人のすがた

―地域の中の文化財―」
１１/１２
（土）６
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９．国際センターとの共催

①　するめてんばた

平成２４年１月２１日（土） 参加者８名
②　よろい体験

平成２４年２月１１日（土） 参加者１１名（見学１７名）
③　土人形

平成２４年２月２６日（日） 参加者２１名（見学２名）
 全て国際センターが会場
参加者はみな熱心で礼儀正しく、互いの国の文化

について話すなど和やかな雰囲気でイベントを行う
ことができた。②では日本語が分からない参加者が
２名ほどいて英語での説明を必要としたため、③で
は事前準備をして英語での対応をしたところ、概ね
好評であった。

１０．生涯学習推進（館内講師・館外講師派遣）
団体・機関などからの依頼を受けて、学芸員等の

館職員が講話を行った。依頼により、館内で行う場
合と館外で行う場合とがあった。
下表は、当館で受理された「講師派遣申込書（館

内・館外）」をもとに作成した講師派遣状況である。
なお、学習推進という観点から、学校関係を対象と
した講師派遣（館内・館外）は、ここでは除外した（学
校関係については、「学校教育との連携」の頁を参
照）。

③　香道体験　香りの世界を楽しもう

平成２３年①１２月１７日（土）②１２月１８日（日）
両日１０：３０～１２：３０、１３：３０～１５：３０　ギャラリー
 参加①３８人 ②２９人
日本の伝統文化である香道について、実際に聞香
を体験することでその魅力を知ってもらうことを目
的としたイベント。震災を体験した仙台市民の癒し
になればと、香道志野流家元後嗣の蜂谷一枝軒宗苾
（はちやいっしけんそうひつ）氏が、ボランティアで
講師を引き受けてくださった。貴重な香木の香りを
聞く（味わう）ことができ、幅広い年齢層の参加者
に好評であった。

８．中央市民センターとの共催

平成２２年１０月９日（土）１０：００～１５：００
展示室・プレイミュージアム　参加１９人（保護者含む）
仙台市中央市民センターの「秋の子どもの日事業」に

おいて、博物館が連携し、市内の子どもたちが、日本
の文化や芸術に出会うことのできる場所を設定した。
子どもたちに、学校や家庭で日常的になかなか触
れることができない日本文化を体験させることに
よって、理解を深めさせることが目的とするイベン
ト。午前中には市民センターで、「なりきり戦国武
将」、「土人形に挑戦」の２種類の体験活動を行い、
午後は博物館に移動して展示室の見学や復元よろい
の試着体験などを行った。

対象人数件数講師派遣（館内・館外）

１，７２９人４９件H２２館 内 講 師
○特別展の解説 １，１４３人２４件H２３

２，１２４人３７件H２２
館 外 講 師

７１３人１４件H２３

３，８５３人８６件H２２
合　 計

１，８５６人３８件H２３

表１０　講師派遣状況
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プレイミュージアム

プレイミュージアムは、「博物館を存分に楽しん
でもらいたい」という意図のもとに命名された展示
室である。当室には歴史や文化を体験できる様々な
資料が展示されており、利用者はそれを手に取って
自由に遊ぶことができる。「遊びの素材」の中から取
捨選択し、面白さを発見するのは幅広い年齢層の利
用者である。この部屋のミュージアム・アシスタン
トの１名（プレイリーダーと呼ぶ）と、解説ボラン
ティアがその手伝いをしている。
プレイミュージアムで提
供している遊びには、常時
利用できる物と、時期を
限って利用できる特定の
テーマをもった物の２種類
がある。当室では前者を常
設展示、後者をイベントと
称している。

１．常設展示
当室では、通常、利用者の行動を「観る・動かす
音を出す・うつしとる・変身する・はかる・織る・編
む・考える・学ぶ」の１０に分類している。

以上は、購入、委託製作、当室製作からなる
茨　入場者数
２２年度２９，７９６人、２３年度３６，６８９人。
２　配布物　

※②展示物の透過写真等を写しとるため
※④イベントで配布したものを除いたもの

３　破損、修理状況

　　資料を大切に扱っていただくことの啓発を兼ね
て、簡単な修理はできるだけ利用者の前で行った。
４　デジタルデータの活用

①は当館の資料を高精細な画像で閲覧できるシス
テム、②はQ&A形式で歴史や文化に関わる様々な
トピックを紹介しているシステムである。より多く
の来館者に利用してもらう目的で、同システムは情
報資料センターにも設置されている。

輪島塗蒔絵工程見本／板木の見本／錦絵（東海道
五十三次）／絵巻物の複製ミニ版（鳥獣人物戯画
ほか）／和綴じの昔の絵本（まるづくしほか）／
縄文土器（複製）／土人形（つつみ・相良ほか）
／木地玩具（江戸独楽・木下駒・八幡馬・三春駒
ほか）／張子（仙台・三春ほか）／凧／紙芝居

観
る

手毬／お手玉／紙風船／けん玉／羽子板／郷土玩
具（江戸独楽・ぺたくた・藍づきお蔵・餅つき兎・
牛若と弁慶・浜北風車・お化けの金太・鳩車・米
つき鼠・かっぱのすいか喰らい・ずぼんぼほか）
／茶運び人形／日立風流物操り人形

動
か
す

箏／法螺貝／銅鐸／神楽鈴／五鈷鈴／拍子木／び
んざさら／擬音（雨うちわ・各種鳥笛ほか）／郷
土玩具（犬山でんでん太鼓・庄内板獅子・巴波の
鯰・土佐の鳴子・土鈴類ほか）／手作り楽器

音
を
出
す

収蔵品の透過写真や復刻版の浮世絵（ト
レーシングペーパーを使用）

平面写
し
取
る 複製の縄文土器（型取器を使用）立体

物差し（曲尺・鯨尺ほか）／ウォーキン
グメジャー

長さ
は
か
る 枡（一升・五合・一合）／軽量カップ量

ヘルスメーター／台秤重さ

政宗具足／政宗かぶと／秀吉具足／山
形文様陣羽織／常長の衣装／桃山時代
様式の打掛・小袖

十二単着せ替え人形／ 草  鞋 ／お面（仙台
わら じ

張子） ／手拭

複製や
復元品

その他

変
身
す
る

二挺天府式和時計

ゆがみ絵／トロンプルイユ（だま
し絵）／ゾートロープ／反射式覗
き眼鏡／世界七不思議アナモル
フォーシス／鞘絵／立体眼鏡／
万華鏡類

投扇興／盤双六／貝合せ／投壺
／絵双六／将棋／碁／カルタ

組木パズル／大型パズル／伊達
政宗ジグソーパズル／戦国時代
パズル／草木染さいころパズル
／清少納言の智恵の板／マグ
ネット式政宗具足シート／触覚
パズル／ピクチュアパズル日本地図

からくりの復元

アイ・トリック

ゲーム

パズル

考
え
る

PCマルチメディア博物館／来館者用情報提供シス
テム／各種図書

学
ぶ

表１１　平成２２・２３年度主な常設展示資料

百足編み
花結び

編
む

平織機（カランコ）
織りの組織見本

織
る

H２３H２２配　布　物（枚）
１，９９３２，５１８①よろいのワークシート
３５４０②トレーシングペーパー
１６３２３６③折紙
６８４８④テキスト

H２３H２２状　　　況（点）
９４１１５破損や汚れのための撤去
６６紛失
８３１１４修理による復帰
０３修理不可能での廃棄
２１７同種で交換や追加したもの
１１新規展示

H２３H２２システム名
４，３７７４，１８１①マルチメディア博物館
６，９１６７，７７７②来館者用情報提供システム
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２．イベント
１　変身イベント「変身タイム１３３０」

よろいや小袖などを着て変身するイベント。以下
の内容で年３回実施している。
　

第１回「政宗・秀吉のよろいを着てみよう！」
●伊達政宗所用黒漆五枚胴具足（重文）の複製
●豊臣秀吉所用銀伊予札白糸威胴丸具足（重文）
の複製　　　

平成２２年５月１６日（日）１３：３０～１５：００
平成２３年５月２１日（日）１３：３０～１５：００
第２回「政宗のよろいと陣羽織を着てみよう！」
●伊達政宗所用黒漆五枚胴具足（重文）の複製
●伊達政宗所用山形文様陣羽織（重文）の複製
平成２２年１０月１６日（土）１３：３０～１５：００
平成２３年１０月１５日（土）１４：００～１５：３０
第３回「桃山時代のお姫様や支倉常長に変身！」
●打掛・小袖または支倉常長の衣装（復元）
平成２２年２月２６日（土）１３：３０～１５：００
平成２３年３月３日（土）１３：３０～１５：００

平成１４年度から上記の内容で年３回実施している
が、戦国ブームもあって、年々その応募数を伸ばし
ている（グラフ１）。今後このイベントをより多くの

方々に楽しんでいた
だくため、以下のよ
うな方策を試みた。

平成２２年度

１　落選者への対策
①　変身イベントの直前に、観光交流課と連携し
て、記念撮影会｢伊達武将隊といっしょに！」
行った。

②　「よろいのシールをあつめよう！」キャンペー
ンに伴い、落選者にも情資にてよろいシールを
２枚進呈した（落選通知にて周知）。

２　変身イベントの機会を増やす
かぶとに併せて陣羽織をはおることができる簡

易版の変身タイム「ちょこっとまさむね」を６月
２日（日）１０：００～１２：００に実施。参加者６名。

３　ホームページでの事後報告
当日の様子を当館ホームページで公開すると共

に、次回「変身タイム」の予告も行った。
４　参加者へのアンケート
２２年度は以下の要望があった。
・写真を撮るのに背景（屏風など）があるとよい

５　館職員からの要望聴取
・対応スタッフの増加
・順番待ちの方への対応策
・リピーターへの特典
・外国の方向けの変身タイムの実施

平成２３年度

１　撮影時の背景の設置
武将隊演舞後の陣幕を使用した。

２　対応スタッフの増加
学芸員やアルバイト、ボランティアの協力を得た。

３　順番待ちの方への対応策
落選者への対策も兼ねて、変身イベントの直前

に「伊達武将隊の演武」を実施。演舞に加え、変
身中にクイズやコントなどを行った。

４　リピーターへの特典
リピーターには、学芸員解説時にモデルを依頼

し、好評であった。
５　外国の方向けの変身タイムの実施

国際センター・武将隊と連携し、２月１１日（土）
に実施。参加者１１名（見学１７名）。

参加内訳
応募募集回

聴講者合計子供大人
２５１４８６２９１４１

H２２
４４１０６４５７１０２
５１２７１１１６２８２５３
１２０５１２５２６１１４４９計
１３３２２２０２２２１４１

H２３
１１９２４１６８５３１０２
１２８２６１０１６５０２５３
３８０７２４６２６１２５４９計

表１２　参加数（人）（子供は中学生以下）

年度別応募状況

20

0

40

60

80

100

120

140

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

※Ｈ21は９月～休館

人　

数

募集
応募
参加

グラフ１　年度別応募状況（人）



－　　－96

２　特別イベント

イベントを企画する際の原則は以下の通りである。
①　入室には常設観覧料を必要とするため、イベ
ント参加を目的に訪れる利用者に配慮し、材料
費無料とし、用具などの必要なものはすべて用
意する。

②　表示やテキスト
を見ながら自分に
できる内容にする。

③　内容的には、以下
に分類されるもの
を取り上げる。
●常設展示資料に焦点をあてたもの

○年中行事や季節にあわせたもの

◎特別展や企画展にちなんだもの

平成２２年度

平成２３年度

表１３　特別イベント一覧

内　　　容参加人数期　間
◎マンダラを塗ろう！

チベット展展示資料を単
純化してマンダラ風の塗
り絵を作成し、簡単な法
則に従って塗ってもらっ
た。

大人 １，０８９
子供 　８７３
計 １，９６２

４/２０（火）
～５/３０（日）
３６日間

◎手織りのコースターをつくろう
シカン展の展示資料やペ
ルーの国旗からイメージ
したデザインのコース
ターを織ってもらった。

大人 　４５８
子供 　４６２
　計 　９２０

７/２（金）
～８/２２（日）
４５日間

○短冊に願いを！
和紙で短冊を作りながら、
七夕を迎える楽しさを味
わうイベント。柳生和紙
の短冊に願い事を書き、
笹竹（造花）に結んでも
らった。

大人   　７０
子供 　２００
計 　２７０

７/６（火）
～８/８（水）
２８日間

●和綴じに挑戦！
日本の伝統的な本の綴じ
方である「和綴じ」を体験
することで、来館者に日
本の伝統文化について理
解を深めてもらった。

大人 　２９９
子供 　２０１
計 　５００

９/１０（金）
～１０/１７（日）
３３日間

◎紋切り型で遊ぼう
家紋を描くために発達し
た技術「紋切り型」を体験
することにより、来館者
に江戸時代の文化につい
て理解を深めてもらった。

大人 　４３０
子供 　３８９
計 　８１９

１０/２６（火）
～１２/１９（日）
４６日間

○とべとべ！するめてんばた
郷土に伝わる玩具の一つ
として「するめてんばた」
を取り上げ、来館者に宮
城県の伝統文化について
理解を深めてもらった。

大人   　３０
子供   　９０
　計 　１２０

１/５（水）
～１/２６（日）
１９日間

○折紙で「桃の節句」
和紙を使い、男女２体の
折り雛を作るイベント。
日本の年中行事や伝統文
化について理解を深めて
もらった。

大人 　１８１
子供   　８７
　計 　２６８

２/８（火）
～３/６（日）
２４日間

◎クピドのカード～こころを込めたメッセージ～
仙台の町の復興または身
近な人の幸せを願って
ポップアップカードをつ
くり、それにメッセージ
を書いてもらった。

大人 　２３２
子供 　３９９
計 　６３１

４/２９（金）
～６/５（日）
３４日間

●①よろいデザインコンテスト②よろいデザイン展
博物館キャラクターのプ
リントされた用紙に、オ
リジナルのよろいを描い
てもらった。優秀作品を
選考し表彰式を行った。

大人   　１８
子供 　１３６
計 　１５４

①６/７（火）
～３０（木）
２１日間
②７/１（金）
～１０（日）
１０日間
○短冊に願いを！

①ではエントランスに展
示する七夕用の短冊を、
②ではプレイ用の短冊を
書いてもらった。

大人 　１６８
子供 　３２７
計 　４９５

①６/７（火）
～７/１０（日）
３０日間
②７/１２（火）
～８/７（日）
２０日間
●かわり屏風（ぺたくた）をつくろう

屏風に焦点を当て、屏風
の仕組みと関わりのある、
交差式蝶番を利用した玩
具、「かわり屏風（ぺたく
た）」をつくった。

大人 　２１６
子供 　６６３
計 　８７９

７/２３（土）
～１０/１６（日）
７６日間

◎マンガのルーツ？白描画に挑戦！
展示資料を「白描」で描く
体験をしてもらうことに
より、地域の歴史や伝統
について理解を深めても
らった。

大人 　３８３
子供 　５１９
計 　９０２

１１/１（火）
～１２/１１（日）
３６日間

○とべとべ！するめてんばた
昨年度の反省を踏まえ、
糸の結び方等の細かい作
業を簡略化し、時期も冬
休みとリンクするように
設定した。

大人   　４２
子供   　９７
計 　１３９

１２/２０（火）
～１/１５（日）
１６日間

大人 ２，５５７　子供 ２，３０２　計 ４，８５９
大人 １，０５９　子供 ２，１４１　計 ３，２００

H２２全計
H２３全計
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３．展示室閉室期間の展示
震災に伴う工事によってプレイミュージアムを含
む展示室が閉室していた間、プレイミュージアムの
簡易版である「プレイブース」を設置した。

１　期間
平成２３年６月７日（火）～７月１０日（日）

２　対象　　全ての来館者
３　会場　　エントランスロビー
４　展示内容
・政宗体験用かぶと
・筝
・投壺
・郷土玩具（江戸独楽・ぱたぱた・お化けの金太）
・パズル類（政宗のジグソーパズル・戦国パズル）
・縄文土器（複製）の復元（※）、プロフィラー、
パネル「縄文土器を復元したよ」

５　イベント
①　よろいデザインコンテスト　

博物館キャラクター「まーくん」のプリントさ
れた用紙に、色鉛筆等を使ってオリジナルのよろ
いを、または、キャラクター「めごちゃん」の着
物に模様を描いてもらった。完成作品は作品展と
してパネルに掲示した。基本的に応募作品の返却
は行わず、返却希望者は、７月１～１０日の間に受
け取りに来るようにした。主な参加者は、校外学
習で来館した小中学生であったが、未就学児から

成人まで幅広い年代が参加した。
６月３０日（木）に博物館職員を審査員として、

優秀作品を選考、金賞１名･銀賞３名・銅賞５名・
特別賞３名の計１２名が受賞した。表彰式は７月９
日（土）のリレートーク後１５：３０から行い、受賞
者８名が参加。保護者に加え、リレートーク参加
者も半数残り（６０名程度）、和やかな雰囲気で受賞
を祝った。受賞者とその保護者からも、たいへん
好評であった。
更に受賞者には、７月２３日（土）に行われた企

画展オープニングイベントのテープカットを依
頼。６名が出席し、イベントに楽しく参加した。

②　短冊に願いを！
６月７日（火）～７月３日（日）まではエント

ランスに展示する七夕用の短冊を、７月５日（火）
～はプレイ用の短冊を書いてもらった。昨年度と
比較して、体験日数が２０日間多く、エントランス
のプレイブースがオープンで参加しやすかったこ
ともあって、参加者が増加した。

６　準備物
パネル、ゴザ、赤毛氈、鏡、長机、ロビー用机・

椅子
　※縄文土器（複製）の復元
　震災により破損した資料は①縄文土器（複製）６
点と②相良人形１点であった。そのうち①は、教育
普及職員により復元作業を行った。
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情報資料センター
　
博物館には、資料の収集および調査・研究に伴っ
て膨大な情報が蓄積され、その提供手段は主に展示
活動であるが、それを補足するために図書や映像な
どといった二次資料のかたちで提供する場が必要と
なってくる。一方、歴史的分野における市民の自主
的な学習を通した生涯学習支援は、博物館の教育普
及活動の重要な要素であり、情報資料センターを実
践の場と位置付けている。
当センターは、利用者のニーズにも対応できるよ
う運営されている。ミュージアムアシスタント２名
（うち司書１名）が、利用案内と質問の受付にあた
り、専門的な回答を要するものについては、各担当
学芸員に引き継いでいる（利用状況は表１４･１５参照）。
作業として、前年度のリニューアル工事の長期休
館を引き続き利用し、年々増加していく図書の大幅
な整理を行った。
また、平成２３年３月１１日の東日本大震災の被害状
況は、壁面の書棚（６連）が剥がれ落ちるような形
で倒れ、図書が数冊押しつぶされた状態で形状が変
形したものがあったが、そのほかは全て無事であっ
た。マイクロフィルム、映像資料はケースが破損し
たが本体は無事であった。
平成２３年度の作業としては、震災の修理工事のた
めの休館に合わせて、収蔵図書の見直しを含めた整
理を行った。

提供資料

１．図書資料
当センターで自由閲覧を可能とした部屋になっ

ている。自由閲覧以外の蔵書も要望により閲覧に
供しているが、センター内図書ともに貸し出しに
は応じていない。
内容的には、仙台を中心とする東北地方の地方

史文献、通史及び分野別の全集、美術全集、百科
事典及び分野別の辞典類、古典文学、などである。
平成２２年度の受入図書は１，８９４冊で、図書整理
を行った結果、当館の蔵書数は７８，４３７冊となっ
た。このうちセンターで自由閲覧できる図書は
４，９７８ 冊（うち２２年度新規配架２６冊）である。
平成２３年度の受入図書は２，３５２冊で、図書整理
を行った結果、蔵書数は７８，９９７冊となった。この
うちセンターで自由閲覧できる図書は５，００９ 冊

（うち本年度新規配架３１冊）である。
また、センター内の企画として特別展・企画展

と関連した特設図書コーナーを随時設けている。
平成２２年度は５回設置し、延べ設置冊数は６９冊

で、平成２３年度は３回設置し、延べ設置冊数は７２
冊であった。

２．映像資料
申込み制の利用とし、主に館内講演会などの記

録映像を中心にモニターで提供している。
３．収蔵資料閲覧カード

伊達家文書を中心として、絵巻物・浮世絵等に
ついて写真を添付したカードを作成し、専用のバ
インダーで整冊して、開架書架に配している。

４．マイクロフィルム
伊達家文書を中心にマイクロフィルム化を進め

ており、コインベンダー式のマイクロリーダープ
リンター１台を設置し、ダイレクトにプリントが
出来る（有料・申込制）。平成２２年度の利用件数は
７７件で、平成２３年度の利用件数は２９件である。
フィルムの資料は伊達治家記録や、三原良吉コ

レクション（一部）などが閲覧可能である。
５．周辺情報・他館情報の提供

仙台市と近郊の博物館・美術館など文化施設の
利用案内や展示・行事の情報、また全国の博物館・
美術館から送られてくるポスター、リーフレッ
ト、館だより等についても当センターで取り扱っ
ている。

６．デジタルデータの活用
総合展示室（５台）に設置された情報提供シス

テムと同様のものが設置１台設置されている。総
合展示室のものと異なる主な点として、収蔵品・
関係施設を検索しやすいキーワード検索機能を備
えている（同プレイミュージアム）。
アクセス数は、平成２２年度で総合展示室５５,４９７
件、プレイミュージアム７，７７７件、当センターでは
２,７１４件。平成２３年度は、総合展示室３４，９２９件、プ
レイミュージアム６，９１６件、当センターでは２，２０１
件。
また従来の資料検索システムは当館所蔵６５０件

の資料を､博物館情報検索用パソコン２台で提供
しており、プレイミュージアムにも同システム１
台を設置している。平成２２年度のアクセス件数
（計３台）は６，１０５件で、平成２３年度のアクセス件
数（計３台）は５，６４０件であった。
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合計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

８，５８９１９８５３１３６０５２７９４７９９３７１１１，１４９８１４７４２１，３０６３１１利 用 者 数　（人）

４２１４２４１９１７２８４０８８５２５４３４４８１３相 談 質 問　（件）

４，４０３１８６３３１１９７２１２２３７２７６２９３９２１４２３４０７６７７２４３外 線 問 合 せ　（件）

７０００１０００２０１３０利　 用　（件）
映 像 利 用

７０００１０００２０１３０利 用 者　（人）

４７０１９３７４７２５５２４８５４５１３９４２５１５（件）
図書複写利用

７，０３２１６４１，３２３６７９７８７１，６３５４２７７４４４５３３９１３１９５０６０（枚）

７７１３１８２６６９９９６５３利　 用　（件）マイクロフィルム
利 用 ３，８９２１８７３８６８２０５４６５５０１９４５２２３３３４１４５１００１５複　 写　（枚）

６９０６４０２２１１６４６０４２１８３９９４４１０２１７画 像 提 供 装 置 利 用 者 数
（ 情 報 資 料 センター調 べ ）

６，１０５１１９３６８５００１７２５１７６５０５９９９０２４０７４０１１，２２５２４５収 蔵 資 料 検 索 アクセス数
（ ３ 台 合 計 件 数 ）

表１４　平成２２年度情報資料センター利用状況

※ 平成２１年９月１日～平成２２年４月２０までリューアル工事のため休館
※ 平成２３年３月１１日～４月２８日まで東日本大震災の影響により休館

合計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

６，８６５９７８２２２７３７９９８５３６５１６１０８４２５７７５５８６８１２１利 用 者 数　（人）

１３０３３０２１４９８２０１２１１１２９０相 談 質 問　（件）

４，１６７９０９５４２１０２４７３５４２９７２６９３２０３４３５１６６１３３５外 線 問 合 せ　（件）

４１０００００００２１００利　 用　（件）
映 像 利 用

６１０００００００４１００利 用 者　（人）

３３１３９２１１３６３７３９３３４６３７２０２７４（件）
図書複写利用

５，０１６３５６１０１２２３５３３２８９６４３６８８１８１，２２７１４５２６３６２（枚）

２９２０１３４７３５０１２１利　 用　（件）マイクロフィルム
利 用 ４６７１２０６３１２８４７１１９２１３０１１００複　 写　（枚）

５６９５２２１４６７５４３３４３９０６８１０８３８０画 像 提 供 装 置 利 用 者 数
（ 情 報 資 料 センター調 べ ）

５，６４０１，０４６１３１４７３６２４０８２２２４３７７４１２６１８０６１，０７４１２３収 蔵 資 料 検 索 アクセス数
（ ３ 台 合 計 件 数 ）

表１５　平成２３年度情報資料センター利用状況

※ 平成２３年３月１１日～４月２８日まで東日本大震災の影響により休館
※ 平成２３年６月６日～７月２３日、平成２４年１月１６日～２月２７日まで２０１１年東日本大震災関係修理工事のため休館
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学校教育との連携
　
１．学校の博物館利用状況

表１４に示したように、平成２２年度の学校による博
物館の総利用状況は６１４件・１６，５９０人（前年度比１９８
件増・７，１５０人増）で、改修工事のため８月３１日以降
休館となった前年度に比べ、大幅増となった。
平成１４年度以降増加傾向にあった市内学校による
博物館利用は、天文台の移転により中学校の利用が
激減したため大きく減少したが、少しずつ回復して
きた。すなわち、平成１９年度に１７４件・１１，０９２人で
あった市内学校の利用状況は、平成２０年度に１２６
件・ ５，１７２人へと減じたが、平成２２年度は１６５件・
７，３３２人と上向いてきた。
市外学校による博物館利用は、平成１７年度以降大

きく増加してきたが、平成２２年度は４４９件・９，２５８人
であり、平成２０年度に比べ３件増・８０１人減であった。
近年、市内市外にかかわらず小中学校による博物
館学習の主要形態が一斉学習からグループ学習へ変
わってきた。そのため、学校の利用件数ほど利用者
数が増加しないという傾向が出てきた。
平成２３年度は、震災の影響により、７月２３日から
の利用になった。例年、来館者が一番多いのが５月
～６月の修学旅行シーズンであるため、本年の来館
児童生徒数は極端に少ない結果になった。夏休み以
降は、福島から来館する学校が増えた。

２．学校向け広報

学校による博物館活用の機会を広げようと、当館
のホームページに「学校の先生方へ」という項目を
設け、展示見学・職場訪問・貸出教材リスト・出前
授業・教員向け研修などの最新情報を提供している。
各種申込用紙のダウンロードも可能である。

３．学校教員対象講座

１　博物館活用研修会
平成２２年８/１０（火）講習室　９：３０～１２：００
参加３４人
平成２３年８/４（木）講習室　９：３０～１２：００
参加４４人
市内小中学校の教員を対象とした博物館学習に関

する研修会。スタディシートやボランティアと連携
した展示見学の方法及び、仙台城三の丸跡から本丸
跡へと活動範囲を広げた学習例を紹介し、仙台藩の
参勤交代を題材とした貸出教材（楽山公行列図巻）
を活用した授業作りについて提案した。２３年度は社
会科に加え図工美術科の内容も扱うことにした。

平成２２・２３年度　学校における博物館利用状況（上段：２３年度　下段：２２年度  単位：件・人）

※１　東日本大震災のにより平成23年3月12日～7月22日まで休館（特別展のみ開館），また平成24年1月16日～2月27日まで改修工事で休館となった。　　　
※２　人数は、園児・児童・生徒・学生の数である（引率者の数は除外してある）。
※３　利用目的が複数あった学校があるため、目的件数と利用件数は一致しない。
※４　仙台市内は、入館料減免（事前申込）による来館者数及び当日来館者（どこでもパスポート利用含む）数から作成した。
※５　仙台市外は、来館者数（当日申込含）から作成した。
※６　他は、大学、高等専門学校、幼稚園、特別支援学校、ろう学校、盲学校、杜のひろば等とした。

人数件数内　訳
5，390109市　内

利
 用
  数

7，332165
4，430128市　外 9，258449
9，820237合　計 16，590614

99一　斉学
 習
 形
 態
 数

182
120グループ 432
219合　計 614

2，20965常設展
利
 用
 目
 的
 数

8，702404
3，945104企画展 3，955125
2，27450特別展 3，933101
8，428219合　計 16，590630

合　計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数
3，1835413220041971166181079213405600001352126202小

仙
台
市
内

4，011772233514999239810599167261227750016250823131902
797194760000154220141853001833002710000中 1，073270016238200219518254100183600315500

1，01618324400144195272200000000833298600高 1，486270000008830013620000227725153494765
3941800007938261363002514621210014200他 76234161410030277464327246283312862026854

5，390109503120022751，302261，02719977164307229512124564381002小計 7，332165239468013107451615895251，1082230884626552115371，8743375111
1，40641752142001051317934183091450110618930000小

仙
台
市
外

4，407242541351131381153334618771400010891，8101186633641614
2，5497518100001011146686181，16638301252827320000中 4，0881780000002615531604244115861841134781，772861，24248
278400000040003911121123200000000高 60015006100161002743001616142022721801
197896200161000000111714022710000他 1631400000000001712555335241610000

4，43012818951421611192431151，066271，5885422053981138960000小計 9，2584495414121318032086797261，0405612710405282，1931292，4621241，83863
9，8202376921714224361，421281，458342，043432，018614491041012634124381002合計 16，5906142935721151205596181，103311，905481，34864173121，060492，3461364，3361572，58974

表１７　概況 表１８　月別状況

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１

4，5898，4186，734小 学 校

3，3465，1615，977中 学 校

1，8853，0112，520高校大学

9，82016，59015，231合計者数

表１６　来館児童生徒数（人）
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２　ミュージアムセミナー
特別展と企画展毎に行う、宮城県内の教員を対象
としたセミナーで、授業作りや博物館学習に役立て
てもらうことを目的とする。当館学芸員が３０分で見
所を解説した後、展示室の自由観覧とした。
（平成２２年度）
・特別展「聖地チベット」４/２４、２８  ………３８人
・特別展「黄金の都シカン」７/３、７  ……７２人
・企画展「新たな国民のたから」９/１１  ……２０人
・企画展「仙台人物誌」１１/６  ………………１３人
・特別展「ポンペイ展」２/１９、２３  …………１０９人
（平成２３年度）
・企画展「館蔵名品百選」９/１０  ……………１５人
・特別展「仏のかたち人のすがた」１１/５、９
　　　　　　　　　　　　　　　　  …………２４人
３　その他
①　宮城県小・中学校社会科研修会
平成２２年６/４（水）講習室　９：３０～１６：００　
参加１５人（小学校教員）
平成２３年８/３（水）講習室　９：３０～１６：００　
参加３１人（中学校教員）

②　仙台市図工・美術科研修会
平成２２年８/１１（水）講習室　９：３０～１６：４５　
参加２１人
仙台市教育センターと共催で、土人形をテーマ

とした授業作りや鑑賞の仕方について研修した。
③　全国中学校社会科教育研究大会（歴史的分野）
平成２２年１０/２９（金）９：３０～１６：３０ 参加２０７人
全国中学校社会科歴史的分野の研究大会が行わ

れ、慶長遣欧使節を題材とした中学２年生の授業
に当館学芸員がゲストティーチャーとして参加
し、支倉常長の事績について説明した。

４．博物館学習の事前打合せ

充実した博物館学習を行うために、館職員と学校
関係者とによる事前打合せを行ってきた。展示見学
における解説ボランティアとの連携やスタディシー
トの活用法、館職員による講話など、学習活動に関
する内容に時間をかけている。打合せ件数は、来館
相談が１４３（１１２）件、電話相談が５１７（１４１）件、合
計６６０（２５３）件であった。
※４．５．６．７．の（　）の数値は平成２３年度分、
（　）外のものは平成２２年度分。

５．展示見学におけるボランティアとの連携

常設展示室で児童生徒から出される質問や資料解
説については解説ボランティアが対応した。事前に
予約のあった資料解説は２７（８）件・４０８人（小学校１１
件（３）・２０１（１２０）人、中学校９（４）件・９６（４８）人、
高校４件・４３人、大学３件・６８人、ＰＴＡ　０（１）
件・０（１００）人）で、その多くが４０分から１時間の解
説依頼であった。※

６．職場訪問

キャリア教育の浸透にともない、職場訪問や学芸
員の仕事に関する問合せが増加している。今年度は
１４（１０）件・７６（４１）人（小学校１（０）件・５（０）人、
中学校１２（９）件・６８（４０）人、高校１（１）件・３（１）
人）を受け入れ、そのうち中学校３（１０）件・８（４０）
人は２日間～３日間の活動となった。※

７．博物館教材の貸出

博物館教材の貸出はのべ数で、２０（１５）件・５３（２１）
点であった。前年度に比べ、貸出が減ったのは、常
設展示室のリニューアルに伴い、それまで行ってき
た館内紹介ビデの貸出をやめたからである（新しい
館内紹介ビデオは館内で見てもらうようにした）。
複製品、写真パネル、ビデオ（DVD・VHS）、当館
収蔵資料の画像データ（CD-R）の貸出状況に大きな
変化はなかった。※

８．館内講師・館外講師派遣

学校からの依頼を受けて、児童生徒や学生、教職
員向けに館職員が館内及び館外で講話を行った。下
表は、当館で受理された「講師派遣依頼（館内・館
外）」の中から、学校関係を選び作成した講師派遣状
況である（学校関係以外への対応は、「講座・イベン
ト」の頁を参照）。
館内での講話は、仙台の歴史と文化に関する依頼

が多く、講習室やホールを使って行った。今年度は
新たに、仙台城ガイドボランティア会と協力して博
物館から仙台城本丸跡へ活動範囲を広げた小学生向
けの学習を行った。なお、下表に示した事前に館内
講師依頼のあった学校以外に、質問や展示の見所解
説などで館職員が対応した。
館外での講話は、市内の小中学校を対象に出前授

業として行った。今年度は、地域の伝統と関連付け
て、「もんきり遊び」「するめてんばた」「土人形」と
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いう小学生向け図画工作のプログラムを新しく作り
授業を行った。児童の反応がよく、地域に伝わる文
化について学ぶこともできたと好評であった。

９．博物館実習

平成２２年度は学芸員資格取得を目指す学生を対象
に、７/２９（木）から８/２８（土）まで、２グループに分
け、のべ９日間、博物館実習を行った。実習は５日間
（合同実習が１日、グループ別実習が４日）で、１２大学
２３人の実習生を受入れた。庶務、歴史、美術工芸、教育
普及などで分担して実施した。平成２３年度は７/２８
（木）～８/２７（土）まで２グループに分けて実施。９
大学２０人が参加した。

【２３年度の学校連携】

◆博物館の積極的な活用推進に向けて、これまで
あった学校向け学習プログラムの変更、及び新規
プログラムの作成をはかった。

これらの体験学習プログラムを実施することによ
り、館内での講師依頼が昨年より大幅に増えてきた。

◆特別学校訪問授業
被災した下記の学校に対して、伊達武将隊とと

もに訪問し、特別授業を展開した。内容は「伊達
政宗と仙台」の講話、政宗所用の具足のレプリカ
着用、武将隊の演武鑑賞等である。
・７月１９日　仙台市立中野小学校
　　　　　　仙台市立中野栄小学校
・１０月６日　仙台市立東六郷小学校
・１０月７日　亘理町立荒浜小学校

【学習プログラム一覧】

内　容プログラム名

城や城下町を比較しなが
ら修学旅行で役立つ内容
を学ぶ

くらべてみよう城下
町仙台と会津若松

社
　
　
会
　
　
科

伊達政宗の生涯をたど
り、まちづくりの特徴を
学ぶ

伊達政宗と仙台

行列の様子や持ち物を調
べたり目的を考えたりす
る

仙台藩の参勤交代を
調べよう

狩猟・採集時代を展示資
料を活用して学ぶ

縄文のむらから古墳
のくにへ①

農耕によりムラがが大き
くなっていく様子を学ぶ

縄文のむらから古墳
のくにへ②

体験活動の様子

H21/H22/H23館内講師依頼（学校）

0
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8
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H21 H23H22

件　

数

グラフ２　館内講師依頼状況

江戸時代から伝わる型を
使った切り紙を体験する

もんきりがたで遊ぼ
う

図
工
・
美
術
科

凧作りをとおして仙台地
方に伝わる凧の由来につ
いて学ぶ

ミニするめてんばた
をつくろう

絵付けをとおして堤人形
の歴史や特徴を学ぶ土人形って何だろう

具足を見ながら当時の職
人の技術や美しさを味わ
う

日本の美意識－よろ
いの美しさを感じよ
う－

鑑賞をとおして屏風の歴
史や構造を学ぶ

ようこそ屏風絵の世
界へ

Ｈ２３Ｈ２２

対象人数件数対象人数件数講師派遣
（館内・館外）

３，６２５人

７８人
１４５人

３，４０２人

５２件

２件
２件
４８件

１，２５０人

２２６人
５０６人
５１８人

２７件

７件
９件
１１件

館内講師
（内訳）
○常設展の解説
○特別展・企画展の
解説

○講話・講義
９２３人

７７８人
１４５人

１２件

１１件
１件

１，２２６人

１，００６人
２２０人

２０件

１７件
３件

館外講師
（内訳）
○小学校（出前授業）
○中学校（出前授業）

４，５４８人６４件２，４７６人４７件合　計

表１９　学校に対する講師派遣状況
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生涯学習施設
　
SMMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）

SMMAは、仙台・宮城地域における豊かな学習環
境を整備し、人々の知的活動の活性化及び地域づく
りに資するため、仙台・宮城地域の多様な館種の博
物館施設が集合し、大学機関や図書館などと連携し
てネットワークを形成することにより、知的資源や
人材の相互活用とそれぞれが持つ機能の融合を図
り、博物館機能の高度化と地域を活性化させる新た
な知の集積の形成を目的として平成２１年度に設立され
た。事務局がせんだいメディアテークに置かれている。

参加機関

・せんだいメディアテーク　　・仙台市博物館
・仙台市科学館　　・仙台市縄文の森広場
・仙台市天文台　　・仙台市富沢遺跡保存館
・仙台市八木山動物公園　　・仙台文学館
・仙台市歴史民俗資料館　　・宮城県美術館
・東北大学総合学術博物館
・東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
・仙台市教育委員会（生涯学習部）

平成２２年度の主な事業

１．見験楽学スタンプピクニック

ミュージアムの認知度を上げるため、各館収蔵資
料などをモデルにして作成したスタンプと台紙を用
いてスタンプラリーを行った。開催時期は１０月９日
～１１月２８日。参加者には、集めたスタンプの数に応
じて、抽選で景品やサービスをプレゼントした。
◆プレゼント内容
・スタンプ４個収集
　　→宮城のやきものシール１枚
・スタンプ６個収集
　　→体験型プレゼントかグッズプレゼント
・スタンプ１２個収集
　　→コンシェルジェ認定

◆参加者数等
・総参加者数：合計９，４４８名
・やきものシール配布数：２１７枚
・グッズプレゼント応募者数：８１名（３０名）
・体験型プレゼント応募者数：６０名（４１名）
 ※（　）は当選者数
・コンシェルジェ認定者数：８７名

◆博物館のプレゼント
・グッズ：クリアブック、ポケットガイド、クリ

アファイル、入館券
・体　験：政宗のよろいを着られる券

２．見験楽学ミュージアムバスツアー

　　　　　　　　～みやぎのやきものものがたり～

陶芸関係資料を展示する県内の博物館施設を訪問
し、それぞれの施設の学芸員らから展示解説を受け
ながら、「みやぎのやきもの」の伝統と文化に理解を
深めてもらおうと企画された。

日　時：２０１０年１１月１１日（木）、１１月１８日（木）
　　　　９：００～１７：００
訪問先：芹沢長介記念　東北陶磁文化館
　　　　加美町ふるさと陶芸館・切込焼記念館
　　　　東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
　　　　仙台市博物館
参加者：計７５名

体験実施日　２０１１年１月３０日（日）
　　　　　　１０：００～１１：００
参　加　者　４名　
　　　　　　５９歳女性　３６歳男性　１２歳男性
　　　　　　２０歳女性
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平成２３年度の主な事業

１．クロス展示

仙台市科学館特別展「トリックアートと３Dの感
覚展」（会期：平成２３年７月１７日～８月２４日）の関連
企画として実施した。
当館からは浮世絵のだまし絵の画像及びアナモル
フォーシス「ゆがみ絵」の実物資料を提供・貸与し、
江戸時代のトリックアートに関するパネル展示、及
び現代のトリックアートに関する体験型展示を行っ
た。

２．見験楽学ミュージアムバスツアー

　　　　　　　　　　～仏像をめぐるバスツアー～

当館特別展「仏のかたち　人のすがた」とそれに
まつわる古寺社をめぐり、宮城の歴史･文化を再発
見しようと企画された。下記の２コースが用意さ
れ、当館学芸員が同行・解説した。

Ａコース「みやぎの古仏にであう旅」
　日　時：平成２３年１１月２４日（木）９：００～１７：００
　訪問先：角田高蔵寺、名取熊野神社・新宮寺、

仙台市博物館
　参加者：３５名
Ｂコース「政宗ゆかりの古寺社めぐり」
　日　時：平成２３年１２月１日（木）９:００～１７:００
　訪問先：岩切東光寺、松島瑞巌寺、陸奥国分寺、
　　　　　仙台市博物館
　参加者：４４名

３．学芸員レポート

次年度のプレ・ディスティネーションキャンぺー
ンのテーマと春に向かう時節にちなみ、「花」にまつ
わる話題を参加各館ごとにまとめ、平成２４年１月２０
日～４月６日にかけて、SMMAウェブサイト「見験
楽学」に毎週掲載した。
当館からは、「梅と桜と」と題して、３月に開催し

た展覧会「特別公開　東日本大震災復興支援　国宝
紅白梅図屏風とMOA美術館の名品」、及び当館収蔵
資料などの紹介を行った。

即興かげぼし尽くし　岩に雁・ねこ

歌川広重画
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仙台歴史ミュージアムネットワーク

仙台の歴史や文化についての幅広い関心に応える
ため，市内８つの歴史・文化施設が連携して平成２１
年度に結成した。歴ネットと略称。事務局は当館に
置かれている。

参加施設

・仙台市富沢遺跡保存館
・仙台市縄文の森広場
・仙台市博物館
・仙台城見聞館
・瑞鳳殿
・仙台市歴史民俗資料館
・仙台文学館
・仙台市戦災復興記念館

平成２２年度の主な事業

１．歴ネットウィークにおけるイベントの実施

各館がこれまで単独で行ってきたイベントを歴
ネットウィークとしてまとめ、広報等で協力しなが
ら実施した。

２．歴ネットシートの作成・配布

参加施設が統一規格のシートを用いて，各館ごと
に仙台の歴史・文化について紹介するものである。

３．インターネットによる広報

施設名「イベント名」

仙台市博物館　　　　　　　　　１０月１２日（火）
「子どもギャラリートーク」
「親と子の博物館ミニコンサート」

仙台市富沢遺跡保存館　　　　　１０月１７日（日）
「地底の森フェスタ」

仙台市縄文の森広場　　　　　　１１月３日（水）
「縄文秋まつり」

仙台城見聞館　　　　　　　　　１０月１９日（火）
「仙台城案内」

瑞鳳殿　　　　　　　　　　　　１０月１６日（土）
「秋の能楽」

仙台市歴史民俗資料館　　　　　１０月２３日（土）
「れきみん秋祭り２０１０」

仙台文学館　　　　　　　　　　１０月１９日（火）
「杜の都にひびけ「荒城の月」市民大合唱」

仙台市戦災復興記念館　　　　　１１月１４日（日）
「大町二丁目ヒストリー＆ミュージック
コンサート２０１０ ～もっと知りたい！
もっと聴きたい！～」

シート名施設名

・ここが魅力！仙台城
・城下の中心　芭蕉の辻！
・魯迅の碑・魯迅像
・仙台四大画家
・慶長遣欧使節って何？

博 物 館

・富沢遺跡とは
・解き明かされる２万年前
・野外展示「氷河期の森」
・「氷河期の森」の沼・湿地の植物

富沢遺跡
保 存 館

・山田上ノ台遺跡のこと
・縄文ムラにかかわるいろいろなあと
・見つかったいろいろな道具
・広場を中心としたムラの風景
・ムラでのくらし

縄文の森
広 場

・仙台城の築城と範囲
・仙台城本丸跡
・本丸大広間跡
・仙台城の石垣
・写真に残る仙台城
・仙台城散策ルートと見所

仙 台 城
見 聞 館

・瑞鳳殿とは何だろう瑞 鳳 殿

・資料館の建物とその歴史
・榴岡公園の今昔
・資料館の活動と館内案内

歴史民俗
資 料 館

・土井晩翠の生涯仙 台
文 学 館

・仙台空襲と復興事業戦災復興
記 念 館

※ 博物館シート配布総数　約１３，２００枚（H２３．１月現在）
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ケーブルテレビ会社のホームページに各館を紹介
する動画を流すことができた。内容については（株）
アドックスと各館のスタッフが協力して作成した。
広報期間は未定であるが，２３年中は継続予定であ
る。
【アドレス】
http://cat-vnet.tv/category１３０/index.html

平成２３年度の事業

１．歴ネットウィークにおけるイベントの実施

１０月８日～１１月１３日にかけて開催。各館の秋のイ
ベントを共通のチラシなどで相互に広報・宣伝する
などして実施。仙台市内の小中学校の秋休みに合わ
せて実施した館もあり、親子連れでにぎわった。

 

２．歴ネットシートの作成・配布

今年度に作成したシートは以下のとおりである。

３．歴ネット通信の発行

歴ネットの活動・取り組みなどを周知するため、
学校の休み前をねらって広報紙を発行した。参加施
設の行事の紹介、及び歴ネットのイベント報告など
を掲載し、創刊号（７月）、２号（９月）、３号（３
月）の計３部を作成した。

４．歴ネットリレートークの開催

震災後の様々な状況をふまえて、テーマを「まち
づくりと自然・災害―ひと・もの・こころ―」とし、
各館の職員（担当者）が講話した。（３日間の観客数
２９３名）

 

シート名施設名

・縄文人のなりわい
　―六反田遺跡からのメッセージ―
　―仙台の遺跡からのメッセージ―
　―国史跡里浜貝塚からのメッセージ―
　―北小松遺跡からのメッセージ―

縄文の森
広 場

・伊達政宗の具足
・仙台藩主の具足

博 物 館

・トイレの神様「便所神」歴史民俗
資 料 館

※ 配布総数　３２，１８３枚（H２３．１１月現在）

施設名・テーマ日　次

博物館「仙台平野の歴史地震と津波」
仙台城見聞館（仙台市文化財課）「地
震災害と石垣修復」
歴史民俗資料館「消費削減時代に学
ぶ先人の知恵」

６月２５日（土）

富沢遺跡保存館「旧石器時代の仙台
の様子」
縄文の森広場「縄文人はどこに住ん
だか―災害と縄文人―」
瑞鳳殿「瑞鳳殿（経ケ峯伊達家墓所）
の変遷」

７月２日（土）

仙台文学館「文学にみる震災」
戦災復興記念館「仙台の戦災復興の
苦心と思い」

７月９日（土）

イベント名施設名

「手作り工房★地底の森」①仙台市富沢遺
跡保存館

「地底の森フェスタ」

秋休み特別イベント②仙台市縄文の
森広場 「縄文秋まつり」

仙台っ子歴史探検隊「政宗の手紙を
探検しよう」③仙台市博物館

「仙台城ボランティアガイド」④仙台城見聞館

「秋の能楽」
⑤瑞鳳殿

「地域を学ぶ講座『瑞鳳殿を知る』」

たんけん資料館（れきみんバック
ヤード・ツアーⅡ）⑥仙台市歴史民

俗資料館
「れきみん秋祭り２０１０」

「杜の都にひびけ『荒城の月』市民
大合唱」⑦仙台文学館

「大町二丁目ヒストリー＆ミュー
ジックコンサート２０１１」

⑧仙台市戦災復
興記念館



－　　－107

５．歴ネットスタンプラリー（愛称レキスタ☆）の実施

モデルコースを参考に、オリジナルスタンプを集
めながら各館を巡り、仙台の歴史・文化を楽しく学
べるよう企画した。
開催時期は平成２３年１１月２３日～平成２４年１月９日

で、参加人数２，８６３名であった。そのうち４館達成
者４３名、８館達成者１０名となった。北海道や中部地
方など、広い地域からの参加もみられた。
★昔の知恵コース
仙台市富沢遺跡保存館（石器の作り方や使い方

の知恵を学ぶ。）
→仙台市縄文の森広場（縄文人の狩猟採集の工夫
を学ぶ）
→仙台市歴史民俗資料館（少し前の時代、手作り
の道具を使いこなしていた人びとの知恵を学ぶ）
→仙台市戦災復興記念館（戦中戦後のもののない
時代を乗り越えた人々の苦心と知恵を学ぶ）
★政宗の一生コース
仙台城見聞館（仙台城を築き、仙台の繁栄を

祈った政宗の思いを知る）
→仙台市博物館（近世大名として仙台の町の基礎
を造った政宗の思いを知る）

→瑞鳳殿（仙台の繁栄を子孫に託して、この地に
眠る政宗の思いを知る）

→仙台文学館（死して後も、現代まで語り継がれ
る伊達政宗の魅力を知る）

６．歴ネット被災校バスツアーの実施

２月３日：仙台市立荒浜小学校３・４年生
（テーマ：昔の人々の知恵や工夫を感じ取ろう）
瑞鳳殿（霊屋に装飾されている動物たちの探索）
→仙台城見聞館（仙台城の築城の工夫）
→仙台市富沢遺跡保存館（石器での紙切り体験）
→仙台市歴史民俗資料館（昔の道具体験）

３月１日：仙台市立中野小学校６年生
（テーマ：仙台のいにしえの人の心を旅しよう）
仙台市戦災復興記念館（戦災復興の語り部の聴講
体験）

→仙台市博物館（土人形造り体験）
→仙台市縄文の森広場（縄文人の暮らし体験）
 

７．歴ネット震災復興パネル展の開催

震災後一年を迎え、各館の被災状況やその後の復
旧・復興活動の様子などをパネルで紹介し、各館の
取り組みを知ってもらおうと企画した。平成２４年３
月６日～４月２２日（予定）に開催した。
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広報

博物館で随時開催する展覧会やイベントなどの各
種行事に来館・参加いただくためには、周知・広報
業務も重要であり、博物館の普及活動の一環として
位置づけられている。
広報にも様々な方法・媒体があり、どの媒体をど
のように使うか個別に判断・選択が必要となるが、
基本としては以下のような広報活動を行っている。
また、最近は学校を通じての児童・生徒への広報活
動にも力を入れているが、このことについては別項
「学校教育との連携」を参照されたい。
そのほか展覧会や市史講座など、内容によっては
定例的な広報手段のほかにも単発で取材依頼や個別
発送なども行った。

１．広報用印刷物

最も基本的な広報資料として、１、２の印刷物を
発行・配布した。平成１９年からはじめたＰＤＦファ
イルによるホームページへの掲載も継続し、いつで
もどこからでも自由に閲覧できるようにしている。
なお、隔月で発行している博物館だよりは、東日本
大震災の影響により、平成２３年度は不定期の発行と
なった。
また、平成２３年度に文化庁ミュージアム活性化支
援事業を紹介し博物館の復旧・復興情報を発信する
ために、３のチラシを作成・配布した。
１　博物館だより（隔月発行）　№１４４～１５１
２２５×４２０mm　四つ折り　観音開き
（※№１４９は２２５×５２５mm　二つ折り・蛇腹折り）
２　展覧会案内（平成２２年度版・平成２３年度版）
２２５×４２０mm　四つ折り　観音開き
３　文化庁ミュージアム活性化支援事業紹介チラシ
Ａ４縦・５０，０００部（３ページに写真掲載）

２．広報資料発送

マスコミ等をはじめとする広報関係機関への情報
提供として、上記広報用印刷物やイベントのちら
し、概要資料などの広報資料を定期的に送付してい
る。今年度は、マスコミ各社（テレビ局、ラジオ局、
新聞社、雑誌・フリーペーパー等出版社など）約１３０
社あてに発送した。
また、個別に送付される掲載依頼やイベント情報

などに関する照会・回答などにはその都度対応して
いるほか、実際に掲載される原稿に誤りがないかの
校正依頼などもあり、２２年度はあわせて約２００件、２３
年度は約１６０件となった。

３．ホームページ

博物館ホームページは、博物館案内や展覧会・イ
ベント情報、英語による博物館情報（展覧会案内含
む）などのほか、主な収蔵品５０件を検索できるコー
ナーや伊達政宗・支倉常長コーナー、調べ学習にも
活用できるキッズコーナーなどを充実させている。
そのほか、常設展見学をより楽しむための情報を

集めた「常設展を楽しむために」、学校の流れや手続
き・博物館学習のプログラムなどを取り上げた「学
校の先生方へ」などのコーナーもあり、見学をより
充実したものとしていただくための情報提供にも努
めている。
情報更新は、毎月２回を目安に随時行っており、

平成２２年度の当館ホームページへの総アクセス数
は、１，１２７，０３５件、平成２３年度は１，０３６，７５２件であっ
た。震災の影響で休館していたこともあり、平成２３
年度前半は前年度の同時期と比べるとアクセス数が
減少傾向にあったが、特別公開「国宝　紅白梅図屏
風とＭＯＡ美術館の名品」を開催したこともあり、
平成２４年３月のアクセス数は１５４，４９７件と、かなり
のアクセス数を記録した。２２年度以降、アクセス数
は急激に増加しており、ホームページによる情報提
供の重要性が高まっていることがうかがえる。
 

広報用印刷物（博物館だより・展覧会案内）
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刊行物・グッズ等

平成２２年度から２３年度にかけて、下記のとおり３
種の刊行物を発行した。（市史編さん室の刊行物に
ついては、「６．市史編さん事業」参照）
オリジナルグッズもこれまで同様大変好評をいた

だき、２２年度は、A４クリアファイル（伊達政宗の
よろい・水玉模様陣羽織）、水玉模様陣羽織デザイン
ハンカチ、一筆箋（ローマ市公民権証書・伊達政宗
のよろい・百鬼夜行）、絵葉書（伊達政宗のよろい・
水玉模様陣羽織・唐獅子図・扇面貼交屏風・蔓草蒔
絵太鼓胴・切込焼・芳流閣両雄動・かげぼしづくし・
秋草に鹿図屏風・福内鬼外図・花樹に貝尽し蒔絵鏡
台・堤人形（重ね餅）・閖上浜御仮屋十二支額・前鬼
流剣術之巻）を増刷した。
また、平成２４年２月から、中部国際空港でのグッ

ズ販売を開始し、ＰＲのより一層の強化を図った。

１．刊行物

１ 「仙台市博物館年報」第３７号
 平成２２年５月３１日発行　Ａ４判　６４頁
２ 「仙台市博物館調査研究報告」第３１号
 平成２３年３月３１日発行　Ｂ５判　７２頁
３　特別展図録「仏のかたち　人のすがた―仙台ゆ

かりの仏像と肖像彫刻」
 平成２３年１０月３１日発行　Ａ４判　１３１頁

２．オリジナルグッズ

１　Ａ４クリアファイル（増刷・各３５０円）
２　水玉模様陣羽織デザインハンカチ
　　（増刷・８００円）
３　一筆箋３種（増刷・各３００円）
４　絵葉書６種（増刷・各６０円）

特別展図録仙台市博物館調査研究報告

４．文化庁ミュージアム活性化支援事業広報業務

平成２３年度に被災地への情報発信およびミュージ
アムの活性化を図ることを目的とした、特別公開
「国宝　紅白梅図屏風とＭＯＡ美術館の名品」、特別
展「プライスコレクション展（仮称）」をはじめとす
るミュージアム活性化支援事業の広報業務委託を実
施した。新規客層開拓を図るため、２０～３０代を主な
ターゲットとし、ＴＶや雑誌、仙台駅構内のＪ－Ａ
Ｄビジョンなど多様な広報媒体を利用し、複合的に
活用した。
■実施内容
１　S-style

２月２５日発行・６０，０００部
２　いまドキマガジン・ＴＶ

マガジン：２月２４日発行・５０，０００部
ＴＶ：３月１３日放送

３　仙台駅　Ｊ－ＡＤビジョン
３月５日～１８日掲出

４　Yahoo！プライムディスプレイ
３月１日～３月２５日掲出
（表示回数２０８，３３３回）

５　だてＢＬＯＧ
３月１日～２５日掲載
（トップページバナー表示回数：１８，８９４　
　ブログページアクセス数：２０３）
広報展開時に開催していた特別公開「国宝　紅白
梅図屏風とＭＯＡ美術館の名品」では、当初３万人
の来場を見込んでいたが、２０日間の会期で４５，５５８人
と予想をはるかに上回る数字となり、本業務に一定
の効果があったものと思われる。プライスコレク
ション展の事前広告の効果については今後注視して
いきたい。

いまドキマガジン　紹介ページ
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発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

昭和５６年３月　完売

佐藤憲一
濱田直嗣
鵜飼幸子
嘉藤美代子
佐藤泰

仙台における明治２０年代の自由民権思想－雑誌「通信演説」と「東北評論」から－
仙台城本丸の障壁画をめぐって
大槻磐渓書翰集について
伊達政宗の印章・印影について
博物館を市民のものとするために

№１

昭和５７年３月　完売

鵜飼幸子
小井川百合子

嘉藤美代子
佐藤憲一
佐藤泰

養賢堂の学制改革について－桜田欽斎、志村篤治の反論を中心に－
仙台の書肆について－西村治郎兵衛、西村治右衛門、伊勢屋半右衛門、伊勢屋
安右衛門－
伊達家旧蔵の印章について
（史料紹介）　宮城県の自由民権運動に関する新史料
名取市熊野神社蔵　木造狛犬調査報告

№２

昭和５８年３月　完売

濱田直嗣
佐藤憲一 
鵜飼幸子 
嘉藤美代子 

角懸鹿谷の美術
正保年間製作「奥州仙台領絵図」について
大槻俊斎の書状について
伊達家旧蔵の印章について・補遺

№３

昭和５９年３月　完売

鵜飼幸子
小井川百合子
嘉藤美代子
濱田直嗣

仙台藩寛永期検地帳について－「伊具郡東根之内小斎村御検地帳」の分析－
堤人形と信仰－照徳寺内地蔵堂の例－
伊達政宗・伊達忠宗所用兜の銘について
旧支倉家関係資料について

№４

昭和６０年３月　完売庄子晃子・
鈴木治平

仙台市博物館蔵ブルーノ・タウト指導照明器具４点の復元研究報告ならびに修
理報告№５

昭和６１年３月（平成１０
年３月増刷）　１，２１０円佐藤巧仙台城館および周辺建築復元考№６

昭和６２年３月　完売

内山淳一
鵜飼幸子 
小井川百合子 
田中則和

円山応挙試論 
伊達の黒箱文書について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（一）
善応寺横穴墓群、法領塚古墳出土鉄・銅製品整理報告

№７

昭和６３年３月　完売

田中英道 
佐々木和博
佐藤憲一
嘉藤美代子
小井川百合子

ローマ、ボルゲーゼ宮　「支倉常長」像の作者について
江戸時代における古瓦の認識－宮城県域を中心に－
「支倉常長追放文書」の年代について
菅野壽雄氏寄贈資料について－染織資料を中心に－
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（二）

№８

平成元年３月　１，６９０円

佐藤泰
佐藤佳彦
小井川百合子
嘉藤美代子
高橋あけみ
田中則和
Ｐ.コッラディーニ・
芳野明 訳 
内藤俊彦・西
本洋二・村山
斌夫・小井川
百合子

新博物館への一考察－反省と展望－
学校教育における博物館利用学習
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（三）
仙台藩関係の婚礼調度について
慈光明院蔵　種子華鬘について
柴田町金谷貝塚出土の櫂状木製品
支倉常長の法王使節団に関する諸問題

伊達政宗の「鉛筆」調査報告　I～Ⅴ

№９

平成２年３月　１，８７０円

高橋あけみ
佐々木和博
内山淳一
小井川百合子
結城慎一
結城慎一

東北地方における山伏笈
「仙台領奥州街道絵図」の基礎的検討
白雲の研究－未紹介の真景帖を中心に－
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（四）
館蔵考古資料の紹介I
トチの実を食す

№１０

平成３年３月　１，８７０円

高橋あけみ
小井川百合子
結城慎一
結城慎一

「宗久・宗易道具書立」を含む伊達政宗伝授書群について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（五）
館蔵考古資料の紹介Ⅱ－佐藤半兵衛コレクションに見る中国古銭－
宮城県における古代火山灰の年代観について

№１１

平成４年３月　１，８７０円

菅野正道
佐藤憲一
嘉藤美代子
小井川百合子
阿部秀夫
結城慎一
北野信彦

戦国期奥羽の在家をめぐって
伊達政宗と医事・医学－高屋家文書の紹介を兼ねて－
朱皺漆紫糸素懸威具足・三宝荒神形兜付について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（六）
画像情報提供装置の導入について
赤焼土器についての覚書－宮城県とその近県－
仙台城三ノ丸跡出土漆器資料の製作技法

№１２

平成５年３月　１，９９０円

Ｋ.Ｈ.フィオーレ・
小関史絵 　訳 
佐々木和博 
明石治郎 
小井川百合子

東洋におけるキリスト教伝道の歴史的証言－クイリナーレ宮殿のサーラ・レー
ジアの肖像画について－
宮城県大和町西風所在の五輪塔－支倉常成・常長との関わりの可能性－
財団法人斎藤報恩会所蔵　「遠藤山城文書」について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（七）

№１３

表２０　仙台市博物館調査研究報告書一覧
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発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

平成６年３月　１，８７０円

小井川百合子
内山淳一 
嘉藤美代子
高橋あけみ
荒井聡

観瀾閣宝物目録について－仙台伊達家における什器保存の試み
孫太郎虫と仙台藩主－江戸後期博物趣味の一断面－
東京国立博物館所蔵の「小袖図」（伊達家旧蔵）などについて
重要文化財・慶長遣欧使節関係資料のうちローマ市公民権証書の修理について
洋式帆船開成丸について

№１４

平成７年３月　完売

菅野正道
濱田直嗣
小井川百合子
佐藤憲一
佐々木和博
佐藤理香
原河英二

『伊達支族伝引証記』所収の石田文書
「支倉六右衛門遺物」と写真－明治時代前期の動向を中心に－
観瀾閣宝物目録について（二）－仙台伊達家における什器保存の試み（補遺）
伊達政宗の母・義姫の出奔の時期について－新出の虎哉和尚の手紙から－
『松島風土記』所載の「坪碑文図」－多賀城碑に関する新資料－
仙台座『目論見書』について－芝居小屋経営の視点から－
宮城県における岩版・土版について

№１５

平成８年３月　２，４６０円

佐々木和博
小井川百合子
伊藤信
郷湖理香
Ｊ.Ｃ.Ｒ.フラード・
今江克彦 訳

「スタディ・シート」の十年－博物館ワーク・シートの構想と実践－
観瀾閣宝物目録について（三）－仙台伊達家における什器保存の試み（補遺二）
「古川状」について
情報資料センターの展望と課題－１０年目をむかえて－
伊達政宗の使節団（１６１４年）

№１６

平成９年３月　２，２４０円

布施勝久
高橋あけみ
菅野正道

相原淳一
原河英二

博物館の「利用」から「活用」へ－仙台市博物館での実践を通して－
「宗久・宗易道具書立」を含む佐藤家本四冊について
天正十七年の伊達氏の正月行事－「茶湯客座亭座人数書」と「矢日記」・「玉日
記」の再検討－
宮城県蔵王町鍛冶沢遺跡出土の土偶について
宮城県仙台市青山二丁目Ｂ遺跡出土の石器について

№１７

平成１０年３月　１，７１０円
樋口智之
齋藤潤
佐々木和博

円爾弁円最晩年の頂相著賛について－我が国への頂相文化定着の一局面－
仙台藩の小人について
支倉常長将来の刀剣に関する基礎的研究

№１８

平成１１年３月　２，２８０円

高橋あけみ

菅野正道
樋口智之
相原淳一・中野拓大
磯目隆夫・篠遠喜彦

伊達家の家紋に関する一考察－家紋の覚書と美術資料にみる伊達家の家紋およ
びその変遷－
資料紹介　戦国期伊達領における馬術・伯楽関係資料－館蔵の新資料から－
資料紹介　仙台市博物館所蔵『年中行事絵巻模本』十八巻
中部バヌアツ・エファテ島東海岸における考古学的踏査

№１９

平成１２年３月　２，０２０円

齋藤潤
菅野正道
濱田直嗣・齋藤潤
樋口智之
相原淳一

新収資料・国分家資料について
伊達家文書の形成過程（一）
朝鮮出兵時における伊達政宗の足跡をたどる－大韓民国倭城等調査報告－
中国に「仙台」を訪ねて－仙台開府四百年記念特別展・中国調査の報告－
近年における仙台市博物館の入館者動向－９８・９９年実施の面接調査およびアン
ケート調査から－

№２０

平成１３年３月　２，４６０円
内山淳一
高橋あけみ
羽下徳彦

百富士画をめぐって－江戸時代後期の風景趣味と絵画－
「秀頼様御祝言御呉服之帳」・「万渡方帳」・「御物之帳」について
資料紹介　仙台市博物館所蔵の伊達氏古系図四種

№２１

平成１４年３月　１，２６０円

佐藤洋
高倉祐一

荒井聡
石田啓

高橋あけみ

仙台市内出土の陶磁器集成－近世－
仙台市博物館における学校教育との連携－社会科・総合的な学習の時間におけ
る博物館利用の報告－
仙台市博物館におけるマルチメディア博物館実証実験について
ローマ教皇パウロ５世宛伊達政宗ラテン語書状について－西洋古典文献学の立
場から－
佐藤家本について（補遺）

№２２

平成１５年３月　１，３３０円

酒井昌一郎
高橋あけみ
樋口智之
佐藤美香
高倉祐一

陸奥国分寺の不動明王・毘沙門天・十二神将
竹菱梅葵紋蒔絵女乗物について
調査報告　大崎八幡宮石の間天井画について
仙台市博物館における広報活動について
仙台市博物館利用者アンケート調査報告－平成１２・１３・１４年度の調査から－

№２３

平成１６年３月　２，１８０円内山淳一
小井川百合子

仙台画壇の黎明期－寛政・文化期の画譜と書画会を中心に－
もう一つの伊達綱村茶会記「学恵茶湯志」№２４

平成１７年３月　非売品
樋口智之
菅野正道
羽下徳彦

絵仏師徳応・貞綱の肖像画制作について－瑞巌寺僧関係作品を中心に－
伊達氏における印判状の成立
資料紹介　佐々木閑心覚書－伊達氏系譜の異伝資料－

№２５

平成１８年３月　非売品

高橋あけみ

菅野正道
樋口智之・齋藤潤
舩渡崇

ベネチア・佐賀・仙台に在る竹に雀雪薄紋桜折枝蒔絵三棚について－黒棚（ベ
ネチア東洋美術館蔵）・厨子棚（鍋島報效会蔵）・書棚（仙台市博物館蔵）－
伊達家文書の形成過程（二）
資料紹介　文化三年御屏風本帳附渡帳
資料紹介　尚文館コレクションの「西洋式軍鼓」免許巻

№２６
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発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

平成１９年３月　非売品

酒井昌一郎
高橋綾子
小井川百合子・
大友まさ子

陸奥国分寺の仏像－主に表面仕上げに関するデータから－
仙台市博物館ボランティア「三の丸会」活動紹介－１０周年を迎えて－
仙台市博物館友の会活動３５年の総括と今後の課題№２７

平成２０年３月　非売品

濱田直嗣

小井川百合子
齋藤潤

支倉常長像の模写と写真－大泉光一氏「支倉常長像の加筆・改作」説の検証を
兼ねて－
柳宗悦と東北－昭和九年～昭和十五年－
資料紹介　御証文方御本牒手控－仙台藩における資料管理の一側面－

№２８

平成２１年３月　非売品内山淳一
水野沙織

１．失われたみちのく図巻－谷元旦・大野文泉の東北地方写生図をめぐって－
２．伊達政宗公三百年祭について№２９

平成22年３月　非売品

坂田美咲
菅野正道
大山幹成
星野安治
鈴木三男
酒井昌一郎

１．史料紹介「領内境日記」－伊達吉村の軍制整備との関係から－
２．小田原参陣における伊達領の警固体制
３．十八夜観世音堂立像に使用された木材の樹種

〈付論〉十八夜観世音堂菩薩立像の樹種同定結果を受けて

№３０

平成２３年３月　非売品※内容については、本年報１１３頁参照№３１

（平成２４年３月３１日現在、以下続刊）
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５．調査・研究

平成２２年度「仙台市博物館調査研究報告」第３１号
には、以下の論文を掲載した。

１．奥の正法寺と偽綸旨

 佐々木　徹
本稿は、江戸時代に仙台藩から手厚く保護を加え
られていた曹洞宗正法寺（岩手県奥州市水沢区、奥
の正法寺と通称）の偽綸旨（えせりんじ）三点に着
目し、正法寺が偽綸旨を創作するにいたった背景や
動機について考察した。
その結果、正法寺は十七世紀前半、当時の仏教界
が江戸幕府主導で新たに組織・再編される中で、曹
洞宗本山に認定された能登総持寺によって本寺格お
よび出世道場の立場を奪われ、今後の論争にも備
え、ともに本山となった越前永平寺・能登総持寺に
次ぐ「日本曹洞第三之本寺」と自らを位置付け直し
た上で中世段階の年次をもった綸旨を創作したので
はないかと指摘した。
奥の正法寺の偽綸旨は、曹洞宗教団および仏教界
全体の中世的秩序が近世的秩序へと変容する、その
時代のうねりを経験した貴重な文書群だったのであ
る。
またこの中では、仙台藩の素地が固められていく
なかで生じた奥の正法寺と仙台輪王寺の新たな軋轢
についても言及した。

２．資料紹介「伊達の黒箱」文書について（一）

 坂田　美咲
本稿は伊達家寄贈文化財に含まれる「伊達の黒箱」

とよばれる寛文事件関係資料群の一部を翻刻し、そ
の内容を紹介したものである。「伊達の黒箱」には寛
文１１年（１６７１）年３月２７日に仙台藩奉行の原田甲斐
宗輔が、一門伊達安芸宗重を斬った刃傷事件につい
て、その事後処理に関する文書３９７通が一括して収
められている。本稿では刃傷事件当日から４月２日
までの５４通を翻刻し、当事者家臣の仙台下向をめぐ
る動きや、当事者親族等の取り扱いなどに関する事
件直後の仙台藩内と幕府役人の動向について紹介し
た。

３．新「スタディシート」の一年

 － その構成と活用方法を中心に －

 岩瀬　利宏
「スタディシート」とは、子ども向けに作られた博
物館見学用の補助シートである。昭和６２年（１９８７）
に登場し、多くの小中学生に活用にされてきたが、
総合展示室のリニューアルに伴い、平成２２年（２０１０）
４月から内容を一新した新「スタディシート」の使
用が始まった。
本稿では、旧シートとの比較を通して、新シート

の構成と活用方法について以下の３点を中心に説明
し、４月から１２月までの利用状況とそこから見えて
きた課題について報告した。
・扱う展示資料を厳選しなおすことで、２６種類あっ
たシートを９種類にまとめなおした。

・シートのおもて面は、展示資料に関する子ども向
けの問いが記されており、資料を注意深く観察し
て何かに気づかせることを目的とした問いの他
に、疑問を抱かせたり考えさせたりする問いも組
み込んだ。

・シートの裏面には、新しく解答例と資料の関連情
報を載せた。学校で使用する場合、事前及び事後
学習で活用できるようになっている。

４．仙台市博物館リニューアルにおける情報提供シ

ステムの導入について

 押野　良美
当館では、常設展示室のリニューアルに伴い、所

蔵資料や関係施設の情報、仙台の歴史や文化に関す
る様々なトピックなどを紹介する「来館者情報提供
システム」を導入した。
本報告は、そのシステムの構成・概要等を説明す

るとともに、月別・項目別のアクセス件数など実際
の利用状況を踏まえ、今後の課題等について考察し
たものである。
本システムでは、展示室内に設置した大型年表と

の連動やQ&A形式での様々なトピックの紹介など、
来館者が興味を持って歴史に触れられるよう新たな
工夫を試みた。利用状況を見ると、Q&A形式でト
ピックを紹介する項目の人気が高く、全体的にはや
はり伊達政宗に関する項目が圧倒的にアクセス数の
上位を占めた。一方、項目や端末ごとにアクセス数
にかなりの差が見られるなど運用面での課題も見え
てきたため、今回の結果を踏まえ、今後より一層の
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充実を図っていきたい。
※平成２３年度「仙台市博物館調査研究報告」第３２号
は、東日本大震災のため、今年度発行しなが、平
成２４年度「仙台市博物館調査研究報告」第３３号と
合本で、発行する予定である。

◇　平成２４年度研究テーマ　◇

平成２４年度の仙台市博物館学芸員の研究テーマは
以下のとおりである。
日本洋風画史の研究 　内山　淳一
「奥方格式」について 　髙橋あけみ
博物館資料と子どもの学びの関連について
 　竹田　幸司
図画工作科における博物館の活用について
 　　山田　貴史
日本肖像画史の研究 　樋口　智之
古代・中世仏教彫刻・工芸史の研究 　酒井昌一郎
古代から近世東北地方史研究 　佐々木　徹
近世・近代の都市仙台の研究 　水野　沙織
中世・近世の伊達家と仙台藩の研究 　坂田　美咲
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６．市史編さん事業

仙台市制百周年記念事業の一つとして昭和６１年か
ら開始された市史編さん事業は、平成２年度から当
館内に市史編さん室を置き作業を進めている。
平成２１年度までに刊行された市史は、通史編『原
始』『古代中世』『近世１』『近世２』『近世３』『近代
１』『近代２』、資料編『古代中世』『近世１　藩政』『近
世２　城下町』『近世３　村落』『近代現代１　交通
建設』『近代現代２　産業経済』『近代現代３　社会
生活』『近代現代４　政治・行政・財政』『仙台藩の
文学芸能』『伊達政宗文書１』『伊達政宗文書２』『伊
達政宗文書３』『伊達政宗文書４』、特別編『自然』
『考古資料』『美術工芸』『市民生活』『板碑』『民俗』
『城館』『慶長遣欧使節』の計２８冊となっており、平
成２２年度は第２９回配本『通史編８　現代１』を刊行
した。東日本大震災後の職員の震災対応業務や印刷
工場の操業停止などの影響で当初予定より２ヶ月遅
れの平成２３年５月３１日に刊行した。
『通史編８　現代１』では、第二次世界大戦終結か
ら昭和４２年ころまでを対象に、戦災からの復興、新
しい社会制度への取り組み、高度経済成長期の産業
振興策や公害対策など、市民の生活や町並の変化な
どを多様で豊富なカラー図版によりわかりやすく紹
介している。
また、平成２３年度刊行に向けて、準備を進めてい

た『通史編９　現代２』は、東日本大震災による平
成２３年度刊行予算の執行停止を受け、刊行を平成２４
年度に延期し、平成２３年度は、原稿の調整作業、図
表や写真の作成、収集を進めた。
『特別編９　地域誌』は『通史編９　現代２』の刊
行時期の繰り下げに伴い、刊行を平成２５年度に変更
し、平成２３年度は、引き続き資料の収集、分析を進
めた。
平成２３年度から調査分析作業を始める予定であっ
た『特別編１０　年表・索引』は、平成２３年度予算の
執行停止に伴い、関係委員の選任も含めて作業を中
断した。
また、『伊達政宗文書』など既に刊行を終えたもの
についても随時その補足調査を行い、その成果を機
関紙『市史せんだい』などに発表している。

１．委　員

市史編さん事業においては、学識経験者、市職員
などで構成される１１人の仙台市史編さん委員の指
導・助言のもと、編集や監修などを行う専門委員１５
人によって随時協議が行われている。また調査分析
を行う担当者として、在仙の研究者を中心に調査分
析委員２２人、さらに執筆委員を４人（平成２２年度）・
７人（平成２３年度）委嘱して作業を進めている。こ
れらの委員は、近代現代・地域誌の部会に属して、
調査分析および執筆作業を行っている。

２．資料調査

資料調査は専門委員および各部会の要望、市民か
らの情報提供などに基づいて実施されている。
平成２２年度は、『通史編８　現代１』に関連して仙

台市関係機関を中心に調査を行い、また、『地域誌』
部会では、平成２３年度に亘り、各委員による執筆担
当地区の調査が精力的に進められ、震災による被害
調査も行われている。

〔主な調査箇所〕
・平成２２年度
仙台市／泉区役所

今庄青果
永安寺
生出市民センター
斎藤報恩会
市選挙管理委員会
市総務局
市都市整備局
昌伝庵
浄土寺
仙章堂
仙台市戦災復興記念館
仙台市電保存館
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仙台市農業園芸センター
せんだいメディアテーク
大梅寺
東北福祉大学鉄道交流ステーション
根白石小学校
宮城県公文書館
陸上自衛隊霞目駐屯地

・平成２３年度
仙台市／県政情報センター

市総務企画局
正楽寺
仙台商工会議所
仙台市戦災復興記念館
仙台市歴史民俗資料館
東北福祉大学鉄道交流ステーション
図南萩陵高等学校
七北田小学校
満興寺
宮城県公文書館
六郷市民センター

※五十音順
※このほかにも、多数の個人宅での調査および市内
各所での調査を行った。

３．資料収集

資料調査を行った資料の一部については、所蔵者
の同意を得て借用し、館内で調査・整理作業を行っ
ている。こうした資料については随時くん蒸を実施
して虫菌類による損傷を防ぐとともに、原則として
目録を作成し、マイクロフィルムなどによる撮影を
行っている。
また、古書店などを通して仙台関係の近世の古文
書や近代以降の各種資料の収集も行っている。

１　購入資料（主なもの）
・平成２２年度
延寿院様方御留書抜粋／１冊
茂庭綱元書状／１通
大町五丁目大和屋関係資料／一括
教育関係資料／一括
仙台鉄道管理局関係資料／一括
仙台市内商業関係資料／一括

名取郡関係近代資料／一括

・平成２３年度
伊達政宗書状（天正１８年７月４日　八嶋久右衛門
尉宛て）／１通
伊達家知行宛行状等　／１４通
貞山公御判鑑／１冊

２　寄贈資料
※寄贈者（敬称略）／内容／数量　の順に記載

・平成２２年度
小畑勝義／肝入文書を含むふすま裏張り／１２枚分
吉田瑞生／六郷村文書綴／３冊

・平成２３年度
阿部啓太郎／寺子屋教科書類／１２４点
荒井神屋敷講中／大日如来堂祭礼旗／２流
髙橋玲子／小学校社会科教材用仙台市内写真／２０箱
髙橋久／寺子屋教科書類／２点
三上正之／仙台藩医大森家文書（第二次受入）／６点
渡邉泰子／渡辺喜惣治関係資料／６点

3　 整理作業を行った借用資料（主なもの）
・平成２２、２３年度
六丁の目遠藤（睦志）家文書
六丁の目遠藤（睦朗）氏所蔵文書
丹野恭夫氏持参資料
芋沢東海林家文書
七北田小学校所蔵小野氏寄贈資料
日野氏収集資料
福室避難所資料
荒井村堀江家文書
仙台藩士遊佐家文書（第一・二次受入）
陸上自衛隊霞目駐屯地広報室所蔵資料（第一・二
次受入）

４．仙台市史セミナー

仙台市史セミナーは、市史編さん事業で得られた
調査分析成果を市民へ発表することを目的に平成３
年度から年１回実施しているイベントである。
平成２２年度は『特別編８　慶長遣欧使節』の執筆

者３名による講演を行い、平成２３年度は特別企画と
して、東日本大震災後の資料レスキュー活動に携わ
る３名による講演を行った。
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・平成２２年度
第１９回仙台市史セミナー
日　時：平成２２年６月１９日（土）１３：３０～１６：００
場　所：当館ホール
参加者：２５７人
内　容　「政宗の外交使節－慶長遣欧使節―」
１　「慶長遣欧使節と徳川家康」

仙台市史編さん専門委員長
東北大学
東北アジア研究センター教授　平川新

２　「使節の証言者アマーティの記録」
仙台市史編さん調査分析委員
東北大学名誉教授　平田隆一

3「慶長遣欧使節とソテロ」
仙台市史編さん専門調査分析委員
聖トマス大学大学院教授　五野井隆史

・平成２３年度
第２０回仙台市史セミナー
日　時：平成２３年９月１８日（日）１３：３０～１６：００
場　所：当館ホール
参加者：１０９人
内　容　「特別企画　地域の歴史資料を救え」
１　「大震災後における博物館の資料レスキュー」
『被災した「歴史」』
市史編さん室長　菅野正道
『仙台市博物館の資料レスキュー活動』
市史編さん室嘱託　栗原伸一郎

２　「歴史資料の保存はなぜ必要か」
仙台市史編さん専門委員長
東北大学
東北アジア研究センター教授　平川新
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５．仙台市史講座

仙台市史講座は、市内５９カ所に設置されている市
民センターとの共催によるイベントで、『仙台市史』
編さん事業成果の地域還元と『仙台市史』の読者層
の拡大を目的に年２回程度実施している。講演の
テーマは、市史編さん事業で得られた調査研究成果
のなかから、開催場所に即したものを選択してい
る。平成２２・２３年度はそれぞれ以下の２カ所で講演
を行った。
・平成２２年度
第２１回仙台市史講座
日　時：平成２２年９月２５日（土）１３：３０～１５：３０
場　所：七郷市民センター
参加者：５８人
テーマおよび講師
「資料でさぐる近代の七郷
　　－明治期の七郷村　神社合祀について－」
仙台市史編さん調査分析委員
東北学院大学・
宮城学院女子大学非常勤講師　中川正人

第２２回仙台市史講座
日　時：平成２２年１２月１９日（日）１３：３０～１５：３０
場　所：中田市民センター
参加者：８６人
テーマおよび講師
「近世中田の絵姿－街道と宿を中心に－」
仙台市史編さん調査分析委員
尚絅学院大学教授　千葉正樹

 

平成２３年度
第２３回仙台市史講座
日　時：平成２４年２月４日（土）１３：３０～１５：３０
場　所：泉区中央市民センター
参加者：１９１人
テーマおよび講師
「宿場の風景－七北田と根白石－」
市史編さん室嘱託　倉橋真紀

第２４回仙台市史講座
日　時：平成２４年２月２５日（土）１３：３０～１５：３０
場　所：泉区中央市民センター
参加者：１３１人
テーマおよび講師
「江戸時代の街道と武士の行列」
仙台市史編さん調査分析委員
宮城教育大学准教授　堀田幸義
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６．講師派遣

市史編さん事業の成果の市民などへの普及を目的
として、学校や各種の団体、機関などからの依頼を
受けた場合、職員を派遣して仙台の歴史に関する講
話を行っている。また、市政出前講座として広聴相
談課を通して講話の依頼を受けて職員を派遣する場
合もある。
・平成２２年度
　　館外への講師派遣　　　２５回
　　市政出前講座　　　　　６回
・平成２３年度
　　館外への講師派遣　　　２４回
　　市政出前講座　　　　　２回

７．刊行物

・平成２２年度
１　『市史せんだい　Vol.２０』
 平成２２年９月３０日発行　Ａ５判　１３２ページ
特集　仙台への道　仙台からの道
１論文　戦国時代の道と城－仙台市域の奥州街道前夜－
 菅野正道（市史編さん室長）
２論文　関山街道・落合橋・嶺渡り
　　　　 平川新（仙台市史編さん委員）
３論文　明治初年の奥羽横断道路－関山隧道への道－

佐藤大介（東北大学東北アジア研究センター助教）
４論文　七北田川下流域と木道社
 畑井洋樹（仙台市史編さん調査分析委員）
論文　広瀬小学校における菅野門之助の教育実践
 中川正人（仙台市史編さん調査分析委員）
論文　戊辰戦争期の仙台藩と肥後藩
 栗原伸一郎（市史編さん室嘱託）
研究ノート　仙台城の門松
 倉橋真紀（市史編さん室嘱託）
史料紹介　伊達政宗文書・補遺（四）

２　『せんだい市史通信　第２３号』
 平成２２年７月発行　Ａ４判　４ページ

3　『せんだい市史通信　第２４号』
 平成２３年１月発行　Ａ４判　４ページ

・平成２３年度
１　『市史せんだい　Vol.２１』
 平成２３年１１月３０日発行　Ａ５判　１２８ページ
緊急特集　東日本大震災における資料レスキュー活動
１報告　仙台市博物館の資料レスキュー活動
 栗原伸一郎（市史編さん室嘱託）
２研究ノート　受け継がれていた地域の歴史

－被災した六丁目村遠藤家の資料に
みる地肝入の出世－

 倉橋真紀（市史編さん室嘱託）
特集　大正一〇〇年
１概説　仙台の大正時代－粗描－
 難波信雄（市史編さん専門委員）
２年表・解説・写真　その年の仙台
 相原陽三（市史編さん調査分析委員）
　　　　　　市史編さん室
研究ノート　仙台市域北部の奥州合戦
 三好俊文（市史編さん室嘱託）
史料紹介　フランシスコ会高位の厳修派司祭宛
　　　　　　　　伊達政宗書状二通スペイン語訳

的場節子（『特別編８　慶長遣欧使節』執
筆協力者）

史料紹介　伊達政宗文書・補遺（五）
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２　『せんだい市史通信　第２５号』
 平成２３年８月発行　Ａ４判　４ページ

3　『せんだい市史通信　第２６号』
 平成２４年１月発行　Ａ４判　４ページ

４　『せんだい市史通信　第２７号』
 平成２４年３月発行　Ａ４判　４ページ

特　別　編資　料　編通　史　編刊　行　年　度
①　自然⑩　伊達政宗文書１平成５（1993）年度
②　考古資料①　古代中世平成６（1994）年度
③　美術工芸②　近世１平成７（1995）年度
④　市民生活③　近世２平成８（1996）年度
⑤　板碑・⑥　民俗平成９（1997）年度

⑤　近代現代１①　原始平成10（1998）年度
④　近世３②　古代中世平成11（1999）年度

平成12（2000）年度
⑥　近代現代２③　近世１平成13（2001）年度
⑪　伊達政宗文書２④　近世２平成14（2002）年度
⑦　近代現代３⑤　近世３平成15（2003）年度
⑫　伊達政宗文書３平成16（2004）年度

⑦　城館①　原始〔改訂版〕平成17（2005）年度
⑧　近代現代４
⑬　伊達政宗文書４

平成18（2006）年度

⑨　仙台藩の文学芸能⑥　近代１平成19（2007）年度
⑧　慶長遣欧使節平成20（2008）年度
⑧　慶長遣欧使節⑦　近代２平成21（2009）年度

⑧　現代１平成22（2010）年度
平成23（2011）年度

９　地域誌９　現代２平成24（2012）年度
９　地域誌平成25（2013）年度
10　年表・索引平成26（2014）年度

表２１　「仙台市史」刊行年次計画

（○数字は既刊）
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７．ボランティア

仙台市博物館では、「仙台市博物館ボランティア
三の丸会」が展示解説をボランティアで行っている。
平成９年に組織されたこの団体は、平成２３年で１５年
目を迎えた。
平成１９年度より５年任期制を導入し、２２年度の登

録者は９６名、２３年度は９９名であった。
ボランティア活動は活動班（各班８人～９人の１２
班編成）ごとに行っており、２週間に１回の活動と
なる。常設展示室での資料解説や映像による館内紹
介（以下、ガイダンスと記す）、プレイミュージアム
でのアシスタント補助が主な活動で、２２年度からは
新たに館庭＜仙台城三の丸跡＞案内を始めた。
会の運営や情報交換は、月１回の役員会で行われ
る。役員会は会長、副会長、会計、監事、各部長、
班長、担当館職員からなる。会全体の活動方針に関
わる事項は、年１回の総会で決定している。

１．平成２２・２３年度の新規会員の募集・養成講座等

平成２２年度は新規ボランティア募集に６２人の応募
があり、抽選の結果３３人を新会員候補とした。平成
２３年度は１５名の応募があり、全員を候補として以下
のボランティア養成講座（４回１２講座、１３：３０～１６：
３０）を受講することによって会員として登録された。
・第１回：博物館の展示概要／博物館案内・ボラン

ティア活動の実際
・第２回：プレイミュージアム研修／歴史展示の解

説①／三の丸会の活動紹介
・第３回：接遇実技実習（外部講師）／美術展示の

解説①／館庭＜仙台城三の丸跡＞案内に
ついて

・第４回：歴史展示の解説②／美術展示の解説②
※６月に行った登録・更新式で新規会員に対して登
録証を交付した。

２．解説活動

平成２２年度の活動日数は２６９日（前年度比１３９日増）
で、のべ活動人数が１，８５８人（同９７７人増）であった。
展示解説は１０，１８０件（同５，６９７件増）で観覧者２３，２６６
人（同１２，４３８人増）に対応した。このうち、事前に
解説予約のあったものは７１件・１，４０６人（同５５件増・
１，１４６人増）で、多くが１時間程度の解説依頼であっ

た。ガイダンスは予約制で１８件・７０２人（同１６件増・
６６３人増）に対応した。改修工事のため８月３１日以降
休館となった前年度に比べ、いずれも大幅増となっ
た。
博物館における仙台城ガイダンス機能を拡充させ

る目的で、博物館の建つ仙台城三の丸跡の案内を２２
年度から始めた。３０分程度の案内を１日１回、４月
から１１月末日まで行い、実施日数が１２７日（中止が６３
日）、６８０人の観覧者を案内し好評であった。
平成２３年度は、東日本大震災の影響で工事が必要

となり、開館が７月２３日からになってしまったの
と，平成２４年の２月も工事が行われ休館になった。
そのため活動日数は１７７日（前年度比９２減）で、のべ
活動人数が１，００５人（同８５３減）であった。展示解説
は５,１０５件（同５,０７５件増）で観覧者１１，０６９人（同１２，１９７
人減）に対応した。館庭案内は４月から１１月末日ま
で行い、実施日数が８２日（中止が３１日）、３０７人の観
覧者を案内した。この館庭案内については２２年度か
ら実施しているが、参加者からたいへん好評で、県
外の方だけではなく市内の方々からも喜ばれてい
る。

平成２３年度（７月～３月）
平成２２年度（４月～３月）内　容

９０，８９９人
１９４，７０２人来 館 者 数

展
示
室
で
の
活
動

１７７日
２６９日活 動 日 数

１，００５人
１，８５８人活動人数（のべ）

５，１０５件
１０，１８０件対応件数・人数

１１，０６９人
２３，２６６人対 応 人 数

２件・４７人
１８件・７０２人

ホールガイダン
スの件数・人数

１１４日（７月～１１月）
１９０日（４月～１１月）活動予定日数

館
庭
案
内

８２日（中止３１日内悪天候１２日・
希望なし１９日）

１２７日（中止６３日内悪天候３４日・
希望なし２９日）

実 施 日 数

３０７人（１回平均３.７人）
６８０人（１回平均５.４人）対 応 人 数

表２２　平成２２・２３年度の活動

※ 平成２３年度は７月２３日より開館
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３．部会活動

ボランティアは、活動班の他に、５つ部会のいず
れかに属し活動している。

◆主な研修

平成２２年度

７月：研究発表会「仙台藩の飛地考」
 本田勇　さん
１０月：館外研修（白石方面）
１２月：講演会「仙台市博物館を考える」
 金森　副館長
１２月：研究発表会「参勤交代と仙台藩」
 佐藤益美　さん
２月：講演会「仙台市博物館を考える」
　　　講師：佐藤信夫氏　市史通史編調査分析委員
２月：教養講座「仙台城の成り立ち」
 講師・菅野編さん室長
３月：講演会「仙台市史編さんについて」
 講師・鵜飼幸子（前市史編さん室長）

平成２３年度

７月：ギャラリートーク
９月：研究発表会　「伊達な百選の活用について」
 椎野健作　さん
１０月：学芸員リレートーク
１０月：館外研修（山形・高畠方面）
１０月：スキルアップ講座
１２月：研究発表会「瑞鳳殿の墓室発掘」
 櫻井一郎　さん
２月：ギャラリートーク

４．ボランティアと博物館との懇談会

より多くの方々に喜ばれる博物館にするため、ボ
ランティアと職員の情報交換を兼ねた懇談会を２月
行った。ボランティアからは解説活動を通して気づ
いたことや広報活動について、博物館からはボラン
ティア向け講座について提案がなされた。参加者
は、ボランティアが３９人、博物館が１３人であった。

５．新規ボランティア募集説明会

６月から新しくボランティアを希望する方と継続
を希望するボランティアを対象とした説明会を実施
した。
日　時：平成２４年３月１０日（土）１０：００～
場　所：博物館講習室
内　容：ボランティア活動内容説明
 会員の体験談…鈴木正行さん
参　加：１８名

６．スキルアップ講座

会員のスキルアップ向上をねらいに，金森副館長
を講師として講座を開催した。三の丸付近，二の丸
跡の様子を実際に歩いてみて解説を受けた。
①日　時：平成２３年１０月２２日（土）１回目
内　容：「仙台城の大手と二の丸」
 菅野正道（市史編さん室長）
　　　　「若林城と仙台城二の丸の建造物」
 佐藤　淳（文化財課主査）
　　　　「博物館とボランティアの役割」
 金森安孝（仙台市博物館副館長）

②日　時：平成２３年１１月６日（日）１回目
　　　　　平成２３年１１月９日（水）２回目
　内　容：金森副館長による現地解説

子門→堀跡→大手門・隅櫓・常長像→
二の丸跡発掘調査事務所・中嶋池→二
の丸御殿跡・詰門跡→千貫橋→筋違橋
→扇坂

７．１５周年記念事業

７月に１５周年記念事業推進会議設置した。本年度
は７回の推進会議を実施し、以下の内容を決定した。
・記念館外研修の実施（１０月）　
・記念誌の発行（５月頃予定）
・講演会の実施（５月１２日）
　　「落語で聞く郷土史」

活動内容部会

会の運営に関する事務全般を担当し、会則の
改正や総会の準備、議事録作成などを行う。運営部

会員の研究発表会、学習会、講演会、館外研修
会などの企画・運営を担当。研修部

三の丸会会報を発行。博物館情報、会員によ
る紀行文、勉強会報告などが掲載され、情報共有
化の大切な手段となっている。

会報部

海外からの観覧者に英語で解説する。予約に
よる英語解説も行っている。英語部

観覧者からの質問と回答をまとめた「尋解集」
の作成や、各種資料の収集・保管を担当。古文書
講読会を月１回ずつ実施しいる。

資料部

表２３　ボランティアの部会
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８．友の会

仙台市博物館友の会は、博物館活動を愛好する市
民によって昭和４７年に結成された。博物館を中心と
して歴史・芸術・民俗などに関する知識を深めなが
ら会員相互の親睦をはかり、かつ博物館活動の支援
を目的として、その普及発展に寄与してきた。
会員は賛助会員（年会費１口 ５，０００円）・普通会員

（年会費 ３，０００円）・学生会員（年会費 ２，０００円）か
らなる。平成２２年度はリニュアールオープンに伴い
普通会員数は７５０人超であった。また２３年度は３月
１１日の大震災の影響から博物館のスケジュールにも
不透明な部分があったものの、そうした状況でも多
くの会員に入会していただいた。
平成２２・２３年度の会員構成は、表２４の通りである。

友の会の企画運営は、様々な職業・年齢層の役員（２２
年度１５名、２３年度１３名）から構成される役員会にお
いて決定される。役員会は例年６回開かれるが、２３
年度は臨時を含め７回開催された。また役員は会報
を編集する編集委員会、研修会を企画・立案する研
修委員会、講演会の司会や受付などを担当する講座
委員会に属し、積極的な活動を行った。
会の事業実績は、別記のとおりである。２２年度

は、特別展・企画展セミナー４回、日帰り・一泊研
修、講座２回を実施し、いずれも多くの会員の参加
を得ることができた。２３年度には友の会創立４０周年
を迎え、記念講演会として濱田直嗣氏（宮城県慶長
遣欧使節船ミュージアム館長）にご講演をいただい

た。しかし一方では震災の影響により研修会を実施
することができなかった。

平成２２年度

１．総会　４日２６日　博物館ホール　　 １７３名参加
２．事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　会報発行　
５／２７　１５１号、９／１　１５２号、１２／１　１５３号、
３／１　１５４号
２　行事
４／２６　広報セミナー「聖地チベット展」 参加 １７３ 名
　　　　講師　内山淳一学芸室長・酒井昌一郎学芸員
６／１６　研修会　米沢方面 参加４１名
　　　　講師　水野沙織学芸員　
７／５　広報セミナー「シカン展」 参加１６５名
　　　　講師　高橋あけみ学芸員
９／１３　広報セミナー「文化庁購入文化財展」
　　　　講師　内山淳一学芸室長 参加１５５名
１０／１３～１４　研修会　いわき・北茨城方面
　　　　講師　酒井昌一郎学芸員 参加１６名
１２／１１　古文書講読会①「江戸から届いたメッセージ」
　　　　講師　水野沙織学芸員 参加１０３名
１／２９　古文書講読会②「伊達騒動関係資料をよむ」
　　　　講師　坂田美咲学芸員 参加１８８名
２／１４　広報セミナー「ポンペイ展」
　　　　講師　佐々木徹学芸員 参加１７１名
平成２３年度

１．総会　５日３０日　博物館ホール ６０名参加
２．事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　会報発行　
７／１　１５５号、９／２２　１５６号、
３／９　１５７・１５８合併号
２　行事
８／１　広報セミナー「館蔵名品百選」 参加 ８７名
　　　　講師　水野沙織学芸員
９／３　創立４０周年記念講演会「禁忌の品が国宝に
　　　　なった　慶長遣欧使節の４００年」
　　　　講師　濱田直嗣氏 参加１２６名
１１／７　広報セミナー「仏のかたち　人のすがた」
　　　　講師　酒井昌一郎学芸員 参加１１４名
１２／１８　古文書講読会①「仙台藩士、蝦夷地へ」
　　　　講師　水野沙織学芸員 参加１０７名
３／１０　古文書講読会②「南奥州の訴訟と合戦」
　　　　講師　佐々木徹学芸員 参加６４名

人数年代性別
２１／２４２１／２４賛助会員

７７８／５７７

４１６／３２４

０／０１０　代

男
　
　
　
性

普
通
会
員

１／３２０　代
１２／６３０　代
３３／２２４０　代
５７／４３５０　代
１５０／１１0６０　代
１０４／８２７０　代
５４／４６８０代～
５／１２その他

３６２／２５３

０／０１０　代

女
　
　
　
性

３／７２０　代
１４／１０３０　代
３１／２０４０　代
８０／４４５０　代
１２７／９８６０　代
７３／５５７０　代
２４／１９８０代～
１０／０その他

１４／８１４／８学生会員
８１３／６０９計

表２４　平成２２・２３年度会員内訳

※各項目は（22年度/23年度）の会員数
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予算概要

９．組織・予算・運営

組織・事務分掌（平成２３年５月１日現在）

館　　長

副 館 長
博物館協議会
（定員10名）

庶　　務　　係
（6名）

学　　芸　　室
（学芸員12名）

市史編さん室
（11名）

市史編さん委員会
（11名）

市 史 編 さ ん
専門委員会（15名）

● 博物館の使用許可及び
観覧料等の収納

● 博物館施設及び設備の
維持及び財産管理

● 仙台市博物館協議会
● 博物館の庶務

● 市史の編さん及び刊行
● 市史資料の収集及び保管
● 市史の普及及び啓発
● 市史編さん委員会・専門
委員会

● 被災資料のレスキュー

● 博物館資料の収集及び保存
● 博物館資料の展示
● 博物館資料の調査研究
● 博物館資料の管理
● 常設展・特別展等の企画運営
● 博物館事業の広報及び普及
・生涯学習活動の支援及
び資料相談

摘　　　　　　　　　　要当初予算額費　　　　　　　　　　目
電気、上・下水道、ガス使用料４６，１９４（１）光 熱 水 費

１　運営管理費

警備、清掃、電気機械設備運転保守、観覧料収納・案内、
看板・演示具製作、展示物運搬・陳列等の委託費１０７，５４６（２）管理運営委託費

機械設備等修繕費６，６００（３）施 設 修 繕 費
収蔵資料修繕費１，２７５（４）資 料 修 繕 費
教育普及、調査研究、その他運営管理に要する経費１９，４６９（５）その他管理運営費

１８１，０８４小　　　　計
展示用美術工芸品・歴史資料等の購入経費０２　資 料 購 入 費
特別展覧会開催に要する経費３２，５４３３　特 別 展 覧 会 開 催 費
「仙台市史」編さん・刊行に要する経費４５，６０６４　市 史 編 さ ん 費
自家発電機バッテリー交換１，３６９５　維　　　持　　　修　　　繕　　　費

２６０，６０２合　　　　　　　　　　計

（単位：千円）表２５　平成２２年度予算概要

摘　　　　　　　　　　要当初予算額費　　　　　　　　　　目
電気、上・下水道、ガス使用料４６，６６８（１）光 熱 水 費

１　運営管理費

警備、清掃、電気機械設備運転保守、観覧料収納・案内、
看板・演示具製作、展示物運搬・陳列等の委託費９８，２７５（２）管理運営委託費

機械設備等修繕費４，５００（３）施 設 修 繕 費
収蔵資料修繕費１，２７５（４）資 料 修 繕 費
教育普及、調査研究、その他運営管理に要する経費１１，６３０（５）その他管理運営費

１６２，３４８小　　　　計
展示用美術工芸品・歴史資料等の購入経費０２　資 料 購 入 費
特別展覧会開催に要する経費２１，１６９３　特 別 展 覧 会 開 催 費
「仙台市史」編さん・刊行に要する経費１７，９８８４　市 史 編 さ ん 費

０５　維　　　持　　　修　　　繕　　　費
２０１，５０５合　　　　　　　　　　計

（単位：千円）表２６　平成２３年度予算概要（補正後）
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職　員（平成２２・２３年度）

平成２３年度（平成２３年５月１日現在）平成２２年度（平成２２年４月１日現在）
室　・　係

氏　　　　名職　　　名氏　　　　名職　　　名

三 條 清 彦主 幹 兼 係 長鈴 木 弘 美係　 長

庶 務 係

佐 々 木 洋 子主 任佐々木　 洋　 子主 任

相 澤 義 輝主 任相 澤 義 輝主 任

村 上 明 子臨 時 職 員佐々木　 みゆき臨 時 職 員

鈴 木 由 香非常勤嘱託職員鈴 木 由 香非常勤嘱託職員

勝 亦 涼 子非常勤嘱託職員勝 亦 涼 子非常勤嘱託職員

内 山 淳 一主 幹 兼 室 長内 山 淳 一室 長

学 芸 室

高　 橋　 あけみ主 査高　 橋　 あけみ主 査

竹 田 幸 司指 導 主 事相 澤 文 典指 導 主 事

相 澤 文 典指 導 主 事岩 瀬 利 宏指 導 主 事

石 山 美 穂指 導 主 事石 山 美 穂指 導 主 事

佐々木　　　 徹主 事佐々木　　　 徹主 事

酒　 井　 昌一郎主 事酒　 井　 昌一郎主 事

水 野 沙 織主 事水 野 沙 織主 事

押 野 良 美主 事押 野 良 美主 事

坂 田 美 咲主 事坂 田 美 咲主 事

氏 家 文 枝非常勤嘱託職員氏 家 文 枝非常勤嘱託職員

鈴　 木　 かおる非常勤嘱託職員鈴　 木　 かおる非常勤嘱託職員

菅 野 正 道室 長菅 野 正 道室 長

市 史 編 さ ん 室

田 中 元 昭指 導 主 事田 中 元 昭指 導 主 事

清 水 川 伸主 任昆 野 順 一主 任

佐 藤 憲 一非常勤嘱託職員鵜 飼 幸 子非常勤嘱託職員

明 石 治 朗非常勤嘱託職員佐 藤 憲 一非常勤嘱託職員

村 岡 淳 子非常勤嘱託職員明 石 治 朗非常勤嘱託職員

二 上 玲 子非常勤嘱託職員村 岡 淳 子非常勤嘱託職員

倉 橋 真 紀非常勤嘱託職員二 上 玲 子非常勤嘱託職員

菅 原 友 子非常勤嘱託職員倉 橋 真 紀非常勤嘱託職員

栗　 原　 伸一郎非常勤嘱託職員菅 原 友 子非常勤嘱託職員

三 好 俊 文非常勤嘱託職員栗　 原　 伸一郎非常勤嘱託職員

館　　　　　長　　　佐　　藤　　敏　　国
副　　館　　長　　　金　　森　　安　　孝
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仙台市博物館協議会
　
仙台市博物館協議会は，仙台市博物館条例第１０条
及び同施行規則第１２条，第１３条、第１４条により設置
されている。委員は，学校教育及び社会教育の関係
者並びに学識経験のある者の中から，教育委員会が
委嘱・任命する。

平成２２年度　仙台市博物館協議会委員

（五十音順・敬称略　◎＝会長　○＝副会長）
　浅野　治志　　宮城教育大学教授
　池田　友信　　仙台市議会議員
○泉　　武夫　　東北大学大学院教授
　大藤　　修　　東北大学大学院教授
　尾崎　彰宏　　東北大学大学院教授
　佐川　正敏　　東北学院大学教授
　佐藤　弘夫　　東北大学大学院教授
◎庄子　晃子　　東北工業大学教授
　伊達　泰宗　　伊達家伯記念會取締役会長
　降矢美彌子　　帝京平成大学教授

平成２２年度　協議内容

第１回　平成２２年５月２５日（火）
１　報告事項
1　平成２２年度４月の観覧者数について
2　特別展「聖地チベット　ポタラ宮と天空の

至宝」の中間報告について
３　市史編さん事業について
２　協議事項

企画展「新たな国民のたから～文化庁購入文
化財展」について

第２回　平成２２年７月２７日（火）
１　報告事項
1　平成２２年度５月～６月の観覧者総数につい

て
2　特別展「聖地チベット　ポタラ宮と天空の

至宝」の結果報告について
３　特別展「インカ帝国のルーツ　黄金の都シ

カン」の中間報告について
４　市史編さん事業について
２　協議事項

企画展「仙台人物誌～江戸時代のあんな人　
こんな人～」について

第３回　平成２２年１１月３０日（火）
１　報告事項
1　平成２２年７月～１０月の観覧者数について
2　特別展「インカ帝国のルーツ　黄金の都シ

カン」の結果報告について
３　企画展「新たな国民のたから～文化庁購入

文化財展」の結果報告について
４　企画展「仙台人物誌～江戸時代のあんな人

こんな人～」の中間報告について
５　市史編さん事業について
２　協議事項

特別展「ポンペイ展～世界遺産　古代ローマ
文明の奇跡」について

第４回　平成２３年２月２２日
１　報告事項
1　平成２２年１１月～平成２３年１月の観覧者数に

ついて
2　企画展「仙台人物誌～江戸時代のこんな人

あんな人～」の結果報告について
３　特別展「ポンペイ展～世界遺産　古代ロー

マ文明の奇跡」の中間報告について
４　市史編さん事業について
２　協議事項

特別展「ボストン美術館浮世絵名品展」につ
いて

平成２３年度　仙台市博物館協議会委員

（五十音順・敬称略　◎＝会長　○＝副会長）
　浅野　治志　　宮城教育大学教授
○泉　　武夫　　東北大学大学院教授
　大藤　　修　　東北大学大学院教授
　尾崎　彰宏　　東北大学大学院教授
　佐川　正敏　　東北学院大学教授
　佐藤　弘夫　　東北大学大学院教授
◎庄子　晃子　　東北工業大学教授
　伊達　泰宗　　伊達家伯記念會取締役会長
　降矢美彌子　　帝京平成大学教授
　渡辺　公一　　仙台市議会議員

平成２３年度　協議内容

第１回　平成２３年５月２４日（火）
１　報告事項
1　東日本大震災の被災状況について
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2　平成２２年度の観覧者数について
３　特別展「ポンペイ展～世界遺産　古代ロー

マ文明の奇跡」中間報告について
４　特別展「ボストン美術館浮世絵名品展」の

中止について
５　国宝「慶長遣欧使節関係資料」のユネスコ

記憶遺産への推薦について
６　市史編さん事業について
７　資料レスキュー活動について
８　震災パネル展について
２　協議事項

企画展「館蔵名品百選－開館５０年　コレク
ションの粋－」について

第２回　平成２３年７月２６日（火）
１　報告事項
1　平成２３年４月～６月の観覧者数等について
2　特別展「ポンペイ展～世界遺産　古代ロー

マ文明の奇跡」の結果報告について
３　企画展「館蔵名品百選－開館５０年　コレク

ションの粋－」の中間報告について
４　市史編さん事業について
５　文化財レスキュー活動について 
２　協議事項

特別展「仏のかたち　人のすがた－仙台ゆか
りの仏像・肖像彫刻－」について

　
第３回　平成２３年１１月２９日（火）
１　報告事項
1　平成２３年７月～１０月の観覧者数について
2　企画展「館蔵名品百選」の結果報告につい

て
３　特別展「仏のかたち　人のすがた－仙台ゆ

かりの仏像・肖像彫刻－」の中間報告につ
いて

４　市史編さん事業について
５　文化財レスキューについて
２  協議事項
1　特別公開「国宝　紅白梅図屏風とMOA美

術館の名品」について
2　企画展「仙台藩の御家騒動　寛文事件を追

いかけろ！」について

第４回　平成２４年２月１４日（火）
１　報告事項
1　平成２３年１１月～平成２４年１月の観覧者数

について
2　特別展「仏のかたち　人のすがた－仙台ゆ

かりの仏像・肖像彫刻－」の結果報告につ
いて

３　市史編さん事業について
４　文化財レスキューについて
２  協議事項
1　平成２４年度年間計画について
2　特別展「インカ帝国展　マチュピチュ『発

見』１００年」仙台展について
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仙台市編さん委員会
　
仙台市史編さん事業の遂行に当たっては、仙台市
史編さん委員会設置要綱により、幅広い視野からの
指導・助言を得ることを目的として仙台市史編さん
委員会を設置して、学識経験者・市職員などに委員
を委嘱している。また、市史編さんに必要な編集や
監修などを行うために専門委員会を設置して、随時
協議を行っている。

平成２２年度　仙台市史編さん委員

順不同敬称略　○＝委員長
　飯渕　由美　健康プランニングI（アイ）主宰
　大石　直正　一関市博物館館長
 （～平成２２年５月９日）
　平川　　新　東北大学東北アジア研究センター教授
 （平成２２年５月１０日～）
　菊池　昭一　仙台市議会市民教育委員会委員長
 （～平成２２年６月７日）
　佐藤わか子　仙台市議会市民教育委員会委員長
 （平成２２年６月８日～）
　佐佐木邦子　作家
　佐藤　晃郎　仙台商工会議所副会頭
 （～平成２３年１月３１日）
　岡田　健治　仙台商工会議所副会頭
 （平成２３年２月１日～）
　立花　鶴憲
 ㈱河北TBCカルチャーセンター代表取締役
　朴澤　泰治　朴沢学園理事長
　吉田　正志　東北大学大学院教授

○稲葉　信義　仙台市副市長
　藤本　　章　仙台市総務局長
　青沼　一民　仙台市教育委員会教育長

平成２２年度　仙台市史編さん専門委員

順不同敬称略　○＝委員長
　入間田宣夫　東北芸術工科大学教授
　岩本　由輝　東北学院大学教授
　鵜飼　幸子　前仙台市博物館市史編さん室長
　大石　直正　一関市博物館館長
　小井川百合子　前仙台市博物館副館長
　佐藤　憲一　前仙台市博物館館長
　須藤　　隆　東北大学名誉教授

　難波　信雄　東北学院大学名誉教授
　仁昌寺正一　東北学院大学教授
　羽下　徳彦　東北大学名誉教授
　濱田　直嗣　宮城県慶長使節船ミュージアム館長
○平川　　新　東北大学東北アジア研究センター教授
　松本　秀明　東北学院大学教授
　守屋　嘉美　前東北学院大学教授
 （～平成２２年５月９日）
　斎藤　　誠　東北学院大学教授・副学長
 （平成２２年５月１０日～）
　内山　淳一　仙台市博物館主幹兼学芸室長
　

平成２３年度　仙台市史編さん委員

　飯渕　由美　健康プランニングI（アイ）主宰
　岡田　健治　仙台商工会議所副会頭
　佐藤わか子　仙台市議会市民教育委員会委員長
 （～平成２３年９月８日）
　橋本　啓一　仙台市議会市民教育委員会委員長
 （平成２３年９月９日～）
　佐佐木邦子　作家
　立花　鶴憲　東北福祉大学特任教授
　平川　　新　東北大学東北アジア研究センター教授
　朴澤　泰治　朴沢学園理事長
　吉田　正志　東北大学大学院教授

○稲葉　信義　仙台市副市長
　藤本　　章　仙台市総務企画局長
　青沼　一民　仙台市教育委員会教育長

平成２３年度　仙台市史編さん専門委員

　入間田宣夫　東北芸術工科大学教授
　岩本　由輝　東北学院大学名誉教授
　鵜飼　幸子　前仙台市博物館市史編さん室長
　大石　直正　一関市博物館館長
　小井川百合子　前仙台市博物館副館長
　佐藤　憲一　前仙台市博物館館長
　須藤　　隆　東北大学名誉教授
　難波　信雄　東北学院大学名誉教授
　仁昌寺正一　東北学院大学教授
　羽下　徳彦　東北大学名誉教授
　濱田　直嗣　宮城県慶長使節船ミュージアム館長
○平川　　新　東北大学東北アジア研究センター教授
　松本　秀明　東北学院大学教授
　斎藤　　誠　東北学院大学教授・副学長
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　内山　淳一　仙台市博物館主幹兼学芸室長

平成２２年度　協議内容

仙台市史編さん委員会
　第４７回　平成２２年８月１１日
1　平成２２年度仙台市史編さん事業について
2　平成２３年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
仙台市史編さん専門委員会
　第１１７回　平成２２年５月１０日
1　平成２２年度仙台市史編さん事業について
2　「特別編１０　年表・索引」について
第１１８回　平成２２年７月１７日
1　平成２２年度仙台市史編さん事業について
2　平成２３年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
３　「特別編１０　年表・索引」について

　第１１９回　平成２２年１１月２８日
1　平成２３年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
2　「特別編１０　年表・索引」について
第１２０回　平成２３年２月２６日
1　平成２２年度仙台市史編さん事業報告
2　平成２３年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
３　「特別編１０　年表・索引」について

平成２３年度　協議内容

仙台市史編さん委員会
　第４８回　平成２３年８月１１日
1　平成２３年度仙台市史編さん事業について
2　資料レスキュー事業について
３　事業計画の変更について
４　平成２４年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
　第４９回　平成２４年３月２１日
1　平成２３年度仙台市史編さん事業報告
2　資料レスキュー事業について
３　平成２４年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
仙台市史編さん専門委員会
　第１２１回　平成２３年５月２９日
1　平成２３年度仙台市史編さん事業について
2　仙台市史編さん事業計画について

　第１２２回　平成２３年１２月４日
1　平成２４年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
2　東日本大震災に関する市史の記述につい

て
第１２３回　平成２４年３月４日
1　平成２３年度仙台市史編さん事業報告
2　平成２４年度仙台市史編さん事業計画につ

いて
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団　　　　　体個　　　　　人

月

計
小
　
中

高
　
校

一
　
般

計
小
　
中

高
　
校

一
　
般

１３，０７０２，２８３３，８８１９２６２３２２，７２３６，９０６１，０８２１９０５，６３４４

５３，０４５７，２８３１５，９８２１，００３５５８１４，４２１２９，７８０２，３４４１，０４４２６，３９２５

８，３１３１，６８５２，４４３９４６１８１，４７９４，１８５１，０６４４９３，０７２６

２６，１３７３，７２１７，４６９２２９２５２６，９８８１４，９４７６０６６５２１３，６８９７

３６，２９７４，８４０１０，７２５５８２５８４９，５５９２０，７３２１，９６１１，０６４１７，７０７８

１０，９３５２，２８３２，７５８３５８８２，３９２５，８９４６６９６１５，１６４９

１３，０６８４，３８０２，８５２２７５２８２２，２９５５，８３６２３９５３５，５４４１０

８，８１６３，６２３１，６９３１１９２１，５７２３，５００１３５３３３，３３２１１

４，７７５１，５８８１，０２８３１１１９８６２，１５９９０２６２，０４３１２

２，９５８６１３７０２１９５６７８１，６４３８６１６１，５４１１

１２，８５６２，１６８３，８８３４１２２８３，６１４６，８０５１０６３７４６，３２５２

４，４３２５８３１，７３９５７１２０１，５６２２，１１０２０１７３１，９１７３

１９４，７０２３５，０５０５５，１５５４，５８６２，３００４８，２６９１０４，４９７８，４０２３，７３５９２，３６０計

１０．利用状況

月別観覧者数

（人）

開館日数　２７０日

表２７　月別観覧者数

平成２２年度
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団　　　　　体個　　　　　人

月

計
小
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般

計
小
　
中

高
　
校

一
　
般

６７２６７１９２２１３１７７４１３１０３３３７０４

１９，９８９２，９８１６，０４３３２４４６５，５６５１０，９６５８３７４９１０，１３３５

８，０７７１，１７３２，６２８２６５２３３２，１３０４，２７６１６４６９３，７９１６

２，４４８７９９２４７１６１４２１７１，４０２９２５５１，２５５７

１１，２４６４，７５６１，３２１１７０４１１，１１０５，１６９６２１１６７４，３８１８

８，２９８１，６３４１，８８７５０３１１９１，２６５４，７７７１，０８５４２３，６５０９

７，８５６２，７８５１，６２８４４４４６１，１３８３，４４３３９１３０３，０２２１０

１２，３８３３，５４６４，４８５９０１６７４，２２８４，３５２９２１２３４，１３７１１

７，２５９２，２９８２，１６２９８１１４１，９５０２，７９９７０６８２，６６１１２

１，５９７３６４３０５１３５２８７９２８８４１７８２７１

１９９７１２６００２６１０２１４４８４２

４７，７６６１２，６８６３，０２７２２２３７２，７６８３２，０５３６１４５３９３０，９００３

１２７，７９０３３，１６０２３，９５１１，８５５１，２３５２０，８６１７０，６７９３，１７２２，２９６６５，２１１計

（人）

展示開館日数　２１２日

平成２３年度

表２８　月別観覧者数
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利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
ポスター発表４６．１０～６．１３日本作業療法学会
茶会・列品解説２６．２６～６．２７日本陶磁協会
定例会１９．１６仙台市中学校社会科研究会
絵画展６９．１７～９．２３池田規子
展示会５１０．２０～１０．２４ニット工人館ＫＡＮＯ
授業・分科会２１０．２８～１０．２９仙台市教育指導課
写真展６１１．９～１１．１４仙台市交流政策課
写真展１１１１．１５～１１．２８仙台市交流政策課
地図作品展６１１．２９～１２．６仙台市教育指導課
文化財展１２１２．７～１２．１９仙台市文化財課

特別展、資料整理等１７１博物館
一般貸出利用者計　６，９１７人２２６計

施設利用状況

表２９　ギャラリー利用状況

平成２２年度

利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
総会・研修会１５．１３仙台市中学校美術教育研究会
総会・研究発表会１５．１６宮城県考古学会
公開講座１６．６日本分子生物学会
講演会４６．１０～６．１３日本作業療法学会
研修会１６．１６仙台市小学校教育研究会図画工作部会
研修会１６．２４仙台市生涯学習課
講演会１６．２７日本陶磁協会
おさらい会１８．２８仙楽会
研修会１９．１０全国飼料増産協議会
定例会１９．１６仙台市中学校社会科研究会
授業・分科会２１０．２８～１０．２９仙台市教育指導課
講演会１１１．１４仙台市議会事務局庶務課
全国大会１１１．１６（社）仙台市老人クラブ連合会
地図作品展表彰式１１１．３０仙台市教育指導課
講演会１１２．１２仙台市文化財課

講演会、ビデオガイダンス等８７博物館
一般貸出利用者計　３，６７６人１０６計

表３０　ホール利用状況
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利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
パネル展７１１．１９～１１．２６宮城学院大学シンポジウム
地図作品展６１１．２８～１２．５仙台市教育指導課
中学校学級新聞展６１２．５～１２．１１仙台市教育指導課
写真展５３．２７～３．３１公益財団法人　日本写真家協会

東日本大震災歴史資料救済事業等２２８博物館
一般貸出利用者計　２，０３４人２５２計

表３１　ギャラリー利用状況

平成２３年度

利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
全体会・研修会１６．１５仙台市小学校教育研究会図画工作研究部会
報告会１８．２１北日本近世城郭検討会
公開講演会・総会１１０．１東北史学会
シンポジウム１１１．２０宮城学院女子大学
地図作品展表彰式１１１．２９仙台市教育指導課
東支部大会１１２．４美術史学会
研究協議会２３．８～３．９財団法人日本博物館協会

講演会、ビデオガイダンス等８９博物館
一般貸出利用者計　７７７人９７計

表３２　ホール利用状況

講師等利用状況

表３３　講師派遣状況

人数（人）件数（件）内訳

年度 計
館外館内

計
館外館内

一般学校一般学校一般学校一般学校
6，32921241，2261729125013337204927平成22年度
6，366675923114336259911122452平成23年度

表３４　レファレンス対応状況（件）

計写真貸出･
利 用

マ ス コ ミ
対 応

資料相談・
質問対応等

内訳
年度

720268239213平成22年度
516192170154平成23年度
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視察対応状況

表３５　平成２２年度　視察対応状況

人視　　察　　者（事業名）月　日
２人宇和島市議会副議長・随行５／１６
５人仙台国際ハーフマラソン参加選手５／１１
２１人政令指定都市東京事務所協議会７／２
１３人台南市政府訪問団７／６
２５人仙台市障害者親善スポーツ国際交流事業（台南市）７／８
１０人仙台市白老町姉妹校交流事業７／８
７人フラウンホーファー日本代表部等７／１３
１４人東北６都市法規主管者協議会７／１６
１５人歴史姉妹都市白老町７／２７
３０人仙台・福島・山形市議会広域観光連絡推進協議会７／３０
２４人東北大学夏季日本語プログラム８／４
６人徳島市議会８／６
２人長春市東北師範大学教授他８／１０
５人相模原市議会（公明党会派）８／１２
１８人仙台市議員待遇者「親和会」８／１８
４５人善意通訳者研修会９／１１
３０人全国市有物件災害共済会１０／１５
７人アジア流域文化研究所（東北学院大学）１１／１９

表３６　平成２３年度　視察対応状況

人視　　察　　者（事業名）月　日
５人文化庁長官、参議院議員桜井充秘書他４／２９
６人バチカン開発援助促進評議会議長他５／１６
５人東京文化財研究所救護委員会委員長他５／２４
２人イタリア文化会館ウンベルト・イタリア文化館長他５／２４
６人スペイン外務省　国際協力副大臣他６／１
２人立命館大学北原教授６／２
２人東京国立博物館館長、総務部長６／６
２人秋葉衆議院議員、秘書６／１３
２人NHK仙台局長他６／２８
３人国立歴史民俗博物館館長、副館長他６／２９
２人京都市役所６／３０
１人文化庁美術学芸課長７／８
２人MOA美術館副館長他７／９
３人東北学院大学高橋研究機関事務課長他７／１３
４人仏文化通信大臣、駐日大使他７／１５
１人前メキシコ大使８／３０
２人外務省欧州局西欧課、住友生命上席秘書役９／８
５人埼玉県新座市教育委員会　委員長他１０／５
２人文化庁栗原課長他１０／７
５人米沢市総合政策課１０／２０
１人バチカン駐日新大使１１／９
１人日西専任大使１１／１４
４人ジョー・プライス氏他１１／１７
５人宇和島伊達文化保存会１１／２２
４人イタリア・ペルージャ市長他１２／２
２人イタリア・チヴィタヴェッキア市長他Ｈ２４．１／２５
５人文化庁文化財部長他１／２６
１人目賀田メキシコ大使３／３
１人橋本参議院議員３／１１
７人MOA美術館理事長、常務理事他３／１７
１人細野環境大臣３／１８
４人前メキシコ大使夫妻、ロベルト氏他３／２２
１人宮城県知事３／２３
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１１．条例・規則・要綱等

仙台市博物館条例
昭和６０年１２月１９日
仙台市条例第二九号

仙台市博物館条例（昭和３６年仙台市条例第二十二
号）の全部を改正する。
（設　置）
第一条　歴史、美術工芸等に関する資料を収集し、
保管し、及び展示して市民の教養の向上、調査研
究等に資するとともに、これらの資料に関する調
査研究及び普及活動を行うことを目的として、博
物館を設置する。
　（名称及び位置）
第二条　博物館の名称及び位置は、次のとおりとす
る。

　（観覧料）
第三条　博物館が展示する資料を観覧しようとする
者は、別表第一に定める観覧料を納入しなければ
ならない。
　（使用の許可）
第四条　別表第二に掲げる施設（以下「施設」とい
う。）を使用しようとする者は、教育委員会の許可
を受けなければならない。
２　教育委員会は、次の各号の一に該当するとき
は、前項の許可をしないことができる。
　一　公の秩序を乱すおそれがあるとき
　二　管理上支障を及ぼすおそれがあるとき
　三　使用目的が博物館の設置目的に反するとき
　（使用料）
第五条　施設の使用料は、別表第二に定めるとおり
とする。
２　使用料は、前条第一項の許可の際に納入しなけ
ればならない。ただし、市長が必要と認めるとき
は、使用料を別に定める納期限までに納入させる
ことができる。
　（使用料の額の特例）
第五条の二　市長は、前条第二項ただし書の規定に
より使用料を別に定める納期限までに納入させる

場合において、当該納期限の日以前に、第四条第
一項の許可を受けた者につき次の各号のいずれか
に該当すると認めるとき（使用料が既納の場合を
除く。）は、前条第一項の規定にかかわらず、同項
に規定する使用料の額の範囲内で使用料の額を定
めることができる。
一　天災その他自己の責めによらない事由により
施設を使用できないとき

二　市長が別に定める期間内に施設の使用の取り
やめを申し出たとき

　（使用許可の取消し等）
第六条　教育委員会は、次の各号の一に該当すると
きは、第四条第一項の許可を取り消し、又は使用
を制限し、若しくは停止することができる。
一　第四条第一項の許可を受けた者がこの条例又
はこの条例に基づく規則に違反したとき

二　第四条第二項各号の一に該当することとなっ
たとき

　（観覧料等の返還）
第七条　既納の観覧料及び使用料は、返還しない。
ただし、次の各号のいずれかに該当すると市長が
認めるときは、その全部又は一部を返還すること
ができる。
一　観覧料を納入した者につき天災その他自己の
責めによらない事由により観覧できないとき

二　使用料を納入した者につき第五条の二各号の
いずれかに該当するとき

　（観覧料等の減免）
第八条　市長は、特別の事由があると認めるとき
は、観覧料及び使用料を減免することができる。

　（損害賠償）
第九条　博物館の建物、付属設備又は資料を損傷
し、又は滅失した者は、その損害を賠償しなけれ
ばならない。

　（博物館協議会）
第十条　博物館法（昭和２６年法律第二百八十五号）
第二十条第一項の規定に基づき、博物館に仙台市
博物館協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会の委員の定数は、１０人とする。
３　協議会の委員の任期は、２年とする。ただし、
補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（委　任）
第十一条　この条例の施行に関し必要な事項は、市
長又は教育委員会が定める。

位　　　置名　　称
仙台市青葉区川内二十六番地仙台市博物館
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　　　附　則
　この条例は、昭和６１年３月１日から施行する。
　　　附　則（昭６３、１２・改正）抄
　この条例は、昭和６４年４月１日から施行する。
　　　附　則（平３、１２・改正）抄
　（施行期日）
１　この条例は、平成４年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　次項に定めるものを除き、この条例の施行の日
（以下「施行日」という。）前になされた使用の許
可その他これに類する行為に係る使用料又は手数
料については、なお従前の例による。
　　　附　則（平９、３・改正）抄
　（施行期日）
１　この条例は、平成９年４月１日から施行する。
　（経過措置の原則）
２　次項から附則第十三項まで定めるものを除き、
この条例の施行の日（以下「施行日」という。）
前になされた使用の許可その他これに類する行為
に係る使用料又は手数料については、なお従前の
例による。
　　　附　則（平15、７・改正）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平16、３・改正）
　この条例は、公布の日から施行する。

別表第一（第三条関係）

　備考
一　特別展の観覧料を納入したものは、常設展は
無料とする。

二　団体利用とは、３０人以上の団体による利用を
いう。

三　常設展のみの団体利用においては、引率者

は、３０人に１人の割合で無料とする。

別表第二（第四条、第五条関係）

備考
一　全日（午前９時～午後４時３０分）の使用時間
に係る使用料は、午前及び午後の使用料の合計
額とする。

二　使用時間が本表に定める使用時間に満たない
場合は、時間割計算は、行わない。

三　本表に定める使用時間を超えて使用する場合
における当該超える分に係る使用料は、その使
用が午前９時以前又は正午から午後１時までの
ときは午前、午後４時３０分以降のときは午後の
使用料の額の時間割計算による。この場合にお
いて、超える時間に一時間に満たない端数があ
るときは、これを一時間に切り上げる。

四　本表に定める使用時間に準備等のために使用
する場合の使用料は、当該使用料の２分の１と
する。

五　日曜日又は国民の祝日に関する法律（昭和２３
年法律第百七十八号）に規定する休日に使用す
る場合は、本表に定める使用料の２割増しとす
る。

六　付帯設備の使用料は、教育委員会が定める。
七　暖房し、又は冷房する場合の使用料は、教育
委員会が定める。

金額（１人につき）区　　　　　　分

４００円一 般個
人
利
用

常
　
　
設
　
　
展

２００円高 校 生

１００円小学生・中学生

３２０円一 般団
体
利
用

１６０円高 校 生

８０円小学生・中学生

１，５００円の範囲内で教育
委員会が定める額特　　　別　　　展

午　　後
（１３：００～１６：３０）

午　　前
（９：００～１２：００）

６，５００円４，２００円入場料を徴収
しない場合ホ

ー
ル

１９，５００円１２，６００円
入場料を徴収
する場合

４，４００円３，０００円入場料を徴収
しない場合

ギ
ャ
ラ
リ
ー １３，２００円９，１００円
入場料を徴収
する場合

使用区分
使用時間
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仙台市博物館条例施行規則

 昭和61年１月24日　　
 仙台市教育委員会規則第二号
仙台市博物館条例施行規則（昭和３６年仙台市教育

委員会規則第八号）の全部を改正する。
　（趣　旨）
第一条　この規則は、仙台市博物館条例（昭和６０年
仙台市条例第二九号。以下「条例」という。）の
施行に関し必要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第二条　博物館の開館時間は、午前９時から午後４
時４５分までとする。ただし、教育委員会が必要と
認めるときは、臨時にこれを変更することができ
る。
　（休館日）
第三条　博物館の休館日は、次のとおりとする。た
だし、教育委員会が必要と認めるときは、休館日
に開館することができる。
一　月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年
法律第百七十八号）に規定する休日（以下「休
日」という。）に当たる日を除く。）

二　休日の翌日（休日又は日曜日に当たる日を除く。）
三　１月１日から１月４日まで及び１２月２８日から
１２月３１日まで
四　その他教育委員会が必要と認める日
　（入館者の遵守事項）
第四条　入館者は次の事項を遵守しなければならな
い。
一　博物館の建物、付属設備若しくは資料を損傷
し、若しくは汚損し、又はそのおそれのある行
為をしないこと

二　許可を得ないで博物館の資料の撮影、模写等
をしないこと

三　所定の場所以外の場所で喫煙又は飲食をしな
いこと

四　他の入館者に迷惑となる行為をしないこと
五　その他係員の指示に従うこと
　（入館の制限）
第五条　教育委員会は、博物館を利用する者が次の
各号の一に該当するときは、入館を拒絶し、又は
退館を命ずることがある。
一　適当な指導者又は付添人のない満六歳未満の
者

二　でい酔者
三　他人に危害を及ぼし、若しくは他人の迷惑と
なるおそれのある物品を携帯し、又は動物を伴
う者

四　係員の指示に従わない者
五　その他管理上支障があると認められる者

　（観覧券）
第六条　博物館が展示する資料を観覧しようとする
者は、観覧券の交付を受け、展示室の入り口にお
いてこれを係員に提示しなければならない。

２　前項の観覧券は、観覧料の納入の際に交付す
る。ただし、教育委員会が特別の事由があると認
めるときは、この限りでない。

　（使用許可の手続）
第七条　条例第四条第一項の許可（以下「使用許可」
という。）を受けようとする者は、使用しようとす
る日（以下「使用日」という。）の十四日前までに
使用申込書を教育委員会に提出しなければならない。

２　前項の使用申込書の受付は、使用日の３月前か
ら行うものとする。ただし、教育委員会が特に必
要と認めるときは、６月前から行うことができ
る。

３　教育委員会は、使用許可をしたときは、使用承
認書を交付するものとする。

　（市長が必要と認めるときの使用料の納期限）
第七条の二　条例第五条第二項ただし書に規定する
市長が必要と認めるときは、次の各号に掲げる場
合とし、同項ただし書に規定する別に定める納期
限は、当該各号に掲げる場合の区分に応じ、それ
ぞれ当該各号に定める日とする。
一　使用料を口座振替の方法により納入する場合
　使用許可を受けた日の属する月の翌月末日

二　教育委員会が特別な事由があると認める場合
教育委員会が定める日

　（市長が必要と認めるときの使用料の額の特例）
第七条の三　使用許可を受けた者（以下「使用者」
という。）が条例第五条の二第一号に該当する場合
において、同条の規定により市長が定める使用料
の額は、零とする。

２　条例第五条の二第二号に規定する市長が別に定
める期間は、次の各号に掲げる期間とし、同条の
規定により市長が定める使用料の額は、前項の規
定にかかわらず、次の各号に掲げる期間の区分に
応じ、それぞれ当該各号に定める額とする。
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一　使用許可を受けた日から使用日の一月前の日
までの期間　零

二　使用日の一月前の日の翌日から使用日の七日
前の日までの期間　条例第五条第一項の規定に
よる使用料（以下「従前の使用料」という。）
の額の五割に相当する額（その額に百円未満の
端数が生じたときは、これを切り上げた額）。
ただし、附帯設備の使用料及び暖房し、又は冷
房する場合の使用料にあっては、零

三　使用日の七日前の日の翌日から使用日までの
期間　従前の使用料の額

３　使用者が前条の納期限までに使用料を納入せ
ず、かつ、施設を使用する意思があると認められ
ないときは、当該納期限の日において使用の取り
やめの申出がなされたものとみなし、前項の規定
を準用する。
　（使用者の遵守事項）
第八条　使用者は、次の事項を遵守しなければなら
ない。
一　使用の権利を譲渡し、又は転貸しないこと
二　使用許可を受けた目的以外の目的に使用しな
いこと

三　入場人員は収容定員を超えないこと
四　火災、盗難、人身事故その他の事故防止に留
意すること

五　許可を得ないで寄付金の募集、物品の販売又
は飲食物の提供を行わないこと

六　許可を得ないで広告物等の掲示若しくは配布
又は看板立札等の設置を行わないこと

七　使用の終了後、直ちにその使用に係る施設を
原状に回復すること

　（観覧料等の返還）
第九条　観覧料を納入した者が天災その他自己の責
めによらない事由により観覧できないときは、観
覧料の全額を返還する。
２　使用者が条例第五条の二第一号に該当すると教
育委員会が認める場合において、条例第七条ただ
し書の規定により既納の使用料を返還する場合の
返還額は、既納の使用料の全額とする。
３　使用者が条例第五条の二第二号に該当すると教
育委員会が認める場合において、条例第七条ただ
し書の規定により既納の使用料を返還する場合の
返還額は、次の各号に掲げる期間の区分に応じ、
それぞれ当該各号に定める額とする。

一　第七条の三第二項第一号に掲げる期間　既納
の使用料の全額

二　第七条の三第二項第二号に掲げる期間　既納
の使用料の額から当該額の五割に相当する額
（その額に百円未満の端数が生じたときは、こ
れを切り上げた額）を控除して得た額（附帯設
備の使用料及び暖房し、又は冷房する場合の使
用料にあっては、既納の使用料の全額）

４　使用料の返還を受けようとする者は、使用料返
還申込書を教育委員会に提出しなければならな
い。

　（観覧料等の減免）
第十条　観覧料又は使用料の減免を受けようとする
者は、減免を受けようとする事由を記載した減免
申込書を教育委員会に提出しなければならない。
ただし、教育委員会が減免申込書の提出を必要と
しない事由があると認める者については、この限
りでない。

　（付帯設備等の使用料）
第十一条　条例別表第二備考第六号の付帯設備の使
用料は、別表一に表の定めるとおりとする。

２　条例別表第二備考第七号の暖房し、又は冷房す
る場合の使用料は、同表に定める使用料の額に同
表の使用区分に応じ別表二の表に定める額を加算
した額とする。

　（博物館協議会）
第十二条　仙台市博物館協議会（以下「協議会」と
いう。）に会長及び副会長１人を置き、委員の互選
によって定める。

２　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があると
き又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。
第十三条　協議会の会議（以下「会議」という。）
は、会長が必要と認めたときに開催する。

２　会長は、会議を招集し、その議長となる。
３　会議は、委員の過半数が出席しなければこれを
開くことができない。

４　会議の議事は、出席した委員の過半数をもって
決し、可否同数のときは、議長の決するところに
よる。

第十四条　協議会の庶務は、博物館において処理す
る。

　（実施細目）
第十五条　この規則の実施細目は、教育長が定める。
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　　　附　則
　この規則は、昭和６１年３月１日から施行する。
　　　附　則（昭和63、２・改正）
　この規則は、昭和６３年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成９、３・改正）
　（施行期日）
１　この規則は、平成９年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　改正後の別表一の表の規定は、この規則の施行
の日（以下「施行日」という。）以後になされた
使用許可に係る付帯設備使用料について適用し、
施行日前になされた使用許可に係る付帯設備使用
料については、なお従前の例による。
　　　附　則（平成９、９・改正）
　この規則は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平成15、９・改正）
　（施行期日）
１　この規則は、平成１５年１１月１６日から施行する。
ただし、第六条及び第十条の改正規定は、公布の
日から施行する。
２　改正後の第九条の規定は、この規則の施行の日
以後に使用料の返還の申込みがあった場合につい
て適用する。
　　　附　則（平16、３・改正）
　この規則は、平成１６年４月１日から施行する。ただ
し、第八条の改正規定及び第十三条の改正規定
（「定例会及び臨時会とし、定例会は隔月に、臨時会
は」を削る部分を除く。）は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平17、３・改正）
この規則は、平成17年４月１日から施行する。
別表第一（第十一条関係）
　一　付帯設備使用料

備考　１回とは、使用１回（使用が２日以上にわ
たる場合は、１日）をいう。
　二　暖房し、又は冷房する場合の加算額

備考　暖房し、又は冷房する時間に１時間未満の
端数があるときは、これを１時間に切り上げる。

仙台市史編さん委員会設置要綱

　（平成２年９月13日市長決裁）
　（設　　置）
第１条　仙台市市政百周年を記念して実施される
“仙台市史”（以下「市史」という。）編さん事業を
行うにあたり、広い視野から検討するため、仙台
市史編さん委員会（以下「委員会」という。）を設
置する。

　（所管事項）
第２条　委員会の所管事項を次のとおり定める。
1　市史編さんの基本的事項に関すること。
2　その他市史編さんに関して必要な指導・助言
に関すること。

　（組　　織）
第３条　委員会は１５名以内の委員をもって組織する。
２　委員は学識経験者、市職員、その他必要と認め
る者の中から市長が委嘱し、又は任命する。

３　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただ
し、任期途中で交代した場合は残任期間とする。

　（委員長）
第４条　委員会に委員の互選により、委員長を置く。
２　委員長は、委員会の会議を招集し、これを総務
する。

３　委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指
名する者がその職務を代理する。

　（会　　議）
第５条　委員会の会議は、委員の過半数の出席がな
ければ開くことができない。

２　委員会の議事は、出席した委員の過半数をもっ
て決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ
ろとする。

　（専門委員会）
第６条　委員会に、市史編さんに必要な編集、監修
等を行うため、専門委員会を置く。

２　専門委員会は、１５名以内の専門委員をもって組
織する。

３　専門委員は、学識経験者の中から市長が委嘱す
る。

４　専門委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
ただし、任務の終了した時点までとし、任期途中
で交代した場合は残任期間とする。

第７条　第４条及び第５条の規定は、専門委員会に
準用する。

金額（１回につき）単位区　　　分
１，０００円１式舞台照明設備
２，１００円１式音 響 設 備
１，０００円１式視聴覚設備

加算額（１時間につき）区　　　分
５００円ホ　ー　ル
４００円ギャラリー
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　（庶　　務）
第８条　委員会の庶務は、教育局博物館において処
理する。
　（委　　任）
第９条　委員会の運営に関しこの要綱に定めるもの
のほか必要な事項は教育長が定める。
　　　附　則
　この要綱は平成２年９月１３日から実施する。
　　　附　則
　この要綱は平成４年４月１日から実施する。
　　　附　則
１　この改正は、平成４年１２月１日から実施する。
２　平成６年９月１２日に委嘱する委員の任期は、平
成８年３月３１日まで、平成４年１２月４日に委嘱す
る専門委員の任期は、平成６年３月３１日までとす
る。
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１２．仙台市博物館のあゆみ

博物館建設調査着手昭和３４年３月
学識経験者による基本構想検討３５年１月
博物館建設費予算計上３月
博物館建設事務局設置９月
博物館建設工事着工１０月
同工事竣工（鉄筋コンクリート２階建一部地階　総床面積８８３㎡）３６年６月
博物館条例設定７月
博物館施行規則及び処務規定制定９月
同条例・施行規則施行１０月
第一次増築工事（鉄筋コンクリート２階建 総床面積２４４㎡）３８年７～１１月
第二次増築工事（鉄筋コンクリート２階建 総床面積８７９㎡）４３年３～１１月
第三次増築工事（鉄筋コンクリート２階建 総床面積４０５㎡）４６年１２月

～４７年３月
文化財保護法第48条に基づく勧告・承認館認定５０年１１月
新館建築のため休館５８年３月
旧博物館解体工事開始５月
旧博物館解体工事完了７月

旧　館

博物館基本構想策定委員会設置昭和５７年４月
同委員会が「仙台市博物館基本構想報告書」を仙台市教育委員会へ提出７月
市議会で新博物館基本設計費を議決９月
新博物館建設基本設計開始１１月
新博物館建設実施設計・展示実施設計開始５８年５月
博物館改築工事安全祈願祭及び起工式執行５９年１月
建築工事完了６０年７月
定礎式１１月
展示工事完了６１年２月
新博物館開館 ３月
新博物館入場者５０万人達成６２年９月
新博物館入場者１００万人達成平成元年１０月
新博物館入場者３００万人達成１１年８月
「慶長遣欧使節関係資料」４７点　歴史資料国宝第１号指定１３年６月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」基本計画策定業務開始１９年９月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」基本計画総合設計完了２１年３月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」館内改修工事着工２１年９月
改修工事完了２２年３月
リニューアルオープン２２年４月
東日本大震災による被災２３年３月１１日
東日本大震災に伴う復旧工事（１期）３～４月
開館５０周年４月
復旧工事（２期）６～７月
国宝・慶長遣欧使節関係資料がユネスコ記憶遺産に推薦決定８月
復旧工事（３期）、完全復旧１～２月

新　館
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